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研究要旨 

 オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクの分析・アセスメントモデルの作成、

事案発生時の迅速な状況把握・分析、効果的なリスクコミュニケーションを可能にするイ

ンテリジェンス機能のあり方の提案を主な目的として、感染症、放射線、化学物質、自然

災害等のリスクアセスメント（RA）のあり方について、国内外の事例を収集するとともに、

オールハザード・アプローチの RA を実施する主要国の体制および国際機関のガイダンス

について情報収集・整理を行った。また、RA とその利活用に向けた情報システムのあり方、

デジタル空間情報の利用可能性について検討した。米国・英国では、ハザード・脅威を幅

広く対象とした体系的な RA が国・地域レベルで実施され、その結果は災害・健康危機の

事前準備等に活用されていた。世界保健機関（WHO）と欧州疾病予防管理センター（ECDC）

からは、わが国が参考とすべき戦略的 RA の実践に向けた方法論が示されていた。新型コ

ロナウイルス感染症への対応では、ECDC 及び英国が体系的かつ迅速な RA を実施し、そ

の結果をわかりやすく提示し、効果的なリスクコミュニケーションを可能にする体制を構

築していた。わが国では RA に必要な情報基盤は整備されていると考えられるが、実践に

向けては、保健医療関係者だけでなく多部門の行政機関、研究機関、ステークホルダーに

よる分野横断的な体制を整備することが重要である。

研究分担者

齋藤 智也（国立感染症研究所感染症危機管
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Ａ．研究目的 

 自然災害や感染症パンデミック、大規模事

故等の公衆衛生事案への事前準備と緊急対応

の効果的な実践にあたっては、想定されるあ

らゆるハザード・脅威によるリスクを体系的

に分析・アセスメントし、優先順位を付した

上で対策に繋げるオールハザード・アプロー
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チのリスクアセスメント（RA）が重要とされ

る。わが国では、地震、感染症等の個々ハザ

ードについてのリスク評価は実施されている

が、これらを包含する体系的なリスク評価は

行われておらず、テロ等の意図的な事案など

公衆衛生的観点からの RA の手法が十分検討

されていないハザード・脅威も少なくない。

2018 年に世界保健機関（WHO）により実施

された国際保健規則（IHR）に基づく合同外

部評価においても、わが国のオールハザー

ド・アプローチに基づく分析・評価体制の確

立が課題として指摘されたところであり、公

衆衛生リスクの分析・評価手法の確立とこれ

に基づくリスクプロファイルの構築は急務と

いえる。 
 一方、事案発生時の緊急対応においては、

迅速な状況把握（situation awareness）、分析、

評価が不可欠である。今般の新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）対応では、初期の

状況把握とそれに基づく評価・分析といった

インテリジェンス機能の重要性が、わが国の

みならず多くの先進諸国で課題として認識さ

れた。パンデミック下の自然災害等の複合的

事案や原因不明事案も想定される中、事案発

生時に専門家等を動員し、平時に構築したリ

スクプロファイルを活用しつつ、被害やリソ

ースの状況、事案発生下の市民の反応・行動

などを統合し、迅速かつ動的にリスクを分

析・評価するインテリジェンス機能の確立が

求められる。 
 オールハザード・アプローチによる RA の

先行事例として、米国や英国等における国家

規模での RA の取組みが挙げられる。これら

は平時における国・地方の事前準備体制の構

築に有用と考えらえるが、一方で、事案発生

時の情報収集・分析、迅速な RA・コミュニケ

ーションの手法については未知の部分も多い。

平時から事案発生時にシームレスに運用可能

なインテリジェンス機能構築に向けた知見の

集積は、国際的にも重要な意義を持つと考え

られる。 
 以上を踏まえ本研究では、オールハザー

ド・アプローチによる公衆衛生リスクの分

析・アセスメントモデルの作成、事案発生時

の迅速な状況把握・分析、効果的なリスクコ

ミュニケーションを可能にするインテリジェ

ンス機能のあり方の提案を主な目的とする。 
 

Ｂ．研究方法 
1. 感染症・バイオテロ等のリスクアセスメン

ト手法に関する研究 
 既存のハザード・脅威に対するリスク分

析・アセスメント手法について、感染症分野

における好事例の収集を行った。特に、迅速

な situation assessmentと awarenessが必要

とされた国内外の COVID-19 の変異株への対

応における情報収集・分析・評価、リスクコ

ミュニケーションについて好事例を収集・整

理した。また、公衆衛生リスク、特に感染症

リスクの分析手法について、新型コロナウイ

ルス（SARS-CoV-2）の変異株に関するリスク

評価の事例を文献的に検討した。 
 
2. 放射線および環境因子のリスクアセスメ

ント手法の分析・検証に関する研究 
 放射線が健康および社会に影響をもたらし

た日本における公衆衛生事案の代表例として、

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力

発電所事故に焦点を当てて、同事故に関する

既存資料の調査を行った。さらに、放射線被

ばくと健康リスクについて現状の認識を理解

するため、国際機関による報告書を参照した。

既存の放射線に関する脅威に対するリスク分

析として、被ばく線量の評価と健康リスクの

概要について、WHO の報告書及び、国連科

学委員会（UNSCEAR）の報告書を参照し、
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以下の項目について既存の知見をまとめた 
a. 原子力災害によるリスクとして認識され

ている項目およびリスクファクターの評

価方法 
b. 放射線に関する RA の好事例 
 
3. 平時から事案発生時にシームレスに稼働

するインテリジェンス機能の提案に関する研

究 
オールハザード、リスク分析をキーワードに、

先行研究、書籍、論文などを参考にしてリス

ク分析項目、利活用できそうなデータの調査

を行なった。また、得られた情報をインテリ

ジェンス化するにあたり、近年主流となりつ

つある情報ダッシュボード機能の調査を行い、

システム概要を設計した。 
 
4. デジタル空間社会の構築とオールハザー

ドへの活用に関する研究 
① COVID-19 のクラスター発生個所予測に

関わる人流とウェブ検索データの統合 
 都市内の COVID-19 のクラスター発生個所

を予測するために、従来から使われている人

流データ（＝人々の接触密度）に加えて、ウ

ェブ検索データを用いた感染リスクのスコア

を統合し活用する手法を提案した。 
② 携帯電話を用いた感染拡大リスク低減の

ための新たな接触確認技術の提案 
 携帯電話を用いて感染拡大リスクを下げる

新たな接触確認技術 CIRCLE 法

(Computation of Infection Risk via 
Confidential Locational Entries)を提案し、

「プライバシーに配慮しながら、地域住民に

感染のリスクを通知する」という課題につい

て検討した。 
③ 広域水害後の道路復旧作業の最適化にお

ける人流を考慮した深層強化学習モデリング 
 2018 年の西日本豪雨の事例を用いて、広域

水害後の道路復旧作業の最適化において、人

流を考慮した深層強化学習モデリングの開発

を行った。 
 
5. 化学物質・化学テロのリスクアセスメント

手法の分析・検証に関する研究 
① 化学物質に関する情報収集 
化学物質の人体や環境に与える影響を考慮す

る際に参考となる情報に関して、インターネ

ット上で取得可能な情報を調査した。さらに、

自治体や国などが保有する化学物質に関する

情報をその根拠となる法律や規則から検討し

た。最後に人体に影響する化学物質に関する

情報を取得している、あるいは脅威となって

いる化学物質をアセスメント、情報収拾して

いる機関とその性格を検討した。 
② 化学イベントへの対応に関する情報収集 
化学イベント発生時の評価法や対応法に関す

る情報に関して世界健康安全保障イニシアテ

ィブ（Global Health Security Initiative, 
GHSI）の Chemical Event Working 
Group(CEWG)の協議内容を含め資料を収集

した。また、CEWG により「化学イベント発

生後の地域の復興」に関し開催されたシンポ

ジウムからの情報収集を行った。 
 
6. オールハザード・アプローチに資する海外

事例に関する研究 
米国及び英国の政府機関、WHO、ECDC の

ウエブサイトから、オールハザード・アプロ

ーチによる公衆衛生上のハザード・脅威の影

響評価、リスクの分析・アセスメントの手法

に関するガイドライン等を収集した。RA の方

法論、実施体制、対象（ハザード・脅威）の

範囲、RA の利活用（公開・活用）の項目ごと

に主な所見を整理した。 
 
7. 感染症と自然災害の複合災害における基
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礎情報の収集・調査 
 感染症と自然災害の複合災害を想定し、

国・地方自治体（都道府県）におけるリスク

プロファイルの原案として、オールハザード

で対応が求められる避難所運営を対象として

検討した。また、平時から事案発生時にシー

ムレスに稼働するインテリジェンス機能の例

として、災害対応工程管理システム BOSS
（Business Operation Support System）につい
て考察した。 

 
（倫理面への配慮） 
 本研究は政策研究、システム開発に関する

研究であり、人を対象とした調査等は実施し

ていないため倫理面での特段の配慮は必要と

しない。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 感染症・バイオテロ等のリスクアセスメン

ト手法に関する研究 
 SARS-CoV-2 の変異株に関する RA につい

て、最も体系的に評価が行われていたと考え

られるECDCおよび英国の事例検討を行った。 
① ECDC の RA 
ECDC は、2020 年 12 月に英国で報告された

アルファ株の発生以来、2022 年 4 月までに計

12 報の脅威評価（Threat assessment）また

は RA の報告を行っていた。アルファ株・デ

ルタ株出現初期の2つの報告以外については、

リスククエスチョンが立てられ、RA がなされ

ていた。変異株の置き代わりが進むにつれて、

RA の対象は市民や加盟国全体から、ハイリス

ク者や各国の流行状況、ワクチンの接種の進

行状況を考慮した対象へと変化していた。 
② 英国の変異株の RA フレームワーク 
英国は、2020 年 12 月のアルファ株の勃発以

後、ほぼ週１回のペースで Technical Briefing
を発行し、変異株の分類や、状況分析に関す

る更新を実施していた。変異株の RA につい

ては、アルファ株への置き代わりがほぼ完了

し、デルタ株が出現しつつあった 5 月に評価

方法を示した。この評価方法は、6 つの指標を

示し、それぞれの評価基準を３〜４段階で示

し、緑、黄、アンバー（橙）、赤に視覚的に色

分けしていた。エビデンスレベルについては、

３段階（低い、中程度、高い）で基準を設け、

それぞれの指標について明示した。2021 年 5
月から 12 月までは、6 つの指標のうち、「ヒ

トの間での伝播性」「感染症の重症度」「自然

感染後の免疫」「ワクチン」の指標とともに、

総合評価が示されていた。その後、獲得免疫

からの逃避が重要な要素となると「感染者増

加の優位性」が指標に追加され、「自然感染後

の免疫」、「ワクチン」は「免疫逃避」の１項

目に統合された。 
 
2. 放射線および環境因子のリスクアセスメ

ント手法の分析・検証に関する研究 

計26論文および2つの国際機関の報告書が該

当した。 
a. 原子力災害によるリスクとして認識され

ている項目およびリスクファクターの評

価方法 
 放射線による健康影響のアウトカムについ

ては、「がんの発生」としている文献が多く、

リスクファクターとして、環境中の放射線量、 
野生動物の肉を摂取した個人が受けた実効線

量、帰還困難区域など直接的な線量計測が困

難な地域の空間線量の計測として野生動物に

GPS 機能付き線量計を装着して推定する方法

などが用いられていた。 
b. 放射線に関する RA の好事例 
 個人の被ばく線量の評価としては、福島県

「県民健康管理調査」の「基本調査」が挙げ

られる。東日本大震災時の全福島県民を対象

として実施された調査であり、空間線量が最
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も高かった時期の外部被ばく線量を、震災後 4
か月間の行動記録を調査票により聴取して推

計したものである。放射線業務従事経験者以

外の対象者の 99.3％で 4 か月間の被ばく線量

が 10mSv 未満であり「放射線による健康被害

が出ることは考えにくい」との評価が得られ

た。また、原子力災害による心理的影響を「損

失幸福余命（loss of happy life expectancy）」
という指標を用いて評価した報告では、避難

者の精神的苦痛に伴う「損失幸福余命」は、

放射線被ばくによるがん死亡率によるものよ

りも高いという結果であった。WHO 及び

UNSCEAR の報告書では、いずれも福島住民

の被ばくによるリスクは健康に影響を及ぼす

レベルではないと総括している。 
 
3. 平時から事案発生時にシームレスに稼働

するインテリジェンス機能の提案に関する研

究 
 事案発生時のリスク分析項目として、以下

に挙げる 7 項目を検討した。 
• 曝露人口 
• 物資各種需要量 
• 配給拠点の決定から被災者割り当ての最

適化 
• 物資配送ルート・帰宅ルートの決定 
• 災害対策本部などの命令系統本部設置場

所 
• 住宅損壊時の損失額の計算 
• 複合災害時の組み合わせリスク 
 また、政府等の公的機関、民間機関が提供

するインターネット上の公開情報により、上

記リスク項目に必要な情報・データが入手可

能であることを確認し、ダッシュボードとし

て可視化できることが明らかになった。 
 
4. デジタル空間社会の構築とオールハザー

ドへの活用に関する研究 

① COVID-19 のクラスター発生個所予測に関

わる人流とウェブ検索データの統合 
実際にクラスターの発生報告された都内８か

所について、人流データとウェブ検索データ

を統合し後方視的に検証することで、1〜2 週

間前に予測できる可能性が明らかになった。 
② 携帯電話を用いた感染拡大リスク低減の

ための新たな接触確認技術の提案 
CIRCLE 法は、携携帯電話会社が保有する

位置情報履歴と保健所が保有する陽性患者の

行動履歴を用いて、濃厚接触のリスクを特定

する仕組みであり、Bluetooth 法と比較して精

度やプライバシーの確保の点で利点があると

考えられた。携帯電話の位置情報履歴の精度

に依存するため、特性の異なる接触リスク計

算を組み合わせることで計算に要するコスト

を抑制し、高精度な接触リスク計算が可能で

あることを示した。 
③ 広域水害後の道路復旧作業の最適化にお

ける人流を考慮した深層強化学習モデリング   
 2018 年の西日本豪雨を事例として、実際の

人流・交通状況を考慮して最適な道路復旧戦

略を抽出できることが明らかになった。 
 
5. 化学物質・化学テロのリスクアセスメント

手法の分析・検証に関する研究 
① 化学物質に関する情報収集 
 化学物質に関する国内外の情報ソースにつ

いて収集し下記の観点から整理した。 
ア）インターネット上の公開情報 
 GHSI Chemical Risk Prioritization Tool
の他、産業保健関連の情報など。 
イ）行政機関等が管轄・保有する情報 
 消防、警察が管轄する情報の他、農薬の販

売における届出（都道府県）、化学物質の審査

及び製造等の規制に関する法律に基づく届出

（国：経済産業省）の情報など。 
ウ）専門機関が保有する情報 
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 日本中毒情報センター、国立医薬品食品衛

生研究所のデータベースなど。 
エ）インターネット利用分析に基づく情報 
 違法薬物等について、インターネットの検

索動向や Social Networking Service (SNS）
上の情報量の動向を分析することで、当該薬

物等が使用される可能性を推計する試みも行

われていた。 
② 化学イベントへの対応に関する情報収集 
 化学イベントへの対応において、有用な資

料として、米国 CDC、国土安全保障省のウェ

ブサイト、WHO による化学イベント時の公

衆衛生マネジメントマニュアル、GHSI が提

示する化学イベント後の復興に関する事例な

どが収集された。 
 
6. オールハザード・アプローチに資する海外

事例に関する研究 
 米国、英国及び WHO、ECDC の RA の方

法論、実施体制、対象、利活用について情報

の収集・整理を行った。オールハザードを対

象とする RA が主流であり、保健当局以外に

も関係機関、専門家などが参集し評価と判断

を実施していた。方法論は細部の違いはある

ものの概して共通しており、基本的な情報の

収集後、国・地域で対応が必要な脅威・ハザ

ードを特定し、シナリオを作成、過去の事例

データや災害リスクモデリングを利用しリス

クの発生可能性（likelihood）と影響（impact）
を評価するという手順がとられていた。英国

や WHO、ECDC はリスクレベルの評価を行

い、リスクマトリックスを用いて可視化する

手法がとられていた。米国は RA の最終段階

で、各関係機関の対応能力の目標設定まで実

施することとなっていた。また、WHO が 2021
年に発行した「戦略的リスクアセスメントの

ためのツールキット」（関連文書とともに日本

語訳を資料 1、２として提示）は今後国・自治

体で、オールハザード・アプローチの RA を

実践する上で有用な方法を提示していた。 
 RA の結果は平時から関係機関と共有し、災

害・健康危機管理上の事前準備に活用されて

いた。ECDC はリスクコミュニケーションの

重要性にも触れており、国民の関心や期待、

その他の外部要因が RA の対応に影響を与え

ることがあることにも留意が必要である。 
 
7. 感染症と自然災害の複合災害における基

礎情報の収集・調査 
 COVID-19 が流行する状況下での自然災害

発生時の避難所のあり方を通じて、行政が体

系的な公衆衛生リスクプロファイルを構築す

るにあたり、優先すべきハザード・脅威を特

定し、適切な対策を講じる上での基礎資料を

整理した。また、災害対応業務に着目し、47
種の災害対応業務の全体像の把握、42 種の避

難所運営業務を整理し、災害対応工程管理シ

ステム BOSS を提案した。インテリジェンス

機能の効果的な運用を可能にする人的・物的

リソースの配備・デジタル社会に対応した技

術活用のあり方を示し、災害対策本部機能の

拡充・効率化のために、避難所運営業務に関

連する情報システムを調査し、今後研究開発

が必要とされる情報システムについての示唆

を得た。 
 
Ｄ．考察  
 わが国におけるオールハザード・アプロー

チに基づいた RA のあり方の参考にすべく、

感染症、放射線、化学物質、自然災害等につ

いて国内外の事例を収集するとともに、RA に

適用されうる情報技術、空間情報の活用の可

能性について、検討を行った。また、WHO、

ECDC を中心とする国際機関の RA に関する

ガイダンスの内容を精査し、すでにオールハ

ザード・アプローチの RA を実践している米
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国、英国の事例、体制について調査を行った。 
 感染症、特に COVID-19 対応では、ECDC
と英国の手法が最も体系的でかつ精緻に分析、

報告がなされていた。COVID-19 の感染状況

や変異株の出現等に応じて迅速な RA が実施

され、その結果の示し方についても、カラー

コードの使用、信頼レベルの明示など参考に

すべき点が多くあった。また、限られた知見

しか得られていない状況でも RA を実施し、

その結果について、一定の見解と対策の方向

性に資する解釈を与える必要があることから、

リスクコミュニケーションを重視した手法の

開発が求められる。リスクコミュニケーショ

ンは、感染症に限らず、放射線や化学物質に

よる災害・事故、自然災害等、あらゆるハザ

ード・脅威においても重要だが、ハザード・

脅威が異なる場合でも手法は共通する部分が

多いと考えられる。オールハザード・アプロ

ーチによる包括的な体制の整備が求められる。 
 RA に関連する情報システムのあり方、そし

てデジタル空間情報の活用の可能性について

の分析では、RA に必要とされる情報の多くは

すでにわが国において整備されており、ダッ

シュボードなど視覚的に理解しやすい方法で

の展開も実現可能な状況となっていることが

明らかになった。また、デジタル空間情報は、

自然災害後の被災地のインフラ・交通の被災

状況の把握や感染症の伝播モデルなど、デー

タの種類や活用範囲の幅が広く、今後社会の

デジタル化が進む中、RA の実施・見直しのプ

ロセスで活用の可能性を検討することが望ま

しいと考えられた。 
 オールハザード・アプローチの RA を実践

する米国、英国の方法、WHO、ECDC などの

ガイダンスが推奨する RA の方法論は多くの

共通点がみられた。国や地域の状況をふまえ

たハザード・脅威の特定、シナリオを用いた

影響の大きさの検討と過去の事例等を参考に

した発生可能性の推定、リスクのランクづけ

と優先すべきリスクの提示などである。そし

て、この一連のプロセスは、保健医療の関係

者だけでなく、消防、警察、環境、交通など

を扱う行政機関や専門家、さらにはリスクの

影響を受ける可能性のある業界団体等の利害

関係者を含む分野横断的な会議体において実

施されていた。今回資料３として提示したわ

が国の RA の現状に関する調査では、各種法

制度、計画、マニュアル、指針等が各主体そ

れぞれで準備され対応体制が整えられていた

が、オールハザード対応ではないため、国と

してのリスクプロファイルの全体像が把握で

きないことが示された。RA 結果の共有と活用、

RA のプロセスや事前準備の効率化を図る上

でも、分野横断的な RA の取り組みが望まれ

る。その一方で、先行する英国では、

COVID-19 対応の経験をふまえて、現行の RA
の方法論の限界や改善点も指摘されはじめて

いることから、今後の動向を注視するととも

に、我が国としてもより効果的な RA のあり

方について継続的な検討が必要と考えられる。 
 
Ｅ．結論 
わが国ではオールハザード・アプローチの RA
の実践体制が整備されていないが、米国・英

国等では、国・地域で注意すべきハザード・

脅威を幅広く対象とした体系的な RA が定期

的に実施されており、この結果が災害・健康

危機に対する事前準備に活用されていた。ま

た、COVID-19 対応における ECDC や英国の

取り組みにみられるように、健康危機の発生

時に不明な点が多い状況下でも迅速かつ継続

的に RA を実施し、さらにその結果を政策決

定者や一般市民にわかりやすく提示すること

で、効果的なリスクコミュニケーションにつ

なげる体制を構築することも重要である。気

候変動や社会情勢の変化、科学技術の進歩な
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どに伴い未知のハザード・脅威も増えること

が想定される中、わが国においても戦略的な

RA 体制を構築することは重要と考えられる。

そのためには、WHO や ECDC のガイダンス

や先行する諸外国の取り組みが示すように、

保健医療関係者だけでなく、多部門の行政機

関、研究機関、多様なステークホルダーによ

る分野横断的な RA 実践体制を整備すること

が求められる。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 なし。 
 
Ｇ．研究発表 
1.  論文発表 
• Takahashi K, Ishikane M, Ujiie M, 
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Ainai A, Tobiume M, Arashiro T, 
Fujimoto T, Saito T, Yamato M, Suzuki T, 
Ohmagari N. Duration of Infectious 
Virus Shedding by SARS-CoV-2 
Omicron Variant–Infected Vaccinees. 
Emerging Infectious Disease Journal. 
28 (5). 2022. 
https://doi.org/10.3201/eid2805.220197. 

• Tsuyoshi Sekizuka, Kentaro Itokawa, 
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in Japan: A focus on viral dynamics. 
Glob Health Med. 2021; DOI: 
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• 齋藤智也. 2021. 変異ウイルス(変異株)の
インパクト (特集 COVID-19 パンデミッ

ク:二年を振り返る). 日本内科学会雑誌 
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• 齋藤智也.新型コロナウイルスの変異株に

ついて.Current Therapy.39(11). 
61-64.2021. 
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V.Ukkusuria. Early warning of 
COVID-19 hotspots using human 
mobility and web search query data, 
Computers, Environment and Urban 
Systems, Elsevier, Vol. 92, March 2022, 
101747 

• Junko Ami, Kunihiro Ishii,Yoshihide 
Sekimoto, Hiroshi Masui, Ikki Ohmukai, 
Yasunori Yamamoto, Takashi Okumura, 
Computation of Infection Risk via 
Confidential Locational Entries: A 
Precedent Approach for Contact Tracing 
With Privacy Protection, IEEE Access, 
vol. 9, pp. 87420-87433, Jul. 2021 

• Soo-hyun Joo, Yoshiki Ogawa, Yoshihide 
Sekimoto, Road-reconstruction after 
multi-locational flooding in multi-agent 
deep RL with the consideration of 
human mobility – Case study: Western 
Japan flooding in 2018 -, International 
Journal of Disaster Risk Reduction, 
Elsevier, 70, Jan. 2022, 102780. 

• Takasugi T, Tsuji T, Hanazato M, 
Miyaguni Y, Ojima T, Kondo 
K. Community-level educational 
attainment and dementia: a 6-year 
longitudinal multilevel study in 
Japan. BMC Geriatr 21, 661 
(2021).  https://doi.org/10.1186/s12877-
021-02615-x 

• 田中奈美・沼田宗純：災害対応検証報告書

におけるペットに関する課題分析を踏ま

えた組織別の災害対応業務フローの構築

―川崎市を事例として―、地域安全学会論

文集 NO.40，2022.3. 
2.  学会発表   
• 冨尾淳. オールハザード・アプローチに基

づく災害医療に向けて−海外の事例をふ
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まえた考察．第 27 回日本災害医学会総

会・学術集会；2022 年 3 月（広島）． 
• 齋藤智也.緊急シンポジウム「新型コロナ

ウイルス感染症の変異株の現状と課題」：

変異株とその対応.第 95 回日本感染症学

会学術講演会第 69 回日本化学療法学会総

会合同学会；2021 年 5 月.  
• 大西 光雄：吸入剤による中毒の基礎と臨

床 化学テロと吸入剤による中毒 新し

い脅威(Opioid)を踏まえて 第48回日本毒

性学会学術年会（日本中毒学会合同シンポ

ジウム）；2021 年 7 月（神戸）. 
• 高杉友、辻大士、大塚理加、宮國康弘、近

藤克則、尾島俊之:「個人・地域レベルの

ソーシャル・キャピタルと避難訓練参加の

関連：JAGES 2019 横断研究」第 80 回日

本公衆衛生学会総会、2021.12.21-23（東

京） 
• 高杉友、辻大士、大塚理加、宮國康弘、近

藤克則、尾島俊之:「個人・地域レベルの

ソーシャル・キャピタルと防災備蓄の関

連：JAGES 2019 横断研究」第 32 回日本

疫学会学術総会、2022.1.26-28（千葉） 
• 尾島俊之、高杉友、原岡智子、池田真幸、

池田和功、冨尾淳「保健医療調整本部等

におけるマネジメント」第 27 回日本災害

医学会総会・学術集会、2022.3.3-5（広島） 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得：なし。 
2. 実用新案登録 ：なし。 
3. その他 ：なし。 
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 

インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 

分担研究報告書 

 

感染症・バイオテロ等のリスクアセスメント手法に関する研究 

研究分担者 齋藤 智也 

(国立感染症研究所感染症危機管理研究センター長) 

 

研究要旨 

 SARS-CoV-2 変異株のリスク評価について、諸外国の手法を文献的に検討した。公開され

ている文書では、ECDC と英国の手法が最も体系的でかつ精緻に分析、報告がなされていた

と考えられた。ECDCのリスク評価の基本的な手法は、「ECDC. Operational tool on rapid risk 

assessment methodology.2019」が応用されており、リスククエスチョンの明確化と、解釈

に関する丁寧な記述が特徴的だった。 

 英国の変異株のリスクアセスメントフレームワークは、ベースの指標と各段階の評価基

準、カラーコードが明確であり、また、信頼レベルについても明示があり、非常に系統的

にリスク評価が行われていた。また各評価基準の評価結果には、１行でのサマリーも簡潔

に示されており、リスクコミュニケーションツールとしての配慮がさらになされていた。 

 

Ａ．研究目的  

 自然災害や感染症パンデミック、大規模事

故等の公衆衛生事案への事前準備と緊急対応

の効果的な実践にあたっては、想定されるあ

らゆるハザード・脅威によるリスクを体系的

に分析・アセスメントし、優先順位を付した

上で対策に繋げるオールハザード・アプロー

チのリスクアセスメント（RA）が重要とされ

る。わが国では、地震、感染症等の個々ハザ

ードについてのリスク評価は実施されている

が、これらを包含する体系的なリスク評価は

行われておらず、テロ等の意図的な事案など

公衆衛生的観点からのRAの手法が十分検討さ

れていないハザード・脅威も少なくない。2018

年に世界保健機関（WHO）により実施された国

際保健規則（IHR）に基づく合同外部評価にお

いても、わが国のオールハザード・アプロー

チに基づく分析・評価体制の確立が課題とし

て指摘されたところであり、公衆衛生リスク

の分析・評価手法の確立とこれに基づくリス

クプロファイルの構築は急務といえる。 

一方、事案発生時の緊急対応においては、迅

速な状況把握（situation awareness）、分析、

評価が不可欠である。今般の新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）対応では、初期の状

況把握とそれに基づく評価・分析といったイ

ンテリジェンス機能の重要性が、わが国のみ

ならず多くの先進諸国で課題として認識され

た。パンデミック下の自然災害等の複合的事

案や原因不明事案も想定される中、事案発生

時に専門家等を動員し、平時に構築したリス

クプロファイルを活用しつつ、被害やリソー

スの状況、事案発生下の市民の反応・行動な

どを統合し、迅速かつ動的にリスクを分析・

評価するインテリジェンス機能の確立が求め

られる。 

オールハザード・アプローチによる RA の先行

事例として、米国や英国等における国家規模

でのリスクアセスメントの取組みが挙げられ

る。これらは平時における国・地方の事前準

備体制の構築に有用と考えらえるが、一方で、

事案発生時の情報収集・分析、迅速な RA・コ

ミュニケーションの手法については未知の部

分も多い。平時から事案発生時にシームレス

に運用可能なインテリジェンス機能構築に向

けた知見の集積は、国際的にも重要な意義を

持つと考えられる。 

以上を踏まえ本研究では、オールハザード・

アプローチによる公衆衛生リスクの分析・ア

セスメントモデルの作成、事案発生時の迅速

な状況把握・分析、効果的なリスクコミュニ

ケーションを可能にするインテリジェンス機

能のあり方の提案を主な目的とする。 

 本分担研究では、初年度は、既存のハザー

ド・脅威に対するリスク分析・アセスメント

手法について、感染症分野における好事例の

収集を行う。特に、迅速な situation 

assessment と awareness が必要とされた国内
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外のCOVID-19の変異株への対応における情報

収集・分析・評価、リスクコミュニケーショ

ンについて好事例を収集・整理する。 

 

Ｂ．研究方法 

 公衆衛生リスク、特に感染症リスクの分析

手法について、新型コロナウイルス

（SARS-CoV-2）の変異株に関するリスク評価

の事例を文献的に検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

 政策課題を扱う研究であり該当しない。 

 

Ｃ．研究結果 

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の変異株

に関するリスク評価について、最も体系的に

評価が行われていたと考えられる欧州

CDC(ECDC)および英国の事例検討を行った。 

 

1. ECDC のリスクアセスメント 

 ECDC は、2020 年 12 月に英国で報告されたア

ルファ株の発生以来、2022 年 4 月までに計 12

報の脅威評価(Threat assessment)またはリス

ク評価(Risk assessment)の報告を行なってい

た（表 1）。Threat Assessment に限られたア

ルファ株・デルタ株出現初期の 2つの報告

（表・灰色塗り部分）以外については、リス

ククエスチョンが立てられ、リスク評価がな

されていた。変異株の置き代わりが進むにつ

れて、リスク評価は、市民や加盟国全体のリ

スクの評価から、ハイリスク者や各国の流行

状況、ワクチンの接種の進行状況を考慮し対

象毎に行われるようになっていた。 

 
表 1 ECDC の変異株のリスク・脅威評価 
⽇付 タイトル 

• リスククエスチョン 
2020  
12/20 Threat Assessment Brief: Rapid increase of 

a SARS-CoV-2 variant with multiple spike 
protein mutations observed in the United 
Kingdom 

12/29 Risk Assessment: Risk related to spread of 
new SARS-CoV-2 variants of concern in 
the EU/EEA 
• EU／EEA において潜在的に懸念され

る変異株の導⼊と拡散に関連するリ
スクは何か？ 
What is the risk associated with the 
introduction and spread of variants of 
potential concern in the EU/EEA? 

• 今後数週間のうちに、医療システムへ
の負担が増加するリスク？ 
What is the risk of an increased 
burden on health systems in the 
coming weeks?  

2021  
1/21 Risk Assessment: Risk related to the spread 

of new SARS-CoV-2 variants of concern in 
the EU/EEA ‒ first update 
• EU／EEA において潜在的に懸念され

る変異株の導⼊とコミュニティへの
拡散に関連するリスクは何か？ 
What is the risk associated with the 
introduction and community spread 
of variants of potential concern in the 
EU/EEA? 

2/15 Risk assessment: SARS-CoV-2 - increased 
circulation of variants of concern and 
vaccine rollout in the EU/EEA 
• EU/EEA および英国で観察された懸

念すべき既知の変異株の増加を考慮
すると、SARS-CoV-2 は⼀般集団およ
び脆弱な⼈々にどのようなリスクを
もたらすか？ 
Given the increase in known variants 
of concern observed in the EU/EEA 
and the UK, what risk does 
SARS-COV-2 pose to the general 
population and vulnerable 
individuals?  

5/11 Threat Assessment Brief: Emergence of 
SARS-CoV-2 B.1.617 variants in India and 
situation in the EU/EEA 

6/10 
 

Rapid risk assessment: Assessing 
SARS-CoV-2 circulation, variants of 
concern, non-pharmaceutical interventions 
and vaccine rollout in the EU/EEA 
• 現在のワクチン接種率と EU/EEA で

流⾏している変異株において、
SARS-CoV-2 は⼀般集団と脆弱な
⼈々にどのようなリスクをもたらす
か？ 
Based on current vaccination 
coverage and circulating variants in 
the EU/EEA, what risk does 
SARS-CoV-2 pose to the general 
population and vulnerable 
individuals?  
Ø 疫学的状況が低／中／⾼レベル

の懸念がある国別 
Countries in which the 
epidemiological situation is 
classified as low/moderate/high 
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concern   
6/23 Threat Assessment Brief: Implications for 

the EU/EEA on the spread of the 
SARS-CoV-2 Delta (B.1.617.2) variant of 
concern 
• ⼀般住⺠や脆弱な⼈々にとって、予期

されるデルタ VOC の流⾏増加に関連
するリスクは何か 
What is the risk related to the 
expected increase in circulation of the 
Delta VOC for the general and 
vulnerable populations?  

9/30 Rapid Risk Assessment: Assessing 
SARS-CoV-2 circulation, variants of 
concern, non-pharmaceutical interventions 
and vaccine rollout in the EU/EEA 
• 現在のワクチン接種率と EU/EEA で

流⾏している変異株において、
SARS-CoV-2 は⼀般集団と脆弱な
⼈々にどのようなリスクをもたらす
か？ 
Based on current vaccination 
coverage and circulating Delta variant 
in the EU/EEA, what risk does 
SARS-CoV-2 pose to the general 
population and to vulnerable 
individuals?  
Ø 疫学的状況が低／中／⾼レベル

の懸念がある国別 
Countries in which the 
epidemiological situation is 
classified as low/moderate/high 
concern    

• 追加的なリスクに関する考慮事項 
Additional risk considerations 

11/26 
 

Threat Assessment Brief: Implications of 
the emergence and spread of the 
SARS-CoV-2 B.1.1. 529 variant of concern 
(Omicron) for the EU/EEA 
• EU／EEA においてオミクロン株の更

なる拡散に関連するリスクは何か？ 
What is the risk associated with the 
further emergence spread of the 
SARS-CoV-2 variant Omicron in the 
EU/EEA? 

12/2 
 

Threat Assessment Brief: Implications of 
the further emergence and spread of the 
SARS-CoV-2 B.1.1.529 variant of concern 
(Omicron) for the EU/EEA - first update 
• EU／EEA においてオミクロン株の更

なる導⼊と拡散に関連するリスクは
何か？ 
What is the risk associated with the 

further introduction and  spread of 
the SARS-CoV-2 variant Omicron in 
the EU/EEA? 

12/15 
 

Assessment of the further emergence of the 
SARS-CoV-2 Omicron VOC in the context 
of the ongoing Delta VOC transmission in 
the EU/EEA, 18th update 
• EU/EEA で進⾏中のデルタ株の伝播

の中で、オミクロン株の電波がもたら
す公衆衛⽣へのリスクは何か？ 
What is the risk to public health posed 
by the spread of the Omicron VOC in 
the context of ongoing Delta VOC 
transmission in the EU/EEA? 

2022  
1/27 
 

Assessment of the further spread and 
potential impact of the SARS-CoV-2 
Omicron variant of concern in the 
EU/EEA, 19th update 
• 現在の⾼い発⽣率と増加傾向、集団レ

ベルでの全体的な深刻さ、そして無防
備な集団に対する特別なリスクを考
慮すると、EU/EEA でオミクロンの拡
散が続くことによってもたらされる
公衆衛⽣に対するリスクは何か。 
What is the risk to public health posed 
by the continued spread of Omicron 
in the EU/EEA, considering the 
current high and increasing 
incidence, the overall severity on a 
population level, and the particular 
risks for unprotected populations? 

 

2. 英国の変異株のリスクアセスメントフレ

ームワーク 

英国は、2020 年 12 月のアルファ株の勃発以

後、ほぼ週１回のペースで Technical 

Briefing を発行し、変異株の分類や、状況分

析に関するアップデートをおこなってきた。 

変異株のリスクアセスメントについては、ア

ルファ株への置き代わりがほぼ完了し、デル

タ株が出現しつつあった 5月に評価方法を示

した。この評価方法は、6つの指標を示し、そ

れぞれの評価基準を３〜４段階で示し、緑、

黄色、アンバー（橙）、赤に視覚的に色分けし

ていた（図）。エビデンスレベルについては、

３段階（低い、中程度、高い）で基準を設け、

それぞれの指標について明示した(UK Health 

Security Agency. Risk assessment framework 

for SARS-CoV-2 variants. May 22, 2021. 
https://www.gov.uk/government/publicatio

ns/investigation-of-sars-cov-2-variants-

12



of-concern-variant-risk-assessments)。

2021 年 5 月から 12 月までは、6つの指標のう

ち、「ヒトの間での伝播性」「感染症の重症度」

「自然感染後の免疫」「ワクチン」の指標とと

もに、総合評価が示されていた。しかし、オ

ミクロン株の出現以降、世代時間の短縮によ

り、感染者増加の優位性が単に伝播性の増加

では説明できなくなり、また、ワクチンや過

去の感染による獲得免疫からの逃避が重要な

要素となったため、「感染者増加の優位性」が

指標に追加された。一方、「自然感染後の免疫」

「ワクチン」の指標は「免疫逃避」の１項目

に統合された。 

デルタ株については、計８報、オミクロン株

については計 10 報（うち４報は BA.2 系統に

ついて）、そのほか、ラムダ株、B.1.621 系統、

AY.4.2 系統について各１報が報告されていた。 

 

Ｄ．考察  

2020 年 12 月に認識された形質が大きく異な

った SARS-CoV-2 の変異株のアルファ株は、世

界のCOVID-19の流行状況に多大なインパクト

を与えた。さらに、デルタ株、オミクロン株

と続々と新たな変異株が生まれ、置き換わる

に至り、更なる社会的インパクトを生むこと

になった。その動向とインパクトを迅速に評

価し、また、その変異株の形質に合った対応

計画や介入施策の立案が必要となった。その

ためには、体系的にリスク評価を行うととも

に、その評価を施政者を含む関係者に共有し、

リスク認識を共有することが不可欠である。

国内でも国立感染症研究所で分担者等により

リスク評価が行われてきたが（表２）、諸外国

の知見を得ることを目的として本検討を行っ

た。 

 

表２ 国立感染症研究所による SARS-CoV-2

変異株に関する脅威・リスク評価 

• 感染・伝播性の増加や抗原性の変化が懸念され

る 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）の変異

株について （第 1〜16 報） 

• オミクロン株の組換え体について 2022年4月

11 日 

• SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統について

（第１〜９報） 

• SARS-CoV-2の変異株B.1.617系統について（第

1〜2報） 

• フィリピンからの入国者から検出された 新型

コロナウイルスの新規変異株について 

• ブラジルからの帰国者から検出された新型コ

ロナウイルスの新規変異株について 

 

諸外国では、ECDC と英国の手法が最も体系的

でかつ精緻に分析、報告がなされていたと考

える。ECDC のリスク評価の基本的な手法は、

「ECDC. Operational tool on rapid risk 

assessment methodology.2019」に示されてお

り、これが応用されていた。 

 英国の変異株のリスクアセスメントフレー

ムワークは、ベースの指標と各段階の評価基

準、カラーコードが明確であり、また、信頼

レベルについても明示があり、非常に系統的

にリスク評価が行われ、コミュニケーション

されていることが窺えた。また各評価基準の

評価結果には、１行でのサマリーも簡潔に示

されており、リスクコミュニケーションツー

ルとしての配慮がさらになされていた。さら

に、オミクロン株が発生した際にはオミクロ

ン株に適合した評価体系が迅速に示されてい

た。 

変異株の脅威評価には、遺伝子レベルでの解

析から、ウイルス学的・動物実験等での解析、

疫学的な解析を、統合的に、そして重みづけ

を行いながら評価する必要がある。 

SARS-CoV-2 変異株の脅威評価における情報

発出の時系列的な動きはパターン化しつつあ

り、 

1. GISAID 登録情報から、配列の変異情報を

過去の知見と照らし合わせて、あるいは

構造解析を組み合わせて、形質変化を推

測 

2. ウイルスゲノムの登録数の変化から感染

者の増加率比を求める 

3. シュードウイルスや分離されたウイルス

を用いた実験室における評価（細胞レベ

ル、組織レベル、個体レベル） 

4. １地域での疫学的評価 

5. 複数の地域での疫学的評価が一致 

といった順序で、公衆衛生インパクトに影響

する項目となる「感染・伝播性」「重症化リス

ク」「免疫逃避」の評価が定まっていた。ECDC

や英国の評価手法や、変異株の評価で経験し

たこのようなステップを参考に、現時点での

評価に関するエビデンスレベルの表現方法に

ついて、以下に試案を示した（表 3）。必ずし

も、１から４へと段階的に進行するわけでは

ないことから、各段階をチェックリスト的に

使用し、その一致度を判断の参考にする、と

いう活用方法もあるかもしれない。引き続き、

エビデンスレベルについて、より施政者にわ

かりやすい評価手法の検討が必要である。 
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表 3 変異株の脅威評価におけるエビデンス

レベルの表現手法の試案 

 

項目 エビデンスレベル 

感
染
・
伝
播
性 

1. 変異からの推測 

2. 分離ウイルスの in vitro や動物実

験での増殖性評価 

3. GISAID 等ゲノム登録情報での評価 

４. 疫学的評価（限られた地域での解

析） 

５.疫学的評価（複数の地域での解析） 

重
症
化
リ
ス
ク 

1. 変異からの推測 

2. 分離ウイルスの in vitro や動物実

験での増殖性評価 

3. GISAID 等ゲノム登録情報での評価 

４. 疫学的評価（限られた地域での解

析） 

５.疫学的評価（複数の地域での解析） 

免
疫
逃
避 

1. 変異からの推測 

2. シュードウイルスによる評価 

3. 分離ウイルスによる評価 

4. 疫学的評価 

 

変異株の我が国へのリスクを評価する際に

は、変異株流行国の流行状況がどの程度正し

く評価されているか、そのほかの国で発生し

ている可能性はないか、といった要素も加え

て評価しなければいけない。渡航者から持ち

込まれるリスクについては、渡航前・後の措

置等の実効性も関係する。国内での流行リス

クについては、国内での免疫状況や国内での

介入措置の実施状況、実際の人々の行動、監

視体制等も考慮する必要がある。これらは定

量的に評価することが困難な側面もある。よ

りインテンシブな情報収集と、モデル等を用

いた評価手法の導入が、より精緻なリスク評

価のために今後不可欠であろう。 

加えて、コミュニケーション手法も課題であ

る。特に、初期は非常に限られた知見しかな

い状況であって、解釈に限界がある状況下で

あっても、迅速な対応の意思決定のためには、

施政者のために一定の見解と対策の方向性に

資する解釈を与える必要がある。そして、こ

れらの unknown な部分も含めた評価は、施政

者や市民にわかりやすく、正しく伝えられ、

そのリスク認知を共有しなければならない。

これらの丁寧な記述は、ECDC の文書が特に長

けており、今後さらに手法の分析し、我が国

のリスク評価手法にフィードバックさせてい

く必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 SARS-CoV-2 変異株のリスク評価について、

諸外国では、ECDC と英国の手法が最も体系的

でかつ精緻に分析、報告がなされていたと考

えられた。ECDC のリスク評価の基本的な手法

は、「ECDC. Operational tool on rapid risk 

assessment methodology.2019」が応用されて

おり、リスククエスチョンの明確化と、解釈

に関する丁寧な記述が特徴的だった。 

 英国の変異株のリスクアセスメントフレー

ムワークは、ベースの指標と各段階の評価基

準、カラーコードが明確であり、また、信頼

レベルについても明示があり、非常に系統的

にリスク評価が行われていた。また各評価基

準の評価結果には、１行でのサマリーも簡潔

に示されており、リスクコミュニケーション

ツールとしての配慮がさらになされていた。 
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 なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

• Takahashi K, Ishikane M, Ujiie M, 

Iwamoto N, Okumura N, Sato T, Nagashima 

M, Moriya A, Suzuki M, Hojo M, Kanno T, 

Saito S, Miyaoto S, Ainai A, Tobiume M, 

Arashiro T, Fujimoto T, Saito T, Yamato 

M, Suzuki T, Ohmagari N. Duration of 

Infectious Virus Shedding by SARS-CoV-2 

Omicron Variant–Infected Vaccinees. 

Emerging Infectious Disease Journal. 28 

(5). 2022. 

https://doi.org/10.3201/eid2805.22019

7. 

• Tsuyoshi Sekizuka, Kentaro Itokawa, 

Masumichi Saito, Michitsugu Shimatani, 

Shutoku Matsuyama, Hideki Hasegawa, 

Tomoya Saito, Makoto Kuroda. Genome 

Recombination between Delta and Alpha 

Variants of Severe Acute Respiratory 

Syndrome Coronavirus 2 (SARS-CoV-2). 

Japanese Journal of Infectious Diseases. 

in press 

• Taketomo Maruki, Noriko Iwamoto, Kohei 

Kanda, Nobumasa Okumura, Gen Yamada, 

Masahiro Ishikane, Mugen Ujiie, et al. 

2022. Two Cases of Breakthrough 

SARS-CoV-2 Infections Caused by the 

Omicron Variant (B.1.1.529 Lineage) in 

14



International Travelers to Japan. 

Clinical Infectious Diseases. in press. 

• Okumura N, Tsuzuki S, Saito S, Saito T, 

Takasago S, Hojo M, Iwamoto N, Ohmagari 

N. The first eleven cases of SARS-CoV-2 

Omicron variant infection in Japan: A 

focus on viral dynamics. Glob Health Med. 

2021; DOI: 10.35772/ghm.2021.01124. 

• 齋藤智也. 2021. 変異ウイルス(変異株)の

インパクト (特集 COVID-19 パンデミッ

ク : 二年を振り返る). 日本内科学会雑

誌 110 (11): 2368–73. 

• 齋藤智也.新型コロナウイルスの変異株に

ついて.Current Therapy.39(11). 

61-64.2021. 

 

2.  学会発表   

• 齋藤智也.緊急シンポジウム「新型コロナ

ウイルス感染症の変異株の現状と課題」：

変異株とその対応.第 95回日本感染症学会

学術講演会第 69 回日本化学療法学会総会

合同学会.2021 年 5 月.  

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし 
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 
「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 

インテリジェンス機能の確立に資する研究」 
 

分担研究報告書 
 

放射線および環境因子のリスクアセスメント手法の分析・検証に関する研究 
研究分担者 安村誠司  

（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座・教授） 
 

研究要旨 
 放射線および環境因子のリスクアセスメントに着目し、オールハザード・アプローチ

による公衆衛生リスク分析・アセスメントモデルを作成することを目的とした。東京電

力福島第一原子力発電所事故に関する文献調査を行い、事故のリスクおよびリスクファ

クターの評価方法、放射線に関するリスクアセスメントの好事例をまとめた。東京電力

福島第一原子力発電所事故によるリスクには、放射線被ばくによる健康影響と、非直接

影響としての精神的健康影響が含まれる。非直接的影響は、情報を発信する研究者等に

対する不信が一つの要因となるため、その軽減には適切なリスクコミュニケーションが

重要である。 

Ａ．研究目的  
 公衆衛生事案（自然災害・パンデミックな

ど）への事前準備と緊急対応の効果的な実

践にあたっては、想定されるあらゆるハザ

ード・脅威によるリスクを体系的に分析・ア

セスメントし、優先順位を付した上で対策

に繋げるオールハザード・アプローチのリ

スクアセスメントが重要とされる。公衆衛

生事案発生時の情報収集・分析、迅速なリス

クアセスメント・コミュニケーションの手

法については未知の部分が多く、事案発生時

にシームレスに運用可能なインテリジェンス

機能構築に向けた知見の集積は、国際的にも

重要な意義を持つと考えられる。 
 本研究では、放射線および環境因子のリス

クアセスメントに着目し、既存資料に基づ

きオールハザード・アプローチによる公衆

衛生リスク分析・アセスメントモデルを作

成することを目的とした。 
Ｂ．研究方法 
1. PubMed による文献調査 

放射線が健康および社会に影響をもた

らした日本における公衆衛生事案の代表

例として、2011 年３月 11 日に発生した東

日本大震災に伴う、東京電力福島第一原子

力発電所事故（国際原子力事象評価尺度最

上位のレベル 7 に分類）に焦点を当てて、

同事故に関する既存資料の調査を行った。 
資料の検索は、PubMed を用いて 2021

年 9 月 23 日に実施した。 
検 索 ワ ー ド ： "risk assessment" 

[Title/Abstract] AND radiation 
[Title/Abstract] AND (accident 
[Title/Abstract] OR disaster) 
[Title/Abstract] 
検索された論文のうち、東京電力福島第
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一原子力発電所事故関係（タイトル、アブ

ストラクトに、“Fukushima”を含む報告）

文献の本文を入手し、精読した。加えて、

研究者らが関与した調査研究等について、

独自に調査資料に加えた。 
さらに、東京電力福島第一原子力発電所

事故（以下、原子力災害）による放射線被

ばくと健康リスクについて現状の認識を

理解するため、国際機関による報告書を参

照した。 
2. 既存資料による分析 

   既存の放射線に関する脅威に対するリ

スク分析として、被ばく線量の評価と健康

リスクの概要について、WHO の報告書

（ https://www.who.int/publications/i/ite
m/9789241505130）、及び、国連科学委員

会（United Nations Scientific Committee 
on the Effects of  Atomic Radiation; 
UNSCEAR ） の 報 告 書

（https://www.unscear.org/unscear/en/fu
kushima.html）を参照した。 
3. 結果の総括 

抽出された資料等を参照して、以下の

項目について既存の知見をまとめた。 
a. 原子力災害によるリスクとして認識さ    
れている項目および、リスクファクタ

ーの評価方法 
b. 放射線に関するリスクアセスメントの  

好事例 
（倫理面への配慮） 
 本研究は既存資料の検索、要約により実

施しており、倫理面で特段の配慮は必要と

しなかった。 
 
Ｃ．研究結果 
1. 文献収集の結果 
  検索の結果、計 26 論文および 2 つの国   
際機関の報告書が該当した。 

a. 原子力災害によるリスクとして認識さ

れている項目および、リスクファクタ

ーの評価方法 
•放射線による健康影響としてのアウト

カムについては、「がんの発生」として

いる文献が多かった。 
•「がんの発生」のリスクファクターとし

て、環境中の放射線量を評価指標とし

て用いる文献が複数存在した。 
・環境中の放射線量の計測に加え、野生

動物の肉を摂取した個人が受けた実効

線量の計測を行うものや、日本政府に

より設定された帰還困難区域など直接

的な線量計測が困難な地域の空間線量

の計測のため、野生動物に GPS 機能付

き線量計を装着して推定する方法を採

用する報告があった。 
•また、1945 年に投下された原子爆弾の

被爆者の寿命調査（Life Span Study: 
LSS）のモデルを今回の福島第一原子

力発電所事故に応用しようとする報告

もみられた。 
・「がんの発生」以外の影響として、幸福

寿命などの心理的アウトカムに着目す

る報告が複数存在していた。 
b.  放射線に関するリスクアセスメント 

の好事例 
・個人の被ばく線量の評価としては、福島

県立医科大学が福島県から委託を受け

て実施した福島県「県民健康管理調査」

（当時。現「県民健康調査」）の「基本

調査」により行われている。調査は東日

本大震災時の全福島県民を対象として

実施され、空間線量が最も高かった時

期の外部被ばく線量推計のために、震

災後 4 か月間の行動記録を調査票によ

り聴取した。放射線業務従事経験者以

外の対象者の 99.3％が、4 か月間の被
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ばく線量が 10mSv 未満であり、この結

果から、「放射線による健康被害が出る

ことは考えにくい」との評価が導き出

されている。 
・原子力災害による心理的影響の評価とし

て、「損失幸福余命」 "loss of happy life 
expectancy"という指標を用いた試みが

報告されており、避難者の精神的苦痛

に伴う「損失幸福余命」は、放射線被ば

くによるがん死亡率によるものよりも

高いと報告されている。 
・WHO の報告書、及び、国連科学委員会

（UNSCEAR）の報告書では、いずれも

福島住民の被ばくによるリスクは健康

に影響を及ぼすレベルではないと総括

している。 
Ｄ．考察 
 放射線および環境因子のリスクアセスメ

ント手法の分析・検証に関する文献調査の

結果、原子力災害後のリスクとしては、がん

の発生に代表される身体的な健康リスク

（原子力災害による直接的な健康影響）の

ほかに、放射線被ばくによる健康影響に関

する不安などの精神的健康への影響（非直

接的影響）を考慮する必要がある。 
 直接的な健康影響への対策としては、ま

ず、地域住民の被ばく線量を客観的に測定

することが重要である。さらに、推定された

被ばく線量による健康への影響を科学的に

検証することが求められる。 
 また、非直接的影響への対策としては、住

民に対するリスクコミュニケーション（個

人や集団・組織間の情報および意見の相互

的な交換のプロセス）が重要である。福島県

立医科大学では、広報コミュニケーション

室を開設し、メディアを通じた情報発信、リ

ーフレットの作成、甲状腺検査結果の説明

会といった、複数の活動を通して幅広い層

の住民に情報を伝達、及び、情報共有する取

り組みを行った。 
 原子力災害時の住民の不安は、住民の政

府、研究者・専門家等に対する不信感により

引き起こされた混乱により生じたとも報告

されている。したがって、放射線被ばくに対

する不安や精神的苦痛を軽減させるために

は、専門家には住民に正確かつ理解しやす

い情報の提供に努めることが求められる。 
Ｅ．結論 
 東京電力福島第一原子力発電所事故によ

るリスクには、放射線被ばくによる健康影

響（直接影響）と、非直接影響としての精神

的健康影響が含まれる。非直接的影響は、情

報を発信する研究者・専門家等に対する不

信が一つの要因となるため、その軽減には

適切なリスクコミュニケーションが重要で

ある。 
 東京電力福島第一原子力発電所事故後の

放射線被ばくによる健康影響については、

世界保健機関（World Health Organization; 
WHO）、ならびに原子放射線の影響に関す

る 国 連 科 学 委 員 会 （ United Nations 
Scientific Committee on the Effects of 
Atomic Radiation; UNSCEAR）による報告

書が発出されており、福島住民の被ばくに

よるリスクは健康に影響を及ぼすレベルで

はないと総括している。 
＜参考文献＞ 
・WHO の報告書：Health risk assessment 

from the nuclear accident after the 2011 
Great East Japan earthquake and 
tsunami, based on a preliminary dose 
estimation. 
Available from 
https://www.who.int/publications/i/item/
9789241505130 

・ UNSCEAR の 報 告 書 ： UNSCEAR 
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2020/2021 REPORT Vol. II. SOURCES, 
EFFECTS AND RISKS OF IONIZING 
RADIATION. 
Available from 
https://www.unscear.org/unscear/en/fuk    
ushima.html 

Ｆ．健康危険情報 
  特になし 
Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 
   なし 
2.  学会発表   
   なし 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 
 

研究協力者  森山信彰（福島県立医科大

学医学部公衆衛生学講座）
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 
インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 
分担研究報告書 

 

平時から事案発生時にシームレスに稼働するインテリジェンス機能の提案に関する研究 

研究分担者 市川 学  

(芝浦工業大学・システム理工学部・准教授) 

 

研究要旨 

 平時から事案発生時に迅速なリスクアセスメント・コミュニケーションに資する情報

収集・分析システムの構築を目標に、システムに流用できるリスク分析指標や情報源（情

報取得元）及びその活用方法についての検討を行なった。7つのリスク分析項目を検討

し、リスク分析に活用可能な情報源（公開データ）の調査を行なった。また、情報共有

の方法として情報ダッシュボードの活用性について検討を行なった。 

 

Ａ．研究目的  

 平時から事案発生時に迅速なリスクアセ

スメント・コミュニケーションに資する情

報収集・分析システムの構築を目標に、シス

テムに流用できるリスク分析指標や情報源

（情報取得元）及びその活用方法について

の検討を研究目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 オールハザード、リスク分析をキーワー

ドに、先行研究、書籍、論文などを参考にし

てリスク分析項目、利活用できそうなデー

タの調査を行なった。また、得られた情報を

インテリジェンス化するにあたり、近年主

流となりつつある情報ダッシュボード機能

の調査を行い、システム概要を設計した。 

 

（倫理面への配慮） 

 システム開発に関する研究であり該当し

ない。 

 

Ｃ．研究結果 

 事案発生時のリスク分析項目として、以

下に挙げる 7項目を検討した。 

l 曝露人口 

l 物資各種需要量 

l 配給拠点の決定から被災者割り当ての

最適化 

l 物資配送ルート・帰宅ルートの決定 

l 災害対策本部などの命令系統本部設置

場所 

l 住宅損壊時の損失額の計算 

l 複合災害時の組み合わせリスク 

 上述したリスク分析項目を計算するにあ

たり、利用可能（入手可能）なデータを以下

に挙げる。どのデータもインターネット上

から入手できるものである。 

l E-stat https://www.e-stat.go.jp/ 

Ø 年齢別人口や境界データなどの基

本情報 

l 障がい者や持病持ち住民は国の資料か

ら割合で算出 

Ø 障がい者の状況( 内閣府)  
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https://www8.cao.go.jp/shougai/

whitepaper/r01hakusho/zenbun/si

ryo_02.html 

Ø 持病の種類別労働者割合( 厚生労

働省) 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/i

tiran/roudou/saigai/anzen/kenko

u07/r3.html 

l 国土数値情報  

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gmlol

d/datalist/gmlold_KsjTmplt-

N01.html  

Ø 道路情報や各公共施設のデータ 

l 災害情報 

Ø 全国概観版地震リスク評価( 防災

科研) 

https://www.j-

shis.bosai.go.jp/srm  

Ø 地震に関する地域危険度測定調査

(東京都) 

https://www.toshiseibi.metro.to

kyo.lg.jp/bosai/chousa_6/home.h

tm 

Ø 浸水域ナビ 

https://suiboumap.gsi.go.jp/Shi

nsuiMap/Map/ 

Ø 停電リスク予測 API( 株式会社ウ

ェザーニュース) 

https://jp.weathernews.com/news

/34258/ 

l サービス情報 

Ø 給水拠点(東京都) 

https://www.waterworks.metro.to

kyo.lg.jp/kurashi/shinsai/ichir

an.html 

 検討したリスク項目および入手可能なデ

ータより、事案発生時のインテリジェンス

提供システムについて、検討した結果を図 

1 に示す。 

 

図 1 システム概要図 
合わせて、情報ダッシュボーとのイメー

ジを図 2 に示す。 

 
図 2 ダッシュボードイメージ 

 

Ｄ．考察  

 リスク項目は、文献や論文を参考に 7 項

目を検討したが、事案発生時の対応内容に

合わせて必要なリスク分析項目は変化する。

過去の災害の対応内容を参考に、リスク分

析項目を追加していくことが必要である。 

 また、日本国内には、官民問わずリスク分

析に活用なデータを提供する情報源が存在

する。公開されているデータを活用して情

報共有に繋げていくことが期待される。 

 情報共有のダッシュボードについては、

共有する情報を地図・グラフ・数字で示すこ

とが可能で、提供する情報の種類に応じて

示す最適な方法を検討する必要がある。 

Ｅ．結論 

 事案発生時にインテリジェンスを提供す

るためには、多岐にわたる分析項目を検討

しなければならない。一方で、オープンデー

タとして入手可能なデータには限りがある。

そのほか、分析された情報の共有方法につ
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いても地図やグラフ、数字で示すことは可

能である。 

 今後、事案発生時のインテリジェンス提

供システムを活用する側へのヒアリングを

行いつつ、リスク分析項目の拡充及び分析

結果の見せ方の検討を行う。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

 なし 

2.  学会発表   

 なし 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし 
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令和３年度厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 
インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 
分担研究報告書 

 

デジタル空間社会の構築とオールハザードへの活用に関する研究 

研究分担者 関本義秀 

(東京大学空間情報科学研究センター・教授) 

 

研究要旨 

本研究では様々な災害が発生した際に人の行動を含めどのような対応や行動変容が

あったかについて、3 つのケーススタディを通じて、とくに、周囲の様々な地理空間情

報を用いて分析や最適化を行った。 

Ａ．研究目的  

本研究では感染症のパンデミックを含む

様々な健康危機・災害が発生した際に人の

行動を含めどのような対応や行動変容があ

ったかについて、3 つのケーススタディを通

じて、とくに、周囲の様々な地理空間情報を

用いて分析や最適化を行った。 
 
Ｂ．研究方法 
１. 新型コロナウイルス感染症のクラスタ

ー発生個所予測に関わる人流とウェブ検索

データの統合 
 都市内の新型コロナウイルス感染症のク

ラスター発生個所を予測するために、従来

から使われている人流データ（＝人々の接

触密度）に加えて、ウェブ検索データを用い

た感染リスクのスコアを統合し活用する手

法を提案した。 

２. 携帯電話を用いた感染拡大リスク低減

のための新たな接触確認技術 CIRCLE 法の

提案 
 次に、携帯電話を用いて感染拡大リスク

を下げる新たな接触確認技術 CIRCLE 法

(Computation of Infection Risk via 
Confidential Locational Entries)を提案し、

「プライバシーに配慮しながら、地域住民

に感染のリスクを通知する」という課題に

ついて検討した。 
３．広域水害後の道路復旧作業の最適化に

おける人流を考慮した深層強化学習モデリ

ング 

2018 年の西日本豪雨の事例を用いて、広

域水害後の道路復旧作業の最適化において、

人流を考慮した深層強化学習モデリングの

開発を行った。 

 

（倫理面への配慮） 

手法開発および公開情報を用いたシミュレ

ーションであり、人を対象とした研究では

ないため該当しない。 

 

Ｃ．結果と考察 

１. 新型コロナウイルスのクラスター発生

個所予測に関わる人流とウェブ検索データ

の統合 
2020年にヤフージャパンが収集したデータ

を用いて、実際にクラスターが発生したと

新聞等で報告された品川、池袋などの都内

８か所を 1-2 週間前に予測できることがで

きた。今後さらに人々の行動に関する多種
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のデータを統合することによって、より高

精度な感染流行の予測ができる事が期待さ

れる。 
２．携帯電話を用いた感染拡大リスク低減

のための新たな接触確認技術 CIRCLE 法の

提案 
CIRCLE 法では、公衆衛生当局は、携帯

電話会社に対して、秘密保持契約を締結し

たうえで、匿名化した患者の行動履歴を提

供する。住民が感染を懸念した際は、そのリ

スクを携帯電話会社に問い合わせる。携帯

電話会社は、この利用者の携帯電話の位置

情報履歴と患者行動履歴とを用いて接触の

有無を計算し、結果のみを利用者に回答す

る。感染の可能性が高い場合は、保健所に問

い合わせを行い、診察や検査などの対応を

行うことになる。この方法では、公衆衛生当

局は、患者の行動履歴を一般公開する必要

がない。また、住民側は、自らの位置情報履

歴を不必要に行政に渡す必要がない。 
 この手法は、携帯電話を保有する住民そ

れぞれに対して、新型コロナウイルス感染

症にとどまらず、麻疹や結核といった、感染

力が強く特別な対応が求められる感染症に

罹患したリスクを、患者･利用者双方のプラ

イバシー情報を守りながら通知するための

仕組みである。この方法は、携帯電話会社が

保有する携帯電話の位置情報履歴と、保健

所が保有する陽性患者の行動履歴を用いる

もので、感染症対策において Bluetooth 法

と比較し、多くの利点を有している。一方、

この方式には、携帯電話の位置情報履歴が

粗い場合、実際に接触していない多くの住

民を感染リスクがあるものと過剰に判定し

てしまう課題がある。今回の研究では、特性

の異なる接触リスク計算を組み合わせるこ

とにより、計算に要するコストを抑制しな

がら、高精度な接触リスク計算が可能であ

ることを示した。 

 
３．広域洪水後の道路復旧作業の最適化に

おける人流を考慮した深層強化学習モデリ

ング 

 2018 年の西日本豪雨を対象に、実際の人

流・交通状況を考慮しつつ、約 10^52 のケー

スから約 3 時間で最適な道路復旧戦略を抽

出できるように行った。これにより道路管

理者は災害直後に、適切な時間で、より効率

的な道路復旧計画ができる事が期待される。 

 

Ｄ．結論 

 本研究では感染症のパンデミックを含む

様々な災害が発生した際に人の行動を含め

どのような対応や行動変容があったかにつ

いて、3 つのケーススタディを通じて、特に、

周囲の様々な地理空間情報を用いて分析や

最適化を行うことができた。 

 

Ｅ．健康危険情報 

 なし 

 

Ｆ．研究発表 

1.  論文発表 

• Takahiro Yabe, Kota Tsubouchi, 

Yoshihide Sekimoto, Satish 

V.Ukkusuria. Early warning of COVID-

19 hotspots using human mobility and 

web search query data, Computers, 

Environment and Urban Systems, 

Elsevier, Vol. 92, March 2022, 

101747 

• Junko Ami, Kunihiro Ishii,Yoshihide 

Sekimoto, Hiroshi Masui, Ikki 

Ohmukai, Yasunori Yamamoto, Takashi 

Okumura, Computation of Infection 

Risk via Confidential Locational 
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Entries: A Precedent Approach for 

Contact Tracing With Privacy 

Protection, IEEE Access, vol. 9, pp. 

87420-87433, Jul. 2021 

• Soo-hyun Joo, Yoshiki Ogawa, 

Yoshihide Sekimoto, Road-

reconstruction after multi-

locational flooding in multi-agent 

deep RL with the consideration of 

human mobility – Case study: Western 

Japan flooding in 2018 -, 

International Journal of Disaster 

Risk Reduction, Elsevier, 70, Jan. 

2022, 102780. 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし 
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 
インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 
分担研究報告書 

 

化学物質・化学テロのリスクアセスメント⼿法の分析・検証に関する研究 

研究分担者 大西 光雄  

(国⽴病院機構⼤阪医療センター  救命救急センター⻑) 

 

研究要旨 

 令和 3 年度は化学物質・化学テロのリスクアセスメントを⾏うための原資料となる可能
性のあるデータ等の抽出及び、化学事案発⽣時の対処法に関する世界各国の資料の収集に
努めた。⽇本中毒情報センターのような中毒情報センターは各国に存在した。化学物質のデ
ータベースとしては、産業で使われる化学物質に関する労働衛⽣の視点から集められてい
るデータが各国に存在し、リスクが表記されているような資料も存在した。国内では、定め
られた危険物に関し、消防法や政令等に基づき各⾃治体の消防が把握していた。化学物質・
化学テロに直結するわけではないが、爆発物が製造可能な化学物質が⽇常使⽤する物品の
組み合わせで合成可能であり、リスクとなる化学物質としてこれらのリスクの評価も必要
であると考えられた。事案発⽣時の対応に関しては、評価法や訓練法などいろいろなツール
が存在し、令和３年度末に発⽣したロシアのウクライナ侵攻に伴い、化学兵器が使⽤される
懸念が⾼まったことから、世界健康安全保障イニシアティブに設置されている化学イベン
トワーキンググループ（CEWG）では活発に WEB での情報提供が⾏われた。また、CEWG
では⼤規模な化学災害後の地域の復興に焦点を当てたシンポジウムが開催された。また、化
学テロの原因物質として opioid の脅威が課題となっていた。 

 

Ａ．研究目的  

 化学物質・化学テロのリスクアセスメント
は多⾓的にアセスメントする必要がある。過
去の化学物質が関連した公衆衛⽣学的リスク
から、その対策に資する資料を収集すること
を令和 3 年度の⽬的とした。 
 また、世界安全保障イニシアティブに設置
されている化学イベントワーキンググループ
（CEWG）での情報をもとに、世界における
化学イベントに関するリスクアセスメントや
化学イベント発⽣後の対応に関しても情報収
集を⾏なった。 
 

Ｂ．研究方法 

1. 化学物質に関する情報収集 

化学物質の⼈体や環境に与える影響を考
慮する際に参考となる情報に関して、イ
ンターネット上で取得可能な情報を調査
した。さらに、⾃治体や国などが保有する
化学物質に関する情報をその根拠となる
法律や規則から検討した。最後に⼈体に
影響する化学物質に関する情報を取得し
ている、あるいは脅威となっている化学
物質をアセスメント、情報収拾している
機関とその性格を検討した。 

(ア) すでにインターネット上で公開されてお
り、情報の⼊⼿が⽐較的容易な化学物質
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に関する情報 
① 産業衛⽣の観点から整備されている

情報 
② その他 

(イ) 地域においてすでに把握されている化学
物質に関する情報 
① 消防機関が有する情報 
② 警察が有する情報 

(ウ) 専⾨機関が有する情報 
① 中毒情報センター 
② 国⽴医薬品商品衛⽣研究所 
③ Chemical Event Working Group 

(エ) 個⼈のインターネット利⽤分析に基づく
情報 
① 論⽂紹介 

 
2. 化学イベントへの対応に関する情報収

集 

化学イベント発生時の評価法や対応法

に関する情報に関して CEWG で話題にな

ったものを含めてインターネット上で

参照しやすい資料を収集した。また、

CEWG により「化学イベント発生後の地

域の復興」に関し開催されたシンポジ

ウムからの情報収集を図った。 

 

（倫理面への配慮） 

当研究方法において倫理面への配慮が

必要となる内容はないと判断した。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 化学物質に関する情報収集 
(ア) すでにインターネット上で公開されてお

り、情報の⼊⼿が⽐較的容易な化学物質
に関する情報 
① 産業衛⽣の観点から整備されている

情報 
A. 職場の安全サイト

（https://anzeninfo.mhlw.go.jp
/anzen_pg/GHS_MSD_FND.a
spx） 
厚労省のサイトである。GHS
（The Globally Harmonized 
System of Classification and 
Labelling of Chemicals：化学品
の分類および表⽰に関する世界
調和システム）や労働安全衛⽣
法第 57 条の２に基づくモデル
SDS（Safety Data Sheet ）情報
が検索できる。 

B. Toxic Industrial Chemicals 
(TIC) Guide
（https://www.osha.gov/emerg
ency-
preparedness/guides/toxic-
industrial-chemicals） 
⽶国労働省による有毒な⼯業⽤
化学物質の危険性（発癌性、⽣
殖障害、腐⾷性、肺や⾎液に影
響を与える化学物質等）に関す
る情報。化学物質の危険性を３
レベルに分類している。 

C. Control of Substances 
Hazardous to Health 
Regulations（COSHH）
（https://www.hse.gov.uk/cosh
h/basics/index.htm） 
英国安全衛⽣庁（Health and 
Safety Exective）による有害物
管理規則（COSHH）。健康に
有害となる物質を管理すること
を雇⽤主に義務付けている。ア
セスメント⽅法に関しても記載
されている。 
 

② その他 
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以下の情報が存在した。 
1. GHSI Chemical Risk 

Prioritization Tool 
(http://bmcpublichealth.biome
dcentral.com/articles/10.1186/
1471-2458-13-253) 

GHSI（Global Health Security 
Initiative：世界健康安全保障イ
ニシアティブ）は 2001 年の⽶
国における同時多発テロを受
け、⽶国・カナダ政府の呼びか
けにより、世界的な健康危機管
理の向上およびテロリズムに対
する準備と対応に係る各国の連
携について話し合うことを⽬的
に 2001 年 11 ⽉に発⾜。下部組
織に CEWG（Chemical Event 
Working Group）が存在し、⼤
⻄が委員となっている。その
CEWG による化学物質のリス
ク優先順位づけのツールであ
る。毒性、可燃性、反応性とい
った観点からアセスメントし、
専⾨家でなくても使⽤できるこ
とを⽬的としている。 
 

2. Mass Casualty 
Decontamination in a Chemical 
or Radiological/Nuclear 
Incident with External 
Contamination 
(https://www.ncbi.nlm.nih.gov
/pmc/articles/PMC4648544/) 

化学物質・放射性物質の除染に
関するガイドの原則に関する記
載。個別の化学物質に関する記
載ではないが、化学物質曝露に
よる集団災害事案への対応の準

備、計画、活動に資する。
CEWG 作成。 

 
3. Emergency Response 

Guidebook 2020:  
https://wwwapps.tc.gc.ca/saf-
sec-sur/3/erg-
gmu/erg/ergmenu.aspx 

⽶国、カナダ、メキシコ、アル
ゼンチンにより作成された、消
防⼠等ファーストレスポンダー
が化学物質とその危険性を迅速
に特定し、初期対応における⾃
分たちや⼀般市⺠の安全を図る
ためのガイドとして作成されて
いる。各化学物質に対するアセ
スメントの検索が可能である。 

 
4. WHO Manual for the Public 

Health Management of 
Chemical Incidents:  
http://apps.who.int/iris/bitstre
am/10665/44127/1/97892415
98149_eng.pdf 

WHO による化学物質インシデ
ントへの公衆衛⽣マネジメント
の資料である。 

 
5. Chemical Hazards Emergency 

Medical Management 
(https://chemm.hhs.gov/index.
html ) 

⽶国保健福祉省（Department 
of Health and Human 
Servives：HSS）による化学災
害・テロへの対応における、物
質の推定や初期評価、傷病者対
応など多岐にわたる実践的な資
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料。 
  

6. Wireless Information System 
for Emergency Responders ‒ 
WISER: 
https://webwiser.nlm.nih.gov/g
etHomeData.do 

⽶国国⽴衛⽣研究所（National 
Institute of Health：NIH）によ
るコンピュータやスマートフォ
ン対応のアプリケーションツー
ル。症状から化学物質の推定、
化学物質の物性・毒性、防護対
策、消⽕対策、⼟壌など環境へ
の影響、拡散範囲等多岐にわた
る評価が可能なツールとなって
いる。 

 
7. CAMEO Suite:  

https://www.epa.gov/cameo/ca
meo-software 

⽶国環境保護庁
（Environmental Protection 
Agency：EPA）による、地域コ
ミュニティーでの緊急対応と計
画を⽀援するための情報（化学
物質の在庫や施設の連絡先等）
を捕捉できるデータベース。 

 
8. ALOHA - Areal Locations of 

Hazardous Atmospheres:  
https://www.epa.gov/cameo/al
oha-software 

⽶国 EPA による、化学物質の
放出に関するアセスメントツー
ル。様々なハザードに対してそ
の脅威の及ぶ範囲を評価するこ
とができる。例えば、⾵向・⾵

速を加味した空間における化学
物質の濃度の分布が評価でき
る。 

 
9. CDC ‒ Chemical Emergencies 

Preparedness and Response:  
https://emergency.cdc.gov/che
mical/ 

⽶国 CDC（Centers for Disease 
Control and Prevention）によ
る化学物質の毒性や初期対応、
治療等い関する情報データベー
ス。A-Z 順以外に毒性のカテゴ
リー別に化学物質の物性、症状
や検査データからの推定・特定
⽅法、緊急対応等が記載されて
いる。 

 
10. WHO Human Health Risk 

Assessment Toolkit: Chemical 
Hazards 
(http://apps.who.int/iris/bitstr
eam/10665/44458/1/97892415
48076_eng.pdf) 

WHO による化学物質のリスク
アセスメントツール。ハザード
の特定、特性、曝露アセスメン
ト、リスクの特徴、リスクアセ
スメント、飲⽤⽔の汚染、粒⼦
状物質、農薬（殺⾍剤）等に⾔
及されている。 

 
11. International Toxicity Estimates 

for Risk 
(http://www.iter.tera.org) 

Toxicology Excellence for Risk 
Assessment (TERA)によって編
集された健康リスクの評価を⽀
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援するデータ。このデータには
⽶国 CDC、ATSDR（Agency 
for Toxic Substances and 
Disease Registry：⽶国毒性物質
疾病登録庁）、カナダ保健省、
RIVM（Rijksinstituut voor 
Volksgezondheid en Milieu or 
simply：オランダ国⽴公衆衛⽣
環境研究所）、⽶国 EPA、
IARC、NSF、および peer-
review されたリスクデータを提
供する独⽴機関からのデータも
含まれている。国際的なリスク
評価情報の⽐較評価も可能とな
っている。 

 
(イ) 地域においてすでに把握されている化学

物質に関する情報 
① 消防機関が有する情報（市町村） 

消防活動を阻害するような物質に関
しては、消防法や政令により消防署
い届け出なければならない。関連す
る法や政令は以下の通りであった。 
消防法第 9 条の３ 

圧縮アセチレンガス、液化⽯
油ガスそのた⽕災予防や消
⽕活動に重⼤な⽀障を⽣ず
るおそれのある物質で政令
で定めるもの（後述）を所轄
消防⻑または消防署⻑に届
け出なければならないとさ
れている。 

  危険物の規制に関する政令 
圧縮アセチレンガス、無⽔硫
酸、液化⽯油ガス、⽣⽯灰、
毒物及び劇物取締法第 2 条第
１項に規定する毒物の⼀部
（28 種の化学物質及びこれ

を含有する製剤）、第 2 条第
２項に規定する劇物の⼀部
（66 種の化学物質及びこれ
らを含有する製剤）をそれぞ
れ数量とともに指定してい
た。 
これら化学物質が規定以上
の数量存在する場合、存在場
所と数量を各消防が把握し
ていることとなり、⾮常に粒
度の細かい情報（化学物質の
種類、量、所在）が存在して
いるが、保秘性が⾼く⾃由に
検索できる情報ではないと
考えられた。 

② 警察が有する情報（都道府県） 
警察庁は“爆弾テロの未然防
⽌に向けた薬局開設者等が
とるべき措置の周知・指導
の徹底関する依頼（警察庁
丁備企発第 65・66・67 号：
ともに平成 21 年 11 ⽉ 20
⽇）”の通達を厚労省、経産
省、農林⽔産省に発布して
いる。対象品⽬は指定 11 品
⽬と呼ばれ、劇物に分類さ
れる硫酸、塩酸、過酸化⽔
素、硝酸、塩素酸カリウム
呼び塩素酸ナトリウムと、
劇物以外の化学物質である
尿素、硝酸アンモニウム、
アセトン、ヘキサミン及び
硝酸カリウムが挙げられて
いた。これら指定 11 品⽬を
販売する事業者（薬局・ホ
ームセンター、インターネ
ット通販等）に対して、さ
らに“爆発物の原料となり得
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る化学物質を販売する事業
者に係る管理者対策の徹底
について（警察庁丁備企発
第４号：平成 26 年１⽉ 10
⽇）”の通達を関係する警視
庁の部署に発布し、情報収
拾を⾏なっていた。 

③ 農薬の販売における届け出（都道府
県） 

農薬の販売者は農薬取締法
第 17 条第１項の規定に基づ
き、販売所ごとに、⽒名、
住所及び販売所を当該販売
所の所在地を管轄する都道
府県知事に届け出る義務が
あるため、都道府県では農
薬の販売に関する情報（イ
ンターネットを通じた個⼈
売買を含むとされる）を有
している。 

④ “化学物質の審査及び製造等の規制
に関する法律（化審法）”に基づく
届け出（国：経済産業省） 

⼈の健康及び⽣態系に影響
を及ぼす恐れのある化学物
質による環境の汚染を防⽌
することを⽬的とする法律
として化審法において、製
造・輸⼊数量の把握、新た
に製造・輸⼊される化学物
質に関して事前審査がなさ
れている。⻑期にわたって
⼈体や環境に影響を及ぼ
す、あるいはその可能性が
ある物質が主たる対象とな
っていた 

⑤ “化学兵器の禁⽌及び特定物質の規
制等に関する法律（化学兵器禁⽌

法）”に基づく届け出（国：経済産
業省） 

化学兵器禁⽌法に指定物質
（化学兵器の製造の⽤に供
されるおそれがある化学物
質）が定められ、さらに第
⼀種指定物質（化学兵器以
外の⽤途に使⽤されること
が少ない化学物質）、第⼆種
指定物質（第⼀種以外の指
定物質）に分離されてお
り、その製造・輸⼊・運
搬・廃棄に関して数量を含
め届け出ることとなってい
る。 
 
多くの情報が“静的”な届け出
ベースの情報であるのに対
し、警察の情報は“動的”な情
報を積極的に取得している
と考えられた。また、全て
の情報は保秘にあたり⾃由
な取得は難しいと考えられ
た。警察では他省庁と連携
し情報取得を⾏なっている
と考えられた。 
 

(ウ) 専⾨機関が有する情報 
① 中毒情報センター 

中毒情報センターは化学物質に起因
する急性中毒について、国⺠及び医
療従事者に対する啓発、情報提供を
⾏っている。これまでに収集された
膨⼤な化学物質の情報は original 
file としてまとめられており、個⼈
や医療機関からの問い合わせに対し
情報提供を⾏っている。個々の化学
物質に関する情報はインタネット上
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での公開はなされていない。しかし、
問い合わせの受信状況に関しては毎
年報告されており、受信が多い物質
に関しては情報発信が度々なされて
いる。例えば、洗濯⽤パック型液体
洗剤（ジェルボール）の販売が始ま
った際、を乳幼児が掴んで舐めたり
することで⽬や⼝腔内に⾶び散り中
毒情報センターへの相談件数が増加
した。そのことを消費者庁に報告し、
各洗剤メーカーが容器の蓋の開閉⽅
法を⼯夫するなど改善がなされたと
いうことがあった。これは毒物暴露
に関連する有害事象の積極的な検出、
検 証 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を ⾏ う
toxicovigilance であり、ハザードの
特定とリスク評価に役⽴つ。 
 

② 国⽴医薬品⾷品衛⽣研究所（国⽴衛
研） 
国⽴衛研は医薬品、医療機器、⾷品
のみならず、⽣活環境中に存在する
化学物質の⼈間への影響について、
その品質、安全性及び有効性を科学
的に正しく評価するための試験・研
究や調査（レギュラトリーサイエン
ス）を⾏っている。 
利⽤可能なデータベースとして既存
化学物質毒性データベース（Japan 
Existing Chemical Database：JECDB）
があり、⼀般にアクセス可能である。 
https://dra4.nihs.go.jp/mhlw_data/j
sp/SearchPage.jsp 
 

③ Chemical Event Working Group
（CEWG） 
CEWG は前述のインターネットで
検索可能な化学物質および対応に関

する情報を提供しているが、現在、
世界的脅威と認識し⽂献にまとめら
れ間も無く発表の予定となる化学物
質として“opioid”が挙げられていた。
化学兵器として使⽤可能な状況とな
っており、2002 年のモスクワ劇場占
拠事件においてはロシア連邦保安庁
の特殊部隊によって使⽤されたと考
えられている。テロ勢⼒以外に多数
の⼈質も死亡したが、対応した医療
機関においては当初化学物質がわか
らず、症状（縮瞳等）から神経剤と
誤認された可能性があった。 
また、CEWG は化学災害からのコ
ミュニティーの回復に関するシン
ポジウムを 2022 年 1 ⽉に予定し
ている。化学災害のみならず、
COVID-19 感染症、原⼦⼒災害、
爆発事故といったコミュニティー
に甚⼤な影響を及ぼす事案が取り
上げられる予定である。それぞれ
の事案において、コミュニィティ
の課題、健康・公衆衛⽣上の課題、
環境⾯での課題、リスクコミュニ
ケーションという側⾯から討議し
ようというものである。シンポジ
ウム後に改めて報告したい。 
 

(エ) 個⼈のインターネット利⽤分析に基づく
情報 
ロシアで 2004 年ごろから問題となり、
その後 2012 年には⻄欧や⽶国に広がっ
ている可能性が考えられる違法薬物であ
る desomorphine（通称 Krokodil）に関し
て、インターネットを⽤いた研究発表さ
れている。インターネットでの Krokodil
検索パターンをもとに、Krokodil の原料
となる薬物の規制前後で分析し、規制に
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より検索数が減少していることや、
Krokodil 製造や使⽤の興味（検索）が多
い地域では Krokodil に関する裁判数と
相関しているといった分析がなされてい
た。本論⽂は 2014 年に発表されたが、現
時点（2021 年 12 ⽉ 20 ⽇）で 19 の論⽂
に引⽤されており、その多く薬物乱⽤に
関するインターネットでの調査に関する
も の で あ っ た 。 Infoveillance や
Infodemiology といった新しい概念にお
ける研究といえよう。ネットの検索や
SNS（Social Network Service）に表⽰さ
れる情報を対象としたサーベイ研究や疫
学から化学物質に関しての情報や社会に
与えている影響が考察可能となってきて
いると考えられた。 
Zheluk A, Quinn C and Meylakhs P. 
Internet Search and Krokodil in the 
Russian Federation: An Infoveillance 
Study. Journal of Medical Internet 
Research 2014;16(9), e212. [doi: 
10.2196/jmir.3203] 

 

2. 化学イベントへの対応に関する情報収

集 

化学イベントへの対応において、閲覧可能

と考えられる資料 

A. 米国疾病予防管理センター（CDC）

による一般市民への情報提供

“Chemical Emergencies” 

https://www.cdc.gov/chemicaleme

rgencies/index.html 

米国 CDC が提供する一般市民い対

する化学緊急時の対応法を示した

もの。まず、自分と家族を守ること

から始められていることや、ファク

トシート等を用意しており、できる

だけ情報を入手しやすくしている。 

 

B. 米国国土安全保障省による“Ready”

サイト 

https://www.ready.gov/chemical 

化学緊急発生前に準備する物品や

家族をどう守るか、に始まり化学緊

急発生下においてどのように行動

するかが示されている。また、化学

緊急事態後の対応についてまで示

されている。一般市民への啓発的な

印象が強いが、事前・発生時・事後

の計画が示されている。 

 

C. WHO による化学イベント時の公衆

衛生マネジメントマニュアル 

https://www.who.int/publication

s/i/item/9789241598149 

化学イベント発生時の公衆衛生マ

ネジメント全般にわたり網羅的に

記載されている。2009 年の出版物

であるが、アップデートが考慮され

ているとのことであった。 

 

D. CHEMM や WISER 

すでに“化学物質に関する情報収集”

で紹介した情報源であるが、どちら

もファーストレスポンダーのため

の情報や、医療機関で対応するため

の情報、環境のアセスメントのため

の情報が含まれている。医療スタッ

フ向けの情報と考えられる。 

 

E. 世界安全保障イニシアティブによ

る“Community Recovery Following 

a Major Chemical Incident – Case 

Studies Based Virtual Symposium” 

化学事故災害からの地域コミュニ

ティーの復旧に焦点を当てたシン
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ポジウムが 2022 年 1 月 13 日、20

日、27 日の日程で WEB にて開催さ

れた。対象となった化学事故災害は

以下の通りである（放射線災害も含

まれた）。 

・“危機に面したコミュニティーの

特定”に関して（1 月 13 日）では

ベイルートでの爆発事故（2020 年）

が取り上げられた。爆発により建築

物に使われていたアスベストが飛

散し地域コミュニティーにおいて

不安が高まっていること、それに対

するリスクコミュニケーションに

関して述べられた。 

・“コミュニティーとの関わり”（1

月２０日）においては、米ミシガン

州フリントで発生した水道水の鉛

汚染（2016 年）、メキシコ湾のディ

ープウォーターホライズン石油掘

削施設事故における原油流出（2010

年）、ラックメガンティック鉄道事

故（2013 年）で発生した原油火災に

よる周辺への有毒ガス、河川への汚

染物質の流入に関して議論された。 

・“コミュニティーの強化「より良

い復興へ」”1月 27 日では、福島第

一原発事故（2010 年）、米国のハリ

ケーン被害（2017 年）、ハンガリー

でのアルミ製錬工場廃液の流出汚

染（2009 年）が議論された。 

 

Ｄ．考察  

 化学物質・化学テロのリスクアセスメント
に関して、過去の化学イベントへの対応から
学ぶ必要がある。過去の化学イベントでは、テ
ロは後述となるが、地域における化学物質の
把握、その流出時に想定される⼈体・環境に与
える影響を可能な限り平時から評価しておく

システムが構築できないかと考えられた。 
そのために必要な情報は化学物質の把握をお
こなっている各機関から取得する⽅法が考え
られた。地域によってリスクが異なる可能性
があり、また、河川の氾濫や⼟砂崩れ等の⾃然
災害が化学物質の漏洩を惹起する可能性もあ
ることから、地域に応じた化学物質に対して
普遍的に適応可能な化学物質のリスクアセス
メント法を開発する必要がある。また、地域に
おける取り組みとして動機付けしやすいとも
考えられる。 
また、世界安全保障イニシアティブが主催し
た化学災害の復興に関するシンポジウムにお
いて、被災したコミュニティーのより良い復
興のために保健医療関係者が考えておくべき
こととして幾つかのポイントが⽰された。 
災害前には、“リスクコミュニケーション”を
意識して予防・マネージメント（リスク評価、
リスクの優先順位、リスクの軽減）・計画と準
備（計画、訓練、資源）・検出と警告が重要で
あるとされた。災害発⽣後では“クライシスコ
ミュニケーション”を意識してリスクマネー
ジメント（評価、優先順位、軽減）・コミュニ
ティーへの対応（被災コミュニティーの特定、
積極的な関与、コミュニティーの強化）・評価
と伝達（デブリーフ、⽚づけ、監査、調査、伝
達）が重要とされた。 
また、⼀般市⺠が化学イベントにどのように
対応するかに関して⽰したサイトが複数あり、
⽇本の市⺠に対する効果は不明であるが、知
識を広く普及させるための⽅策が必要であり、
結果として影響を受ける市⺠や社会システム
を軽減できるのではないかと期待された。 
化学テロに関しては年度後半に発⽣したロシ
アのウクライナ侵攻に伴い、化学兵器使⽤可
能性が⾼まったと考えられたため、CEWG に
おいても頻回に WEB での会合が開かれ、現在
も継続中である。被害を軽減するために、市⺠
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にどのように知識を広め、対応能⼒を上げる
のか、また他国の協⼒⽅法、アセスメント法に
関して議論が進んでいる。 

 
Ｅ．結論 

 地域ごとに異なる可能性のある化学物質

の情報収取とそれが漏洩した場合に被害を

軽減させるための方策を立案しておく必要

がある。評価した化学物質以外にも対応可

能な普遍性のある対応を構築することによ

り安全な対応が可能となろう。対応立案の

際には地域コミュニティーとのリスクコミ

ュニケーションを含めておかなくてはなら

ない。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特にない。 

 

Ｇ．研究発表 

1.  論文発表 

 なし 

2.  学会発表   

大西 光雄：吸入剤による中毒の基礎と臨

床 化学テロと吸入剤による中毒 新し

い脅威(Opioid)を踏まえて 第 48 回日本

毒性学会学術年会（日本中毒学会合同シ

ンポジウム）、神戸、2021 年 7 月 9日 

 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし。 
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 
インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 
分担研究報告書 

 

オールハザード・アプローチに資する海外事例に関する研究 
研究分担者 高杉 友 (浜松医科大学医学部健康社会医学講座・助教) 

研究代表者 冨尾 淳 (国立保健医療科学院健康危機管理研究部・部長) 

 

研究要旨 

本研究ではオールハザード・アプローチのリスクアセスメント（Risk Assessment：
RA）の先進的な事例として、米国、英国、世界保健機関（World Health Organization：
WHO）、欧州疾病予防管理センター（European Centre for Disease Prevention and 
Control：ECDC）の公衆衛生上のハザード・脅威、リスクの分析・アセスメントの手

法についてレビューし、整理した。RA 手法は、まず文献レビュー等を行い既存の情

報を整理し、専門家との協議を通じて、国家の脅威・ハザードを特定する。次に、過

去の公衆衛生事案データや災害リスクモデリングを利用し、各脅威・ハザードの被害

規模・リスク発生確率・影響を評価し、リスクマトリックスなどで示す。最後に、実

施機関は公衆衛生専門家を中心に、医療緊急事態や災害リスク管理に関わるすべての

セクター、パートナーが関与することが望ましい。WHO の自然的、人為的、環境的

と大きく 3 つに分けたハザード分類が事象を網羅していた。RA はリスクコミュニケ

ーションも含めた議論も重要である。 

Ａ．研究目的  

自然災害や感染症パンデミック、大規模

事故等の公衆衛生事案への事前準備と緊急

対応の効果的な実践にあたっては、想定さ

れるあらゆるハザード・脅威によるリスク

を体系的に分析・アセスメントし、優先順

位を付した上で対策に繋げるオールハザー

ド・アプローチのリスクアセスメント

（Risk Assessment：RA）が重要とされる。

平時における国・地方の事前準備体制の構

築に有用と考えらえるが、事案発生時の情

報収集・分析、迅速な RA・コミュニケー

ションの手法については未知の部分も多

い。平時から事案発生時にシームレスに運

用可能なインテリジェンス機能構築に向け

た知見の集積は、国際的にも重要な意義を

持つと考えられる。 
そこで、本研究ではオールハザード・ア

プローチの RA の先進的な事例として、米

国、英国、世界保健機関（World Health 
Organization：WHO）、欧州連合（European 
Union：EU）の独立した部門である欧州疾

病予防管理センター（European Centre for 
Disease Prevention and Control：ECDC）の公 
衆衛生上のハザード・脅威、リスクの分

析・アセスメントの手法についてレビュー

し、整理することを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法 

米国及び英国の政府機関、WHO、ECDC の

ウエブサイトから、オールハザード・アプロ
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ーチによる公衆衛生上のハザード・脅威の

影響評価、リスクの分析・アセスメントの手

法に関するガイドライン等を収集した。リ

スク評価の方法論、実施体制、対象（ハザー

ド・脅威）の範囲、リスク評価の使い方（公

開・活用）の項目ごとに主な所見を整理した。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究は個人情報を取り扱わない文献レ

ビューのため，倫理審査委員会による審査

を受けていない。 
 

Ｃ．研究結果 

1.  リスク評価の方法論 

1) 米国 

 3 段階のステップがある（図 1）。ステップ

１は国家に影響を与えうる脅威とハザード

の特定である。最初に脅威とハザードの予

備リストを作成するために文献調査を行う。

これらの文献には、関連する脅威やハザー

ドのモデルデータ、国家レベルの大災害計

画、過去の事例データ、国家計画シナリオ、

民間・非営利セクターのリスク評価、国家計

画フレームワーク等が含まれる。次に専門

家と協議し、国家の中核能力を最も脅かす

可能性のある脅威とハザードを特定する。

企業を含む主要な関係者の意見及びハザー

ドモデルデータ等に基づき、最終的に 6 つ

の脅威・ハザードに関わる 9 つの全米国家

的脅威とハザードの特定およびリスクアセ

スメント（Threat and Hazard Identification and 
Risk Assessment：THIRA）シナリオを作成し

た（2019 年、表 1）。 

図 1 全米国家的脅威とハザードの特定お

よびリスクアセスメントの 3 ステップ 
出典：FEMA. The 2019 National Threat and Hazard Identification 

and Risk Assessment (THIRA): Overview and Methodology 

(2019) 

ステップ 2 では、各脅威の状況説明を作

成し、各シナリオの潜在的な影響も見積も

る。まず、ステップ 1で選択した脅威とハザ

ードについて、その影響を最も深刻にする

時間、場所、条件に関する情報を特定するた

めに、計画とモデルデータを検討し、状況説

明の草案を作成する。現実的で壊滅的な状

況説明を作成するために、過去の事例及び

モデルの両方を考慮する。脅威やハザード

が発生した場合に各シナリオが国家に与え

る影響を推定するために、大災害計画の文

献調査を実施し、最も一般的な影響の種類

を特定する。連邦政府機関及び地域社会の

関係者と協議し、標準化された影響の妥当

性を確認する。標準化された影響により、考

慮されたすべての脅威と危険の影響を同じ

言語を用いて比較することができるように

なる。各能力目標に対し、どのシナリオの影

響が最も困難であるかを判断するため、連

邦省庁間で使用されているモデリング＆デ

ータ目録にある 216 のモデルとモデリング

ツールをすべて検討する。いくつかの省庁

間モデル、対応計画、およびその他の有効な

情報源から影響データを収集し、脅威とハ

ザードのシナリオおよび能力目標ごとに影

響データを収集し分析する。アメリカ合衆

国連邦緊急事態管理庁（Federal Emergency 
Management Agency：FEMA）が収集した影
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響データは、連邦・地域・州の緊急活動計画、

研究機関（政府、非政府、学術機関）が所有・

管理するモデル・データインベントリ、検証

済みの過去の事象データが含まれる。

FEMA と連邦政府機関は、大災害レベルの

事象発生時にはほぼ間違いなく、災害活動

に従事しており、国家はこの影響を加味す

る必要がある。そのため、近年発生した事象

から影響データを収集する。さらに全米

THIRA シナリオが発生したときに進行中

である可能性のある既存のオペレーション

の想定ベースラインを作成する。並行処理

が必要な事象が、THIRA シナリオと同時に

発生しうると判断した場合、THIRA シナリ

オの影響が増大する。これを決定するため

に、現実のインシデントが発生した実際の

日付と、全米 THIRA シナリオに割り当てら

れた想定上の日付を特定し、単一のインシ

デント年表を作成する。この年表には、計画

の見直しや専門家との協議によって特定さ

れた、各災害のおおよその対応・復旧期間も

含まれている。この年表を使って、同時発生

しうる災害と THIRA シナリオを比較し、ど

の影響が概念的に同時に発生するかを決定

する。この重複が生じた場合、シナリオとベ

ースラインの影響を組み合わせて、能力目

標に使用する集約的な影響を作成する（図

2）。 

図 2 シナリオとベースラインの影響を組

み合わせ、集約された影響を作成 
出典：FEMA. The 2019 National Threat and Hazard Identification 

and Risk Assessment (THIRA): Overview and Methodology 

(2019) 

ステップ 3 では、最も困難な脅威やハザ

ードの潜在的影響に対し、国がどれだけ準

備できているかを測定するために22個の能

力目標を設定した。地域社会とすべてのレ

ベルの政府が、災害への備えと計画に使用

する共通の測定基準となっている。能力目

標は 3 つの部分から構成される（①能力要

件の大きさ、②あらゆる状況下で重要な任

務を遂行する能力、③時間枠の指標）。 
 
2) 英国 
英国（イングランド）では 1980-90 年代に

発生した災害や危機により 1)地域の危機対応

者が地域の RA を適切に実施していなかった

こと、2)地域住民にリスクを知らせることが

できなかったこと、が課題として認識され、

Integrated Emergency Management
（IEM）と呼ばれるオールハザードアプロー

チの危機管理の概念が導入された。2004 年
民間緊急事態法（Civil Contingencies Act 
(CCA) 2004）に基づく国と地方の計画にお

いても IEM の考え方が適用されている。

IEM は、予測（Anticipation）、評価

（Assessment）、予防（Prevention）、準備

（Preparation）、対応（Response）、復旧

（Recovery）の 6 つの活動を基本としてお

り、このうち「評価」に相当する活動として

RA が重視されている。 
 RAは一般に下記の６段階のステップによ

り実施される（図3）。 
①文脈の把握（Contextualisation）：R A を実

施する対象地域について、リスクの発生可能

性（likelihood）と影響（impact）に関連する

要因（社会的、経済的、文化的、インフラ、環

境に関する特性など）を検討し、R A のプロジ

ェクトの範囲を設定し利害関係者を特定する。 
②ハザードの特定とアセスメントへの割り当

て（Hazard identification and allocation for 
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assessment）：地域等におけるRA作業グル

ープ（RAWG）を招集し、今後２年間に問題

となりうる脅威とハザードを暫定的に特定

し、RAの主任評価者（機関）を定める。主

任評価者は、「科学的に導き出された想定さ

れる最悪のシナリオ」（Reasonable worst-
case scenario, RWCS）をもとに各リスクの

地域への影響を検討する。 
③リスク分析（Risk analysis）：主任評価者

は、政府機関や地方政府機関等の情報に基づ

いて、5年間に発生するハザードの可能性を

検討する。 
④リスク評価（Risk evaluation）：各リスク

の可能性と影響を分析し、これらの値を組み

合わせて総合的なリスクスコアを算出し、リ

スクマトリックスを作成する。 
⑤リスク処理（Risk treatment）：④の結果

から、許容できない高リスクとなる項目につ

いて、リスク軽減に向けた計画と戦略を策定

し、関連する対応能力を評価する。 
⑥モニタリングとレビュー（Monitoring and 
reviewing）：上記プロセスの定期的な見直

しを行う。 

 
図 3 英国における RA のプロセス 

出典： Cabinet Office. Civil Contingencies Act Enhancement 

Programme: Chapter 4 Local Responder Risk Assessment Duty. 

Revision to Emergency Preparedness (2012) 

 

3) 世界保健機関（WHO） 
WHO は 2019 年に加盟国の健康危機管理

能力の向上を目指して、「災害・健康危機管

理枠組」（Health Emergency and Disaster Risk 
Management Framework）を提唱した（資料１

に日本語訳を掲載）。本枠組は、国連持続可

能な開発目標、仙台防災枠組、パリ協定等に

沿ったものであり、オールハザードアプロ

ーチやリスクマネジメントの考え方を推奨

している。さらに、この枠組に関連して、国

や自治体での RA の実施を支援するツール

として、2021 年に「戦略的リスクアセスメ

ントのためのツールキット」（Strategic 
Toolkit for Assessing Risks, STAR）が発行され

た（資料２に日本語訳を掲載）。本ツールキ

ットはオールハザードの戦略的 RA の方法

論と実践についてまとめたものであり、今

後わが国においても参考にすべき内容が多

く含まれている。 
戦略的 RA を実施するため様々な分野の

専門家が集まって、既存のデータや緊急対

応の経験を参考にしながら、協議に基づい

て合意形成を行い、国家レベルの対応を必

要とする可能性のあるハザード、災害が発

生する可能性、災害がもたらす潜在的な影

響を特定する。RA の実施頻度は 2〜3 年ご

とである。 
ステップ１では、過去に特定されたハザ

ードや地域的なハザードなどに基づき、国

家におけるハザードを特定する。ハザード

に起因する健康への悪影響または医療シス

テムに影響を与えるような、身体・心理・社

会・経済・環境的な要因を特定する。国家的

な対応を必要とする最も可能性の高いシナ

リオを作成する。シナリオに基づき、住民の

曝露の規模とレベル（地域・住民環境・人数

等）を推定する。 
ステップ 2 では、ハザードに関連する過
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去の情報（サーベイランス・早期警報、事象

記録、天気予報等）、地理的環境における最

近の傾向、各ハザードの発生頻度と季節性

を考慮し、今後 12 ヶ月間にリスクが発生す

る可能性（確率 5％未満～95％以上の 5 段

階）を評価する。 

ステップ 3 では、深刻度、脆弱性、対処能

力を個別に評価し、リスクの影響を推定す

る。深刻度評価には、伝染可能性、罹患率、

死亡率、住民移動の制限、必要不可欠な医療

サービス提供の中断、医療従事者への影響

等の情報が必要である。脆弱性評価（5 段階）

は国、地方、都市、地域社会の各レベルで行

う。危険にさらされている集団の健康状態、

健康の社会的決定要因、脆弱な集団の存在、

環境要因を考慮する。対処能力は、人々、組

織、システムが、利用可能なスキルや資源を

用いて、特定されたハザードに関連する不

利な条件、リスク、災害にどのように対処す

るかを測定する。3 つの評価スコアから影響

スコア（1～5）を算出する。 
ステップ 4 では、推定されるリスクのレ

ベルを決定する。入手可能なデータや情報

の信頼度（3 段階）を入力する。ステップ 1
～4 で得られた情報を入力すると、特定され

たハザードの戦略的な RA の結果が 5ｘ5 の

リスクマトリックスで色分けして表示され

る（横軸：可能性、縦軸：影響度、図 4）。 

図 4 リスクマトリックス（例） 
出典：WHO. Strategic toolkit for assessing risks: a comprehensive 

toolkit for all-hazards health emergency risk assessment (2021) 

ステップ 5 では、リスクのランクに基づ

き、主要な提言と優先すべき行動について

検討し、報告書を作成する。「SMART」（具

体的/specific、測定可能/measurable、達成可

能/achievalbe、現実的/realistic、タイムリー

/timley）な期待値を設定する。優先活動案ご

とに、責任を担う担当省庁や組織、関連機関

を特定する。概算予算も含めるとよい。 

ステップ 6 では、国・地方自治体の行動計

画策定のプロセスに提言を反映させる。報

告書に基づき、各国が優先的に取り組むべ

きハザードに対処するための活動に優先順

位をつけ、資金を確保する。国家緊急対応計

画、災害管理計画、国家活動計画、防災対策

などをリスク情報に基づいて更新する。関

係機関との調整、政策・法律の改正が必要な

ことがある。 
 
4) 欧州疾病予防管理センター（ECDC） 
 感染症発生時の迅速なリスクアセスメン

ト（Rapid Risk Assessment：RRA）を促進

するための運用ツールを開発した（2011 年）。

ステージ 0～5 の 6 段階に分かれている。ス

テージ 0 は感染症発生前の準備段階で、

RRA 対応に必要な情報源（教科書、国内・

国際公衆衛生機関ウエブサイト等）・専門家

の情報をリスト化し、エビデンスに基づく

プロトコールを作成する。  
感染症発生後のステージ 1 では、インシ

デント/事象に関する詳細な情報（発生場所・

時間、症状、感染経路、感染者の特性、死者

の有無、関連機関等、表 2）を収集する。ス

テージ 2 では、教科書や文献（論文データ

ベース、公衆衛生機関ウエブサイト、図書館、

灰色文献等）を用いて、疾患に関する情報を

確認する（表 3）。ステージ 3 では、RAA の

エビデンスを RA 情報表（表 4）の記入を始

める。高リスク集団が特定された場合、一般
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集団と高リスク集団それぞれについて RA
情報表を作成する。ステージ 1 とステージ 2
で収集した情報にギャップがあり、追加の

情報が必要な場合は国内外の専門家に助言

を求める。ステージ 4 では、研究デザイン、

関連の強さ、先行研究・専門家意見との整合

性、報告バイアス等を考慮し、エビデンスの

質を評価する。最低でも 2～3 個の情報源と

これらの間の合意（2 人の専門家または専門

家と文献など）、情報の一貫性・関連性・妥

当性から収集した情報に対する信頼性を評

価する。その結果（良い、満足、不満足）と

情報源を RA 情報表に記入し、表を完成させ

る。 
ステージ 5 では、RA 情報表（表 4）を用

いて RA を行う。RA の手法には 2 つのオプ

ションがある。オプション 1 は、確立と影響

を一つのアルゴリズムに統合し評価するた

め、シンプルである（参考図 A）。オプショ

ン 2 は、確率と影響の別々のアルゴリズム

を使用する。EU 加盟国における感染確率、

EU 域内における感染確率、影響（母集団/集
団における疾患の重症度）の 3 つのアルゴ

リズムを使用する。高確率で低影響の疾患

または低確率で高影響の疾患がある状況に

おいて、より正確な評価が可能となり、個々

のリスクレベルはリスク順位マトリックス

を使用し単一の総合リスクレベルに統合で

きる（参考図 B、C）。インシデント/事象の

状況などによって、どちらのオプションを

使用するかを決める。RA は国民の関心や期

待、メディアや政治からの圧力などの文脈

的要因も考慮する必要がある。 
 
2.  実施体制 
1) 米国 
 主体は FEMA である。脅威とハザードの

予備的リスト作成段階で他の連邦政府機関

に協力を求めた。具体的には、農務省、商務

省海洋大気庁、国防総省内の多数の事務所

（米国陸軍工兵隊、国防脅威削減局、国防次

官補室［準備政策］を含む）、エネルギー省、

国土安全保障省内の多数の事務所（サイバ

ーセキュリティおよびインフラセキュリテ

ィ局［旧国家保護プログラム局］、科学技術

室、大量破壊兵器対策室、情報分析室）、保

健福祉省準備・対応担当書記官補、内務省

（米国連邦準備局を含む）、米国地質調査所、

司法省連邦捜査局、FEMA 内の多数の事務

所（対応・復興局、第 8 地域、テロ対策・

安全保障準備局）、一般調達局、アルゴンヌ

国立研究所、ローレンス・リバモア国立研究

所、サンディア国立研究所、原子力規制委員

会、ホワイトハウス科学技術政策室などで

ある。 
 
2) 英国 
 国レベルの RA は内閣府（Cabinet Office）
の民間非常事態事務局（CCS）が主導し、当該

ハザード・脅威を主管する関係省庁からの情

報、外部の専門家からの情報提供により実施

している。 
 地域レベルでは、CCA 2004 で規定される

地域の危機管理を担う多機関連携体「地域レ

ジリエンスフォーラム」（Local Resilience 
Forum, LRF）が警察管轄単位（イングランド

に 38 か所）で設置されており、この LRF が

RA の中心的な役割を担う。RA の実務は RA
作業グループ（RAWG）及びリスク項目ごと

に指定される主任評価者が実施する（主任評

価者の例：消防（火災等）、交通局（交通事故

など）、水道局（水質汚染等）、自治体担当部局

（建物倒壊等）、国民保健サービス（熱中症等）、

英国健康安全保障庁（バイオテロ等）、など）。 
 

3) 世界保健機関（WHO） 
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様々なレベルの政府・省庁（保健、財務等）

などの公的機関、政府間組織、民間企業、宗

教団体、市民社会、メディア、アカデミア、

地域活動団体、国際社会など医療以外の機

関も含まれる。生物学的、社会的、技術的、

自然的、人為的、または環境上の緊急事態が

発生した際に動員される当局である。 
 

4) 欧州疾病予防管理センター（ECDC） 
主体は EU 加盟国内の公衆衛生専門家と、

欧州レベルで感染症のRAAを担当する専門

家である。 

2 つのサーベイランスツールを紹介す

る。epitweetr は、Twitter 上のトレンドを自

動的に監視し、公衆衛生の脅威を早期に発

見できる。時間、場所、トピックごとにト

レンドを監視し、ツイート数の異常な増加

などのパターンを検出する。EpiPulse は、

欧州の公衆衛生当局とグローバルパートナ

ーが、脅威の検出、モニタリング、リスク

評価、発生時対応のために、感染症データ

を収集、分析、共有、議論するためのオン

ラインポータルサイトである。 
 
3.  対象（ハザード・脅威）の範囲 
1) 米国 
自然災害（地震、ハリケーン、パンデミッ

ク、宇宙天気）のみだった（2019 年）。 
 

2) 英国 
 英国では、リスクアセスメントの対象を

「死傷者、財産への損害、重要なサービス、

日常生活への支障など、人間の福祉に重大

な被害をもたらす可能性がある事象」とし

ており、特定のハザードに限定していない。

リスクは、自然現象（natural events）、重大事

故（major accidents）、悪意ある攻撃（malicious 
attack）の 3 つに大別されている（前２者の

原因となるものはハザード、後者の原因は

脅威（threat）と呼ばれる）。 
 リスクについては、種類別にコード化さ

れているが、国及び地域単位で定期的に見

直しが行われ、新規登録や削除が行われて

いる。また、地域における RA の対象は、地

域特性を反映して LRF により決定される。 
 
3) 世界保健機関（WHO） 
ハザード分類は大きく分けて３つある。

①自然的（地震、津波、洪水、サイクロン、

干ばつ、感染症、宇宙天気等）、②人為的（技

術的：化学物質・放射能の流出、輸送事故、

インフラ破壊等、社会的：暴力行為、金融危

機等）、③環境的（海面上昇、森林伐採等）

である。 
 
4) 欧州疾病予防管理センター（ECDC） 
 欧州諸国で公衆衛生の脅威になる事象に

は以下のようなものが含まれる（過去３年

間）。新型コロナウイルス感染症（SARS-
CoV-2）、サルモネラ感染症、エボラウイル

ス病、カルバペネマーゼ産生腸内細菌科細

菌、デング熱、ジカウイルス感染症、ラッサ

熱、鳥インフルエンザ A（H5N8）、リフト

バレー熱、クロイツフェルト・ヤコブ病、異

常降雨・洪水などである。 
 
4.  リスク評価の使い方（公開・活用） 
1) 米国 
連邦緊急事態管理庁（FEMA）が報告書「全

国脅威・ハザード特定およびリスク評価

（THIRA）：概要と方法論（2019 年版）」を

オンラインで公開している。地域社会や連

邦レベルでリスク評価に携わる緊急管理当

局者、民間企業、学術界、実務者に対して国

家レベルのリスク評価アプローチを示し、

関係者に準備を促している。 
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2) 英国 
 国レベルの RA は機密情報等も含む包括

的な非公開情報である National Security Risk 
Assessment（NSRA）と、NSRA の情報をも

とに作成された公開版の National Risk 
Register (NRR)として報告されている。 
 NSRA では、リスクを 3 つの優先順位を示

す「階層」に分類していた（最優先（Tier 
1）のリスクには、大規模事故や大洪水など

の自然災害、サイバー空間への敵対的攻撃な

どが挙げられていた）が、RA のプロセスと

政策的な意思決定の独立性を担保する目的で

2019 年の NSRA では階層化が廃止された。

COVID-19 の RA に関する検証の過程で、こ

の変更について議論がなされている。この

他、現行の NSRA に対しては、高リスクで

不確実性の高いリスク（可能性の推定が難し

い）、確率は低いが潜在的影響が大きい極端

なリスク、新興感染症などの新たなリスク、

連鎖的・複合的な事象のリスクなどについて

は十分に検討できていないという批判もある

（https://publications.parliament.uk/pa/jt58
02/jtselect/jtnatsec/231/23106.htm）。 
 地域レベルでは、Community Risk Register 
(CRR)として、LRF 単位で定期的に報告され

ている。CRR は LRF の医療機関を含む関係

機関で共有され、事前準備体制の強化に活

用されている。 
  
3) 世界保健機関（WHO） 
戦略的リスクアセスメント報告書は、健

康危機や災害リスク管理に関わるすべての

セクター、パートナー、ドナーと共有する。 
 
4) 欧州疾病予防管理センター（ECDC） 
通常24～48時間以内にRAAを実施する

が、RAAは定期的に見直したり、新たな情

報が入手可能になった場合には更新する。 
誰にどのように知らせる必要があるかな

ど、リスクコミュニケーションはRAにお

いて極めて重要である。関係者には事象に

直接関与する人、事象の近くにいる人、一

般大衆、パートナー組織、政府、地方衛生

局、他の機関などが含まれる。RAAがエビ

デンスに基づく強固なものであっても、国

民の関心や期待、その他の外部要因が対応

に影響を与えることがある。リスク認識を

歪めたり弱めたりする要因としては、疾病

疫学に関する専門的知識の欠如、専門家の

意見の対立、影響を受けた人数、症例死亡

率、利用できる治療・介入方法の欠如、 
政治的・メディア的関心等がある。また、

リスクの受容は国や文化によって異なる場

合がある。 
 

Ｄ．考察  

 RA の準備段階として、文献レビュー、関

連機関等のウエブサイト・報告書の確認を

効果的に実施することが重要だと考えられ

た。ECDC の方法論では事前に専門家の連絡

先を含む情報源をリスト化し、その上で、基

本的な情報の収集後、専門家との協議を行

い情報を整理し、国家的な対応が必要な脅

威・ハザードを特定し、シナリオを作成する。

さらに、過去の公衆衛生事案データや災害

リスクモデリングを利用し、各脅威・ハザー

ドの被害規模・リスク発生確率・影響を評価

する。英国や WHO、ECDC はリスクレベル

の評価を行い、最終的に視覚的に分かりや

すいリスクマトリックスで示している。米

国は RA 手法の最終段階で、各関係機関の対

処能力の目標を設定するところまで含めて

いる。 
実施機関に関し、米国は FEMA を中心に

多くの連邦政府機関（国防総省、内務省、エ
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ネルギー省、商務省海洋大気庁、農務省等）、

国立研究所などが関与していることが明ら

かとなった。英国も同様に、国レベルでは内

閣府、地域レベルでは LRF が中心となり、

リスク項目に応じた専門機関・評価者が関

与している。WHO 及び ECDC では、公衆衛

生専門家を中心に、医療緊急事態や災害リ

スク管理に関わるセクター、パートナー、ド

ナーが関与する。また、ECDC はサーベイラ

ンスツールを開発し、公衆衛生の脅威の早

期発見に努めていることが明らかとなった。

わが国での実施を検討する上でも、RA は特

にオールハザード・アプローチをとる場合

には分野横断的な情報収集や評価が必須で

あるため、多機関連携の実施組織を構築す

る必要があるだろう。 
対象（ハザード・脅威）の範囲は、米国で

はパンデミックを含む自然災害とされてい

たが、英国は、自然現象、重大事故、悪意あ

る攻撃と幅広く対象としており、地域特性

も考慮して範囲が定められていた。WHO は

自然的、人為的、環境的と 3 つのハザードの

大分類を設けており、事象を網羅している

と考えられた。よって、日本がオールハザー

ド・アプローチの対象ハザードを検討する

際に参考になるかもしれない。 
RA の活用については、米国、英国及び

WHO のように平時から医療緊急事態や災

害リスク管理に関わるすべてのセクター、

パートナーと共有することが望ましいと考

えられる。また、ECDC はリスクコミュニケ

ーションの重要性にも触れており、国民の

関心や期待、その他の外部要因が RA の対応

に影響を与えることがあることにも留意が

必要である。なお、COVID-19 をふまえた英

国の議論にもみられるように、極端な事例

や複雑な事例については、現行の RA で十分

に対処できていない部分もあるため、今後

の動向に注意が必要である。 
 

Ｅ．結論 

本研究ではオールハザード・アプローチ

の RA の先進的な事例として、米国、英

国、WHO、ECDC の公衆衛生上のハザー

ド・脅威、リスクの分析・アセスメントの

手法についてレビューし、整理した。RA
手法は、まず文献レビュー等を行い既存の

情報を整理し、専門家との協議を通じて、

国家の脅威・ハザードを特定する。次に、

過去の公衆衛生事案データや災害リスクモ

デリングを利用し、各脅威・ハザードの被

害規模・リスク発生確率・影響を評価し、

リスクマトリックスなどで示す。最後に、

実施機関は公衆衛生専門家を中心に、医療

緊急事態や災害リスク管理に関わるすべて

のセクター、パートナーが関与することが

望ましい。WHO の自然的、人為的、環境

的と 3 つに分けたハザード分類が事象を網

羅していた。RA はリスクコミュニケーシ

ョンも含めた議論も重要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 総括報告書にまとめて記載。 

 

Ｇ．研究発表 
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近藤克則、尾島俊之:「個人・地域レベル

のソーシャル・キャピタルと避難訓練

参加の関連：JAGES 2019 横断研究」第

80回日本公衆衛生学会総会、2021.12.21-
23（東京） 

2) 高杉友、辻大士、大塚理加、宮國康弘、

近藤克則、尾島俊之:「個人・地域レベル

のソーシャル・キャピタルと防災備蓄
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日本疫学会学術総会、2022.1.26-28（千
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月 21 日アクセス可能）
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表1： 6つの脅威・ハザードに関わるシナリオ（米国）  

1. カスケディア地震とサンアンドレアス地震 

2月上旬の平日の朝、ワシントン州、オレゴン州、カリフォルニア州北部に位置する全

長700マイルのカスカディア沈み込み帯断層が完全に破壊され、マグニチュード9.0の地

震が発生した。最初の地震の影響で多数の死傷者が出る。何十万人もの人々が地震によ

る津波の危険性のある地域から避難し、多くの人々が緊急避難所を探した。捜索隊や救

助隊が直ちに派遣される。ガス管の破損により、被災した多くの建物で火災が発生し、

死傷者の数が増える可能性がある。地震や余震による地盤の揺れに加え、陥没穴や地滑

りなどの二次災害の危険も残っている。地域全体では、飲料水施設、下水道施設、電力施

設、通信施設などに被害が出ている。また、数百万トンの瓦礫の撤去が必要であり、被災

地へ救援隊を送り込むことができるようになった。数ヵ月後の4月には、カリフォルニア

州の北サンアンドレアス断層線沿いで7.8の地震が発生し、数千人の死者、数十億ドルの

経済損失、重要インフラへの大きな損害という関連事件が起きている。 

2. ニューマドリッド地震 

2月上旬の平日早朝、アーカンソー州とテネシー州の州境を震源とするニューマドリッ

ド地震帯の全3区間でマグニチュード7.7の地震が発生した。この地震により、8つの州に

またがる建築環境に深刻な被害が発生した。地震発生時、ほとんどの人は自宅にいたた

め、数千人の死者が出て、多くの人が医療を必要とした。数百万人が短期間の避難所を

必要とし、さらに多くの人が自宅から避難している。救急サービス、病院、霊安室などの

インフラサービスが最も必要とされる時期に被害を受け、主要なインフラ部門への被害

は次のような結果を招いた。他のインフラ部門に連鎖的に影響を及ぼし、地域全体のイ

ンフラサービスの低下を招いた。ミシシッピ川沿いの空港や港湾施設など、この地域の

交通インフラに大きな被害が出ており、対応関連のリソースを被災地に届けること、国

をまたいだ地上輸送の両方に遅れが生じている。 

3. テキサス・ハリケーン 

9月中旬の平日、テキサス州ガルベストン付近にカテゴリー5のハリケーンが上陸し、そ

のまま北上して中西部へ進んだ。このハリケーンの最大持続風速は157mph、高潮は25フ

ィートである。高速の風は樹木を倒し、特に大雨で地面が浸水すると電線に影響を与え

る。GalvestonとHoustonでは広範囲に停電が発生し、ハリケーンが北上するにつれ、テキ

サス州、ルイジアナ州、中西部の一部にも停電が広がった。被災地は数十万平方マイルに

及び、重要なインフラ施設や危険物の保管・精製施設に損害を与えた。高潮による港湾施

設や鉄道網の被害が大きく、この地域への物資の輸送が滞った。このハリケーンにより、

直接・間接的に数十億円の経済的損失が発生した。 
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4. フロリダ・ハリケーン・シナリオ 

9月中旬の平日早朝、カテゴリー5のハリケーンがフロリダ州南部沿岸のフォートローダ

ーデールに上陸し、そのまま州を北西に進んでメキシコ湾に出た後、アラバマ州モービル

に再上陸した。最大風速は165mph、高潮は21フィート。上陸前にフロリダ州知事とアラバ

マ州知事が、予想される影響範囲内の数百万人に対し避難勧告を出した。このハリケーン

により、直接・間接的に数十億ドルの経済的損失が発生した。マイアミが最も大きな被害

を受けた。瓦礫と洪水により多くの主要な州間高速道路が通行不能となり、住民の帰宅や

企業の営業再開の前に撤去する必要がある。 

5. ハワイハリケーン 

8月下旬、ハワイに南東から接近したカテゴリー4のハリケーンは、ハワイ最大の島に向

かってゆっくりとした速度（時速約10マイル）で北上した。その後、進路を西に変え、36

～48時間かけてハワイ全体に影響を与えた。最大瞬間風速160mphの暴風により、屋根や

外壁を失った家屋が発生し、数十万人が避難生活を余儀なくされた。倒木、電線、瓦礫が

住宅地を孤立させ、対応要員の移動の妨げとなった。電力、上下水道、電気通信などの重

要なインフラ設備が被害を受け、施設へのアクセスも悪く、州内の修理部品の供給も限ら

れているため、修理にはかなりの時間がかかると考えられた。多数の港や空港が大きな被

害を受け、操業不能となり、サプライチェーンに影響を与え、米国本土に拠点を置く連邦

機関やその他のパートナーからの対応・復旧関連資源の到着を遅らせることになった。 

6. パンデミック 

10月初旬、米疾病対策センター（CDC）は、首都圏で新型インフルエンザウイルスが発

生したことを報告した。地元の病院で最初の患者が確認されてから2週間足らずで、この

ウイルスにより何百人もの死亡者と何千人もの患者が発生した。ウイルスの拡散に伴い、

米国やその他の国々で人口の約30％が重篤な状態に陥った。従来のインフルエンザワク

チンは現在の株には効果がなく、CDCは新しいワクチンの量産には数ヶ月かかると推定

した。パンデミックのため、社会的な距離感が広がった。公共事業、警察、消防、政府、

その他の重要なサービスは、社会的距離と従業員の欠勤のために中断された。企業が閉鎖

され、地域全体で大規模なサービスの喪失が起こった（銀行、食料品店、ガソリンスタン

ドなど）。医療用品、医療機器、ベッド、医療従事者が不足し、病院はすぐに混雑し、外

来医療を求める人が数百万人に達し、入院を必要とする人が数百万人に達した。混乱は、

高い欠勤率と病院や医療センターの過密状態を助長させた。 

7. 宇宙天気予報 

8月最終週、アメリカ海洋大気庁（NOAA）の宇宙天気予報センターは、大規模なコロナ

質量放出が地球の磁場に接近し、激しい磁気嵐が影響を及ぼすことを15時間前に予告し警
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出典：FEMA. The 2019 National Threat and Hazard Identification and Risk Assessment (THIRA): Overview and Methodology (2019) 

 

  

報を発令した。翌日早朝、大都市圏の変電所で太陽活動の高まりにより送電システムに障

害が発生し、送電網がダウンした。その後のシステムのアンバランスや過負荷により、多

数の変圧器や電線が故障または断線した。アメリカ大陸のほとんどが大規模な停電の影響

を受け、人口の半分近くが暗闇の中に取り残された。宇宙天気は電力系統の電圧の乱れを

引き起こし、一部の保護装置の誤報を誘発した。磁気嵐による停電にもかかわらず、重要

資産の所有者とオペレーターは、一時的に電力を回復するために調整した。磁気嵐からの

放射線は衛星の容量と通信ネットワークを圧倒し、緊急管理担当者が重要なニーズを判断

する際に直面する課題をさらに悪化させた。 
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表 2：インシデント/事象発生直後の確認事項（ECDC：ステージ 1） 

• インシデント/事象の報告者は誰か？ 

• インシデント/事象はどのように明るみに出たか？ 

• 主な診断名は何か？ 

• 病因は確定しているか？ 

• この病気は、この国の風土病か？ 

• 暴露（手段・感染様式）についてわかっていることは何か？ 

• 事例はどこで発生したのか？症例は時間的・空間的に集中しているか？ 

• どのような期間に症例が発見されたのか？ 

• どのようなインシデント/事象なのか？特定の社会集団・環境の人たちなのか？ 

• 現在、何件くらい認識されているのか？ 

• 症例が経験する症状とは？ 

• 専門医の診察を受けた症例はあるか？その診断と臨床所見はどのようなもの

か？症例の定義は？ 

• 試料は採取され、分析のためにどこに運ばれたのか？どのような検査が実施さ

れ、どのような検査が予定されているか？結果はいつ出るか？検査結果の限界に

ついて、どのような点を考慮する必要があるか？ 

• 死者は出ているのか？検死結果は？ 

• 救急車サービス、地域の病院、医師（個人開業医を含む）は警告を受けたか？ 

• インシデント/事象はどこで管理されているのか？ 

• 現在、インシデント/事象に、どのような治療を行ったのか？ 

• 他に誰がこの病気にさらされ、発症する危険性があるのか？そのリストは作成

したか？ 

• 医療従事者の被ばく、進行中のインシデント/事象、天気予報など、他の人への

リスクを高めるような状況は発生しているか？現在、新たな事例の発生を防ぐ

ために、どのようなことが行われているか？  

• 現在、どのような機関が関与しているのか？どこかの機関が重大事態を宣言し

たか？他に誰が情報を得たか？ 
出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011) 
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表 3：基本的な疾患情報／判断材料（ECDC：ステージ 2） 

• 発生：時間、場所、人 
o 地理的分布：この病気はその国で流行しているか？ 

o そうでない場合、食物／鳥類／動物／人など、どのような経路で持ち込まれる

か？ 

o 季節的・時間的な傾向 

• 感染源（人獣共通感染症の場合、どの動物種に影響があるか、動物に症状が出るか？） 

• 感受性：特定のリスクグループが曝露/感染のリスクを高めているか？ 

o 特定の年齢層（例：子供、高齢者）。 

o 職業別グループ 

o 旅行者 

o 免疫力の低下している人（例：免疫力低下／慢性疾患、妊婦） 

• 感染症 

o 伝送方式 

o インキュベーション期間 

o 通信可能な期間 

o 無症候性感染期間 

o 生殖速度 

• 臨床症状および転帰 

o 疾病の重症度：罹患率、死亡率、症例致死率 

o 合併症・後遺症 

o 特定のリスクグループが重症化／合併症のリスクを高めていないか（小児、高齢

者、免疫抑制／慢性疾患のある人、妊婦、職業／レクリエーション上のリスクを

考慮する） 

• 検査・診断 

o ラボラトリー検査が可能 

o 検査仕様（感度、特異性、PPV、品質保証）と限界（交差反応性、バイオセーフ

ティへの懸念）。 

• 処理・管理方法 

o 治療（効果？） 

o 予防法（ワクチン接種／その他） 

o その他の管理措置（例：検疫、食品の撤去、動物の淘汰など） 

• 過去に発生したアウトブレイク／インシデント 

o 新たな感染経路 
出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011)  
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表4：リスクアセスメント（RA）情報表の質問項目 

【オプション 1：確立と影響の統合アルゴリズム】 

1. 感染リスクの高い特定の集団はあるか？ はい/いいえ 

2. EU 加盟国内での伝達の可能性は？ 高／低 

3. この脅威は異常なのか、予期せぬものなのか？ はい/いいえ 

4. 国際的な普及のリスクは？ 高／低 

5. この母集団／グループで重篤な疾病を引き起こす可能性があるか？ はい/いいえ 

6. 効果的な治療法や管理方法はあるか？ はい/いいえ 

7. リスクアセスメントに影響を与えるような背景要因はあるか？ はい/いいえ 

【オプション 2：確率と影響に別々のアルゴリズム】 

1. 感染リスクの高い特定の集団はあるか？ はい/いいえ 

（EU加盟国における感染確率（伝播の可能性）：Pat A-1） 

2. さらなる人体への曝露の可能性はあるか？ はい/いいえ 

3. その集団は感受性が高いか？ はい/いいえ 

4. この疾患は感染力が強いか？ はい/いいえ 

（EU 域内における感染確率（伝播の可能性）：Pat A-2） 

5. 他の EU 加盟国への導入/拡散のルートはあるか？ はい/いいえ 

6. 他のEU加盟国において、ヒトへの曝露の可能性はあるか？ はい/いいえ 

7. 他のEU加盟国の人々は感受性が高いか？ はい/いいえ 

8. この疾患は感染力が強いか？ はい/いいえ 

（影響（母集団・集団における疾患の重症度）） 

9. この集団・グループにおいて、疾病が重症化する可能性があるか？ はい/いいえ 

10. 相当数の人が影響を受けるか？ はい/いいえ 

11. 効果的な治療法や管理方法はあるか？ はい/いいえ 

12. リスクアセスメントに影響を与えるような背景要因はあるか？ はい/いいえ 
出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011) 
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参考図Ａ ECDCのリスクレベル判定アルゴリズム 

 
出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011) 
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参考図Ｂ ECDCの感染症リスクアセスメント（上段：国レベル、下段：EUレベル） 

出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011) 
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参考図Ｃ 

ECDCの影響評価のためのアルゴリズム（上段）、リスクマトリックス（下段） 

出典：ECDC. Operational guidance on rapid risk assessment methodology (2011) 
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厚生労働行政推進調査事業費（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

「オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及び 
インテリジェンス機能の確立に資する研究」 

 
分担研究報告書 

 

感染症と自然災害の複合災害における基礎情報の収集・調査 

研究分担者 沼田 宗純 

(東京大学・生産技術研究所・准教授) 

 

研究要旨 

本研究は、①オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデ

ルの作成のために、避難所運営を対象として研究した。国・地方自治体（都道府県）におけ

るリスクプロファイルの原案としては、オールハザードで対応が求められる避難所運営を

対象とすることが妥当であると考え、避難所運営を対象としてリスク分析とアセスメント

を行った。その結果、行政が体系的な公衆衛生リスクプロファイルの構築にあたり、優先す

べきハザード・脅威を特定し、適切な対策を講じる上での基礎資料を整理した。 

また、②平時から事案発生時にシームレスに稼働するインテリジェンス機能のために、災

害対応工程管理システム BOSS を提案した。本研究では、災害対応業務に着目し、47 種の災害

対応業務の全体像の把握、42 種の避難所運営業務を整理した。その結果、行政の災害対策本部

等におけるインテリジェンス機能の整備・構築に必要とされる要素としての災害対応業務

を明らかにした。また、インテリジェンス機能の効果的な運用を可能にする人的・物的リソ

ースの配備・デジタル社会に対応した技術活用のあり方を示した。さらに、災害対策本部機

能の拡充・効率化のために、避難所運営業務に関連する情報システムを調査し、今後研究開

発が必要とされる情報システムについての示唆を得た。 

 

Ａ．研究目的  

 

本研究では、①オールハザード・アプローチ

による公衆衛生リスク分析・アセスメントモ

デルの作成のために、避難所運営を対象とし

て研究した。国・地方自治体（都道府県）にお

けるリスクプロファイルの原案としては、オ

ールハザードで対応が求められる避難所運営

を対象とすることが妥当であると考え、避難

所運営を対象とした。また、避難所運営を取り

扱うにあたり、今後の首都直下地震や南海ト

ラフ巨大地震、近年の風水害の発生を考え、東

京都世田谷区を対象地域として選定すること

とした。 

また、②平時から事案発生時にシームレス

に稼働するインテリジェンス機能のために、災

害対応工程管理システム BOSS（Business 
Operation Support System）を提案した。BOSS
は、災害対応業務フローを図化することで、災害

対応の全体を体系的な視点でインテリジェンス

機能を備えたものである。そのため、リスク評価

から事案発生時の対応について、業務の進捗と

いう観点で担い手間でのコミュニケーションを

支えるものとなる。 
 
Ａ-1 背景 
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 2021年度、COVID-19が世界中を襲う中、人々

の意識や災害対策を含めた経済環境は劇的な変

化を遂げている。以前から進んでいた SDGs に

関わる動向などの世界的な潮流に加え、収束を

みないパンデミックが人々の関係性やライフス

タイルに大きな影響と変化を及ぼしている。そ

の変化は、災害対策においても、施策や生活者の

意識に大きなうねりをもたらす可能性が高い。

そこで、社会的な大転換期の只中にある現在の

状況を背景として整理し、感染症と自然災害の

複合災害やオールハザードにおける災害対策の

基礎情報の収集と調査を行うものとした。 
 

Ａ-2 COVID-19 がもたらしたもの 

 COVID-19 のパンデミックにより、日本国内

でも社会全体にデジタル化が浸透してきている。

AI や DX などが多様な領域に活用され始めた段

階で起こったこの傾向は、海外でより急激に加

速化しており、「2021 年度グローバル消費者ト

レンド」1)によると、パンデミック下で消費者の

３/４以上がオンラインでの新しい活動を開始し

たデータもある。 
災害対策の分野でもオンラインの活用は、熊

本市等のリモートによる災害対策本部の訓練 2)

やハイブリッド型 BCP 総合訓練、YouTube で

の防災知識のデマンド配信、大学や防災専門

Web サイトのオンラインセミナーなどで活発な

展開が見られ、IT を活用した災害対策の情報シ

ステムのみならず、人材養成や訓練、リモートで

の業務支援など幅広い活用に端緒を開いた。 
 一方で、感染力の高いオミクロン株の感染拡

大は、パンデミック下での事業継続、BCP の見

直しを多くの企業に求めた。このような先行き

の見えない状況において、企業のみならず中央

省庁などにもムーンショット（内閣府 3)）やバッ

クキャスト（環境省 4））の視点の導入や、アート

思考 5)などイノベーションを生むための創造性

に着眼した思考方法などがこれからの公共施策

や事業戦略のヒントとして注目されている状況

を生んでいる。 
また、企業の労務管理や観光事業のコンテン

ツ開発のキーワードとして、心身ともに健康で

幸福な状態を示す「ウェルビーイング」が頻出し

ている点も注目される。これは、COVID-19 に

より、フィジカル、メンタル両面からの生活者の

健康への意識に対応するものであり、働き方改

革にとどまらない、生活者を中心とした社会と

地域、企業との関係性の見直しを迫っている。テ

レワークの浸透による移住については、企業の

オフィス回帰もあり、国内全体を対象とすれば、

劇的な変化は起きていない。ただし、人口が集中

する一都三県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉

県）でみると、東京 23 区から湘南や外房など周

縁部への移住が増えている 6)。このことからも、

生活者に働き方や居住地を見直す意識が高まっ

ているといえ、災害対策においても地域と生活

者の新たな関係性に注目する必要がある。 
 

Ａ-3 企業を取り巻く環境と生活者意識の変

化 

2022 年 4 月に東京証券市場が再編された。こ

れは、日本国内の企業に対し、環境、社会、ガバ

ナンスに配慮した経営により持続可能性を高め、

永続的なリターンを求めるグローバルな投資家

を市場に呼び込むという狙いがある。そのため、

プライム市場に参加する企業には、財務情報に

加え、ESG 経営やサステナブル経営への非財務

情報の開示が必要となり、その指標や開示方法

の整備などが急務となっている。つまり、企業に

とって 2000 年代初頭までは環境や社会、ガバナ

ンスに対し、CSR などの部署が担い、企業評価

の一端にしかすぎなかったものが、経済効率性

とともに経営の中枢で検討、判断される最重要

テーマとなったわけである。 
このトレンドは世界的なパンデミックでも減

速することなく、むしろ、ウイルス拡散の要因と
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なった食肉処理場での劣悪な環境やワクチンの

配分の問題などへの注目で、ESG の中でもフォ

ーカスされにくかった S・社会課題解決の重要

性への認識が高まっている。図１の ESG 投資に

関連する債券の発行額 7)をみても、パンデミック

下の2020年11月時点でも増加率は高く、特に、

ソーシャルボンドは、ヨーロッパで 2019 年から

急激な増加を示している。 
 

 

図１ ESG 投資の債券発行額 
（出典：金融庁 サステナブルファイナンス有

識者会議 2021 年 1 月 21 日 参考資料） 
 

 企業を取り巻く環境の変化と並行して、生活

者の意識も変容している。前述の「2021 年度グ

ローバル消費者トレンド」のアンケート結果で

は、「商品購入時にソーシャルグッドな活動を行

う企業から購入する」とした回答が、国によって

２５％（平均１６％）にのぼった。日本でもその

意識の変容は、若い世代、特にデジタルネイティ

ブと呼ばれる Z 世代の消費動向にも表れており、

透明性と環境意識の高い企業からの購入方法と

して、D２C（Direct to Consumer）ブランドを

支持する傾向が生まれている。ＴＶＣＭを商品

ＣＭから脱炭素や環境への配慮などの取り組み

を示す企業 CM に切り替える企業が増加してい

ることからも、この傾向はＺ世代だけでなく、す

でに無視できない消費者の意識の変容として企

業が捉えていることを示している。これらの企

業を取り巻く環境は、災害対策という社会課題

解決に対しても企業を巻き込む追い風が吹いて

いるといえる。 
ここ数年の災害対策を取り巻く変化を背景と

して整理してきたが、ポイントを整理すると、大

きく４つの変化があるといえる。 
1) 密や接触を避けることで急速に進展した社

会的なデジタル化 
2) 不透明な時代に対する公共施策や事業戦略

における新たな視点、フレームワークの導

入 
3) ウェルビーイングにみられる個人や社会全

体の幸福への希求 
4) 企業の社会課題に対する姿勢や評価の変化 
 
そして、この変化に総じていえるのは、変化

の速さ、急激な変化ということである。 
 

Ａ-4 目的 

背景で整理したように、COVID-19 の影響に

より、人々の意識や暮らし、それを取り巻く社会、

経済環境は劇的に変化している。それらが変化

すれば、災害対策も当然変化する。パンデミック

の嵐が過ぎても、その変化は元に戻らない。 
感染症と自然災害の複合災害における基礎情

報の収集・調査では、社会状況の変化への対応と

その変化を捉えた複合災害への事前対策及びそ

の可能性の検証を目的に、災害対策の中で一番

脆弱で変化を受けやすい被災者、避難者への対

応の場となり、多くの災害対策の施策や業務の

アウトプットが帰結、影響する、指定避難所(以
下、特に表記の必要がない場合、避難所)を軸に

検証することとした。 
翻っていえば、オールハザード・アプローチに

よる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデル

の作成のために、事前対策を中心とする共助の

在り方を考えるためにも、避難所を中心とした

地域コミュニティも含めた災害対策を検証する
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ことは有益である。これは、災害対策の第一義的

な役割を期待されている市区町村にとっては、

国・都道府県との関係も踏まえた事前対策の推

進に繋がると期待できる。 
 

Ｂ．研究方法 

 

本研究では、①オールハザード・アプローチに

よる公衆衛生リスク分析・アセスメントモデル

の作成のために、避難所運営を対象として、世田

谷区を事例として研究する。これは、感染症と自

然災害の複合災害における基礎情報の収集・調

査は、地域における被災者、避難者の支援につい

て、避難所運営を軸に検証する、ボトムアップに

よるアプローチである。全国に約 11 万か所とさ

れる避難所は、立地や運営主体者、施設の規模や

収容可能な避難者数など千差万別であり、それ

を一括りに検証を進めることは、課題を曖昧に

し、有効な解決の方向性を導くには至らない。そ

こで、首都直下地震や南海トラフ巨大地震、近年

の風水害のリスクを踏まえ、感染者数が最も多

い東京都 23 区内の避難所から事例対象を設定

し、COVID-19 への対応を含めた取り組みの把

握と分析を行い、基礎情報の収集・調査を行う 
考察の手法としては、事例対象となる避難所

運営の COVID-19 感染拡大以前と以降の対応の

情報を収集し、複合災害に対する対応の可能性

を検証するとともに、パンデミックで劇的に変

化を遂げている情報のデジタル化の視点から、

避難所及び地域の避難生活者に関わる情報への

対応を、地域における災害対策の仕組み自体に

照らし、その可能性を検証する。 
また、②平時から事案発生時にシームレスに

稼働するインテリジェンス機能のために、災害

対応工程管理システム BOSS （ Business 
Operation Support System）を提案する。効果

的な災害対応を実現し，オールハザード・アプロ

ーチによるインテリジェンス機能を確立するた

めには、(1)災害対応業務フローの構築、(2)状況

把握するための情報収集・分析・共有と配信のた

めの各種情報システム、(3)多様な運営主体の人

的リソースの配置と管理、(4)資機材の情報管理

と調達・配布体制、(5)持続的な感染症対策の遵

守が必要となる。この中で、特に災害対応業務に

着目することで、オールハザード・アプローチに

対するインテリジェンス機能の確保に資すると

考えられる。 
災害対応業務フローを構築するためには、災

害対応検証報告書や防災計画、関連するガイド

ラインやマニュアル類などを活用することで、

避難所運営を含めた公衆衛生に関連する災害対

応業務の全体像を把握し、個々の業務のつなが

りや流れ、組織間の関連を示すことが可能であ

る。そして、多様な担い手が関係する公衆衛生分

野の災害対応業務フローを災害対応工程管理シ

ステム BOSS（Business Operation Support 
System）を活用しデータベース化することで、

災害対応業務フローの共有や効率的な管理、災

害時の利活用の環境が整備できる。なお、リスク

アセスメントに関する情報収集のために、災害・

健康危機管理に関する空間情報の利活用につい

てウェブサイトの調査をあわせて実施した。 
 

（倫理面への配慮） 

 本研究は人を対象としたものではなく、該当

しない。 

 

Ｃ．研究結果 

ここでは、まず、①オールハザード・アプロ

ーチによる公衆衛生リスク分析・アセスメント

モデルの作成のために、世田谷区の避難所を事

例とした研究結果を述べる。次に、②インテリ

ジェンス機能のために、災害対応工程管理シス

テム BOSS（Business Operation Support 
System）について述べる。災害・健康危機管
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理に関する空間情報の利活用に関するウェブサ

イトの調査結果の概要は資料に示した。 
 

Ｃ-1 事例対象と立地する地域・指定避難所

としての概要 

 

Ｃ-1-1 事例対象が立地する世田谷区の災害

対策と地区の特性 

（１） 調査方法 

 事例対象としては、COVID-19 の感染者が多

く、収容人数の設定が COVID-19 感染拡大前の

収容人数が約 1,800 人の都市型の避難所といえ

る世田谷区の桜小学校の指定避難所を設定した。

調査方法は、まず、事例対象の避難所が立地する

行政区と地区の特性を検証することとし、検証

に際しては、行政区である世田谷区の地域防災

計画 8)、業務継続計画 9)、当該地区の上町（かみ

まち）地区防災計画 10)及び行政職員へのヒアリ

ングをもとに整理した。 
（２） 世田谷区の概要 

 東京都区部の西端に位置し、東は目黒区・渋谷

区、北は杉並区・三鷹市、西は調布市・狛江市、

南は大田区に接し、さらに多摩川を挟んで神奈

川県に対している。面積 58.05 キロ㎡で 23 区の

中で 2 番目に広く、489,372 世帯、916,208 人

（2022 年 1 月 1 日時点）が居住している。 
 

（３） 世田谷区の災害対策の構造 

世田谷区の行政構造（図 2）は 3 層に分かれ、

世田谷区の下に総合支所が５つ、総合支所の下

に 3～7 地区のまちづくりセンターがある。世田

谷区全体では、28 の地区があり、それぞれのま

ちづくりセンターで住民に対応している。 
この体制は災害対策でも同様で、住民に主に

対応するのがまちづくりセンター、まちづくり

センターから情報を収集し、調整するのが総合

支所、総合支所からの情報をもとに、区全体の災

害対策を行うのが区の災害対策本部である。指

定避難所は区内の公立小中学校を中心に 92 ヵ

所が設置され、事例対象の桜小学校の避難所は、

世田谷総合支所の上町まちづくりセンターが管

轄する５つの避難所のうちの一つである（図 3）。 
災害時には、上町まちづくりセンターの職員

に他の部署の職員が応援で加わり、地域拠点隊

として、上町地区の災害対策にあたる。拠点隊

の業務は、避難所の運営支援の他に、地区内の

福祉避難所、要介助者や地域内で避難する人た

ちの支援などがある。 
世田谷区の指定避難所の運営は、地域住民が

各学校のPTAと連携して担うこととなっており、

上町地区では事前から避難所運営委員会を立ち

上げている。また、町会やマンション自治会、商

店街などの地域住民による防災区民組織や、防

災に対する住民間や関係機関との連携を図る区

民防災会議などが組織されている。なお、地域の

消防団は、災害時消防活動に従事することから、

避難所運営には参加しないことになっている。 

 
   図 2 世田谷区の災害対策の体制 

 

 

図 3 上町地区の立地（上町地区防災計画より） 
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（４） 上町地区の社会環境特性と自然環境

特性 

 

事例対象の桜小学校指定避難所が立地する上

町地区は、世田谷区のほぼ中央に位置し、面積

2.56 キロ㎡、人口約 54,000 人の地区である。東

京都内でいえば、福生市の人口に近い。社会環境

特性（表１）としては、高齢者は約 5 人に 1 人、

15 歳未満は約 8 人に 1 人という人口構成であ

る。住宅街でマンション等の集合住宅より戸建

て住宅が多く、数世代に亘って地域に居住して

いる住民も多い。また、近隣には東京農業大学や

国士舘大学があり、学生も多く居住している。交

通網としては、地区のほぼ中央を世田谷通りが

東西に走り、鉄道は東急田園都市線、小田急線、

京王線をつなぐ東急世田谷線が走っている。世

田谷通りは東京都の緊急輸送道路に指定されて

いる。 
上町地区の自然環境特性としては、最高標高

が 51.0m、最低標高が 30.5m の沖積世平野にあ

り、暗渠となっている蛇崩川が北側の住宅街を

流れている。地区の北側が丘になっており、土地

の造成で切土、盛り土の上に住宅が建設されて

いる場所もあり、土砂災害警戒区域は 1 か所が

指定されているが、津波や大規模河川の決壊に

よる洪水等のハザードは想定されていない。 
 

（５） 上町地区の被害想定 

上町地区防災計画では、内水氾濫・中小河川洪

水及び地震災害の被害想定を設定している。内

水氾濫・中小河川洪水の被害想定は、ハザードマ

ップに北側の隣接する地区との境界や地区内で

1m 以上の浸水が示されている。地震災害は、世

田谷区の地域防災計画で想定されている東京湾

北部地震 マグニチュード 7.3 の地震災害を対

象とし、発災条件は最悪の被害が予測される、冬

の夕方18時風速8m/秒における上町地区の被害

想定（表 2)を示している。地区内の想定震度は

6 弱と 6 強とされ、古い戸建て住宅が多い地域

の倒壊率、火災の危険度（図 4）が高くなってい

る。建物被害は、全壊、半壊、焼失の合計 1,667
棟で地区内 9,198 棟 11）のうち１８．１％にあた

る。 
※地区内 9,198 棟の建物には、住戸以外の商

業用施設、公共施設等も含まれる。 
 

表 1 上町地区の社会環境特性（上町地区防災計

画より作成） 

 

表 2 上町地区の被害想定 （上町地区防災計

画より作成） 

 

 

図 4 上町地区の被害棟数・火災危険度分布図 

（上町地区防災計画より作成） 
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（６） 上町地区の防災関連施設  

上町地区の防災関連施設（表 3）は、地震災害

を想定し、公共施設や大学、福祉施設が設定され

ている。福祉避難所は福祉関連事業者の施設や

母子避難所として近接地区の私立学校の利用が

想定されている。また、一時集合所や防災倉庫は

民間や町会が所有、管理するものも含まれる。 
 

表 3 上町地区防災資源一覧（上町地区防災計

画より作成） 

 

 

Ｃ-1-2 事例対象の世田谷区立桜小学校と指

定避難所の概要 

（１） 世田谷区立桜小学校の立地と特性 

 指定避難所となる世田谷区立桜小学校 12)は、

世田谷通りに面し、最寄の上町駅周辺のスーパ

ーや衣料量販店、ドラッグストア、クリニックな

どの一画に立地している（図 5）。創立から 140
年を超える歴史ある小学校で、親子 3 代が卒業

生であるという家庭も珍しくなく、地域との繋

がりが深い。 
 

 

図 5 世田谷区立桜小学校外観（桜小学校 HP よ

り）12) 
 

（２） 世田谷区立桜小学校の施設概要 

学校施設は、2010 年に竣工された地下 1 階、

地上4階で、校舎が斜面に建設されているため、

地下1階も公道に面した構造である。一般教室、

専科教室、体育館、図書館、特別支援室、給食室、

プールなどがあり、放課後学童クラブの施設も

併設されている。 
 災害対策上は、運動場を含めた施設全体が地

震災害を対象とした指定避難所、運動場が指定

緊急避難場所に指定されている。さらに、指定避

難所開設時には、地区全体の医療救護所の併設

や、帰宅困難者への対応スペースも設置するこ

ととなっている。また、マンホールトイレの設置

やプールの水の消防水利としての利用も想定さ

れている。COVID-19 感染拡大前までの指定避

難所としての収容人数は、学校施設の面積から

算出された約 1,800 人となっていた。 
 

Ｃ-1-3 桜小学校避難所運営の基本概要 

（１） 組織体制 

桜小学校の避難所は、学校協議会防災部会と

いう桜小学校を拠点とする２つの町会と桜小学

校のPTA及びおやじの会を中心とするメンバー

により構成された避難所運営委員会により運営

されている。 
なお、学校協議会とは、区教育委員会がすべて

の区立小・中学校に設置した組織であり、開かれ
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た学校づくりを進め、地域とともに子どもを育

てる教育を推進している。 
避難所運営委員会は、事前の計画、訓練から、

災害時には避難所の開設、応急期の対応までを

行う組織で、避難者による避難所運営本部が組

織された段階で運営を移行することになってい

る。避難所運営委員会をまちづくりセンターの

行政職員が支援し、施設管理者及び児童の安全

を確保するとして、桜小学校の学校災害対策本

部と連携している。つまり、地域住民が実施主体

となった運営委員会に、行政、学校が支援、連携

して運営するスタイルである。自助・共助・公助

の位置づけからいえば、設置は行政による公助、

運営は住民主体の共助、運営責任は行政による

公助で、国がめざす避難所ガイドラインに沿っ

た運営体制である。 
避難所運営委員会内部の班構成（図 6）は、概

ね多くの避難所と共通する。体制で特記すべき

点は、訓練事務局を設置しており、避難所運営の

検討会や訓練の計画支援・進行管理、メンバーや

行政、学校と連絡調整など、PMO（Project 
Management Office）的な役割を担っている。こ

の事務局の存在が、避難所運営委員会の活発な

活動や有益な議論を引き出しているといえる。 
 

 

図 6 桜小学校避難所運営委員会体制図 
 

（２） メンバー構成 

避難所運営委員会のメンバーは、現在、47 名

が登録し、男性 26 名、女性 21 名の構成である。

町会は役員を中心にシニア層以上の年齢層が多

く、PTA 及びおやじの会は、桜小学校児童の保

護者であるため、比較的若い世代が多い。PTA 及

びおやじの会の役員が子どもの学校在籍時に地

域との繋がりを持つことで、そのまま地域活動

のコアメンバーとして活躍しているケースも目

立つ。町会長のリーダーシップもあり、常時積極

的に参加しているメンバーは 15 名程度である。 
 また、避難所運営委員会と連携する桜小学校

の校長、副校長や担当するまちづくりセンター

の職員の理解もあり、メンバー全体を活性化す

る大きな要因になっている。 
 

（３） 避難所運営業務の設定 

 世田谷区では、避難所運営のマニュアル（標準

版）［平成 30 年修正］13)に加え、2021 年 2 月に

COVID-19 対応として【追補】14)を公表した。こ

の項では、基本概要として COVID-19 感染拡大

前の基本運営の業務について示す。 
桜小学校の避難所運営では、区の避難所運営

マニュアル（標準版）を参考に、桜小学校に適し

た内容の業務を検証し、班ごとに参集から避難

所開設までのマニュアルを A3 サイズ両面 1～2
枚で作成し、メンバーが常に携行している。いつ

発生してもおかしくないといわれる首都直下地

震に対し、まずは、避難所運営で混乱が予想され

る初動期の避難所開設までをメンバーが乗り切

ることを意図したものである。さらに、避難所運

営をシンプルにイメージすることから始めるた

めに、発災条件も児童が学校にいない休日の昼

を想定し、業務を設定している。 
 

（４） 学校施設の利用計画と避難者の収容

計画 

 避難所のゾーニング、レイアウトについては、

2018 年に避難所の機能を検討し、基本的な施設

の利用計画を設定した。その後、COVID-19 感

染拡大により、内閣府等のガイドライン 15)等に

従い、一部変更を行った。この項では、COVID-
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19 感染拡大以前の基本的な避難所運営に対応す

る施設利用の使途、機能を示す（表 4）。 
施設の利用計画の策定にあたっては、東日本

大震災における避難所運営の課題や男女共同参

画を進める先行事例、地区で配慮すべき人たち

の人数とその特性などを参考に、メンバーの女

性目線や介護の経験を活かし、配慮が必要な避

難者に対応できる計画としていた。また、収容人

数からペット同行避難者数を想定し、スペース

決めを行っていた。医療救護所内のレイアウト

については、医師会の担当医師と調整の上、設定

している。なお、本報告書では、施設の利用計画

の図面は、学校防犯上の安全面を考え、提示をし

ない初動期の避難者の受入については、地方の

避難所運営で推奨される顔見知りやご近所を近

くに収容する町会ごとなどの収容ではなく、先

着順である。避難者自身がどこの町会に属する

のか知らないケースも多く、ご近所同士のネッ

トワークも薄いことから、円滑な収容を優先さ

せた対策で、都市部ならではといえる。 
 
表 4 桜小学校避難所施設利用計画一覧 

 

 
（５） 避難所運営の財源 

避難所運営に必要な資機材や物資は、世田谷

区が区内の指定避難所に共通して必要と思われ

る資機材・物資が一律に配布される。併せて、避

難所運営委員会の事務費1万円が支給され、個々

の避難所で必要なものを調達している。それに

加え、避難所運営に関わる町会が防災区民組織

奨励金や防災区民資機材助成金の一部から資金

を拠出し、避難所で必要な物資を検討し、提供し

ている。また、地区の町会連合会でも地区内 5 か

所の避難所に共通して必要な資機材を検討し、

支給している。 
このような財源をもとに、毎年、避難所運営に

必要なものを検討し、可能な範囲で購入、配備し

ているが、十分な財源があるわけではなく、複数

年にまたがった調達計画を行っている。また、人

材養成のための研修費や講師謝金などの調達が

難しいなど、備える段階の費用は圧倒的に少な

い。また、区から支給される物品も、区内避難所

の公平性を重視して、購入、配布されるため、必

ずしも個々の避難所にとって、優先順位やニー

ズが高いものではないこともある。 
一方で、発災後は災害救助法の適用が想定さ

れるため、必要な物品は殆ど調達できる。世田谷

区では、避難所周辺の小売業と協定を結び、必要

なものを各避難所で調達し、後ほど、区が災害救

助法を活用して精算する仕組みを構築し、周知

を高めている。 
 

Ｃ-1-4 桜小学校避難所運営の課題と検討の

考え方 

 桜小学校の避難所運営の基本的な概要を示し

てきたが、運営の課題に絞ると、現役世代の人材

不足、避難所運営という共助への財源不足、資機

材・物品不足の３点に集約される。そして、これ

らの課題を検討する矢先に、起こったのが

COVID-19 によるパンデミックである。 
このパンデミックは避難所運営の基盤となる

考え方や取り組みの姿勢にも変化をもたらして

いる。事例対象の桜小学校避難所運営委員会で

も、その変化を捉え、COVID-19 の対応を含め

た業務の抜本的な見直しと、３つの課題解決に

向けた新たなチャレンジを進めている。それら
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の取り組みの情報を調査・整理し、これからの避

難所を中心とする地域コミュニティとしての避

難生活支援の方向性について検証することとし

た。 
 

Ｃ-2 事例対象における COVID-19 への対応

と課題解決に向けた取り組みの検討 

 

Ｃ-2-1 COVID-19 への対応と避難者数の試

算 

（１） 避難所における避難者のキャパシテ

ィの把握 

 COVID-19 感染拡大がもたらした避難所運営

における最大の影響は、密にならない避難者の

収容の見直しである。上町地区では、事例対象の

避難所運営委員会により、災害時収容支援を必

要とする避難者数を試算している（表 5）。
COVID-19 の感染拡大に伴い、内閣府等が示し

たガイドラインに従って算定した、避難所の密

を避けた収容可能な人数に対し、被害想定の全

壊、半壊、全焼の棟数から自宅住戸を失う可能性

がある住民、もしくは、自宅住戸の損壊により、

自宅住戸に住めない可能性のある住民の人数を

把握するために行った試算である。それをもと

に対策を検討し、取り組みを進めている。 
 

表 5 上町地区避難者数の試算 

 

※合計は人的被害の死者、重症者数をのぞい

たもの 

 

10 パターンの算出の手法で試算し、上町地区

約 54,000 人の人口に対し、避難所等で収容支援

が必要な避難者は、最小値で約 4,500 人、最大

値で約 10,000 人、その内、上町地区の状況から

適当と考えられる算定手法Ⅴ～Ⅶでも 6,000 人

～6,500 人という数値となり、住民の約１１～１

２％が収容施設を必要とする試算結果である。

これまでの災害では、全壊した家の庭先でテン

トを張って、避難生活を送った住民や車で過ご

した住民もいる。一方でライフラインの復旧の

遅れや食料・飲料水の枯渇により、避難所などの

収容施設に避難してくる住民はカウントしてい

ない。そのため、実際に災害が起きた際の避難者

数と乖離する可能性も大きいが、示されている

被害想定に従い、全壊や全焼で確実に自宅住戸

を失う避難者数に限っても、地区内で 3,800 人

を上回る結果である。 
 この結果に対し、上町地区の５つの避難所の

密を避けた COVID-19 感染拡大後の収容可能な

人数の合計は約3,000人である。世田谷区では、

災害時に避難所以外で避難者を受け入れる区内

施設と協定を進めているが、その施設や収容人

数は事前には公表されない。災害時に避難所を

求めて地区内をさまよう避難者が「避難所難民」

となる可能性も捨てきれない。 
 

（２） 変化する避難所の役割と求められる

避難者・住民への対応 

 避難者数の試算結果は、桜小学校の避難所運

営においても大きな見直しを迫っている。試算

の条件を裏返せば、自宅住戸が安全なら自宅で

過ごすということであり、それらの住民を支え

る対策は地区内で過ごす住民に一番近い、避難

所が担うと考えられる。つまり、これからの避難

所の役割は、収容した避難者への支援と地区内

大規模半壊 半壊

117 8 2 6 4 3

117 8 2 6 4 3 6 0 2 3 5 2 8

117 8 2 6 4 3 7 8 0 3 3 5 0

117 8 2 6 4 3 2 0 7 4 2 0 7 4

17 19 2 6 4 3 3 4 3 2 2 6 13

117 8 2 6 4 3 6 0 2 18 4 1

117 8 2 6 4 3 7 8 0 17 8 8

117 8 2 6 4 3 2 0 7 4 6 8 2

17 19 2 6 4 3 3 4 3 2 8 5 5

13 3 3 2 6 4 3

117 8 2 6 4 3

4 5 0 7

5 8 2 5

6 0 5

2 0 7 8

3 9 7 6

3 8 2 1

6 5 0 3
2 7 5 63 8 2 1

4 3 6 2 4 2 8 7
8 5 7 5

6 19 0
3 8 2 1 2 4 4 3

3 8 2 1 2 5 6 8
6 3 15

4 3 6 2 6 0 4 5

合計

7 8 7 8

7 8 7 7

7 8 7 7

7 8 9 5

10 3 3 3

基礎
分析

3 8 2 1 4 13 0

3 8 2 1 4 13 0

世田谷区土地利用現況調査
耐震改修促進計画(案）に基づく分析

①自宅住戸を失う居住者数 ②自宅住戸に住み続けられない
 可能性が高い居住者数

半壊
7 4 8棟

4 13 1

全壊
2 14棟

全焼
7 0 5棟

3 8 2 1

3 8 2 1 4 14 8

Ⅸ
平成2 5年中央防災会議
算定手法による避難者数

Ⅹ
平成17年 首都直下地震対策専門調査会
算定手法による避難者数

Ⅷ 神戸地域応急危険度判定結果を適用②

Ⅶ 神戸地域応急危険度判定結果を適用①

Ⅵ
熊本市応急危険度判定結果を
適用

Ⅴ
宇城市応急危険度判定結果を
適用

Ⅳ 神戸市建物被害認定調査結果を適用②

Ⅲ 神戸市建物被害認定調査結果を適用①

Ⅱ 熊本市建物被害認定調査結果を適用

Ⅰ 宇城市建物被害認定調査結果を適用

区分
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で過ごす避難者の支援の拠点になるということ

である。 
 また、避難所で収容する避難者の状況につい

ても、COVID-19 感染拡大前の想定から見直す

必要がある。感染拡大前までは、災害時の避難者

について、一定数の避難者は自宅住戸があるも

のの、より安全な避難所に保護を求めてくる避

難者や自宅住戸が片付くまで避難所に寝泊まり

する避難者なども想定していた。しかし、試算結

果から収容の優先度が最も高い自宅を失った避

難者だけで、避難所のキャパシティを超える。つ

まり、避難所に避難してくる避難者の多くは、非

常持出袋も貴重品も持参できず、着の身着のま

まという状況も想定されるということである。

これまでにもそのような避難者は想定されてい

たが、避難者の多くがそのような状況に置かれ

る想定は考えられていなかった。備蓄物資の内

容や数量の不足、避難者や住民のメンタルケア

の考え方など、過去に経験したことのない避難

所の状況になる可能性も示している。 

 

Ｃ-2-2 パンデミック下における世田谷区の

災害対策の進展 

多くの自治体同様、世田谷区も COVID-19 の

対応に追われ、避難所運営における感染対策に

ついて避難所運営マニュアルの【追補】を示せた

のも、感染拡大から 1 年後の 2021 年 2 月であ

る。内容も内閣府や東京都が示したガイドライ

ンに加え、区で新たに追加支給する感染対策の

物品を示したものであった。 
しかし、この 1 年の世田谷区における災害対

策の大きな進展は、「地域広帯域移動無線アクセ

スシステム（以下、地域 BWA）※の活用に関す

る協定」16)で、発災直後からインターネット接続

が可能になった点である（図 7）。各避難所にル

ーター設備は必要だが、デジタル化の進展を避

難所運営にも活用でき、業務の軽減や新たな支

援などの可能性が拡がったといえる。 

 

 

図 7 地域 BWA を活用した災害対策イメージ 
（出典：総務省 放送を巡る諸課題に関する検

討会報告書 17）） 
※地域BWA（Broadband Wireless Access）：
2,575～2,595MHzの周波数帯域を活用し、地域

の防災活動への活用や地域の公共サービスの向

上等、公共の福祉の増進に寄与することを目的

とした無線通信。2014年10月に総務省の制度改

正により、従来のWiMAX方式に加え、WiMAX 
R2.1 AE方式とAXGP方式が利用可能となり、高

速データ通信が可能となった。 

 

Ｃ-2-3 避難所運営におけるビジョンの重要

性の認識 

 災害対策基本法で示されている指定避難所の

定義は、「災害の危険性があり避難した住民等を

災害の危険性がなくなるまでに必要な間滞在さ

せ、または災害により家に戻れなくなった住民

等を一時的に滞在させるための施設」とされて

いる。この定義は、指定避難所の機能や役割であ

り、目的ではない。避難所の目的は、危険を回避

するための避難者の保護であり、滞在している

期間の安全や健康を確保することにある。それ

は、「災害関連死を抑止する」という上位の目的

を果たすものでなければならない。 
 しかし、目的や課題の提示では、人々を動かす

力にはなり得ない。目的や課題解決の先にある

目指すべき姿、理想とする姿を描き出し、共有し

た時に初めて、人は意思ある行動を起こすこと

ができる。特に COVID-19 感染拡大直後には、

自宅療養者には避難所に来てほしくないという
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声が全国の避難所関係者の中で聞かれた。しか

し、自宅が危険であれば、避難する先は必要であ

り、感染者もまた、自分の命を守る権利がある地

域の一員である。様々な地域の人々と支えあい、

災害を乗り越え、地域の未来をつくっていくと

いう意識が必要であり、自分ごととして、感染の

有無により排除されるべきではないという基本

スタンスを避難所運営に関わる住民や避難者に

浸透させることが必要である。そのためにも、望

ましい避難所運営を行うことによって実現する

地域の姿、避難所運営の理念やビジョンは重要

な意識の起点となるといえ、COVID-19 がもた

らした視点といえる。しかし、事前組織の避難所

運営委員会の運営や自治体が標準版として提示

している避難所運営マニュアルに、避難所運営

の理念やビジョン策定の重要性を示しているも

のは殆どない。 
事例対象の避難所では、望ましい避難所運営

により、災害後に実現する地区の姿を運営メン

バー、ステークホルダー、地域住民が共有するこ

とが必要と考え、ビジョンとしての策定を検討

している。さらに、ビジョン実現のための運営方

針を固め、災害時の具体的な行動の指針とする

考え方である。それは、組織としての判断の立脚

点、さらには、災害時の一人ひとりの判断の拠り

所にもなると考えている。 
 
Ｃ-2-4 避難所運営委員会の活動とチームビ

ルド 

 事例対象の避難所運営委員会では、パンデミ

ック以前の 3 年間、年間 6 回程度の活動や訓練

を行ってきたが、2020 年 2 月から COVID-19 の

影響で、約 1 年間、殆ど活動ができない状況で

あった。しかし、パンデミック下の巨大災害に対

する危機感から、2021 年に入り、２つの大きな

変化があった。 
1 つは、感染拡大の合間を縫った対面での活動

で、オンライン会議や SNS での情報共有ができ

るよう、メンバーの IT リテラシーを高めたこと

による変化である。今まで IT に対し、苦手意識

が強かったシニア層のメンバーが積極的な姿勢

を見せ、オンライン会議を平日の就業時間後の

開催も行えることから、活動の頻度が各段にあ

がった。さらに、メンバーが避難所運営とオンラ

インやデジタルの親和性の高さに気づくことに

もなり、避難所運営業務での活用に対し、抵抗感

も薄れた。IT については、まだ、苦手意識を持

つメンバーもいるため、今後はよりきめ細かい

サポートは必要としているが、シニア層=IT 難

民という考え方でなく、シニア層が活躍し、共助

を自身のウェルビーイングに繋がる環境づくり

も必要といえる。 
２つめは、桜小学校避難所運営委員会でも多

くのメンバーの意識の根底にあった「行政がや

ってくれないからできない」という発想をやめ、

「運営委員会でできることをやり、できないこ

とを行政に示す」、「運営委員会でやりたいこと

を示し、その環境づくりを行政に行ってもらう」

という意識の変化である。行政の対応を待って

いては、遅きに失するというメンバーの危機感

によるものだが、住民主体の共助である避難所

運営を行政が公助で支援し、活動の環境づくり

を行うという、災害対策でめざすべき関係性に

立ち戻ったといえる。 
 

Ｃ-2-5 避難所施設の利用計画と収容計画 

（１） 避難所としての施設利用の課題 

 避難所施設の利用には、２つの課題がある。１

つ目は COVID-19 の流行下における自宅療養者、

濃厚接触者など感染及び関係者に対応するゾー

ニング、レイアウト等の施設の利用計画、２つ目

は、避難所における避難者のキャパシティの項

で示した密にならない避難所の収容計画である。 
 

（２） 避難所施設の利用計画 
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１つ目の感染者とその関係者に対応する施設

の利用計画は、感染の有無に関わらず、「感染を

恐れて避難を躊躇させない」計画とするために、

自宅療養者、濃厚接触者、感染疑いのある体調不

良者を含めた経過観察者及びその家族を受け入

れるゾーニング、レイアウト、及び動線が交差し

ない利用計画を設定している。一般の避難者と

受付から完全に分離し、運営メンバーの動線や

業務効率なども考慮されている。トイレも、濃厚

接触者、感染疑いのある体調不良者は個別のト

イレ、他は区分ごとのトイレを想定し、準備を進

める予定である。一方で、COVID-19 感染関係

者に対応するスペースを確保したため、スペー

ス上の制約から、運営のタイムラインを検討し、

医療救護所と帰宅困難者のスペースを区分せず、

区の医師会から示されている医療救護所が稼働

できる目安の 72 時間までを帰宅困難者対応に

あてることとしている。 
 

（３） 利用計画に基づいた収容計画 

２つ目の収容計画については、一般教室、体育

館を含め、世帯ごとに固めながら、他の世帯との

距離をとり、密をさけるレイアウトで、初動期、

応急期・復旧期の収容人数を算出した。その上で

実際に教室のスぺースをつくり、メンバーが避

難者役となって検証した結果、最大人数を受け

入れる初動期の設定をしている。また、収容につ

いては、クラスターの発生を小規模で抑えるた

め、教室など小さい部屋から、開放する計画とし

ている。 
配慮すべき避難者については、今後、地区内の

障害者手帳、愛の手帳、精神保健手帳の取得者を

中心に人数と配慮すべきニーズを割り出し、移

動に介助が必要な避難者、他の避難者との共有

スペースでの生活が難しい避難者については、

医療機関、福祉避難所への移送を含め、収容する

場所や環境に配慮する予定である。 
 

（４） 利用計画・収容計画の検討 

利用計画における COVID-19 関係者への対応

を感染者数から検証すると、2022 年 1 月 23 日

時点の世田谷区の 1 週間の感染者数は 4,547 人

で区内の人口の 0.5％にあたり、上町地区の人口

から算出すると地区内に約 270 人の感染者が想

定される。この時点で、地区防災計画の被害想定

と同様の地震が発生した場合、避難者数の試算

から収容施設での避難を必要とする感染者の人

数は地区内で約 32 人となり、避難所１か所あた

り 6 名から 7 名となる。オミクロン株の流行で

一挙に感染者が増加している状況ではあるが、

スペースとしては対応しきれない状況ではない。

しかし、濃厚接触者や経過観察中の住民、また、

感染者の家族などを考慮すると、設定されてい

る利用計画では収容しきれない可能性もある。 
一方で、パンデミックの収束や症状の軽減が

見られた場合の利用計画は、スペースを縮小す

るなどの対応が考えられている。しかし、過去の

災害事例からも把握できるように、インフルエ

ンザやノロウイルスなど COVID-19 以外の感染

症も含め、感染症と地震災害の複合災害を前提

とした利用計画は継続する予定である。また、収

容人数はパンデミック以前が学校施設の面積か

ら一人当たりの収容スペースを割り出した人数

であったため、現実性に乏しい。さらに、感染拡

大後に設定した収容スペースでも、スフィア基

準を満たすことは容易ではない 18)ことから、収

容人数をパンデミック前に戻すことや増加させ

る収容計画の検討はできないとしている。 
避難所施設の利用計画と収容計画の見直しに

ついては、決定のプロセスにメンバーが実際に

学校施設で検証や体験を行う機会を設けていた。

大きな変化や変更を求める際に体験を共有する

機会を設定することは、組織としての意志決定

を支える有効なプロセスともいえる。 
なお、利用・収容に関わる課題の対策として、

区に応急危険度判定の順番を自宅住戸に住める
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可能性が高い、損壊が軽微な家屋から行うよう

に要請するとしている。これは、在宅避難が可能

な避難者に帰宅を促し、避難所の収容人数や業

務を軽減していく意図である。また、配慮すべき

避難者の医療機関や福祉避難所への移動も、早

期に実現できるよう、情報連携を図る予定とし

ている。 
 

Ｃ-2-6 地域人材の確保と人的リソースの最

大化 

避難所運営の概要や課題でも指摘した通り、

避難所運営のメンバーの人数は十分とはいえな

い。メンバーにはシニア層も多く、体力面だけで

なく、COVID-19 流行下においては重症化リス

クの高い世代が避難所運営を支えている。また、

地域内の人材の確保も、活動費や補償がある消

防団との待遇の比較や避難所運営の業務への理

解不足などから参加を躊躇する住民も多い。避

難所運営は発災すれば 24 時間の対応が必要で

あり、メンバーのフィジカル・メンタルを守るた

めにも、8 時間程度で交代するシフト制を組むべ

きである。そこで、桜小学校避難所運営委員会で

は、今、手にできる人的リソースを最大化する対

策を打ち、併せて新たなに人材を確保できる環

境づくりを検討している。 
l 避難所運営業務を見直し、避難所でしかで

きない業務、リモートでも可能な業務を区

分する。 
l シニア層がリモートで可能な業務は在宅で

行う。 
l メンバーの保険加入など補償体制や汗をか

いた人が報われる環境を整える。 
l PTA の保護者などに避難所運営への関心

を持ってもらい、メンバーの拡充を行う。 
l 運営者、要配慮者、支援者などのカテゴリ

ーを超えて、運営をサポートする人材を求

める。 

l 避難者を含め運営を支援できる人材を増や

すため、受援を考慮したマニュアルを作成

する。 
 

 桜小学校では、毎年、「まもりんピックさくら」

という児童の防災のリテラシーを高める授業を

保護者や地域住民にも開放し、実施している。小

学校高学年になれば、重要な運営のマンパワー

にもなることから、具体的な業務の担い手とし

ても考えられる。 
 なお、COVID-19 感染関係者に対応する人材

としては、運営メンバーから担当を充てること

はしていない。人数的な問題に加え、感染対策に

対する専門的なスキルを持つ人材がいないこと

から、世田谷区に人材の派遣、もしくは COVID-
19 感染者に対応しても感染を防げる装備やその

装着方法、ゴミなどへの対応など、避難所運営に

おける感染対策の研修などを要請する予定であ

る。 
 

以上、①オールハザード・アプローチによる

公衆衛生リスク分析・アセスメントモデルの作

成のために、避難所運営を対象として、世田谷

区を事例として検討した結果を述べた。 
次に、②インテリジェンス機能の構築を目指

して、災害対応業務と災害対応工程管理システ

ム BOSS（Business Operation Support 
System）について述べる。 
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Ｃ-3 インテリジェンス機能の構築 

 

Ｃ-3-1 避難所運営業務の見直しと避難所運

営マニュアルのデジタル化 

（１） 避難所運営業務の見直しと整理 

 事例対象の避難所運営では、新たな現役世代

の人材の確保を見据えつつ、地域におけるネッ

トワークや経験値などから、シニア層が活躍で

きる業務の見直しを進めている。シニア層を含

めたメンバーが適材適所の業務に携わることで、

避難所運営委員会が持つ人的リソースを最大化

する、業務に人を合わせるのではなく、人に業務

を合わせる考え方である。避難所運営には必須

の業務もある。しかし、条件が揃えばリモートで

できる業務や的確な指示があれば誰でもできる

業務もある。また、多様なバックグラウンドを持

つ個人が緩やかな繋がりの地域コミュニティで

共助を行う時、企業などの組織と比べて一人ひ

とりの経験や知見、人柄や意識を尊重する必要

がある。特に災害時は、多様な避難者や支援者を

受け入れることから、中心となる避難所運営委

員会のメンバーがお互いをリスペクトし、業務

を進めていくことは、円滑な運営に何より求め

られるものである。その環境をつくり、配置を進

めるために、業務の見直しと整理を行う。 
避難所運営業務の整理にあたっては、自治体

の災害対策業務の全体像を構築する必要がある。

本研究では、避難所運営を対象として研究して

いるが、実際には、災害対策本部においては、

様々な災害対応業務を同時に担う。 
インテリジェンス機能を構築するために、災

害対策業務の全体像を構築した。「47 種の災害対

応業務」（沼田ら）19)を参考に、表 6(a)のように

作成した。そして、避難所運営業務について細分

化して業務の詳細を定義した。その結果、5 種類

の感染症対応業務を含め、４２種類の避難所運

営業務（表 6(b)）に整理された。42 種類の業務

のカテゴリーは、桜小学校避難所運営委員会の

組織体制に合致させている。また、桜小学校の避

難所は、住民主体の運営業務区分であることや、

医療救護所の併設よる運営支援やご遺体の取り

扱いなども含まれている。 
 

（２） 避難所運営業務に基づく避難所運営

マニュアルのデジタル化 

 桜小学校避難所運営委員会では、避難所運営

業務の整理と並行して、避難所運営マニュアル

のデジタル化を進めている。災害対応工程管理

システム BOSS（Business Operation Support 
System）を活用し、4２種類の避難所運営業務の

プロセスをフロー化（図 8(a)）するとともに、そ

の内容を示す業務詳細シートに、業務の留意点

や業務に必要なチェックリスト、さらに、メンバ

ー誰もがその業務を把握できるよう動画や画像

を添付し、避難所運営マニュアルのデジタル版

とする環境を構築した。 
BOSS はクラウド上に構築されており、容易

なアクセス、データ更新と管理の効率性、多様

な担い手間でのオンライン上での共有が可能と

なる（図 8(b)）。BOSS は、事前から事後に至

るまで災害対応業務プロセスをマネジメントす

る考え方のもとで開発され、災害対応業務をフ

ロー図化することで、容易に全体像を把握でき

るようにし、各業務の内容および関連する防災

計画等を紐づけた業務詳細シートにより、業務

詳細の理解、速やかに対応方法を把握できるも

のである。災害時には災害時モードに切り替え

て業務の進捗をタイムラインとして管理が可能

である。これを訓練により災害対応業務を検証

することで、訓練が“やりっぱなし”にならず

に各自がどのように対応したのか記録が蓄積さ

れるとともに、業務フローの精査を行うことで

より実践的な内容に更新することができる（図

8(c)）。さらに、各種情報共有システム（ここで

はトリアージ情報システムを例示）のように状

況把握と災害対応業務を関係づけることで、各
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種情報システムから把握された状況を踏まえて

必要な業務を指示することができるなど、効果

的な意思決定を支援する環境整備ができると考

えられる（図 8(d)、(e)）。 
 

表 6(a) 47 種の災害対策業務分類 

災害対策分野 細分類 47 種の災害対策業務 

1. ガバナンス 

1. 組織⾏動 
1. 災害対策本部の設置・運営 
2. BCP の策定と発動 
3. 復旧・復興計画の策定・運⽤ 
4. 視察等要⼈対応・議員対応 

2. リソース 
   マネジメント 

5. 職員の安否確認・動員・管理 
6. 地域住⺠（⾃主防災組織・消防団等）との連携・防災教育 
7. ⾏政・⺠間企業の相互応援要請・受援、活動調整 
8. ⾃衛隊・警察・消防・国交省など専⾨機関への応援要請・受援 
9. ボランティア団体・NPO など連携・調整 

3. 空間・機能配置 10. ⼟地利⽤の検討・災害空地の管理 

2 災害情報 
1. 災害情報 
   マネジメント 

11. 通信機能の確保・復旧 
12. ハザード情報の収集・分析・伝達 
13. 避難情報の発令 
14. 被害情報の収集・分析・報告 

2. 広報コミュニケー
ション 

15. 住⺠への広報コミュニケーション・マスメディア対応 
16. 相談窓⼝の設置・運営、電話対応 

3. 救助・ 
  災害医療 
   ⽀援 

1. 救助・救護⽀援 17. 救急・救助活動 
18. 捜索活動・遺体安置等 

2. 医療・衛⽣⽀援 19. 医療救護活動 
20. 保健・衛⽣・⼼のケア・栄養管理 

4. 避難・ 
 被災者⽀援 

1. 避難⾏動⽀援 
21. 避難⾏動⽀援・帰宅困難者対策 
22. 避難所・避難⽣活⽀援 
23. 物資の調達・供給 

2. 被災者⽀援 
24. 要配慮者・ジェンダーなどインクルーシブな⽀援 
25. 義援⾦の受付・配分 
26. 各種⽣活再建⽀援・災害⾒舞⾦・税緩和 

5. 地域再建    
   ⽀援 

1. 住宅再建 

27. 応急危険度判定の実施 
28. 住家の被害認定調査の実施 
29. 罹災証明書の発⾏ 
30. 応急仮設住宅・公営住宅の借上げ・供給管理 
31. 公的な住居修理・解体の対応 

2. 地域コミュニティ 
   確保と発展 

32. ⽂教施設の対応、応急教育 
33. 公共施設・市有地など公営地・公営住宅の被害状況把握・復旧 

6. 社会基盤システ
ム再建 

1. インフラ・交通・ 
   警備 

34. 道路施設の被害状況把握・復旧 
35. 警備・交通規制対応 
36. 鉄道・バス・空港（公共交通機関）の被害・運⾏状況把握 
37. ⼭地・河川・海岸施設の被害状況把握・復旧 

2. ライフライン 

38. ⽔道施設の被害状況把握・復旧及び応急給⽔ 
39. 下⽔道施設の被害状況把握・復旧 
40. 電⼒・ガス・通信・⽯油関連施設の被害・復旧状況把握 
41. 危険物施設の状況把握・安全確保措置 

3. 災害廃棄物と 
  資源循環 42. 災害廃棄物の処理 

7. 社会経済活動
回復 

1. 財政・⾦融など 
   法体系 

43. 財政・⾦融関連の措置（物価安定対策の実施） 
44. 財源の確保・基⾦の活⽤・災害関連の出納 
45. 災害救助法等の災害関連法令の事務 

2. 産業確保 46. 被災企業・産業の状況把握・⽀援 
47. 農地・農業・家畜・漁業の被害状況把握・復旧  
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表 6(b) 42 種類の避難所運営業務一覧 

 

 

 

 

図 8(a) BOSS を活用した避難所運営業務フロ

ー 

 

 
図 8(b) BOSS による業務のデータベース化 

 

 
図 8(c) 訓練による BOSS の活用と業務の精査 

 

 

図 8(d) トリアージ情報共有システムによるリ

アルタイム患者情報 
 

 

図 8(e) 前線本部による状況把握と意思決定 
 

 

 

カテゴリー ID 業務名 カテゴリー ID 業務名
組織運営・⼈材管理 1 避難所運営本部の設置・運営 ⽣活環境整備 25 避難所施設の管理

2 運営要員の参集・配置・管理 26 ライフラインの確認・代替対応
3 運営⽀援者の確保・配置・管理 27 避難所施設の利⽤区分の設定・管理
4 地域住⺠組織との連携 28 避難所施設の⽣活環境整備
5 関連組織との連携 救護・衛⽣環境整備 29 応急救護
6 ボランティアの受⼊・活動⽀援 30 ご遺体の安置・移送
7 応急教育・学校再開⽀援 31 避難者の健康管理

情報管理 8 通信機器の確保・管理 32 避難施設の衛⽣管理
9 安否情報の収集・確認 33 ⾮常⽤トイレ・仮設トイレの設置・管理
10 避難者情報の収集・整理 34 ゴミの分別・回収管理
11 避難所周辺地域の被害情報の収集 35 ゴミの分別・回収管理
12 被害情報、復旧情報の収集、提供 物資・給⾷ 36 物資の管理、調達、配布
13 ⽣活情報の収集 37 ⾷料、飲料⽔の管理、調達、配布
14 避難者、地域住⺠への情報提供 感染症対策 38 （感）環境整備
15 通信機材の提供 39 （感）感染管理

避難者対応 16 避難者⼊退所対応・管理 40 （感）受⼊・療養対応
17 避難⽣活対応・⽀援 41 （感）移送⽀援
18 要配慮者対応・⽀援 42 （感）クラスター発⽣対応
19 避難者の移送・移動⽀援 その他 ■ 財源確保と活⽤
20 各種相談窓⼝
21 ペット同⾏避難者対応
22 帰宅困難者対応
23 防犯、暴⼒防⽌対応
24 避難所来訪者対応

カテゴリー ID 業務名 カテゴリー ID 業務名
組織運営・⼈材管理 1 避難所運営本部の設置・運営 ⽣活環境整備 25 避難所施設の管理

2 運営要員の参集・配置・管理 26 ライフラインの確認・代替対応
3 運営⽀援者の確保・配置・管理 27 避難所施設の利⽤区分の設定・管理
4 地域住⺠組織との連携 28 避難所施設の⽣活環境整備
5 関連組織との連携 救護・衛⽣環境整備 29 応急救護
6 ボランティアの受⼊・活動⽀援 30 ご遺体の安置・移送
7 応急教育・学校再開⽀援 31 避難者の健康管理

情報管理 8 通信機器の確保・管理 32 避難施設の衛⽣管理
9 安否情報の収集・確認 33 ⾮常⽤トイレ・仮設トイレの設置・管理
10 避難者情報の収集・整理 34 ゴミの分別・回収管理
11 避難所周辺地域の被害情報の収集 35 ゴミの分別・回収管理
12 被害情報、復旧情報の収集、提供 物資・給⾷ 36 物資の管理、調達、配布
13 ⽣活情報の収集 37 ⾷料、飲料⽔の管理、調達、配布
14 避難者、地域住⺠への情報提供 感染症対策 38 （感）環境整備
15 通信機材の提供 39 （感）感染管理

避難者対応 16 避難者⼊退所対応・管理 40 （感）受⼊・療養対応
17 避難⽣活対応・⽀援 41 （感）移送⽀援
18 要配慮者対応・⽀援 42 （感）クラスター発⽣対応
19 避難者の移送・移動⽀援 その他 ■ 財源確保と活⽤
20 各種相談窓⼝
21 ペット同⾏避難者対応
22 帰宅困難者対応
23 防犯、暴⼒防⽌対応
24 避難所来訪者対応

マニュアルチームBOSSチーム リーダー︓未経験者
メンバー︓未経験者

リーダー︓経験者
メンバー︓未経験者

災害対策本部

㻵㻰

㻥㻦㻟㻜

㻥㻦㻟㻝

㻥㻦㻟㻞

㻥㻦㻟㻟

㻥㻦㻟㻠

㻥㻦㻟㻡

㻥㻦㻟㻢

㻥㻦㻟㻣

㻥㻦㻟㻤

㻥㻦㻟㻥
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㻥㻦㻠㻝

㻥㻦㻠㻞

㻥㻦㻠㻟

㻥㻦㻠㻠

㻥㻦㻠㻡

㻥㻦㻠㻢

㻥㻦㻠㻣

㻥㻦㻠㻤

㻥㻦㻠㻥

㻥㻦㻡㻜

㻥㻦㻡㻝

㻥㻦㻡㻞

㻥㻦㻡㻟

㻥㻦㻡㻠

㻥㻦㻡㻡

㻥㻦㻡㻢

㻥㻦㻡㻣
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㻥㻦㻡㻥

㻝㻜㻦㻜㻜

㻝㻜㻦㻜㻝

㻝㻜㻦㻜㻞

㻝㻜㻦㻜㻟

㻝㻜㻦㻜㻠
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㻝㻜㻦㻜㻢

㻝㻜㻦㻜㻣

㻝㻜㻦㻜㻤

㻝㻜㻦㻜㻥

㻝㻜㻦㻝㻜

㻝㻜㻦㻝㻝

㻝㻜㻦㻝㻞

㻝㻜㻦㻝㻟

㻝㻜㻦㻝㻠

㻝㻜㻦㻝㻡

㻝㻜㻦㻝㻢

㻝㻜㻦㻝㻣

㻝㻜㻦㻝㻤

㻝㻜㻦㻝㻥

㻝㻜㻦㻞㻜

㻝㻜㻦㻞㻝

㻝㻜㻦㻞㻞

㻝㻜㻦㻞㻟

㻝㻜㻦㻞㻠

㻝㻜㻦㻞㻡

㻝㻜㻦㻞㻢

㻝㻜㻦㻞㻣

㻝㻜㻦㻞㻤
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㻝㻜㻦㻟㻡

㻝㻜㻦㻟㻢

㻝㻜㻦㻟㻣

㻝㻜㻦㻟㻤

㻝㻜㻦㻟㻥

㻝㻜㻦㻠㻜

㻝㻜㻦㻠㻝

㻝㻜㻦㻠㻞

㻝㻜㻦㻠㻟

㻝㻜㻦㻠㻠

㻝㻜㻦㻠㻡

㻣㻢
㻣㻤
㻟
㻝
㻣㻥
㻤㻜
㻥㻡
㻝㻟
㻠
㻤㻝
㻡
㻢
㻥㻢
㻤㻞
㻝㻠
㻤㻟
㻥㻣
㻣
㻤
㻝㻡
㻤㻠
㻥
㻥㻤
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㻤㻥
㻞㻞
㻝㻜㻞
㻟㻣
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㻝㻜㻟
㻞㻤
㻥㻝
㻥㻞
㻞㻥
㻥㻟
㻟㻜
㻟㻤
㻝㻜㻠
㻟㻝
㻥㻠
㻝㻜㻣
㻟㻥
㻟㻞
㻝㻜㻤
㻝㻜㻡
㻟㻟
㻟㻠
㻝㻜㻥
㻝㻜㻢
㻟㻡
㻝㻝㻜
㻠㻜
㻠㻝
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㻝㻝㻝
㻝㻞㻢
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㻝㻝㻟
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㻝㻟㻝
㻢㻜
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㻢㻞
㻝㻟㻞
㻝㻞㻟
㻢㻟
㻢㻝
㻝㻞㻠
㻝㻟㻟
㻝㻞㻡
㻝㻟㻠
㻢㻥
㻢㻠
㻝㻟㻤
㻣㻜
㻢㻡
㻢㻢
㻝㻟㻥
㻝㻟㻡
㻢㻣
㻝㻠㻜
㻣㻝
㻢㻤
㻝㻟㻢
㻝㻠㻝
㻞
㻣㻞
㻝㻠㻞
㻣㻠
㻝㻟㻣
㻝㻠㻟
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㻝㻠㻠
㻣㻟
㻝㻠㻥
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: 䝖䝸䜰䞊䝆䝺䝧䝹䛾変更
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桜小学校の避難所運営業務のフローに合わせ

て、連携するまちづくりセンター、学校災害対策

本部の業務フローも入れ込む予定にしており、

それぞれの動き、業務が把握できる形をめざし

ている。これは、円滑な情報共有を進めることが

主目的である一方、それぞれの業務の限界を把

握して、補い合う視点を共有することにもある。 
さらに、BOSS による避難所運営業務のフロ

ーの作成では、５つの活用の効果を狙っている。 
① 42 種類の災害対応業務だけでは把握しづ

らい災害時のリモート可能な業務の抽出と

分担。 
② 災害時の業務の円滑な運営と業務の進捗の

情報共有。 
③ 業務への理解の浸透。 
④ 事前訓練時の活用と改善を目的としたメン

バーの理解の深化。 
⑤ 災害時の支援者への受援ツールとしての活

用。 
 

災害時の迅速な対応からいえば、②がもっと

も期待される効果である。地域 BWA により、初

動期でも利用の可能性が拡がった。さらに、

BOSS の作成・改善のプロセスや応急期に入っ

た段階での活用に期待が大きい。 
①のリモートが可能な業務の抽出と分担につ

いては、離れた場所でも可能な作業を把握し、分

担を進める狙いである。BOSS 上に必要なフォ

ーマットや資料を添付しておけば、在宅のメン

バーとリモート会議システムで対面の情報共有

を行い、BOSS 上で作業をしてもらうことが可

能である。これは、被災地以外からのリモート支

援実現も示唆している。また、メンバーの在宅業

務については、メンバーを通して避難所の外の

地域の状況や住民が求めている支援を把握しや

すいというメリットもある。 
②③④の狙いは、避難所運営マニュアルのデ

ジタル化のプロセスによるものである。BOSS

の作成作業にあたっては、IT リテラシーの高い

町会メンバーの一人が中心となり、メンバー間

で情報共有を図りながら作成している。作成の

段階から、業務への理解を深め、業務の訓練を行

って画像や動画を撮影し、作成するスタイルで

ある。メンバーが作成するため、訓練による改善

点や要望を反映しやすい点もある。同様に、⑤の

受援ツールとしての活用のシーンでも、災害時

に加わる支援者に対し、メンバーが深い理解の

上での説明ができる。 
 

Ｃ-3-2 桜小学校避難所運営を取り巻く地区

内リソースの見直し 

（１） 発災 72 時間の人的・物的リソース

調達の方針 

 玉川通り、甲州街道、環状 7 号線、環状 8 号

線など国の緊急輸送道路に囲まれ、地区内を都

の緊急輸送道路が走る上町地区では、発災から

少なくとも 72 時間は救命のための車両通行が

優先され、支援物資や地域外からの支援者の移

動は考えにくい。また、地区内の民生委員やボラ

ンティアセンターの人員、避難所運営委員会の

メンバーや行政職員も同時に被災して、どれだ

けの人員が避難所運営に携われるか予測は難し

い。確実に言えるのは、72 時間後か 1 週間後か

わからない地域外の人やものを待っていては、

避難者への対応は立ち行かないということであ

る。 
そこで、事例対象の避難所運営委員会では、ま

ず、地区内の人的、物的リソースを見直し、活用

する連携体制を考えている。42 種の避難所運営

業務の整理により、関連する地区内の人材やも

のを検討し、連携を図っておく考え方である。 
 

（２） 新たな人的リソースの確保 

人的リソースとしては、まず、避難者が避難し

てきた段階で運営をサポートできる人材を確保

する。これには、避難者に運営者を支援する人、
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避難者は支援される人という意識を持たせない

狙いもある。また、町会に入っていないマンショ

ン自治会との連携も進め、比較的耐震性の高い

マンションの住民については、避難所の避難者

として想定していないものの、食料や飲料水を

必要とする際は、避難所が支援の拠点になるこ

とから、初動期の段階から可能な限り、避難所運

営を支援してもらう連携体制を求めている。 

 

（３） 物的リソースの調達 

物的リソースとしては、概要で示した世田谷

区の災害救助法を活用した後日精算の仕組みを

活かし、近隣のスーパーや衣料品店、商店街から

物資を調達することとしている。これは、都市部

の避難所に共通する課題である備蓄スペースの

狭さによる物資の不足を緩和する方法でもある。

区に調達先の企業と協定を締結してもらい、予

め、災害時に調達したい物資の内容や数量を伝

えておくというものである。加えて、指定避難所

から医療機関、福祉避難所への移送手段として、

タクシー会社や福祉事業者などとの協定の要請

も検討している。これらの協定が災害時にどこ

まで有効に働くかは想定できないが、協定を結

ぶことで災害時に企業の目を地域の避難者や住

民に向けてもらう狙いもある。また、東京都の帰

宅困難者支援条例により、企業が社員を 72 時間

事業所に留め置く場合、避難所の支援に回って

もらうなどの可能性も期待できる。 
 

（４） インターネットを活用したオンライ

ン支援 

地域外の人やものが入ってくるまでの時間、

地区内の人やものを活用して乗り切る状況の中、

地域 BWA を活用したオンラインによる被災地

外の支援者との連携は可能である。そこで、看護、

医療の専門家とリモートでつながり、運営メン

バーでは判断できないメンタルやフィジカルの

健康面での相談をオンラインできる体制づくり

を進めている。避難者への適切な対応に加え、看

護や医療に専門性を持たない運営メンバーの心

理的なプレッシャーを軽減する狙いがある。リ

モート支援については、メンバーの IT リテラシ

ーの向上と並行して、事前の段階から支援者と

つながっておく必要もある。 
 

 

Ｄ．考察  

 

本研究では、①オールハザード・アプローチ

による公衆衛生リスク分析・アセスメントモ

デルの作成のために、避難所運営を対象とし

て研究した。国・地方自治体（都道府県）にお

けるリスクプロファイルの原案としては、オ

ールハザードで対応が求められる避難所運営

を対象とすることが妥当であると考え、避難

所運営を対象とした。また、②平時から事案発

生時にシームレスに稼働するインテリジェン

ス機能のために、災害対応工程管理システム

BOSS（Business Operation Support System）

を提案した。 
これらの結果を踏まえ、ここでは今後オール

ハザード・アプローチによるリスクアセスメン

ト及びインテリジェンス機能の確立に向け、特

に、インテリジェンス機能の効果的な運用を

可能にする人的・物的リソースの配備・デジタ

ル社会に対応した技術活用のあり方に資する

考察を行う。 
 

Ⅾ-1 これからの避難所運営に向けた考察 

 

Ⅾ-1-1 考察 

これまで、災害対策を取り巻く社会的な状況

を背景として分析し、事例対象として取り上げ

た桜小学校避難所運営委員会の COVID-19 への

対応と課題解決に向けた取り組みを調査してき

た。その中でこれからの避難所運営を考える上
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で、重要なヒントも浮かび上がってきた。多様な

変化の芽やチャンスの兆しは見えてきている。

ここからは、避難所運営を共助の視点から、それ

らのヒントをフックに情報の視点を重ね、様々

な地域の避難所への適用について、考察を進め

る。 
 

Ⅾ-1-2 避難所運営におけると意志決定 

（１） 災害時の意志決定を支える方針、スキ

ル、イマジネーション 

 避難所運営におけるビジョンや理念の設定に

ついて事例対象の構想を示したが、ビジョンや

理念を具体化する運営方針を設定し、運営者や

関係するステークホルダーで共有しておくこと

は、災害時における一人ひとりの判断の拠り所

になる。特に複合災害では、２つの災害の発生

により、リスクや対応の重なりから生まれる経

験のない事案が発生する可能性も高まる。その

時に、迅速かつ柔軟に対応するためには、事前

のチームビルドによる信頼関係の上に、対応者

に意思決定を委ねることも必要になる。その意

思決定を支えるものが運営方針であり、対応者

のスキル、そしてイマジネーションである。 
スキルは、アメリカ空軍のジョン・ボイド大佐

が開発し、現在、企業の経営戦略や行動哲学で

PDCA を補完するフレームワークとして注目さ

れている OODA（ウーダ）ループ 20)（図 9）の

活用が考えられる。OODA ループは、戦闘機の

パイロットの意志決定のプロセスを標準化した

点からも、危機管理や災害対策の現場でも親和

性が高いといえ、避難所や地域で起こる想定外

の状況への対応に有効と考える。また、OODA ル

ープが注目された背景には、COVID-19 の影響

で急速に変化する社会や経済の状況下で、未来

の予測を立てにくくなった組織経営の舵取りの

ソリューションとして期待が寄せられているこ

とも挙げられる。このことからも、予測していな

かったこと、想定とは異なることに直面した時、

OODA ループの意志決定のプロセスは有効に働

く可能性が高いと考える。 

 

図 9 OODA ループ（出典：Wikipedia） 
 

OODA ループの基本的なプロセスは、観察

（Observe）→情勢への適応・状況判断（Orient）
→意思決定（Decide）→行動（Act）をループ

（Implicit Guidance & Control, Feedforward / 
Feedback Loop）させるものである。災害時に置

き換えれば、目の前で起きている状況を観察し、

状況を確認、判断の上、その後の状況変化をイマ

ジネーションし、運営方針に照らして意思決定、

行動する。その状況を運営者全体で共有の上、検

討し、組織としての判断や行動に反映させ、経験

を循環させていくことになる。行動哲学ともい

われるOODAループのフレームワークを防災訓

練などに意識して入れ込み、経験値をあげ、運営

者の適応力や判断力をスキルアップし、それに

伴う災害時のイマジネーションを高めていくこ

とは、災害時の想定外に対し、受容性の高い、か

つ意思ある組織体制を構築するためにも、有効

な対策といえる。 
 

Ⅾ-1-3 変化に対応できる組織づくり 

（１） 変化のプロセスの共有 

 事例対象の避難所施設の利用と収容の見直し

のプロセスに、メンバー共通の検証や体験の機

会を設定したことは、取り組みでも示したが、組

織やチームに変化を求める際に体験を共有し、

変化を受け入れ、その対応を検討する機会を設

定することは、組織としての意志決定を支え、次

のステージに進む重要なプロセスである。 
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さらに、このプロセスを災害へのイマジネー

ション力を高め、業務を把握し、新たな気づきを

重ねて、アイデアを出し、変化を恐れず実行して

いく仕組みに折り込み、組織に定着させていく

ことも共助においては、意識的に行う必要があ

ると考えられる。 
 

（２） 共助における達成感の重要性 

事前からの避難所運営の取り組みは、課題

解決に集中しがちであるが、会合を含め取り

組み自体を訓練と捉えるのであれば、そこに

通底する運営者のスキルアップの文脈が必要

である。事例対象の IT リテラシーを高める機

会を設けたことによるメンバーの参加意欲の

向上からもいえるように、スキルアップの文

脈に小さなステップやプロセスを用意し、参

加する個人が自分の成長や達成感を感じられ

ることが望ましい。特に、避難所運営委員会や

町会など善意の任意組織では運営者のモチベ

ーションにも繋がり、それを組織で共有する

ことが、組織全体の達成感にも繋がる。そのよ

うな文脈づくりが避難所運営や地域コミュニ

ティの災害対応力強化の要諦と考える。 

 

Ⅾ-1-4 避難所運営におけるデジタル化の可

能性 

（１） 避難所運営におけるデジタル化の考

察の方向性 

COVID-19 のパンデミックによる最大かつ最

速の変化は、社会や経済の急激なデジタル化で

あるといっても過言でない。事例対象の避難所

運営においても同様で、オンライン会議の実施

や避難所運営マニュアルのデジタル化、リモー

トによる避難所支援など、COVID-19 感染拡大

前であれば、メンバーの理解に恐らく 3 年以上

かかっていたことが、2021 年の 1 年間で実現、

もしくは実現にむけた準備に入っている。災害

対策においても、この社会や経済の急速なデジ

タル化は、行政や住民の関係性を強化するオー

プンガバメントの可能性や、ESG 経営などが求

められる企業の関わり方にも変化を及ぼすと考

えられる。 
さらに、避難所運営業務におけるデジタル化

は、情報・コミュニケーションの視点から捉えて

も、事例対象で示した BOSS の活用にみられる

情報の共有・処理による業務の軽減や迅速な対

応、シニア層の在宅による業務、被災地外の専門

家とつながりによる適切な支援などからも、期

待できる要素を秘めている。リモートによる業

務や支援の可能性が生まれたことで、情報共有

できる新たな人的リソースの顔ぶれも広がり、

確保への道筋も見えてきている。これは、ステー

クホルダー自体の層を厚くし、増やせる可能性

があるということである。 
そこで、避難所運営におけるデジタル化の可

能性について、避難所運営と災害対策業務の連

携、支援者の確保と関係性の構築の２点を中心

に、考察を重ねる。 
 
（２） 避難所運営における情報関連業務と

デジタル化による変革 

２－１） 避難所運営業務における情報関連

業務 

 首都圏や地方、さらに、過去に大きな災害を

経験した地域などを織り交ぜた全国８か所※の

避難所運営マニュアルを参照し、避難所運営業

務に関連する情報を区分すると、４つに大別さ

れる。 
① 災害による被害・復旧に関わる情報：行政

や信頼できるメディアなどからの入手する

被害や復旧に関わる情報。避難所の情報掲

示板などで避難者や住民に提供。 
② 住民や避難者に関わる情報：避難所や地域

の住民の被害状況や健康、ニーズなど個人

に関わる情報。避難所での対応や行政の物

資の調達、罹災証明書などの発行や関連す
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る生活再建支援に繋がる情報。安否情報、

避難者収容情報、健康状態や居住環境の把

握、配慮が必要な人のニーズなど。 
③ 避難所施設・運営に関わる情報：避難所の

環境や避難者の収容状況など、避難所の状

況を報告するための情報。施設の環境改

善、衛生環境の保持などの支援につなぐ。 
④ 避難生活に関わる情報：避難者や住民の避

難生活の質を上げる情報。行政や地域住民

などから情報を収集し、避難所の情報掲示

板等で提供。 
 

これら４つに区分される情報は、避難所運営

業務の中で情報の収集、整理、区分、報告・共

有、提供のいずれかが行われる情報である。こ

れに加えて、行政ではこの情報と連携した災害

対策や支援の情報を扱う業務が発生するといえ

る。 
※全国 8 か所の避難所運営マニュアル：大船

渡市、木更津市、川崎市、静岡県、熱海市、南

伊豆町、岡山市、高知市（黒岩小学校）の避難

所運営マニュアル 
 

２－２） 被害・復旧に関わる情報の収集と

提供 

 災害時の被害情報は、避難所運営でも運営者

が参集する際に収集した地区内の被害情報を行

政に報告していく業務がある。地域 BWA の活

用により、運営者が被害の状況を画像に収め、

地区内のどこで誰が確認した情報かを紐づけ、

インターネット経由で行政に報告できるという

ことである。さらに、地区内の復旧や各種申請

などに関わる行政からの情報も PC やスマート

フォンなどの利用で具体的かつ簡易に避難者に

提供できる可能性もある。行政にとっても、収

集した情報をデータ化し、管理、提供する業務

の大幅な軽減が期待できる。 
 

２－３） 住民や避難者に関わる情報の収集

と活用 

 ②の住民や避難者に関わる情報は情報量が多

い上に、個人情報に該当するため、慎重な対応

が必要である。しかし、多くの避難所では、避

難者や地域の住民が避難者カードやボランティ

ア依頼カードなどに記載したものを運営者が転

記、データ入力するという状況が一般的であ

る。さらに、配慮が必要な避難者に対しては、

配慮のニーズの記入、もしくは聞き取りによる

情報収集、入力が追加して発生する。この避難

者や住民に関わる情報項目は、約１２０項目

（表 7）に及ぶ。 
 
 

表 7 避難者情報例 

 

区分 項⽬ 摘要・備考 区分 項⽬ 摘要・備考
⽒名 介護・障害認定 介護認定
⽒名 （ふりがな） 障害認定　級
性別 ・障害者⼿帳
年齢 ・愛の⼿帳
⽣年⽉⽇ （⻄暦） ・精神保健⼿帳
⽣年⽉⽇ （T・S・H・R） ⾝体状況 要介助・付き添い
住所 補助⽝同⾏
家族構成 歩⾏困難・歩⾏介助
世帯主 （続柄） ・⾞椅⼦の使⽤
世帯⼈数 ・⽩杖使⽤
家族の同⾏避難⼈数 移動要配慮・⽀援
乳幼児の同⾏有無 ⾷事介助
就労状況 トイレ介助
⾔語 着脱⽀援
家族の安否 コミュニケーション要配慮・⽀援
安否確認の公開 環境適応配慮
家族の避難状況 医療・福祉サービス かかりつけ医
緊急連絡先 かかりつけ薬局
ペット同⾏避難の有無 ペット種類、名前、飼養場所 ⽀援担当者・ケアマネージャー
避難の理由 福祉サービス提供者
避難所運営⽀援意志 意志の有無 補装具等の提供事業者

可能な⽀援 傷病者（既往）対応 ⾎液型
収容スペース（⼊室後） ＊医療的⽀援 既往症・療養中のケガ
避難所までの避難ルート 医療
避難時の周辺状況 ・通常の医療処置
移送・移動希望先 ⾃宅 ・医療器材（電源の使⽤有無）

仮設住宅・⺠間借上げ住宅 投薬
疎開避難（域外縁故） ・服⽤薬・持参量（●⽇分）・服⽤時間
福祉避難所（障害・介護） ・お薬⼿帳の携帯有無
福祉避難所（乳幼児） 要補装具

退所⽇ ・補装具の紛失・損傷の有無
退所後住所 ＊メンタル配慮・⽀援 配慮ニーズ
健康状態 体温 ・環境配慮（家族同伴、個空間）
（避難時⇒継続） ⾵邪様症状 ・観察配慮（徘徊、⾃傷・他傷等）

倦怠感 妊産婦対応 出産⽇・出産予定⽇
味覚・嗅覚障害 かかりつけ医
嘔吐・下痢 投薬
感染症感染状況 配慮ニーズ
・⾃宅療養者 ⾷事配慮 アレルギー
・濃厚接触者 病⼈⾷・介護⾷
・経過観察者 宗教（ハラル等）
・後遺症 環境配慮
・上記同居家族 ・シックハウス、アルコール・⾦属等のアレルギー

⾃宅の状況 ⾃⼰申告
応急危険度判定結果
建物被害認定調査結果

住家以外の被害 所有地の流出・⼟砂崩れ
⾞両等の破損、焼失
家財の損害

⽣計に関わる被害
ボランティア要請 依頼内容

⼈数
⽀援制度の希望 罹災証明書

その他制度

健康・感染管理

⽣活再建⽀援

⽣活・健康⽀援避難者基本情報
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避難者や住民にとっても、名前、住所、世帯

構成など、記入するカードが違えば、何度も同

じ項目を記入しなければならず、負荷をかけ

ていることは間違いない。さらに、過去の多く

の災害事例で行政や研究機関の多様なアンケ

ートが避難者や住民を疲弊させている状況が

みられる。 

このような状況を改善するためにも、事例対

象の避難所では、想定される避難者や地域で避

難生活を送る住民の情報の活用を踏まえ、情報

入手の段階からデジタルデータで管理、活用す

る ICT システム、「避難者・住民情報管理活用シ

ステム(仮)」の開発に向け、行政や関連する企業

などと調整を始めている。個人情報に配慮した

運用方法も併せ、実装化に向けた取り組みを加

速化させる。なお、災害直後、インターネット環

境の途絶が考えられる地域についても、オフラ

イン、オンラインともに使用できるシステムを

設計に加え、汎用性の高いシステムを検討する。 
 また、このシステムは、避難所運営業務の迅速

化や軽減、避難者、住民の負荷軽減、個人情報保

護などと並行して行政の業務軽減も念頭に置い

た設計を検討している。「災害関連死を抑止する」

という観点からいえば、行政職員の災害対応に

よる過労死や自死なども、決して捨て置けない

地域の課題だからである。 
行政の業務の軽減の例としては、図 10 のよう

に避難者の情報と罹災証明書の書式を紐づけて

おき、発行が簡易にできるなどが考えられ、これ

まで多くの人材や時間を割いていた業務が軽減

できる。また、物資の調達についても、総務省の

物資調達・輸送調整等支援システムのフォーマ

ットと紐づけておくことで、自動的に避難者や

住民のニーズに合わせた品目と数量を積算して、

手配することも可能である。これは、災害対策業

務全体にとっても、大幅な業務の軽減や迅速な

対応につながり、変革をもたらすといえる。さら

に、避難者や住民の被害や避難生活の状況の把

握も可能なため、誰にどのような支援が必要な

のかを紐づけることができ、復旧に向けた支援

の見積もりの迅速化が図れると考えられる。 
避難者や住民の避難生活における健康管理の

点からは、災害時の個人の健康、医療、介護のデ

ータ、PHR（Personal Health Record）として、

医療機関や福祉関係者、災害看護の専門家など

に繋ぐことが可能になる。また、避難生活でメン

タルやフィジカルに不調をきたした避難者や住

民の早期発見や避難生活が長期化した場合でも、

継続的な観察、支援のデータとして活用が期待

できる。それは、避難者や住民だけでなく、運営

者の健康管理にも役立てられ、メンタル、フィジ

カルの健康状態を把握し、状況に応じた再配置

やシフトの変更などにも紐づけられる。 
個人情報保護については、避難所の収容、利用

のルールと併せ、利用規約などの導入、行政と避

難所に情報管理者を配置、閲覧者の制限や用途

による閲覧情報の提供制限などの設計が必要で

ある。事例対象では、よこすか海辺ニュータウン

の「命より大事な個人情報などない」という理念

による活動を参考に、避難所の利用規約を作成

区分 項⽬ 摘要・備考 区分 項⽬ 摘要・備考
⽒名 介護・障害認定 介護認定
⽒名 （ふりがな） 障害認定　級
性別 ・障害者⼿帳
年齢 ・愛の⼿帳
⽣年⽉⽇ （⻄暦） ・精神保健⼿帳
⽣年⽉⽇ （T・S・H・R） ⾝体状況 要介助・付き添い
住所 補助⽝同⾏
家族構成 歩⾏困難・歩⾏介助
世帯主 （続柄） ・⾞椅⼦の使⽤
世帯⼈数 ・⽩杖使⽤
家族の同⾏避難⼈数 移動要配慮・⽀援
乳幼児の同⾏有無 ⾷事介助
就労状況 トイレ介助
⾔語 着脱⽀援
家族の安否 コミュニケーション要配慮・⽀援
安否確認の公開 環境適応配慮
家族の避難状況 医療・福祉サービス かかりつけ医
緊急連絡先 かかりつけ薬局
ペット同⾏避難の有無 ペット種類、名前、飼養場所 ⽀援担当者・ケアマネージャー
避難の理由 福祉サービス提供者
避難所運営⽀援意志 意志の有無 補装具等の提供事業者

可能な⽀援 傷病者（既往）対応 ⾎液型
収容スペース（⼊室後） ＊医療的⽀援 既往症・療養中のケガ
避難所までの避難ルート 医療
避難時の周辺状況 ・通常の医療処置
移送・移動希望先 ⾃宅 ・医療器材（電源の使⽤有無）

仮設住宅・⺠間借上げ住宅 投薬
疎開避難（域外縁故） ・服⽤薬・持参量（●⽇分）・服⽤時間
福祉避難所（障害・介護） ・お薬⼿帳の携帯有無
福祉避難所（乳幼児） 要補装具

退所⽇ ・補装具の紛失・損傷の有無
退所後住所 ＊メンタル配慮・⽀援 配慮ニーズ
健康状態 体温 ・環境配慮（家族同伴、個空間）
（避難時⇒継続） ⾵邪様症状 ・観察配慮（徘徊、⾃傷・他傷等）

倦怠感 妊産婦対応 出産⽇・出産予定⽇
味覚・嗅覚障害 かかりつけ医
嘔吐・下痢 投薬
感染症感染状況 配慮ニーズ
・⾃宅療養者 ⾷事配慮 アレルギー
・濃厚接触者 病⼈⾷・介護⾷
・経過観察者 宗教（ハラル等）
・後遺症 環境配慮
・上記同居家族 ・シックハウス、アルコール・⾦属等のアレルギー

⾃宅の状況 ⾃⼰申告
応急危険度判定結果
建物被害認定調査結果

住家以外の被害 所有地の流出・⼟砂崩れ
⾞両等の破損、焼失
家財の損害

⽣計に関わる被害
ボランティア要請 依頼内容

⼈数
⽀援制度の希望 罹災証明書

その他制度

健康・感染管理

⽣活再建⽀援
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し、「あなたを助けるために必要な情報」として

個人情報の使途、取扱者を示し、避難者、住民か

ら同意をとる予定である。デジタルによるシス

テムも活用できる環境や仕組みがあって始めて、

必要な情報を必要な業務や支援に活かせる。 

 

図 10 避難者・住民情報管理活用システム(仮)
イメージ図 

２－４） 避難所施設・運営に関わる情報の報

告と共有 

避難所施設・運営に関わる情報は、運営者によ

る日々の避難所運営や施設状況の報告業務が主

だったものになる（表 8）。また、避難所の環境

を把握する避難所アセスメントなどへの対応も

ある。これらの情報は、未だ多くの避難所、行政

が FAX を連絡手段としているが、事例対象で示

した BOSS や「避難者・住民情報管理活用シス

テム(仮)」と紐づけることで、避難所運営、行政

ともに業務が軽減できる。避難所と行政の業務

のルールづくりは必要であるが、データでのや

りとりや蓄積、管理は確実性の高い情報共有の

面からも望ましい。 

 

２－５） 避難生活の関わる情報の特性と受

発信 

 避難生活に関わる情報は、初動期、応急期、復

旧・復興期とニーズが刻々と変化していくとと

もに、生活圏の情報ニーズが高まる。避難所を拠

点とした支援の情報や行政ではカバーしきれな

い地元の商店や事業者など企業の営業再開の情

報が避難生活を支える情報となり、その情報は、

幅広い年代の住民に届くメディアで提供する必

要がある。 
 このように地域メディアの活用や連携は、避

難所運営の避難者、住民に対する生活情報の入

手・提供の業務を間違いなく軽減できる。ま

た、情報をウォッチし、地区に関連する情報を

集約して提供する業務は、在宅や運営支援を求

める避難者の業務の領域としても検討される。 
 

表 8 避難所施設・運営関連報告情報例 

 

 

区分 報告内容 区分 報告内容
名称 医療救護所の設置
住所 医療チームの巡回
避難所種別 換気・室温管理
避難者受⼊居住エリア トイレ
初動期避難者受⼊数 ごみ
応急期以降避難⽣活者受⼊数 飲料⽔
近隣避難所 ⽣活⽤⽔
近隣医療救護所 下⽔道
災害拠点病院 ⼿洗い・⼿指消毒
運営組織協定先(⾃治体協定除く） ペット
担当職員・避難所運営本部⻑ 寝具
施設管理者 ⼈⼯呼吸器
防⽕管理責任者 在宅酸素
⼈命救助 透析
施設敷地の安全状況 要インスリン
施設の安全状況 妊産婦
備蓄倉庫の安全状況 要介助・付き添い
ライフラインの状況 歩⾏困難・歩⾏介助
通信設備・機器の使⽤状況 移動要配慮・⽀援
周辺地域の被災状況 トイレ介助
道路状況 着脱⽀援
⽕災発⽣ コミュニケーション要配慮・⽀援
避難者数 環境適応配慮
避難世帯 発熱
避難者数の増減の⾒込み 嘔吐・下痢
⾏政職員 咳・痰
施設管理者 療養対象者
住⺠運営者 濃厚接触者
避難世帯 感染疑い（症状・渡航）
避難者数 ヘルスサポート
　性別⼈数 ⽣活⽀援（法律等）
　75歳以上⼈数
　乳幼児⼈数（3歳以下）
　昼間⼈⼝
　夜間⼈⼝
登録在宅避難世帯
登録在宅避難者数

要ケアサポート者

有症状者

感染症者（疾病別）

専⾨チーム⽀援

医療⽀援

衛⽣環境

要医療サポート者

避難所施設基本情報

避難所情報（初動期）

周辺状況（初動期）

避難者情報（初動期）

参集者（初動）

避難所情報（応急期）

区分 報告内容 区分 報告内容
名称 医療救護所の設置
住所 医療チームの巡回
避難所種別 換気・室温管理
避難者受⼊居住エリア トイレ
初動期避難者受⼊数 ごみ
応急期以降避難⽣活者受⼊数 飲料⽔
近隣避難所 ⽣活⽤⽔
近隣医療救護所 下⽔道
災害拠点病院 ⼿洗い・⼿指消毒
運営組織協定先(⾃治体協定除く） ペット
担当職員・避難所運営本部⻑ 寝具
施設管理者 ⼈⼯呼吸器
防⽕管理責任者 在宅酸素
⼈命救助 透析
施設敷地の安全状況 要インスリン
施設の安全状況 妊産婦
備蓄倉庫の安全状況 要介助・付き添い
ライフラインの状況 歩⾏困難・歩⾏介助
通信設備・機器の使⽤状況 移動要配慮・⽀援
周辺地域の被災状況 トイレ介助
道路状況 着脱⽀援
⽕災発⽣ コミュニケーション要配慮・⽀援
避難者数 環境適応配慮
避難世帯 発熱
避難者数の増減の⾒込み 嘔吐・下痢
⾏政職員 咳・痰
施設管理者 療養対象者
住⺠運営者 濃厚接触者
避難世帯 感染疑い（症状・渡航）
避難者数 ヘルスサポート
　性別⼈数 ⽣活⽀援（法律等）
　75歳以上⼈数
　乳幼児⼈数（3歳以下）
　昼間⼈⼝
　夜間⼈⼝
登録在宅避難世帯
登録在宅避難者数

要ケアサポート者

有症状者

感染症者（疾病別）

専⾨チーム⽀援

医療⽀援

衛⽣環境

要医療サポート者

避難所施設基本情報

避難所情報（初動期）

周辺状況（初動期）

避難者情報（初動期）

参集者（初動）

避難所情報（応急期）
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（３） 避難所運営業務のデジタル化による

新たなステークホルダーとの連携 

 

３－１） オンライン支援による新たなステ

ークホルダー 

事例対象の避難所運営マニュアルのデジタル化

で示したように、リモートによる業務の可能性

は、大きく広がった（図 11）。運営者の在宅とい

うスタイルに加え、リモートによるオンライン

支援者についても、２つの方向性が考えられる。

1 つめは、分析で示した被災地外の専門家からの

リモート支援であり、２つめは、事前から地域と

関係性を持ち、災害対策や避難所運営の知見と

IT リテラシーを持つ被災地外の人々によるオン

ライン支援である。 
オンラインでの支援は、支援者側からいえば、

場所を選ばず、自分の空いている時間を使って

被災地を支援できることになる。専門家に対し

ても、地域と関係を持ち災害対策に知見を持っ

た人々に対しても、コーディネーションする仕

組みは必要であるが、インターネット上で興味

や関心によってつながったコミュニティなどと

の連携により、実現の可能性は広がるといえる。 
 

 
図 11 避難所を取り巻くステークホルダー 

 

３－２） 専門家からのリモート支援  

 専門家からのリモート支援については、医療、

看護の分野だけでなく、避難者の生活再建の相

談に応じられる法律家や、避難所運営の経験が

豊富な NPO なども挙げられ、災害体験のない、

もしくは少ない運営者にとって、個別具体的な

相談が可能になる。専門家との繋がり方は、発災

後の時間経過で変化する避難者、住民のニーズ

により、支援を求める専門家の領域や相談量も

変わってくると考えられるため、避難所運営業

務の流れを整理し、予め、想定される支援のタイ

ミング、内容などを事前にアドバイスをもらっ

ておくことが望ましい。それにより、想定してい

なかった対応や業務などの把握も可能になり、

骨太な避難所運営のイマジネーションも可能に

なる。同時に事前からの連携で、専門家側に地域

の基本情報や伝え、運営者との信頼関係の構築

にも繋がるといえる。 
 なお、行政職員に限れば、公務員限定のオンラ

インプラットフォーム「オンライン市役所」21)や

自治体のビジネスチャットツール「LoGo チャッ

ト」22)などを活用した災害時のリモート支援な

ども期待できる。特に、災害を経験した自治体職

員によるリモート支援は業務の効率化にも有効

と考える。 
 

３－３） 地域の関係人口×防災によるリモ

ート支援 

災害対策や避難所運営の知見とITリテラシー

を持つ被災地外の人材として、注目されるのが

「WAA ReSCue」の存在である。「WAA ReSCue」
は一人ひとりのウェルビーイングな生き方、働

き方をめざし、いつでもどこでも働けるワーケ

ーション（Work from Anywhere & Anytime）
を推進し、全国に約 2,500 人のメンバーがいる

コミュニティ「Team WAA！」23)の中で、ワーケ

ーション×防災に関心の高いメンバーが集まっ

てできたチームである。つまり、地域とワーケー

ションで関係を持ち、災害時にその地域を支援

しようというチームで、PMO のスキルや IT リ

テラシーが高い人材も多く、今後、関係地域で災

害が起きた際に現地で支援する、リモートで支
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援するなど、メンバーの時間や条件に合わせた

支援の方法を検討している。防災ワーケーショ

ンや支援者として災害対策を学ぶ人材養成プロ

グラムの実施などを進めており、地域のいわゆ

る関係人口として、災害時に機能できる人材を

めざしている。 
このようなチームの結成、拡大の背景には、オ

ンラインでゆるやかに繋がれる環境になったこ

とやテレワークへの理解が深まったことなどの

デジタル化の進展と、健康経営など社員のウェ

ルビーイングな働き方を進めなければ、組織経

営自体のコストや社会的評価のリスクに晒され

る企業側の意識があるといえる。そして、そのよ

うな人材と地域が繋がることで、災害時の新た

な人材、新たな支援のスタイルも実現できると

考えている。日本全体をフィールドとした共助

といえ、これからの災害対策を動かす新たな支

援の人材といえる。 
しかし、このような支援の人材を効果的に受

け入れるには、事例対象が取り組む避難所運営

マニュアルのデジタル化や住民側の受入意識な

ど、受援体制の確立が重要である。それは、避難

所運営だけでなく、地域の災害対策全般につい

ても同様で、意思とスキルを持った人々と効果

的につながる仕掛けや巻き込む仕組みづくりが

求められていることは、確かである。 
 

（４） デジタル化が加速する行政と住民の

協働による災害対策 

2009 年アメリカのオバマ大統領は、データを

オープンにする透明性（Transparency）、市民も

政府の意思決定に参加する（Participation）、市

民・政府が協働する（Collaboration）の３つの

原則に基づいた関係性の強化を表明した 24)。市

民が政府の文書や手続にアクセスする権利など

を保障し、オープンで透明性のある政府、オープ

ンガバメントの概念である。インターネットの

普及を背景に、組織の枠を超えた官民連携をめ

ざし、政府のデータをオープンにして市民の政

治参加を拡大・深化し、市民に課題を解決しても

らう取り組みである。日本でも 2011 年から経済

産業省を中心に取り組みが始まり、現在では各

省庁がデジタル・ガバメントを推進している。 
このオープンガバメントの手法は、地域の課

題解決でも取り入れられるようになり、東京大

学公共政策大学院などが牽引し、行政と住民が

一体となった協働の事例も多数生まれてきてい

る 25)。災害対策についても、オープンガバメン

トはこれからの課題解決の主流となると考えら

れる。よく耳にする「行政がやってくれないから、

災害対策が進まない」、「住民がなかなか防災訓

練に参加してくれない」などの状況は、行政と住

民の間に開かれたコミュニケーションや施策に

対するデータの開示が少ないからともいえる。

事前から発災、その後の復旧まで、行政が持つデ

ータと想定される取り組みを、透明性を持って

示し、住民が参加できる連携、協働の場を用意す

ることで、行政と住民の間に信頼が生まれ、新た

な関係性を実現する。それをもとに、住民のアイ

デアやスキルを活用した協働を図るという考え

方は、行政も住民も被災する巨大災害を前に、公

助と共助をこえた繋がり方であるとともに、望

まれる連携のカタチであるといえる。 
それを後押しするのは、インターネットやス

マートフォンの普及と COVID-19 による生活者

の意識変化である。LINE 代表取締役 CWO の

慎ジュンホは COVID-19 の感染拡大による新た

な現象の一つとして、新しい問題の解決に直接

参加したいと考えているインターネットユーザ

ーが増えていることを指摘している 26)。つまり、

行政は COVID-19 の影響によるデジタル化の進

展で、容易になった住民との連携の機会と、課題

解決に参加意思を持つ住民というオープンガバ

メント実現のための２つの武器を手に入れたこ

とになる。 
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（５） その地区、その避難所にあったデジタ

ルの活用 

 ここまで、避難所運営におけるデジタル化の

可能性を考察してきたが、IT ツールやシステム

を手にしても使いこなせなければ有効な活用は

できない。そのためには、避難所運営に関わるイ

ンターネットでの情報の受発信や防災無線、

SNS、トランシーバーなどの通信機器を統合し

た情報共有・指示連絡系統の再設計、訓練、デジ

タル情報を活用できる環境や仕組みが必要であ

る。 
さらに、訓練により地区や運営者にあった情

報システムの構築を促し、その地区、その避難所

にあった情報通信関連業務を選択しなければな

らない。避難者、住民、運営者、支援者、そして

行政職員にとって、どのようなスタイルが一番

使いやすく、使いこなせるのか、情報弱者を生ま

ない、誰ひとり取り残さない避難所運営に向け

て、IT リテラシーの向上とともに模索していく

必要がある。 
 

Ⅾ-1-5 避難所を中心とした地域の災害対策

における企業との連携 

（１） 地域の災害対策における企業との連

携の方向性 

地区内における企業との連携は、世田谷区が

進める協定の例や事例対象の財源等で示した通

り、事前の避難所運営の財源は乏しく、直接、企

業とビジネスという形で連携するのは難しい。

連携できても、行政が避難所や地域に必要と判

断する公助の枠組みの物品の購入やシステムの

導入、警備等のアウトソーシングによるスタイ

ルで、避難所運営や町会の意向は十分に反映さ

れず、企業の力を活用した避難所運営の実現の

可能性は低い。 
そこで、避難所運営や地域における企業連携

は、行政、企業、住民という 3 者の視点と、企業

の連携スタイル自体の考察が必要である。ここ

では、行政と住民の距離を近づけ、共助への資金

の流入を図る仕組みによる連携の方向性から考

察する。 
 

（２） 共助への資金流入を図る仕組みと企

業との連携 

企業の社会課題解決型の取り組みに対する企

業評価は、ESG 投資や Z 世代などの生活者の意

識に根付き始めている。災害対策を含めたSDGs
にも注目が集まり、多くの企業が SDGs を意識

した経営戦略を打ち出している。その中で、共助

に資金を流入する方法として考えられるのが企

業版ふるさと納税である。企業版ふるさと納税

27)の正式名称「地方創生応援税制」が示す通り、

行政が策定し、国が認定した地域再生計画の事

業に対して企業が寄付を行う仕組みで、公助を

経由した共助への資金流入の流れである。投資

家も企業の取り組みとして認知しており、近年

では、ファンド系の事業者などの参入も見られ、

社会課題と企業との距離感の変化が把握できる。 
 

 

図 12 企業版ふるさと納税 緊急寄付支援活

動 28) 
（出典：PR TIMES JTB プレスリリース） 

 

令和 2(2020)年 7 月豪雨の際には緊急寄付支

援活動 28)として、企業版ふるさと納税で、災害

支援の NPO やボランティアセンターに資金提
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供などを行った（図 12）。このような仕組みが事

前の災害対策にも適用されることが共助の活動

を活発化するといえる。また、地域再生計画に避

難所等の共助による地域づくりのプロジェクト

を織り込み、企業からの資金を流入する方法も

考えられる。その場合、行政の共助を支援する姿

勢と、共助の担い手側のプロジェクト遂行力が

必要といえる。 
なお、事例対象が立地する世田谷区などの特

別区は東京都と一体とされた地方交付税不交付

団体であるため、対象外となり企業版ふるさと

納税は適用できない。 
 

Ⅾ-1-6 地域で循環させる災害対策のマネタ

イズ 

 

（１） 地域住民の寄付という共助 

 地域の災害対策に資金を循環させる方法とし

て、個人によるふるさと納税やクラウドファン

ディングがある。地域の避難所運営や防災活動

をプロジェクト化し、地域の内外から寄付を募

る方法である。特に、同じ地区の住民やその地区

の出身者などに、地域を災害から守るための活

動としての認識を促し、地区内で共助の資金を

循環させることは、寄付者にとっても足元の地

域の活動の把握や災害時には受益者となるメリ

ットもある。また、Z 世代やネットユーザーの社

会課題解決への意欲などの取り込みも検討でき

る。 
 ふるさと納税を共助の活動資金にできれば、

善意だけに頼らない安定的な事前対策の取り組

みとして、運営に協力した住民の対価も確保で

きることになる。避難所運営や防災活動に対価

を考えるかという議論はあるが、消防団員に対

し、特別職の公務員の扱いとはいえ、活動手当や

慰労金などが支払われていることを考えれば、

避難所運営や防災活動に知恵や時間を使って、

地域のために貢献している住民に報いる仕組み

があってもおかしくない。さらに、COVID-19 流

行下の令和２（２０２０）年 7 月豪雨の際に熊

本県でみられた、ボランティアの安定的な確保

のための有償化に道筋もつけることができる。

ふるさと納税やクラウドファンディングの活用

で、地域の共助を共助で賄い、地域のために汗を

かいた人に報いて、マネタイズする全うな考え

方といえる。 
そのためには、避難所運営や地域の防災活動

の実施主体が寄附の受け皿となり、活用に責任

を負える組織であることが求められる。事例対

象でいえば、町会などを中心に非営利組織を立

ち上げ、避難所運営や地域の防災活動を行う考

え方である。多様な機関との連携、災害対策の専

門的な知見などを呼び込むためにも、これから

の避難所運営を考える上で重要な課題といえる。 
 

（２） 地域住民の災害対策の活動が地域の

経済を回す 

 地域の災害対策に汗をかいた人に報いる仕組

みは、避難所運営や地域の防災活動に携わる住

民を対象とするだけでなく、多くの住民を災害

対策の活動に引き込む効果があるといえる。仕

組みとしては、地域通貨や地域ポイントなどを

活用し、災害対策の活動を紐づけることが考え

られる。事例対象が立地する世田谷区に当ては

めると、避難所運営の活動に参加する、避難所運

営の防災訓練に参加するなどにより、地域ポイ

ントのせたがや Pay29)にポイントが還元され、

貯まったポイントは地域の商店街や店舗で使え

るなどの工夫が考えられる。金額的には僅かで

も、自分の災害対策の活動がポイントで可視化

されることでモチベーションをあげ、活動のイ

ンセンティブとして、地域の災害対策を地域の

経済につなげる意図である。住民への災害対策

を後押しする共助の視点からも変革を起こす起

爆剤になる可能性がある。 
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Ⅾ-1-7 地域で進めるインクルーシブな災害

対策 

2015年の第 3回国連世界防災会議で採択され

た「仙台防災枠組」により、インクルーシブ防災

として「誰ひとり取り残さない」防災に注目が集

まっている。行政の文書等でも、「要配慮者」か

ら「配慮を要する者」という置き換えが目立つよ

うになってきた。この社会的包摂と訳されるソ

ーシャル・インクルージョン、インクルーシブ社

会とは、社会を構成する全ての人が多様な属性

やニーズを持つことを前提に、性別や人種、民族

や国籍、出身地や社会的地位、障害の有無などの

属性による排除や分け隔てられることなく、誰

もが地域で当たり前に存在し、生活できる社会

といえる。 
災害対策においても、地域に暮らす多様な

人々が人としての尊厳を冒されることなく、健

康と安全を保持することを目的に、事前の段階

から、健康的・社会的に脆弱な人々のニーズを踏

まえた計画をもとに、支援を必要とする人が必

要な支援を受けられる災害対策の仕組みと対応

を目指すことが求められている。さらに、個人の

視点や能力を支援に活かす意志があれば、脆弱

な側面を持つ人々も支援に回り、地域、行政、支

援団体など様々なステークホルダーとの協働で、

一人ひとりが日常生活を取り戻せるようになる

まで、支えあえる状況を生み出す必要がある。 
事例対象の避難所運営でも、インクルーシブ

な考え方に基づき、施設の利用計画や収容計画

を策定している。移動が難しければ、介助しやす

い場所に収容する、性別に関係なく使用できる

トイレを用意するなど、考えられるニーズを施

設の利用や収容計画に落とし込みつつ、障害が

あっても避難所での生活にハンディキャップが

なければ、一般の人と同じルールで収容し、さら

に、避難所運営をサポートする意思があれば、サ

ポートしてもらうという考え方である。 

また、「配慮が必要な人が要配慮者」という位

置づけで、「避難者・住民情報管理活用システム

(仮)」により、避難者一人ひとりのニーズを把握

し、必要な配慮や支援を行うことにより、インク

ルーシブな避難所運営をめざしている。これは、

避難所を拠点とした地区内にいる避難者への支

援にも同様で、物資や情報だけでなく、健康ニー

ズへの対応にも適用できる。 
本報告書では、運営者、支援者、避難者など便

宜上、区分して表記したが、首都直下地震など想

定される巨大地震に対し、総力戦で戦わなけれ

ば、乗り切ることができないといわれる中で、共

助の現場では、運営者や避難者などの立場を超

えて、そこにいる人々が支えあわなければ、運営

は立ち行かない。地域の拠点となる避難所がイ

ンクルーシブな視点で機能し、COVID-19 がも

たらしたデジタル化などの変化も味方にして、

行政や企業を始め様々なステークホルダーと効

果的に連携することが、災害を乗り越え、復旧、

復興後の地域をつくる原動力になる。 
 

Ⅾ-2 ICT を活用した避難所運営支援の調査 

 

これまで避難所運営の課題解決に向けた取り

組みについて検証し、避難者や住民の情報や避

難所の運営、施設状況の情報を起点とするシス

テムの考察も行ってきた。そこで、現状の避難所

運営業務に関わる ICT システムを体系的に整理

し，円滑な避難所運営に資する ICT システムの

活用や今後開発が期待されるシステムやその活

用法に関して考察する。 
 

 

Ⅾ-2-1 避難所運営業務と ICT システムを活

用したシステムの紐づけ 

42 種の避難所運営業務ごとに効率化に繋がる

と考えられる ICT システムをインターネット上
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で検索し収集した。収集にあたっては，下記の 3
つの視点を重視した。 
・ 避難者の利便性の視点からではなく、運営

業務を効率化、円滑化するもの 
・ 避難者の特性から対象者個人を事前に特定

できない場合でも活用できるもの 
・ デジタル技術の発達のスピードを考慮し、

直近 5 年間に活用、導入されているもの 
 
検索サイトは YAHOO!JAPAN を使用し、「避

難所運営業務 ICT」、「避難所 避難者数 ICT」
など避難所運営や業務内容に関連する用語で検

索したが、該当するシステムの機能に避難所運

営に関わるものがないかを確認し、表 9 のよう

に避難所運営の業務内容に紐づけた。なお、一つ

のシステムで複数の業務内容に跨るものはそれ

ぞれに紐づけるものとした。なお、参考までに表

10 には、避難所運営以外の避難支援等の ICT シ

ステムを示す。 
 

Ⅾ-2-2 避難所運営業務と活用可能な ICT シ

ステムのシステム数 

42 種の避難所運営業務は、避難者数により業

務の負荷に大小はあるが、運営上必要な業務工

程、業務内容はどの地域の避難所でも概ね同様

と考えられる。 
また、業務の効率化につながると考えられる

ICT システムは 27 種類が確認できた。この中に

は、システム上の実用化の目途は立っているも

のの開発・企画中のシステム、実証実験で効果は

確認されたが社会実装が進んでいないものも含

まれており、現段階で導入、活用が可能なシステ

ムは 19 種類にとどまった。27 種類のシステム

の機能は、「報告等情報の処理の効率化が期待で

きるシステム」、「状況を分析し対応判断の支援

に効果が期待できるシステム」、「適切な情報の

収集・集約・提供を期待できるシステム」の 3 つ

に大別できることが把握できた。 
 

Ⅾ-2-3 避難所運営業務への ICT システム開

発・導入の 7 つの課題 

 避難所運営業務に着目した ICT システムの収

集では、最終的に約 130 件の防災全般に関わる

ICT システムから避難所運営業務に関わるシス

テムを抽出した。しかし、適応する ICT システ

ムは 27 種類、現段階で導入、活用が可能なシス

テムは 19 種類という結果となった。抽出作業か

ら把握できた傾向や課題は、下記の７つに分類

された。 
1) 東日本大震災時の稼働システムの提供が終

了し、開発も終了 
2) 共同開発のケースが多く、採算性や維持の

負荷が大きい場合は主体者不在 
3) 実用化の可能性は高いが、自治体の予算や

避難所間の公平性が課題 
4) 開発側に避難所運営業務への知見が不足 
5) 避難所運営業務には、収容スペースの準備

等 ICT システムを導入できない人手による

作業も多い 
6) 自治体の災害対応業務全般の ICT システム

の導入は進んでいても、避難所運営の業務

とリンクしていない 
7) 運営要員に IT や ICT システムへの拒絶感、

苦手意識がある 
 

さらに、ICT システム活用と並行し、避難所

運営業務の抜本的な見直しも可能であることが

わかった。また、人手による作業も多いことから、

IOT の導入も避難所運営の効率化には、大きな

期待が寄せられる。 
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表 9 避難所運営業務と紐づく ICT システム 

 

 

時間
期間 項⽬ 業務内容 No ICTシステム名称 開発・提供者

避難所施設の鍵の開錠 ① LPWA網を活⽤した避難所の開錠と避難者数
の⾃動通報

熊本県御船町

運営要員の参集 ② クラウドGISによる災害時の道路情報の提供「し
ずみちinfo」

静岡市建設局、(株)トヨタIT開発センター

参集時に把握した周辺被害状況の情報収集 ー ー ー
運営要員の再配置 ー ー ー
避難所開設・運営業務、⼿順の確認 ➂ 災害対応業務⼯程管理システムBOSS 東京⼤学⽣産技術研究所
避難所施設の安全確認 ④ 「スマートシティたかまつ」プロジェクト　防災分野

におけるIOT利活⽤
⾹川県⾼松市

ライフラインの確認 ⑤ ライフラインの被害状況⼀元把握システム
IBM インテリジェント・オペレーショ ン・センター

⽇本アイ・ビー・ エム 
避難所開設判断、報告 ⑥ 避難所情報共有システムCOCOA 東京⼤学⽣産技術研究所
待機避難者数の確認、報告 ⑦ ニューノーマルな時代、避難所の3密と感染拡⼤

をどう防ぐ
〜AIによる画像解析技術と⼈流シミュレーション
技術の実証実験

富⼠通

備蓄物資の在庫管理 ⑧ 総合防災情報管理システム　CRMate 富⼠通
避難者名簿の作成 ⑨ 災害時避難所⽀援システム　避難所てだすけく

ん
浜松職業能⼒開発短期⼤学校、他

⑩ J-anpi NTT、NHK、 NTTレゾナント
⑪ 防災チャットボット「SOCDA」 防災科研、情報通信研究機構、(株)ウェ

ザーニュース、LINE(株)⑫ 準天頂衛星を活⽤した「衛星安否確認サービス
（Q-Anpi)」

内閣府

⑬ ICT防災・減災システム　地域防災SNS ⼭梨⼤学
⑦ ニューノーマルな時代、避難所の3密と感染拡⼤

をどう防ぐ
〜AIによる画像解析技術と⼈流シミュレーション
技術の実証実験

富⼠通

⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・
減災管理システム

(株)⽇⽴国際電気

⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
⑯ 情報の可視化・解析システム　⾼度⾃然⾔語

処理プラットフォーム
NEC　アービムコンサルティング(株)

⑰ 「スマートシティたかまつ」プロジェクト　防災分野
におけるIOT利活⽤

⾹川県⾼松市

運営要員のシフト作成 ⑱ SHIFT 東京⼤学⽣産技術研究所
必要物資の把握、依頼、調達 ⑲ 物資調達・輸送調整等⽀援システム 内閣府

② クラウドGISによる災害時の道路情報の提供　し
ずみちinfo

静岡市建設局、(株)トヨタIT開発センター

⑳ 避難所等へのTV電話による遠隔健康相談 NTT東⽇本等 
㉑ 経済産業省 復旧・復興⽀援制度 データベース ⽇本マイクロソフト
㉒ 避難⽣活者⽀援広報誌編集サイト 伊藤忠テクノソリューションズ
㉓ ICTを⽤いた地域情報提供システム

Infocanal
NTT⻄⽇本、NTTアドバンステクノロジ

㉔ まちケアコモンズ データクレイドル
㉕ 東京防災プラン2021　防災（語学）ボランティ

ア派遣マッチングシステム
東京都

⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・
減災管理システム

(株)⽇⽴国際電気

⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
飲料⽔・⾷料品の配布 ⑮ 災害初期に避難所を助けるシステム 熊本⾼等専⾨学校、防災科研
緊急避難者の退所確認 ⑭ ICカードによる避難者数、属性を把握　防災・

減災管理システム
(株)⽇⽴国際電気

職員、運営要員の配置の⾒直し ⑱ SHIFT 東京⼤学⽣産技術研究所
要配慮者、避難者のニーズ把握 ㉖ 総合防災情報管理システム　CRMate　避難

所アセスメント
富⼠通

備蓄物資・⽀援物資の配布、在庫管理 ⑧ 総合防災情報管理システム　CRMate 富⼠通
⑳ 避難所等へのTV電話による遠隔健康相談 NTT東⽇本等 
㉗ 東京防災プラン2021　外国⼈のためのオンライ

ン専⾨相談
東京都

⽣活再建⽀援情報の提供 ㉑ 経済産業省 復旧・復興⽀援制度 データベース ⽇本マイクロソフト

安否照会対応

避難所の収容状況の確認、報告

避難者への情報提供

避難者の出⼊り確認

各種相談窓⼝の開設

避難
⽣活
⽀援

避難
⽣活
⽀援

避難者
受⼊

応急期

避難所
開設
準備

初動期
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表 10 避難所運営以外の避難支援等の ICT システム 

 

 

Ｅ．結論 

 

本研究は、①オールハザード・アプローチによ

る公衆衛生リスク分析・アセスメントモデルの

作成、および②平時から事案発生時にシームレ

スに稼働するインテリジェンス機能を目指し、

基礎情報の収集・調査を行った。 
①オールハザード・アプローチによる公衆衛

生リスク分析・アセスメントモデルの作成につ

いては、災害時に公衆衛生上の問題が顕著とな

る避難所運営を対象として研究した。国・地方自

治体（都道府県）におけるリスクプロファイルの

原案の観点からも、オールハザードで対応が求

められる避難所運営を対象とすることが妥当で

あると考え、避難所運営を対象としてリスク分

析とアセスメントを行った。その結果、行政が体

系的な公衆衛生リスクプロファイルの構築にあ

たり、優先すべきハザード・脅威を特定し、適切

な対策を講じる上での基礎資料を整理した。 
また、②平時から事案発生時にシームレスに

稼働するインテリジェンス機能のために、災害

対応業務に着目し、47 種の災害対応業務の全体

像の把握、42 種の避難所運営業務を整理し、災

害対応工程管理システム BOSS を提案した。そ

の結果、行政の災害対策本部等におけるインテ

リジェンス機能の整備・構築に必要とされる要

素としての災害対応業務を明らかにした。また、

インテリジェンス機能の効果的な運用を可能に

する人的・物的リソースの配備・デジタル社会に

対応した技術活用のあり方を示し、災害対策本

部機能の拡充・効率化のために、避難所運営業務

に関連する情報システムを調査し、今後研究開

発が必要とされる情報システムについての示唆

を得た。 
 

参考文献： 
1) Qualtrics XM Institute：報告書 「2021 年

度グローバル消費者トレンド」 
2) 熊 本 市 ： リ モ ー ト 災 害 対 策 訓 練

https://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/
detail.aspx?c_id=5&id=34705&class_set_
id=3&class_id=535 

3) ム ー ン シ ョ ッ ト 型 研 究 開 発 制 度 ：

https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/ind
ex.html 

4) バ ッ ク キ ャ ス ト 事 例 ： https://www. 
env.go.jp/policy/info/ult_vision/com02/mat
01.pdf 

5) アート思考の定義と歴史：https://artth 
inkingjapan.org/what-is-art-thinking/  

区分 情報 No システム名称 開発・提供

指定外避難所 指定外避難所の把握 1 防災アプリ「ツナガル+（プラス）」 福岡県福岡市
（公財）⽇本財団

避難⾏動 避難所への避難 2 情報の可視化・解析システム
⾼度⾃然⾔語処理プラットフォーム

NEC
アービムコンサルティング(株)

要援護者の把握 3 要援護者の位置情報の⼀元管理システム
要援護者⽀援システム

セールスフォース・ドットコム

避難所への避難 4 会津若松市の市⺠向けポータルサイト「会津若
松＋（プラス）」

避難所への避難 5 防災情報「全国避難所ガイド」
避難所への避難 6 ひろしま避難誘導アプリ「避難所へGo︕」
避難所収容状況 7 避難所の収容状況把握システム

VACAN　Maps
(株)バカン

避難所収容状況 8 「みたチョ」は、AR技術を駆使した避難所案内ア
プリ

萬友商事

安否確認 9 災害⽤⾳声お届けサービス KDDI 
⽣活再建⽀援 10 被災者⽣活再建⽀援システム NTT東⽇本 
全体⽀援活動 11 避難・緊急活動⽀援統合システム

CPS4D
内閣府
防災科研
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6) 日経 BP：新・公民連携最前線 PPP まちづ

くり https://project.nikkeibp.co.jp/ppp/ 
7) 金融庁：サステナブルファイナンス有識者

会議 2021 年 1 月 21 日、https://www. 
fsa.go.jp/singi/sustainable_finance/siryou
/20210121/04.pdf 

8) 世田谷区：地域防災計画 令和３（2021）
年修正 

9) 世田谷区：業務継続計画（震災編） 平成 30
（2018）年修正  

10) 世田谷区：上町地区防災計画 
11) 世田谷区：平成 28 年度世田谷区土地利用現

況調査 
12) 世田谷区立桜小学校 HP： https://school. 

setagaya.ed.jp/sara/ 
13) 世田谷区：避難所運営マニュアル（標準版） 
14) 世田谷区：避難所運営マニュアル【追補】 
15) 内閣府等：「新型コロナウイルス感染症対策

に配慮した避難所開設・運営訓練ガイドラ

イン（第３版） について」(2021 年 6 月 16
日 公 表 ) ： http://www.bousai.go.jp/ 
taisaku/pdf/corona_hinanjo03.pdf 

16) イッツ・コミュニケーションズ(株)HP： 
https://www.itscom.co.jp/corporate/nrelea
se/fy2021/20210819.htm f 

17) 総務省：放送を巡る諸課題に関する検討会 
災害時の放送の確保に関する検討分科会 
報告書 令和２（2020）年７月、https://www. 
soumu.go.jp/main_content/000700956.pdf 

18) 一般財団法人ダイバーシティ研究所:新し

い 避 難 様 式 計 算 シ ー ト  https:// 
diversityjapan.jp/disaster2020/covid19-
refuge-sheet.html 

19) 沼田宗純、井上雅志、目黒公郎：災害対応業

務のフレームワークの構築～2011 年東日

本大震災・2015 年関東・東北豪雨・ 2016
年熊本地震の災害対応業務の分析結果を踏

まえて～ 土木学会論文集 A1、Vol. 73、No. 
4. 

20) OODA ル ー プ  Wikipedia ：

https://ja.wikipedia.org/wiki/OODA%E3%
83%AB%E3%83%BC%E3%83%97 

21) オンライン市役所 HP：  https://www. 
online-shiyakusho.jp/ 

22) (株)トラストバンク：LoGo チャット、

https://www.trustbank.co.jp/newsroom/ne
wsrelease/press422/ 

23) Team WAA ！ : https://team-waa.com/ 
news_ct/rescue 

24) 奥村裕一：オバマのオープンガバメントが

意味するもの ～今後も続く完成への長い

道のり～ 季刊 制作・経営研究、Vol. 4、
2010. 

25) チャレンジ！オープンガバナンス：

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/ 
cog2021/ 

26) Logmi Biz:オードリー・タン氏が語るテク

ノロジーの３つの役割 コロナウイルス対

策での「速い、公平、楽しい」の実現、

https://logmi.jp/business/articles/323622 
27) 内閣府：地方創生応援税制（企業版ふるさと

納税）に係る地域再生計画認定（令和 3（２

０２１）年度第 3 回）について 令和 3（２

０２１）年 11 月 26 日 
28) 企業版ふるさと納税サイト「ふるさとコネ

クト」による令和 2 年 7 月豪雨への寄付：

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000
625.000031978.html 

29) 世 田 谷 区 ： せ た が や Pay 、 https:// 
setagayapay.com/ 

 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし。 

 

Ｇ．研究発表 

(1) 論文発表 
・ 田中奈美・沼田宗純：災害対応検証報告書にお

けるペットに関する課題分析を踏まえた組織

別の災害対応業務フローの構築―川崎市を事

例として―、地域安全学会論文集 NO.40（電子

ジャーナル論文），2022.3. 
(2) 学会発表   
 なし。 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし。 

2. 実用新案登録 ：なし。 

3. その他 ：なし。 
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jo
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na
l.p
on
e.
00
96
93
5#
s1

「
ギ
リ
シ
ャ
の
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス
と
マ
ラ
リ
ア
の
統
合
監
視
お

よ
び
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

ギ
リ
シ
ャ

M
od

el
in

g 
re

su
lt

s s
ho

w
 th

at
 p

os
it

iv
e 

w
ild

 b
ir

d 
ou

tb
re

ak
s c

or
re

la
te

 w
it

h 
hu

m
an

 W
N

V 
ri

sk
 a

nd
 

ca
n 

fa
ci

lit
at

e 
th

e 
re

co
gn

it
io

n 
of

 n
ew

 h
ig

h-
ri

sk
 a

re
as

 w
he

re
 d

is
ea

se
 m

ay
 sp

re
ad

 fu
rt

he
r a

nd
 th

e 
as

se
ss

m
en

t o
f e

nv
ir

on
m

en
ta

l v
ar

ia
bl

es
 th

at
 c

on
tr

ib
ut

e 
to

 th
at

 ri
sk

. W
it

h 
th

is
 a

pp
ro

ac
h,

 a
 ri

sk
-

ba
se

d 
m

ap
pi

ng
 sy

st
em

 c
an

 b
e 

cr
ea

te
d 

to
 a

ss
is

t a
nd

 g
ui

de
 W

N
V 

di
se

as
e 

su
rv

ei
lla

nc
e,

 
m

on
it

or
in

g,
 a

nd
 c

on
tr

ol
.

モ
デ
リ
ン
グ
の
結
果
、
陽
性
の
野
鳥
の
発
生
が
人
間
の

W
N

Vリ
ス
ク
と
相
関
し
て
お
り
、
病
気
が

さ
ら
に
広
が
る
可
能
性
の
あ
る
新
し
い
高
リ
ス
ク
領
域
を
認
識
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
に
寄
与
す
る
環

境
変
数
の
評
価
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
て
、

W
N

Vの
病
気
の
監
視
、
監
視
、
お
よ
び
制
御

を
支
援
お
よ
び
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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 c
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Pr
ov
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 c
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ud
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I-b
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 s
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lit
e 

im
ag

in
g 

so
lu

tio
n.

 It
 o

pe
ra

te
s 

a 
fle

et
 o

f 
im

ag
in

g 
sa

te
lli

te
s 

an
d 

in
te

gr
at

es
 o

pe
n-

so
ur

ce
 a

na
ly

tic
al

 s
of

tw
ar

e.
 It

 o
ff

er
s 

ge
os

pa
tia

l i
ns

ig
ht

s,
 d

at
as

et
s,

 re
al

-t
im

e 
im

ag
er

y,
 a

nd
 b

ig
 d

at
a.

 It
 h

as
 a

pp
lic

at
io

ns
 in

 
na

tu
ra

l r
es

ou
rc

e 
pr

ot
ec

tio
n 

an
d 

se
cu

rit
y,

 a
gr

ic
ul

tu
ra

l a
nd

 fo
re

st
ry

 la
nd

 m
ap

pi
ng

, 
ed

uc
at

io
n,

 re
se

ar
ch

, g
ov

er
nm

en
ta

l o
pe

ra
tio

ns
, s

us
ta

in
ab

ili
ty

, f
in

an
ce

s,
 in

su
ra

nc
e,

 
m

ar
iti

m
e 

su
rv

ei
lla

nc
e,

 a
nd

 p
or

t v
es

se
l d

et
ec

tio
n.

ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
イ
メ
ー
ジ
ン

グ
衛
星
を
運
用
し
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
分
析
ソ
フ
ト
を
統
合
し
て
い
る
。
地
理
空
間
的

な
洞
察
、
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
像
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
提
供
す
る
。

天
然
資
源
保
護
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
農
林
地
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
教
育
、
研
究
、
政
府
業
務
、

持
続
可
能
性
、
財
政
、
保
険
、
海
上
監
視
、
港
湾
船
舶
検
出
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
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da
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m
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g 
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at
io
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ic
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m
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l s
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el

lit
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. T
he

 c
om

pa
ny

’s
 s

at
el

lit
es

 u
se

 s
yn

th
et

ic
 a

pe
rt

ur
e 

ra
da

r (
SA

R)
 te

ch
ni

qu
es

 to
 ta

ke
 im

ag
es

. T
hi

s 
te

ch
no

lo
gy

 e
na

bl
es

 it
 to

 s
ee

 th
ro

ug
h 

cl
ou

ds
 a

nd
 a

ls
o 

in
 lo

w
 li

gh
t c

on
di

tio
ns

 m
ak

in
g 

it 
im

m
un

e 
to

 b
ad

 w
ea

th
er

 o
r l

ig
ht

 
co

nd
iti

on
s.

 It
s 

se
rv

ic
es

 a
re

 u
se

d 
fo

r m
ar

iti
m

e 
do

m
ai

n 
aw

ar
en

es
s,

 c
ity

 
pl

an
ni

ng
/m

ap
pi

ng
, s

tu
dy

 p
at

te
rn

s 
of

 li
fe

, b
us

in
es

s 
in

te
lli

ge
nc

e,
 e

tc
.

カ
ペ
ラ
社
は
、
小
型
衛
星
群
に
よ
る
衛
星
レ
ー
ダ
ー
画
像
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
同
社
の
衛
星
は
、
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
（

SA
R）
技
術
を
使
っ
て
画
像
を
撮
影
す
る

。
こ
の
技
術
に
よ
り
、
雲
や
暗
い
場
所
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
悪
天
候
や
光
の

状
態
に
左
右
さ
れ
ず
に
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
海
上
監
視

、
都
市
計
画

/地
図
作
成
、
生
活
パ
タ
ー
ン
の
研
究
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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 m
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sa
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ag
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rv
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t d

ev
el
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s 
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te
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r m
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el

lit
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ff
er
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es
s 
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 n
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r-

re
al

-t
im

e 
im

ag
er

y 
fr

om
 s

pa
ce

. I
t 

of
fe

rs
 s

yn
th

et
ic

 a
pe

rt
ur

e 
ra

da
r (

SA
R)

 in
st

ru
m

en
ts

, w
hi

ch
 c

an
 c

ap
tu

re
 im

ag
es

 th
ro

ug
h 

cl
ou

ds
, d

ar
kn

es
s,

 a
nd

 o
th

er
 o

bs
cu

rin
g 

el
em

en
ts

. T
he

 c
om

pa
ny

 a
ls

o 
pr

ov
id

es
 a

rt
ifi

ci
al

 
in

te
lli

ge
nc

e-
ba

se
d 

an
al

yt
ic

s 
so

lu
tio

ns
, i

nc
lu

di
ng

 o
bj

ec
t d

et
ec

tio
n,

 ta
rg

et
 tr

ac
ki

ng
, a

nd
 

ac
tiv

ity
 m

on
ito

rin
g.

 It
 h

as
 a

pp
lic

at
io

ns
 in

 tr
ad

e,
 e

xp
lo

ra
tio

n,
 re

lie
f e

ff
or

ts
, f

ar
m

in
g,

 
an

d 
en

vi
ro

nm
en

ta
l p

ro
te

ct
io

n.

AI
や
超
小
型
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
レ
ー
ダ
ー
超
小
型
衛
星

の
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
宇
宙
か
ら
の
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
画
像
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
提
供
す
る
。
雲
を
透
過
し
て
撮
影
で
き
る
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
（

SA
R）
装
置
を

提
供
。
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ov
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ar

th
 a

na
ly

tic
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Pa
lo
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SO
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N
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O
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O
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l I
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ig

ht
 p

ro
vi

de
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a 
de

ep
 le

ar
ni

ng
-p

ow
er

ed
 g

eo
sp

at
ia

l d
at

a 
pl

at
fo

rm
. T

he
 c

lo
ud

 
pl

at
fo

rm
 a

na
ly

ze
s 

sa
te

lli
te

-b
as

ed
 e

ar
th

 im
ag

er
y 

da
ta

 a
nd

 g
en

er
at

es
 m

ea
ni

ng
fu

l 
in

si
gh

t i
nt

o 
gl

ob
al

 e
co

no
m

ic
 tr

en
ds

. I
ts

 p
la

tf
or

m
 c

an
 b

e 
us

ed
 to

 in
ge

st
, p

ro
ce

ss
, 

cl
as

si
fy

 a
nd

 a
na

ly
ze

 a
ll 

th
e 

ty
pe

s 
of

 g
eo

sp
at

ia
l d

at
a 

at
 a

 m
as

si
ve

 s
ca

le
. T

ar
ge

t 
se

ct
or

s 
in

cl
ud

e 
re

ta
il,

 re
al

 e
st

at
e,

 a
gr

ic
ul

tu
re

, c
om

m
od

iti
es

, a
nd

 m
or

e.
 T

he
 c

lie
nt

s 
of

 
th

e 
co

m
pa

ny
 in

cl
ud

e 
AI

RB
U

S,
 T

HE
 W

O
RL

D 
BA

N
K,

 e
tc

.

オ
ー
ビ
タ
ル
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た
地
理
空
間
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ウ
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
衛

星
ベ
ー
ス
の
地
球
画
像
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
世
界
経
済
の
動
向
に
関
す
る
有
意
義
な
洞
察

を
生
み
出
し
ま
す
。
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
地
理
空
間
デ

ー
タ
を
大
規
模
に
取
り
込
み
、
処
理
、
分
類
、
分
析
す
る
た
め
に
使
用
で
き
ま
す
。
対
象

分
野
は
、
小
売
、
不
動
産
、
農
業
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
な
ど
で
す
。
顧
客
に
は
、

AI
RB

U
S、

T
HE

 W
O

RL
D 

BA
N

Kな
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

資
料

  公
衆
衛
生
危
機
管
理
に
お
け
る
空
間
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
調
査

92



15
Br

oa
dR

ea
ch

ht
tp
s:
//
br
oa
dr
ea
ch
co
rp
or
at
io
n.
co
m
/

Cl
ou

d-
ba

se
d 

an
al

yt
ic

s 
fo

r p
op

ul
at

io
n 

he
al

th
Th

e 
Re

pu
bl

ic
 o

f S
ou

th
 A

fr
ic

a

Br
oa

dR
ea

ch
 H

ea
lth

ca
re

 o
ff

er
s 

a 
cl

ou
d-

ba
se

d 
pl

at
fo

rm
 fo

r p
op

ul
at

io
n 

he
al

th
 

an
al

yt
ic

s.
 T

he
 B

ro
ad

Re
ac

h 
An

al
yt

ic
s 

pl
at

fo
rm

 c
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, d
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he
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 o
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ed

 p
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at

io
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he

 p
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ea
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m
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 d
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a,

 s
up
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n 
da
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m
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 d
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a,

 
be
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 a
nd
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ys
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 o

ff
er
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rt
s,

 a
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s,

 d
at

a 
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m
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el
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.

ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
チ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、
人
口
健
康
分
析
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
チ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
同
社
の
コ
マ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
政
府
、
ド
ナ
ー
機
関
、
民
間
企
業
が
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
人
々
の

健
康
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
デ
ー
タ
、
社
会
経
済
デ
ー
タ
、
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
、
調
査
な
ど
を
利
用
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
、
ア
ラ
ー
ト
、
デ
ー
タ
の
可
視
化
、
予
測

と
モ
デ
リ
ン
グ
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
人
口
衛
生
に
関
す
る
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。

16
M

et
ab

io
ta

ht
tp
s:
//
w
w
w
.m

et
ab
io
ta
.c
om

Ri
sk

 a
na

ly
tic

s 
to

 p
re

di
ct

 a
nd

 c
on

tr
ol

 e
pi

de
m

ic
 o

ut
br

ea
ks

Sa
n 

Fr
an

ci
sc

o
M

IN
IC

O
RN

M
et

ab
io

ta
 d

el
iv

er
s 

ac
tio

na
bl

e,
 d

at
a-

dr
iv

en
 in

si
gh

ts
 th

at
 h

el
p 

co
un

tr
ie

s,
 g

ov
er

nm
en

ts
 

an
d 

co
rp

or
at

io
ns

 m
an

ag
e 

an
d 

m
iti

ga
te

 in
fe

ct
io

us
 d
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 d
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M
et

ab
io

ta
は
、
国
や
政
府
、
企
業
が
感
染
症
を
管
理
・
軽
減
す
る
た
め
に
役
立
つ
実
用
的

な
デ
ー
タ
駆
動
型
の
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。

M
et

ab
io

ta
は
、
デ
ー
タ
分
析
を
用
い
た
病
原

体
の
発
見
、
病
気
の
検
出
、
脅
威
の
特
徴
づ
け
を
通
じ
て
、
感
染
症
の
脅
威
を
評
価
し
、

対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

17
Pi

xx
el

ht
tp
s:
//
w
w
w
.p
ix
xe
l.s
pa
ce

Pr
ov

id
er

 o
f s

at
el

lit
e 

ba
se

d 
Ea

rt
h 

im
ag

in
g 

so
lu

tio
ns

Ba
ng

al
or

e
M

IN
IC

O
RN

Pi
xx

el
 p

ro
vi

de
s 

sa
te

lli
te

-b
as

ed
 im

ag
in

g 
so

lu
tio

ns
. T

he
 c

om
pa

ny
 is

 d
ev

el
op

in
g 

co
ns

te
lla

tio
n 

of
 E

ar
th

-im
ag

in
g 

sm
al

l s
at

el
lit

es
 to

 p
ro

vi
de

 re
al

-t
im

e 
in

si
gh

ts
 to

 
m

on
ito

r a
gr

ic
ul

tu
re

, o
il 

&
 g

as
, c

lim
at

e,
 a

nd
 m

or
e.

Its
 c

on
st

el
la

tio
n 

of
 n

an
o 

sa
te

lli
te

s 
w

ill
 p

ro
vi

de
 e

ar
th

 im
ag

er
y 

on
 a

 d
ai

ly
 b

as
is

ピ
ク
セ
ル
は
、
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同

社
は
、
農
業
、
石
油
・
ガ
ス
、
気
候
な
ど
を
監
視
す
る
た
め
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
洞
察
を

提
供
す
る
地
球
画
像
小
型
衛
星
の
星
座
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
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 c
om

pa
ny
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ff

er
s 
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te
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s 
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r r
ed

-e
dg

e 
im

ag
er

y 
(a

t a
 re

so
lu

tio
n 
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 2

.5
-m

et
er
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nd

 s
w

at
h 

w
id

th
 o

f 6
0-

ki
lo

m
et

er
) f

or
 m

on
ito

rin
g 

th
e 

ve
ge

ta
tio

n 
on

 th
e 

ea
rt

h 
su

rf
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e.
 It

 is
 a

ls
o 

de
ve

lo
pi

ng
 a

 
co

ns
te

lla
tio

n 
of

 5
0 

sa
te

lli
te

s 
ea

ch
 w

ei
gh

in
g 

ne
ar

ly
 1

00
 k

gs
 in

 w
ei

gh
t. 

Th
e 

sa
te

lli
te

s 
w

ill
 o

pe
ra

te
 in

 a
 ra

ng
e 

of
 6

00
 k

ilo
m

et
er

s.

ア
ク
セ
ル
ス
ペ
ー
ス
は
、
地
球
画
像
収
集
の
た
め
の
超
小
型
衛
星
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

地
表
の
植
生
を
監
視
す
る
レ
ッ
ド
エ
ッ
ジ
画
像
（
解
像
度

2.
5m
、
観
測
幅

60
km
）
用
の
衛

星
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

1機
あ
た
り

10
0k

g近
い
重
量
の
衛
星
を

50
機
搭
載
す
る
コ

ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
中
で
あ
る
。
こ
の
衛
星
は

60
0k

m
の
範
囲
で
運
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。
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t d
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e 
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h 
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h 
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re
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 It

 
ca

te
rs

 to
 c

or
po

ra
tio

ns
, m

un
ic

ip
al

, s
ta

te
, a

nd
 n

at
io

na
l g

ov
er

nm
en

ts
.

衛
星
を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
地
球
観
測
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
高
解
像
度
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
地
球
を
撮
影
す
る
超
小
型
衛
星
を
開
発
・
配
備
し
て
い
ま
す
。
企
業
、

自
治
体
、
州
、
国
な
ど
の
政
府
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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d 
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 p
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di
se
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m
m
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 a
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n 
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se
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ch
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ro
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 c
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Bi
oD

ia
sp

or
a,

 d
ev

el
op

ed
 a

t S
t. 

M
ic

ha
el

's
 H

os
pi

ta
l, 

To
ro

nt
o.

 B
io

Di
as

po
ra

 m
od

el
s 

ho
w

 
in

fe
ct

io
us

 d
is

ea
se

s 
ca

n 
sp
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ad

 a
nd

 im
pa

ct
 p

op
ul
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lly
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y 
an

al
yz

in
g 

bi
g 

da
ta

 
su

ch
 a

s 
th

e 
an

nu
al
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ov

em
en

ts
 o

f m
or

e 
th

an
 3

 b
ill

io
n 

tr
av

el
er

s 
on

 c
om

m
er

ci
al

 
fli

gh
ts

; h
um

an
, a

ni
m

al
 a

nd
 in

se
ct

 p
op

ul
at

io
n 

da
ta

; c
lim

at
e 

da
ta

 fr
om

 s
at

el
lit

es
; a

nd
 

ne
w

s 
re

po
rt

s 
of

 d
is

ea
se

 o
ut

br
ea

ks
. T

he
 c

om
pa

ny
 o

ff
er

s 
th

ei
r i

ns
ig

ht
s 

to
 

G
ov

er
nm

en
ts

 a
nd

 b
us

in
es

se
s.

 H
or

iz
on

 V
en

tu
re

s 
an

d 
M

aR
S 

In
no

va
tio

ns
 h

av
e 

in
ve

st
ed

 
in

 th
e 

co
m

pa
ny

.

ブ
ル
ー
ド
ッ
ト
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
、
世
界
的
な
感
染
症
が
も
た
ら
す
リ
ス

ク
を
追
跡
・
分
析
し
ま
す
。
ト
ロ
ン
ト
の
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
病
院
で
開
発
さ
れ
た

Bi
oD

ia
sp

or
aと
い
う
学
術
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
商
業
部
門
で
す
。

Bi
oD

ia
sp

or
aは
、
年
間

30
億
人

を
超
え
る
民
間
航
空
機
の
旅
行
者
の
動
き
、
人
間
や
動
物
、
昆
虫
の
個
体
数
デ
ー
タ
、
人

工
衛
星
か
ら
の
気
候
デ
ー
タ
、
病
気
の
発
生
に
関
す
る
報
道
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
感
染
症
が
ど
の
よ
う
に
広
が
り
、
世
界
に
影
響
を
与
え
る
か
を
モ
デ
ル
化
し
て
い

ま
す
。
同
社
は
そ
の
知
見
を
政
府
機
関
や
企
業
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ho
riz

on
 

Ve
nt

ur
es
と

M
aR

S 
In

no
va

tio
ns
が
出
資
し
て
い
る
。
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e 
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 F
ea
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r p
ro

du
ct

s 
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ud

e 
Da

ta
 p

ip
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in
e 

(h
an

dl
es

 m
as

si
ve

 a
m

ou
nt

s 
of

 v
is

ua
l d

at
a 

fr
om

 a
ny

 s
en

so
rs

), 
Im

ag
e 

re
co

gn
iti

on
 (i

de
nt

ify
 im

po
rt

an
t i

nf
or

m
at

io
n 

bu
rie

d 
in

 v
is

ua
l d

at
a)

, a
nd

 P
at

te
rn

 
re

co
gn

iti
on

. T
he

 a
pp

lic
at

io
n 

in
cl

ud
es

 m
on

ito
rin

g 
of

 a
gr

ic
ul

tu
ra

l p
ro

du
ct

io
n,

 e
ne

rg
y 

in
fr

as
tr

uc
tu

re
, c

ity
 g

ro
w

th
, o

r e
nv

iro
nm

en
ta

l i
m

pa
ct

.

衛
星
画
像
の
た
め
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
製
品
の
特
徴
と

し
て
、
デ
ー
タ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
あ
ら
ゆ
る
セ
ン
サ
ー
か
ら
の
膨
大
な
視
覚
デ
ー
タ
を
処

理
）
、
画
像
認
識
（
視
覚
デ
ー
タ
に
埋
も
れ
た
重
要
な
情
報
を
特
定
）
、
パ
タ
ー
ン
認
識

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農
業
生
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
、
都
市
の
成
長
、
あ
る
い
は

環
境
負
荷
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
用
途
が
あ
る
。

22
Sy

ns
pe

ct
iv

e
ht
tp
s:
//
sy
ns
pe
ct
iv
e.
co
m
/

Pr
ov

id
er

 o
f c

lo
ud

 a
nd

 A
I-b

as
ed

 s
at

el
lit

e 
im

ag
in

g 
da

ta
Ko

to
 T

ok
yo

 Ja
pa

n
SO

O
N

IC
O

RN

Pr
ov

id
er

 o
f c

lo
ud

 a
nd

 A
I-b

as
ed

 s
at

el
lit

e 
im

ag
in

g 
da

ta
. I

t i
nt

eg
ra

te
s 

da
ta

 fr
om

 th
e 

sy
nt

he
tic

 a
pe

rt
ur

e 
ra

da
r s

at
el

lit
e 

co
ns

te
lla

tio
ns

 a
nd

 b
ig

 d
at

a 
so

ur
ce

s.
 It

 h
as

 
ap

pl
ic

at
io

ns
 in

 la
nd

 d
is

pl
ac

em
en

t m
on

ito
rin

g,
 fl

oo
d 

da
m

ag
e 

an
al

ys
is

, s
ol

ar
 p

ot
en

tia
l 

ar
ea

 m
ap

pi
ng

, a
nd

 fa
ci

lit
ie

s 
m

on
ito

rin
g.

ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
デ
ー
タ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
合
成
開
口
レ
ー
ダ
ー
衛

星
群
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
い
る
。
土
地
の
変
位
監
視
、
洪
水

被
害
解
析
、
太
陽
光
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
リ
ア
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
施
設
監
視
な
ど
に
応

用
さ
れ
て
い
る
。
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nc
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se

d 
da

ta
 p
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tf

or
m

 fo
r 

ae
ro
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e 
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ic

at
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ns
. I

t c
on

ne
ct

s 
to

 th
e 

da
ta

 s
tr

ea
m

s 
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om
 s

at
el

lit
es

, a
irp

la
ne

s,
 

dr
on

es
, o

r g
ro

un
d-

ba
se

d 
se

ns
or

s 
us

in
g 

si
gn

al
 p

ro
ce

ss
in

g 
AI

, m
ac

hi
ne

 le
ar

ni
ng

, a
nd

 
co

m
pu

te
r v

is
io

n 
al

go
rit

hm
s 

to
 p

ro
vi

de
 ri

sk
 m

iti
ga

tio
n 

an
d 

si
tu

at
io

na
l i

nt
el

lig
en

ce
 

so
lu

tio
ns

. E
na

bl
es

 to
 n

av
ig

at
e,

 a
na

ly
ze

, a
nd

 le
ve

ra
ge

 d
at

a 
fr

om
 e

ar
th

 a
nd

 s
pa

ce
. T

he
 

co
m

pa
ny

 a
ls

o 
pr

ov
id

es
 s

ol
ut

io
ns

 fo
r c

om
m

er
ci

al
, d

ef
en

se
, a

nd
 c

iv
il 

ap
pl

ic
at

io
ns

. I
ts

 
pa

rt
ne

rs
 in

cl
ud

e 
Di

gi
ta

lG
lo

be
, P

la
ne

t, 
N

AS
A,

 T
ec

hS
ta

rs
, a

nd
 N

VI
DI

A.

Sl
in

gs
ho

t 
Ae

ro
sp

ac
eは
、
航
空
宇
宙
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
人
工
知
能
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
ま
す
。
信
号
処
理

AI
、
機
械
学
習
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
使
用
し
て
、
衛
星
、
飛
行
機
、
ド
ロ
ー
ン
、
ま
た
は
地
上
の
セ
ン
サ
ー

か
ら
の
デ
ー
タ
ス
ト
リ
ー
ム
に
接
続
し
、
リ
ス
ク
軽
減
と
状
況
知
能
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
ま
す
。
地
球
と
宇
宙
か
ら
の
デ
ー
タ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
分
析
、
活
用
を
可
能

に
す
る
。
ま
た
、
商
業
、
防
衛
、
民
生
用
途
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、

Di
gi

ta
lG

lo
be
、

Pl
an

et
、

N
AS

A、
Te

ch
St

ar
s、

N
VI

DI
Aが
含
ま
れ
る

。
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s 
w
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 e
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e 

im
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e 
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ur

ch
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 c
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r s
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as
 s

pe
ci

al
 A

PI
s 

fo
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e 

da
ta

 u
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l i

n 
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 p
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lo

gy
 c
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 a
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 p
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 d
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ag

em
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nd
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ge
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 C

la
im

s 
to
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ss
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 c
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ct
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nd
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te
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d 
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r p
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n 

to
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is
e 
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rie

s 
A.

ア
ス
ト
ロ
デ
ジ
タ
ル
は
、

La
nd

sa
tお
よ
び

La
nd

m
ap

pp
er
の
衛
星
画
像
を
収
集
し
、
画
像
処

理
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
処
理
し
、
分
析
し
た
デ
ー
タ
を

AP
Iを
通
じ
て
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と

で
、
画
像
の
発
見
、
購
入
、
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
し
、
顧
客
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
業
計
画
に
役
立
つ

N
DV

I画
像
デ
ー
タ
の
た

め
の
特
別
な

AP
Iを
持
っ
て
い
ま
す
。
農
林
業
、
都
市
計
画
、
災
害
管
理
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど
の
分
野
で
活
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。
自
社
で
人
工
衛
星
を
建
設
・

打
ち
上
げ
中
で
、
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ

Aを
調
達
す
る
予
定
と
主
張
。
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nd

 d
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se

.

オ
ー
ビ
タ
ル
・
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
は
、
宇
宙
を
利
用
し
た
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
画
像
お
よ

び
解
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
商
業
お
よ
び
防
衛
の
両
ユ
ー
ザ
ー
の
た

め
に
、
比
類
の
な
い
迅
速
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
監
視
サ
ー
ビ
ス
を
地
球
規
模
で
実
現
す
る
た
め

に
、
顧
客
資
産
の
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
を
日
々
取
得
す
る
衛
星
群
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
各
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
化
学
的
指
紋
を
分
析
し
、
規
制
遵
守
、
漏
出
防
止
、
検
出
、

ス
ペ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
監
視
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
独
自
の
ハ
イ
パ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
技
術
と
、
可
視
光
か
ら
ス
ペ
ク
ト
ル
バ
ン
ド
を
キ
ャ
プ
チ
ャ
す
る
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
油
・
ガ
ス
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱

業
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
イ
ン
フ
ラ
、
農
業
、
防
衛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
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ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
通
信
衛
星
や
地
球
観
測
衛
星
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
件
、
時
間
枠
の
収
集
、
投
資
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
衛
星
ア
ク
セ
ス
オ
プ
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
ユ
ー
ザ
ー
は
複
数
の
場
所
の
高

解
像
度
光
学
お
よ
び
レ
ー
ダ
ー
衛
星
画
像
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

衛
星
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
分
析
者
向
け
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
提

供
し
、
最
新
の
情
報
で
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
迅
速
化
し
ま
す
。
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様
々
な
業
界
向
け
に

AI
と
衛
星
を
利
用
し
た
画
像
処
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思

決
定
の
た
め
の
衛
星
デ
ー
タ
の
検
索
、
ア
ク
セ
ス
、
分
析
、
可
視
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
提
供
し
て
い
る
。
提
供
す
る
の
は
、
衛
星
画
像
、
分
析
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
サ

イ
ト
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
ど
。
ま
た
、
社
会
経
済
、
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
、
健
康
、
教
育

、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
指
標
を
提
供
し
て
い
る
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.

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
機
能
に
は
、
分
析
、
リ
ス
ク
層
別
化
、
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
お
よ
び
会
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
複
数
の
ソ
ー
ス
か
ら
の
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
品
質
指
標
に
適
用
し
、
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
洞
察
を
提
供
し
ま
す
。
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ク
ラ
ウ
ド
と

AI
を
活
用
し
た
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
ク
ラ
ウ
ド
、

AI
、
マ

ル
チ
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
衛
星
の
自
律
的
な
タ
ス
ク
処
理
に
よ
り
、
全
球

観
測
、
衛
星
通
信
、
準
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
画
像
処
理
を
可
能
に
す
る
。
防
衛
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
建
設
、
自
然
災
害
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、
気
候
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
分
野
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。
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ジ
オ
ス
ペ
ー
シ
ャ
ル
社
は
、
地
球
観
測
画
像
を
提
供
す
る
企
業
で
す
。
地
球
観
測
衛
星
の

パ
ー
ト
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
を
入
手
し
、
地
球
画
像
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
金
融
・
保
険
業
界
向
け
に
、
経
済
活
動
や
資
産
活
動
の
監
視
・
分
析
を
支
援
す

る
。

Tr
af

fic
In

si
gh

ts
は
、
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
製
品
の

1つ
で
、
小
売
活

動
に
関
す
る
洞
察
を
収
集
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
モ
ー
ル
、
金
融
機
関
に
提
供
し
て
い
ま
す

。
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AI
を
活
用
し
た
地
理
空
間
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
と
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
衛

星
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
デ
ー
タ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
＆

AI
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
イ
ン
サ
イ
ト
を
提
供

す
る
。
森
林
火
災
の
監
視
、
土
地
計
画
、
環
境
保
護
、
石
油
・
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
監

視
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
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Bi
os

pa
tia

l社
は
、
健
康
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
機
械
学
習
を
使

用
し
て
、
健
康
上
の
症
状
や
集
団
の
異
常
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。
同
社
は
、

デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
た
め
に

HI
PP

Aに
準
拠
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
し
て
い
る

。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
・
閲
覧
す
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

を
提
供
す
る
。
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fie
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 d
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.

衛
星
画
像
処
理
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
。
低
軌
道
衛
星
の
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

利
用
し
て
、
地
球
上
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
場
所
を
映
し
出
す
リ
ア
ル
タ
イ
ム
お
よ
び
オ
ン
デ

マ
ン
ド
の
ビ
デ
オ
ス
ト
リ
ー
ム
を
提
供
す
る
衛
星
画
像
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
す
。

各
衛
星
は
、
独
立
操
縦
可
能
な

4台
の
望
遠
鏡
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
お
り
、
そ
の
映
像
を
特

許
取
得
済
み
の
エ
ッ
ジ
処
理
シ
ス
テ
ム
に
送
り
込
み
、

1ピ
ク
セ
ル
あ
た
り

1メ
ー
ト
ル
の

解
像
度
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
知
能
を
利
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
の
品

質
を
高
め
て
い
ま
す
。
政
府
機
関
、
防
衛
機
関
、
情
報
機
関
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、

違
法
漁
業
の
監
視
、
農
作
物
の
健
康
状
態
の
確
認
、
自
然
災
害
の
監
視
な
ど
の
分
野
で
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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 c
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te
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t c

at
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, p
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er
, a

nd
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m

ot
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e 
in

du
st

rie
s.

気
候
リ
ス
ク
を
予
測
す
る

AI
対
応
地
理
空
間
解
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
衛
星
画
像

ベ
ー
ス
の
予
測
、
気
象
フ
ォ
レ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
電
力
シ
ス
テ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を

提
供
。
ノ
ー
コ
ー
ド
解
析
、
画
像
解
析
、
学
習
済
み

AI
モ
デ
ル
、
カ
ス
タ
ム
ツ
ー
ル
な
ど
の

機
能
を
持
つ
。
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ク
ラ
ウ
ド
技

術
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
天
然
資
源
、
電
力
、
保
険
、
自
動
車
業

界
を
対
象
と
し
て
い
る
。
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 c
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, d
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op

 
re
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ds

. C
lie

nt
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cl

ud
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Pe
nl

yE
st

at
e,

 d
oT

ER
RA

, S
pr

in
t, 

EE
SA

 a
nd

 m
or

e.

デ
ィ
ー
プ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
は
、

AI
を
活
用
し
た
作
物
検
出
・
監
視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
園
の
土
壌
水
分
、
作
物
の
変
動
、
灌
漑
を
監
視
し
、
分
析
レ
ポ
ー
ト

を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
や
食
品
加
工
会
社
が
、
畑
＆
森
林
、
土
地
利
用
の
変
化
、
森
林
伐
採
、
作
物
再

生
の
傾
向
を
監
視
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
す
。

Pe
nl

yE
st

at
e、

do
TE

RR
A、

Sp
rin

t、
EE

S
Aな
ど
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
ま
す
。
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Tr
an

sf
or

m
in

g 
Sy

st
em

sは
、
人
口
健
康
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
最
適
化
す
る
た
め
の
予
測
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
か
ら
問
題
の
原
因
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
検
出

し
、
よ
り
良
い
解
決
策
を
最
適
化
す
る
「

SH
RE

W
D 

Re
si

lie
nc

e」
、
組
織
に
不
具
合
を
監
視
す
る
「

SH
RE

W
D 

St
ra

te
gi

c」
、
管
理
計
画
を
削
減
し
代
替
策
を
提
供
す
る
「

SH
RE

W
D 

Es
ca

la
tio

n」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
が
近
く
の
ヘ
ル
プ
を
検
索
す
る
た
め
の

S
HR

EW
D 

W
ai

tL
es

sも
提
供
し
て
い
ま
す
。
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ユ
ー
ザ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
。
デ
ジ
タ
ル
公
衆
衛
生
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ス
ク
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
実

用
的
な
イ
ン
サ
イ
ト
を
作
成
す
る
た
め
に
公
共
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
機
械
学
習
技
術
を
使
用
し
て
、
リ
ス
ク
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
と
行
動
修
正
メ
ッ
セ
ー
ジ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
ま
す
。
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nd
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s.

ス
タ
デ
ィ
オ
マ
ッ
プ
は
、
地
理
空
間
デ
ー
タ
を
統
合
、
保
存
、
分
析
、
可
視
化
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
企
業
で
す
。
人
工
知
能
を
ジ
オ
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
と
地
理
空
間
デ
ー
タ
に
応
用
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
輸
送

・
物
流
、
観
光
・
文
化
遺
産
、
不
動
産
、
農
業
、
領
土
・
天
然
資
源
管
理
、
健
康
、
社
会

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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m
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m
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.

Du
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in

O
pe

n 
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p 
of

fe
rs

 s
of

tw
ar

e 
so

lu
tio

ns
 a

nd
 s

er
vi

ce
s 

fo
r h

ea
lth

ca
re

 s
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to
r. 

So
lu

tio
ns
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ud

e 
eH

ea
lth

 P
la

tf
or

m
, h

ea
lth

ca
re

 a
na

ly
tic

s 
&

am
p;

 m
ap

pi
ng

. O
pe

nA
pp

 R
eg

is
tr

y 
is

 
an

 o
pe

n 
so

ur
ce

 p
la

tf
or

m
 fo

r d
ev

el
op

in
g 

dr
ug

, p
at

ie
nt

 a
nd

 d
is

ea
se

 re
gi

st
rie

s.
 It

 
su

pp
or

ts
 s

ec
ur

e 
on

lin
e 

co
lle

ct
io

n,
 re

po
rt

in
g,

 s
ha

rin
g 

an
d 

an
on

ym
iz

at
io

n 
of

 a
 

di
se

as
e’

s 
da

ta
se

t. 
U

se
rs

 c
an

 s
et

 u
p 

ro
le

-b
as

ed
 m

ul
ti-

us
er

 a
cc

es
s.

 It
s 

O
pe

nA
pp

 
An

al
yt

ic
s 

pl
at

fo
rm

 p
ro

vi
de

s 
re

al
-t

im
e 

he
al

th
 in

te
lli

ge
nc

e 
fo

r o
pt

im
um

 h
ea

lth
ca

re
 

m
an

ag
em

en
t. 

It 
al

so
 h

ar
ne

ss
 a

 s
ui

te
 o

f t
ec

hn
ol

og
ie

s 
an

d 
ex

pe
rie

nc
e 

in
 c

re
at

in
g 

G
eo

gr
ap

hi
c 

In
fo

rm
at

io
n 

Sy
st

em
s 

th
at

 a
llo

w
 th

ei
r c

lie
nt

s 
to

 c
ap

tu
re

, a
na

ly
se

 a
nd

 
pr

es
en

t s
pa

tia
l i

nf
or

m
at

io
n.

O
pe

n 
Ap

pは
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
向
け
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

eH
ea

lth
 

Pl
at

fo
rm
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

O
pe

nA
pp

 
Re

gi
st

ry
は
、
医
薬
品
、
患
者
、
疾
患
の
レ
ジ
ス
ト
リ
を
開
発
す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
疾
病
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
の
安
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
収
集
、
報
告

、
共
有
、
匿
名
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
マ
ル
チ
ユ
ー

ザ
ー
ア
ク
セ
ス
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
pe

nA
pp

 
An

al
yt

ic
sプ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
最
適
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
管
理
の
た
め
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

ヘ
ル
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関

す
る
一
連
の
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、
顧
客
が
空
間
情
報
を
取
得
、
分
析
、
表
示
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
ま
す
。
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G
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 It
 h
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 d
at
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e 
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 d
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s,
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te
, h
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lth
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s,
 e

tc
. i

n 
U

S 
an

d 
pr

ov
id

es
 in

si
gh

ts
. I

t a
ls

o 
al

lo
w

s 
th

e 
us

er
 to

 
do

w
nl

oa
d 

th
e 

da
ta

 fo
r r

es
ea

rc
h,

 m
ap

pi
ng

 a
nd

 p
re

se
nt

at
io

n 
to

ol
s.

 T
he

 p
la

tf
or

m
 h

as
 

ap
pl

ic
at

io
n 

in
 m

ul
tip

le
 a

re
as

 in
cl

ud
in

g 
ac

ad
em

ic
s,

 g
ov

er
nm

en
t, 

co
m

m
er

ci
al

, f
in

an
ce

, 
he

al
th

, a
nd

 n
on

-p
ro

fit
 o

rg
an

iz
at

io
ns

. I
ts

 c
us

to
m

er
s 

in
cl

ud
e 

Br
ow

n 
U

ni
ve

rs
ity

, U
SD

A,
 

Ci
ti,

 M
ac

 A
rt

hu
r F

ou
nd

at
io

n,
 F

irs
t A

m
er

ic
an

, e
tc

.

Po
lic

yM
ap
は
、

G
IS
マ
ッ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
米
国
の
人
口
統
計
、
不
動

産
、
健
康
、
雇
用
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持
ち
、
洞
察
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
調
査
や
地
図
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
学
術
、
政
府
、
商

業
、
金
融
、
健
康
、
非
営
利
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ウ
ン
大
学
、
米
国
農
務
省
、
シ
テ
ィ
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
メ
リ

カ
ン
な
ど
が
顧
客
に
含
ま
れ
る
。
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 c
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r v
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s.

 It
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ff
er
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a 
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rm
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 g

at
he

r, 
de

te
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, m
an

ag
e,

 v
is

ua
liz

e,
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nd
 a
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ze
 g

eo
sp

at
ia

l d
at

a 
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r 
de

ci
si

on
-m

ak
in

g.
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s 
of

fe
rin

g 
in

cl
ud

es
 a

pp
lic

at
io

ns
 fo

r v
is

ua
liz

at
io

n,
 m

ap
pi

ng
, a

nd
 

na
rr

at
io

n.
 It

 u
se

s 
cl

ou
d 

te
ch

no
lo

gy
 to

 m
an

ag
e 

da
ta

 a
s 

w
el

l a
s 

AI
 te

ch
no

lo
gy

 to
 

pr
oc

es
s 

da
ta

. I
t a

ls
o 

of
fe

rs
 s

er
vi

ce
s 

su
ch

 a
s 

co
ns

ul
ta

nc
y 

an
d 

de
ve

lo
pm

en
t s

er
vi

ce
s.

 It
 

ca
te

rs
 to

 tr
an

sp
or

ta
tio

n,
 g

ov
er

nm
en

t, 
m

in
in

g,
 h

ea
lth

, e
du

ca
tio

n,
 a

gr
ic

ul
tu

re
, a

nd
 

en
te

rt
ai

nm
en

t i
nd

us
tr

ie
s.

様
々
な
業
界
向
け
に

AI
と
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提

供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
検
出
、
管
理
、
可
視
化
、
分
析
の

た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
提
供
す
る
の
は
、
可
視
化
、
マ
ッ
ピ
ン

グ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
使
用
し
て

デ
ー
タ
を
管
理
し
、

AI
技
術
を
使
用
し
て
デ
ー
タ
を
処
理
し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
や
開
発
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
交
通
、
政
府
、
鉱
業
、

健
康
、
教
育
、
農
業
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
の
業
界
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
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l d
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 p
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 (s
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 m
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l d
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lu
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er
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 (s

of
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e 
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 d

et
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n 
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d 

an
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ys
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f e

ve
nt

 c
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st
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s)
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nd
 B
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nd

ar
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ee
r (

so
ft

w
ar

e 
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r t
he

 
de

te
ct

io
n 

an
d 

an
al

ys
is

 o
f g

eo
gr

ap
hi

c 
bo

un
da

rie
s)

. T
he
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om

pa
ny

 c
la

im
s 

to
 h

av
e 

co
lla

bo
ra

te
d 

w
ith

 m
ul

tip
le

 p
eo

pl
e 

fr
om

 fe
de
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l a

nd
 s

ta
te

 g
ov

er
nm

en
ts

, n
at

io
na

l a
nd

 
in

te
rn

at
io

na
l a

ca
de

m
ic

 in
st

itu
tio

ns
, a

nd
 p

riv
at

e 
se

ct
or

s 
fo

r r
es

ea
rc

h 
an

d 
de

ve
lo

pm
en

t p
ur

po
se

s.
 A

s 
of

 Ju
ly

 2
01

8,
 th

e 
co

m
pa

ny
 is

 w
or

ki
ng

 o
n 

ac
tiv

e 
re

se
ar

ch
 

pr
oj

ec
ts

 fu
nd

ed
 b

y 
th

e 
N

at
io

na
l I

ns
tit

ut
es

 o
f H

ea
lth

.

Bi
oM

ed
w

ar
eは
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
向
け
に
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
可
視
化
お
よ
び
解
析
の

た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
製
品
群
に
は
、

Sp
ac

eS
ta

t（
時
空
間
デ
ー

タ
の
可
視
化
・
分
析
・
モ
デ
リ
ン
グ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
、

Cl
us

te
rS

ee
r（
イ
ベ
ン

ト
ク
ラ
ス
タ
ー
の
検
出
と
分
析
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
、

Bo
un

da
ry

Se
er
（
地
理
的
境

界
の
検
出
と
分
析
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
が
含
ま
れ
ま
す
。
同
社
は
、
研
究
開
発
の

た
め
に
、
連
邦
政
府
や
州
政
府
、
国
内
外
の
学
術
機
関
、
民
間
企
業
の
複
数
の
関
係
者
と

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

20
18
年

7月
現
在
、
同
社
は
米
国
国
立
衛
生
研

究
所
か
ら
資
金
提
供
を
受
け
、
活
発
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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at
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 c
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 a
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ce
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ce
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til
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nd

 
re

so
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ce
s 
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du

st
rie

s.

様
々
な
産
業
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
衛
星
画
像
を
提
供
す
る
。
地
球
画
像
の
可
視
化

、
監
視
、
分
析
を
可
能
に
す
る
。
地
球
の
温
度
や
植
生
の
健
康
状
態
を
監
視
し
、
土
地
の

変
化
を
検
知
し
て
気
候
変
動
を
分
析
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
農
業
、
金
融
、
保
険
、
公
共
事
業
、
資
源
産
業
な
ど
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
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 c
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m
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s 
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m
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 d
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s,

 s
ite
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xp
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re

rs
, w
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kf

or
ce

 e
xp
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re

rs
, a

nd
 tr

ai
ni

ng
.

健
康
産
業
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
可
視
化
お
よ
び
分
析
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
健
康
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
検
索
、

分
析
、
可
視
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

G
IS
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
、
地
理
空
間
分
析
、
統
計
分
析
、
研
究
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
の

ツ
ー
ル
を
提
供
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
、
サ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ

、
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ス
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
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 c
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ca

tio
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ge

nc
e 
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at
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rm

 fo
r 

va
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us
 in

du
st
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s

Ba
ng

al
or

e 
In
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a

Pr
ov

id
er

 o
f a

 c
lo

ud
-b

as
ed

 lo
ca

tio
n 

in
te

lli
ge

nc
e 

pl
at

fo
rm

 fo
r v

ar
io

us
 in

du
st

rie
s.

 It
 

of
fe

rs
 s

of
tw

ar
e 

to
 g

at
he

r, 
ac

ce
ss

, m
on

ito
r, 

pr
oc

es
s,

 a
na

ly
ze

, v
is

ua
liz

e,
 a

nd
 m

an
ag

e 
ge

os
pa

tia
l d

at
a 

fo
r d

ec
is

io
n-

m
ak

in
g.

 It
s 

of
fe

rin
g 

in
cl

ud
es

 lo
ca

tio
n 

st
ra

te
gi

es
, 

an
al

ys
is

, b
us

in
es

s 
in

si
gh

ts
, r

es
ou

rc
e 

tr
ac

ke
rs

, a
nd

 re
so

ur
ce

 ro
ut

er
s.

 It
 c

at
er

s 
to

 
fin

an
ce

, h
os

pi
ta

lit
y,

 h
ea

lth
, t

ra
ns

po
rt

at
io

n,
 a

nd
 d

el
iv

er
y 

in
du

st
rie

s.

様
々
な
業
界
向
け
に
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
提
供
。
意
思
決
定
の
た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
監
視

、
処
理
、
分
析
、
可
視
化
、
管
理
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
提
供
。
位
置
情
報
戦
略
、

分
析
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
サ
イ
ト
、
リ
ソ
ー
ス
ト
ラ
ッ
カ
ー
、
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
タ
ー
な
ど
を

提
供
。
金
融
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
健
康
、
輸
送
、
配
送
な
ど
の
業
界
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
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m
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ov
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 a
 p
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m
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r s

at
el

lit
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im
ag

e 
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oc
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ng

 s
ol

ut
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m
br

id
ge

Av
en

tio
r p

ro
vi

de
s 

a 
pl

at
fo

rm
 fo

r s
at

el
lit

e 
im

ag
e 

pr
oc

es
si

ng
 s

ol
ut

io
ns

. I
t h

as
 it

s 
in

-
ho

us
e 

pl
at

fo
rm

 th
at

 u
se

s 
ad

va
nc

ed
 d

ee
p 

le
ar

ni
ng

 te
ch

ni
qu

es
 e

m
be

dd
ed

 w
ith

 
co

m
pu

te
r v

is
io

n 
ap

pl
ic

at
io

ns
 to

 p
ro

vi
de

 in
si

gh
ts

 fr
om

 s
at

el
lit

e 
im

ag
es

. I
t e

na
bl

es
 

or
ga

ni
za

tio
ns

 to
 b

ui
ld

 s
ol

ut
io

ns
 b

as
ed

 o
n 

ob
je

ct
 d

et
ec

tio
n/

id
en

tif
ic

at
io

n 
an

d 
ob

je
ct

 
liv

e 
tr

ac
ki

ng
. I

ts
 a

pp
lic

at
io

ns
 in

cl
ud

e 
bu

ild
in

gs
 d

et
ec

tio
n;

 s
po

rt
-f

ac
ili

tie
s 

de
te

ct
io

n;
 

m
ar

iti
m

e 
su

rv
ei

lla
nc

e;
 v

eh
ic

le
 d

et
ec

tio
n;

 a
irc

ra
ft

 d
et

ec
tio

n;
 u

rb
an

 m
on

ito
rin

g,
 

pl
an

ni
ng

 &
 tr

ac
ki

ng
 in

fr
as

tr
uc

tu
re

 g
ro

w
th

. I
t's

 o
th

er
 p

ro
du

ct
s 

in
cl

ud
e 

DR
IP

 i.
e.

 a
 li

fe
 

sc
ie

nc
es

 d
at

a 
pr

oc
es

si
ng

 p
la

tf
or

m
 a

nd
 C

PV
 A

ut
om

at
io

n 
i.e

. l
ife

 s
ci

en
ce

s 
co

m
pl

ia
nc

e 
pr

oc
es

s 
au

to
m

at
io

n 
pl

at
fo

rm
.

Av
en

tio
rは
、
衛
星
画
像
処
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
衛
星
画
像
か
ら
洞
察
を
得
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
組
み
込
ま
れ
た
高
度
な
深
層
学
習
技
術
を
使
用
す
る
自
社
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
は
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
出

/識
別
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の

ラ
イ
ブ
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
基
づ
く
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
用
途
は
、
建
物
検
出
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
検
出
、
海
上
監
視
、
車
両
検
出
、
航
空
機
検
出

、
都
市
監
視
、
計
画
、
イ
ン
フ
ラ
成
長
の
追
跡
な
ど
で
す
。
そ
の
他
、

DR
IP
（
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
や

CP
V 

Au
to

m
at

io
n（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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 o
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s.
 It

 e
na

bl
es
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se

rs
 to

 c
ol

le
ct

, a
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es
s,

 p
ro

ce
ss

, a
na

ly
ze

, v
is

ua
liz

e,
 a

nd
 m

an
ag

e 
ge

os
pa

tia
l d

at
a 

fo
r d

ec
is

io
n-

m
ak

in
g.

 It
s 

of
fe

rin
g 

in
cl

ud
es

 d
at

a 
m

in
in

g 
to

ol
s,

 o
bj

ec
t 

re
co

gn
iti

on
, G

IS
 s

er
ve

rs
, d

at
a 

an
al

ys
is

, a
nd

 d
at

a 
m

od
el

s.
 It

 a
ls

o 
of

fe
rs

 s
er

vi
ce

s 
su

ch
 

as
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 te

ch
ni

ca
l s

up
po

rt
s.

 It
 c

at
er

s 
to

 h
ea

lth
, a

gr
ic

ul
tu

re
, a

nd
 g

ov
er

nm
en

t 
in

du
st

rie
s.

様
々
な
業
界
向
け
に
地
理
空
間
人
工
知
能
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
意
思
決
定
の

た
め
の
地
理
空
間
デ
ー
タ
の
収
集
、
ア
ク
セ
ス
、
処
理
、
分
析
、
可
視
化
、
管
理
を
可
能

に
す
る
。
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
認
識
、

G
IS
サ
ー
バ
ー
、
デ
ー
タ

分
析
、
デ
ー
タ
モ
デ
ル
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
技
術
サ
ポ

ー
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康
、
農
業
、
政
府
機
関
向
け
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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, d
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m
ap

pi
ng
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er
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s
M

el
bo

ur
ne

 A
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tr
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ia

G
ap

M
ap

s 
pr

ov
id

es
 w

eb
-b

as
ed

 n
et

w
or

k 
st

ra
te

gy
, d

em
og

ra
ph

ic
 a

nd
 m

ap
pi

ng
 s

er
vi

ce
s.

 
It 

us
es

 d
em

og
ra

ph
ic

, g
ov

er
nm

en
t a

nd
 in

du
st

ry
 d

at
a 

to
 p

ro
vi

de
 in

si
gh

ts
 th

ro
ug

h 
its

 
m

ap
pi

ng
 p

la
tf

or
m

. I
t p

ro
vi

de
s 

its
 s

er
vi

ce
s 

to
 m

ul
tip

le
 s

ec
to

rs
 in

cl
ud

in
g 

re
st

au
ra

nt
s,

 
ba

nk
in

g,
 h

ea
lth

 a
nd

 m
ed

ic
al

, f
itn

es
s,

 a
ut

om
ot

iv
e,

 p
ro

pe
rt

y 
m

an
ag

em
en

t, 
et

c.

G
ap

M
ap

sは
、
ウ
ェ
ブ
ベ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
、
人
口
統
計
学
、
地
図
作
成
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
人
口
統
計
、
政
府
機
関
、
産
業
界
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
マ

ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
イ
ン
サ
イ
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ

ン
、
銀
行
、
健
康
・
医
療
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
自
動
車
、
不
動
産
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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I-e
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ov
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f A

I-e
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m
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e 
se
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pr
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t e
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us

er
s 

to
 c

ol
le

ct
, a

na
ly

ze
, a

nd
 v

is
ua

liz
e 

sa
te

lli
te

 d
at

a.
 It

 is
 a

pp
lic

ab
le

 fo
r s

af
et

y 
m

on
ito

rin
g,

 ro
ut

e 
m

ap
pi

ng
, d

is
as

te
r m

an
ag

em
en

t m
on

ito
rin

g,
 re

so
ur

ce
 s

ea
rc

hi
ng

, 
an

d 
3D

 m
od

el
in

g.
 It

 c
at

er
s 

to
 a

gr
ic

ul
tu

re
, p

ow
er

, e
ne

rg
y,

 tr
an

sp
or

ta
tio

n,
 a

nd
 

go
ve

rn
m

en
t i

nd
us

tr
ie

s.

AI
を
活
用
し
た
企
業
向
け
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
提
供
。
衛
星
デ
ー
タ
の
収
集

、
分
析
、
可
視
化
を
可
能
に
す
る
。
安
全
監
視
、
路
線
図
作
成
、
防
災
監
視
、
資
源
探
索

、
3D
モ
デ
リ
ン
グ
に
適
用
可
能
。
農
業
、
電
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通
、
政
府
産
業
な
ど

に
対
応
す
る
。
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W
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ra

ck
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at
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 c
on

su
lti

ng
, a

nd
 te
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ca
te

rs
 to

 h
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lth
, a

gr
ic

ul
tu

re
, a

nd
 re

ta
il 

in
du

st
rie

s.

様
々
な
産
業
向
け
に
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
の

G
IS
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
。
屋
内
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
、
画
像
処
理
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
を
提
供
す
る
。
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
に
は

W
iF

iと
Bl

ue
to

ot
hの
技
術
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
設
計
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
技
術
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
健
康
、

農
業
、
小
売
業
界
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
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at
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ra
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pm

en
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 s
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iz
in
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in
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es
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ng

 
an

d 
an

al
ys

is
, c

om
pu

te
r v

is
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d 
as

so
ci

at
ed

 a
lg

or
ith

m
s.

 T
he

 m
ai

n 
pr

od
uc

ts
 o

f 
G

eo
Sp

ot
X 

ar
e 

St
re

et
 3

60
 a

nd
 S

po
tX

Se
rv

er
. S

tr
ee

t 3
60

 is
 a

n 
au

to
no

m
ou

s 
sy

st
em

 fo
r 

vi
su

al
 m

ap
pi

ng
. T

he
 s

ys
te

m
 a

llo
w

s 
ph

ot
og

ra
ph

in
g 

an
d 

m
ap

pi
ng

 o
f a

n 
ar

ea
 a

nd
 th

en
 

di
sp

la
ys

 p
an

or
am

ic
 v

is
ua

ls
 o

f t
he

 a
re

a 
as

 a
n 

ad
di

tio
na

l l
ay

er
 o

f t
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 d
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ita
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ap
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Sp
ot

XS
er

ve
r i

s 
a 

lo
ca

tio
n 

an
d 

m
on

ito
rin

g 
G

PS
 s

ys
te

m
s.

G
eo

Sp
ot

Xは
、
高
度
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
提
供
し
、
画
像
処
理
と
分
析
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
連
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
特
化
し
た
、
幅
広
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

G
eo

Sp
ot

Xの
主
な
製
品
は
、

St
re

et
 

36
0と

Sp
ot

XS
er

ve
rで
す
。

St
re

et
 

36
0は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
た
め
の
自
律
型
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

、
あ
る
エ
リ
ア
の
写
真
撮
影
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
追
加
レ
イ
ヤ

ー
と
し
て
そ
の
エ
リ
ア
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Sp
ot

XS
er

ve
rは
、
位
置
情
報
お
よ
び
監
視
用

G
PS
シ
ス
テ
ム
で
す
。
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様
々
な
業
界
向
け
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
提
供
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

、
G

IS
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
意
思
決
定
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
製
品
に
は
、
洞
察
や
影
響
、
マ
ッ
プ
ビ
ュ
ー
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
健
康
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
農
業
、
教
育
な
ど
の
業
界
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
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 瓶
 直

 子
・

 駒
 形

 
修
・

 小
 林

 睦
 生
・

 望
 月

 貫
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 郎
梶

 原
 徳

 昭
・

 斎
 藤

 康
 秀
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 哲
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d
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日
本

 住
 血

 吸
 虫

 症
 撲

 滅
 対

 策
 終

 了
 後

 の
 ミ
ヤ

 イ
 リ
ガ

 イ
 

の
 生

 息
動

 向
調

 査
 法

 の
 開

 発
Ja

pa
n

-
W

at
er

 R
es

ou
rc
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nd
 G

IS
(1

) R
is

k 
M

an
ag
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en

t f
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 W
at

er
 R
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e 

Se
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in
 th

e 
As
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n 

M
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Re

gi
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St
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y 
of

 p
os
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bl

e 
ris

k 
in

di
ca

tio
n 

un
de

r e
ff

ec
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e 
bu

dg
et

 in
 K

of
u 

ar
ea

水
資
源
と

G
IS

①
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
に
お
け
る
水
資
源
の
安
全
性
に
関
わ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト 　
甲
府
地
区
に
お
け
る
実
効
的
な
予
算
下
で
可
能
な
リ
ス
ク
表
示
の
研
究
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1.
pd

f
G

IS
を
用
い
た
メ
コ
ン
流
域
に
お
け
る
飲
用
水
起
因
下
痢
症

リ
ス
ク
評
価

Ja
pa

n
By
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ng
 G

IS
, a

 ri
sk

 a
ss
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sm

en
t m

od
el

 w
as

 d
ev
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ed
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ct
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 n
o 

fie
ld
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w
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 c
on

du
ct

ed
.

G
IS
を
利
用
す
る
事
に
よ
り
、
実
地
調
査
を
し
な
か
っ
た
地
域
に
対
し
て
も
、
飲
料
水
の
種

類
と
微
生
物
汚
染
状
況
を
予
測
し
飲
用
水
摂
取
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
を
算
出
す
る
リ
ス
ク

評
価
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
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Di
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県
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か
ら
の
距
離
と
高
血
圧
症
の
関
係
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.

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
活
用
し
て
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
人
口
密
集
地
と

分
析
対
象
者
の
距
離
を
算
出
し
、
遺
伝
素
因
や
生
活
習
慣
に
示
さ
れ
る
「
ど
の
よ
う
な
個

人
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
議
論
に
加
え
て
、
「
ど
の
よ
う
な
場
所
に
居
住
し
て
い
る
の
か

」
と
い
う
居
住
環
境
が
高
血
圧
に
及
ぼ
す
影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
研
究
。
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厚
生
労
働
科
学
研
究
補
助
金
健
康
科
学
総
合
研
究
事
業
「
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
環
境

と
そ
の
整
備
状
況
の
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
」
（
主
任
研
究
者
：
下
光
輝
一
）
の
分
担

研
究
「
住
環
境
を
考
慮
し
た
歩
行
支
援
環
境
（

W
al

ka
bi

lit
y）
に
関
す
る
研
究
」
（
分
担
研

究
者
：
村
山
祐
司
）
で
は
歩
行
環
境
に
関
す
る
様
々
な
指
標
を

G
IS
を
用
い
て
総
合
的
か
つ

定
量
的
に
分
析
し
，
つ
く
ば
市
中
心
部
に
お
け
る

W
al

ka
bi

lit
yを
考
察
し
ま
し
た
．
こ
の
研

究
成
果
を
国
土
地
理
院
が
提
供
す
る
電
子
国
土
を
用
い
て
公
開
し
て
い
ま
す
．
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20
30

 年
ま
で
に
化
石
燃
料
の
使
用
を
止
め
る
こ
と
、
そ
し
て

 2
05

0 
年
ま
で
に
気
候
変
動
に
対
応
す
る
こ
と
を
誓
い
、
こ
の

 1
0 

年
間
で
ウ
プ
サ
ラ
市
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ウ

プ
サ
ラ
気
候
プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
局
所
的
な
パ
リ
協
定
の
よ
う
に
機
能
し
て
お
り
、
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の
地
元
企
業
、
公
共
機
関
、
団
体
、
そ
し
て
市
内
に
あ
る

 2
 

つ
の
大
学
を
集
結
さ
せ
て
気
候
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
利
害
関
係
者
の
多

く
が
、
化
石
燃
料
を
廃
止
す
る
た
め
の
具
体
的
な
ガ
イ
ド
と
な
る
「
ウ
プ
サ
ラ
気
候
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
。
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
南
東
部
の
街
づ
く
り
に
着

手
し
た
際
、
デ
ー
タ
や
モ
デ
ル
を
中
心
と
し
た
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（

G
IS
）
を
活
用
し
た

ジ
オ
デ
ザ
イ
ン
の
手
法
を
採
用
。
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IS

 
で
高
速
鉄
道
公
社
が
数
百
万
ド
ル
を
節
約
　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

ベ
イ
エ
リ
ア
高
速
鉄
道
の
事
例
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老
朽
資
産
交
換
作
業
の
効
率
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て

G
IS
を
活
用
し
、
５
年
間
で
６
６
０
万
㌦

の
削
減
効
果
を
出
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め

G
IS
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
ベ
イ
エ
リ
ア
高
速
鉄
道
の
事
例
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投
票
所
や
橋
・
道
路
閉
鎖
な
ど
最
新
情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
　

市
民
利
用
の
郡
の
地
図
に

G
IS
を
利
用
す
る
こ
と
で
最
新
情
報
に
。
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m

ai
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G
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in
is

tr
at

io
n 

de
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w
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fie
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地
理
情
報
局
　
地
理
情
報
オ
フ
ィ
ス
に
は
、

4つ
の
異
な
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。

土
地
記
録
ス
タ
ッ
フ
は
、
郡
の
区
画
図
を
作
成
、
描
画
、
お
よ
び
維
持
し
ま
す

住
所
ス
タ
ッ
フ
は
、
郡
の
区
画
に
住
所
を
提
供
し
、
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
可
能
な
中
心
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し
ま
す

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
チ
ー
ム
は
、
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
変
換
し
て
維
持
し
ま

す G
IS
管
理
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
モ
ビ
リ
テ
ィ

製
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
向
け
の
多
く
の
作
業
成
果
物
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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0/
実
質
半
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
、
約

 1
00

 
万
棟
も
の
建
物
現
況
調
査
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に

G
IS
を
活
用
し
た

ヤ
ン
ゴ
ン
市
の
事
例

ミ
ャ
ン
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ー
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-
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 d
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w
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w
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in
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 c
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pd
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 d
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 d
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s 
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 a
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, d

ep
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di
ng
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n 
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l o
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G
IS

 p
ro
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y.

建
物
用
途
の
サ
ブ
タ
イ
プ
の
設
定
や
あ
ら
か
じ
め
入
力
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
の
編
集
等
、

利
用
し
た
い
機
能
の
要
件
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る

 A
rc

G
IS

 C
ol

le
ct

or
 

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
「
建
物
現
況
調
査
」
を
調
査
員

 3
4 
名
、

 2
 名
ず
つ
の

 1
7 

チ
ー
ム
で
実
施
。
従
来
の
よ
う
な
紙
ベ
ー
ス
の
現
地
調
査
票
を
デ
ー
タ
化
す
る
手
間
が
な

く
な
り
、
現
地
調
査
を
進
行
し
な
が
ら

 G
IS

 
デ
ー
タ
も
作
成
。
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
活
用
し
た
こ
と
で

 G
IS

 
の
習
熟
度
に
よ
っ
て
現
地
と
机
上
で
役
割
分
担
し
て
円
滑
に
更
新
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
基
本
的
な
設
定
を
日
本
国
内
で
行
い
、
作
業
箇
所
ご
と
の
色
味
の
変
更
等
は
現
地
で
行

う
と
い
っ
た
連
携
が
で
き
短
期
間
で
調
査
が
完
了
し
た
。
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「
地
理
空
間
情
報

×I
CT

×地
域
社
会
＝
無
限
大
の
地
域
力
」
と
考
え

、
地
域
住
民
、
地
域
企
業
、
地
域
の
大
学
や
教
育
・
研
究
機
関
と

自
治
体
が
相
互
に
連
携
し
た

“地
域
社
会
と
人
が
つ
な
が
る
場
所

”
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「
地
理
空
間
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
及
び
「
北
九
州
市
ク
ラ
ウ
ド
」
を
利
用
し
、

 
「
山
間
部
・
過
疎
地
か
ら
都
市
部
に
お
け
る
豪
雨
・
洪
水
」
に
対
応
し
た

SN
S・
セ
ン
サ
等

の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

 ム
 

に
収
集
し
、
各
種
情
報
伝
達
媒
体
を
利
用
し
、
住
民
の
避
難
を
支
援
す
る
情
報
発
信
・
伝

達
を
行
う
防
災
モ

 デ
ル

 
を
構
築
・
実
証
す
る
。
さ
ら
に
、
系
統
電
源
を
喪
失
し
た
場
合
を
想
定
し
た
電
気
自
動
車

を
「
動
く
蓄
電
池
」

 に
見

 立
て
た
電
力
輸
送
シ
ス
テ
ム
も
構
築
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地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
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産
業
構
造
や
人

口
動
態
、
人
の
流
れ
な
ど
の
官
民
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
集
約
し
、
可

視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
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内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事

務
局
が
担
当
す
る

G
IS
活
用
シ
ス
テ
ム
。
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
上
で
、
地
域
の
現
状
・

実
態
の
正
確
な
把
握
が
必
要
不
可
欠
。

• こ
の
た
め
、
地
域
経
済
に
関
連
す
る
様
々
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
「
見
え
る
化
」
す
る
シ
ス

テ
ム
（

RE
SA

S）
を
構
築
し
、
地
方
創
生
版
・
三
本
の
矢
の
「
情
報
支
援
」
と
し
て
、

20
15

年
4月
よ
り
提
供
。

• 
地
域
の
デ
ー
タ
分
析
の
「
入
り
口
」
と
し
て
、
初
心
者
で
も
簡
単
に
使
え
る
シ
ス
テ
ム
を

実
現
。
各
自
治
体
が
「
地
方
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の

KP
Iを
設
定
す

る
際
な
ど
、
地
域
政
策
の
現
場
で
幅
広
く
活
用
。
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で
提
供
さ
れ
て
い
る
、
ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
オ
ー
プ
ン
ソ

ー
ス
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

 (G
IS

) で
す
。

Q
G

IS
 は
、

O
pe

n 
So

ur
ce

 G
eo

sp
at

ia
l F

ou
nd

at
io

n 
(O

SG
eo

) 
の
オ
フ
ィ
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ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

Lu
nu

x,
 U

ni
x,

 M
ac

 O
SX

, 
W

in
do

w
s,

 A
nd

ro
id

 
で
動
作
し
、
数
多
く
の
ベ
ク
タ
ー
、
ラ
ス
タ
ー
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
と
復
興
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
共
有
さ
れ
る
発
表
、
情
報
、
デ
ー
タ
、
ツ
ー
ル
が
集
め
て
あ
る
。
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͏¤Ṳ̴̩̄͋̓³ůɡ̰̒͋̏�
šʼ̶̎ΗͱͼͧΝͷ̵ɥŬΖͪ͠ͺͩΎΛͶ̎:9Ct)

,u̎¤ȄǂȊͨͪʹ̵Æ£̳̲͏�̣̯̎ɣ
ŷnƏͅɥŬ̴͈͋ȄɴΖͪ͠ͅǎǭ͏ɪÿ̵̤̩͋̓ı�͏Æ£̢̯̙̯̘̓͋̎Ā̵̚}ǀtͤΌΑʹ
͕u̶ʏǾ̢̱̯̎ǡq̳ǦŮnƠ̴�̢̯Ȳƒ̴̈ʙ̳źƏ̴̒͋̏ǡq̳ǰȪ̵ͼͧΝͷ̴�̤͋Ŷʤ
�̳͔΄ΙΝͱtɥŬ͏ûƂ̢̎�Ŧ̴̰̙͈͋̔ȷĳ̴ŔŤ̵̶̤̰̳͋̎̚ɥŬ̴�Ŧ̴̤̞̱͋÷Ï̘ŋ
̗̯̞̱̳̲͌̓͋u̎ͅ¤ȄǂȊͨͪʹ©�̖͈̹̎¤Ȅͬͯ͠Ν̱Ȼ̵ͬͯ͠Ν̵̱�̵ªƕ̵͟ΐͲ΄̶̎
}ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̘²ɊƱ{͏ǖ͂·ȷ̳�yÉĵ͏ǐÉ̤͋ı�͏ˮ̝̯̓͋̏�
͜ΖÝɉʼ̎_d̎ΏͧΛΝ̎͠ͺ;ΝΗ̴̖̜͋rǾΜȡ¯ŸƷͼͧΝͷ̴͈͋`ťǽ̳hÍn̎ͤΛͥ�
»ŐÙʼ̎ǵʼ͔̎ͦ͗ͩΕ̴͔̖̜͋řʁʰ̵͔͗ͶΘ͖̎͠Ā̵̚ʼ̵̰kº̴͎̩͋Ǧ´̶̵̲̎ʼ̈́
ɣŷnƏͅɥŬ̱Űˡ̶̰͉̳̞̱̓͌̓͏ɲ̙˰̴̵̢̩̞͉͊̏͌nƠ̶·̈́`̙̳ǎǭ͏Ǝ̢̗͋̈́͌̕
̳̘̓̎¦ťǽ̳nƠ̵˫ǚ�̳ǎǭ̩̈́̀̎æêf̵}ǀtͤΌΑʹ͕u̴`̙̳ǎǭ͏Ǝ̯̞̓͋̏̕
̵͉͌nƠ̶̤̯̽̎ͼͧΝͷ̷̎̚˚̎̈ʙÇ͏ɪÿ̵̤̩͋̓Ζͪ͠Ĕè̴Č̮̩̓l°͏ț`̢̎ɣŷn
ƏͅɥŬ̗͉²ɊƱ{͏ǳ̵̩͋̓ı�͏Ɠʅ̤̞̱̘͋²ɊƱ{g̎Ŝɽ̰̞̱̒͋͏Ġ̢̯̤̓̀̏��
²ɊƱ{̴�̤͋ÎŞ̖͈̹��̵Ζ̴ͪ͠�ŭ̢̎¢Ɉ͏Ǜĵ�̴ã¨Μơ§̤͋Ŝ¾̘̩̒͋̓̎Ζͪ͠
ͺͩΎΛͶ̎ɣŷnƏͺͩΎΛͶ̎˻ǋ�ë̱�Ŧ̎¤ȄǂȊͨͪʹÆ£̵t�̗͉ǃ{̢̩˞ƽɹõ͏
ȵ¨̢̩̩̏̀̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎ɥŬΖ̵ͪ͠ɪÿ̎eó�ĸ°̎Ìɀş°̎ïîůı̳�y̴�̤͋z
ëͅĸ°̵̱ƕqÇ͏Ȇ̢̬̯̩̘̬̯̓͋̏̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§͏Ǜĵ�̴¡ł̶̵̤̞̱̤̯͋̎̽ʼ̰
F94 ͏ǐÉ̴̤̩͋̓³ůɡ̰̤̏�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵³¦¾Ã̶̎̐ɣŷnƏ̵Ζ̴̵̠͉̠̯̤̯ͪ͌̓͋̽͠eq̴ůı̳Ƌ͊|̓áŔ̵
Ȅɴ̱ŧʬ͏ĞǑ̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎ΒͽΝͦΗ΅Ηͪ͜ͽΘͲ
ͩ̎ïîůı̳�y͏Æ£̤̞̱̰̤͋̑̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴Jn���Ma̶̎̐ʼͅ}ǀtͤΌΑʹ
͕u̘̎¤ȄǂȊt�̵̧ͅȻ̵t�̴̖̯͈̓̎͊Æ�̳ı�ͨͪͅʹ͏Ţ̵̌̎̕ċĵ͉̎̒͆͋ǰȪ̵
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tͤΌΑʹ͕uͤͅΌΑʹ͕ΆΝ̵ͪõȕ̘̎ʼĉoc̵öƝ͏Ø̜̳̘͉Ő~̰úŉΜl°̤̞̱̘͋Ŝ¾
̰̒͋̏Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵fǱ̵̶̱̳͋̎ɣŷnƏͅɥŬ͏ǖ͉͂̒͆͋ǰȪ̵ǦŮ̳n
Ơ̵̗͉Ǜĵ�̳ûƂ̎ŔŤ̎�Ŧ̎ǉɷΜǉȏ̵Čɰ͏Ɠʅ̴̤̩͋̓̎}ǀoc̵ţâ̱l°̴÷Ï͏
ŋ̯̓̎ʼ̵¤ȄǂȊͨͪʹ͏Æ£̤͋µ͊ṍ̰̒͋̏�
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�ƭ̴̩̘̀͋zë̎¶ʋȳ̹�¥΄Ι͡Ε̘Ŝ¾̰̒͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋ͏ë�̴̶̤̩͋̓̎
}ǀΜʼΜ}�ΘΆΗ̵̰Ζͪ̎͠ı�̎ȳ̹Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ�ë͏¡ł̵̤̩͋̓¢Ɉ̵ã¨ůıÇ͏Ģ
ʘ̢̩�Ȗ�̳͔΄ΙΝͱ̘Ŝ¾̰̒͋̏¶ʋ�̳ȄɴǦ´Ζ̵ͪ͠Ȑě̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ƓÉ¾ɘ
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�
̵̞ɹõ̶̰̎ʹ˄�̳¶ʋ̵Čɰ̢̱̯¤ȄǂȊͬͯ͠Ν̘ćƯ̢̔͋l°t�̢̱̯̎Û�̵͈̳̔Ğč
͏l̬̯̓͋̏�

• ͦΝΆ͖ΕΛͪȳ̹ƛºŨʻΜŨĭͨͪʹ�
• ˛ŦƏŎ̵Ļ�ͅĀÚɿǋpơ§ͨͪʹ̳̲͉̎̒͆͋ͼͧΝͷ̎¤ȄǂȊͨͪʹ͉̎̒͆͋ͬ͠

ͯΝ͏�Ơ̱̤͋ɣŷ�Ŧ̴Ü̜̩n�ŔŤ�
• ¼©̰¼ē̗̭ïîůı̰̎ɣŷnƏͅɥŬ�̴̈́´ı͏ɠḭ̙̂͋ΘͩΖ͙ΛͶ̳¤ȄǂȊ´

��
ʼ�̵Ȅɴ̘̎Ā�ƭ̴͎̩͋zë̎úŉ̎¢ɈƗt̵ñ�̎ͅ}�̎Ŕʼð̎ʼðΘΆΗ̵̰ĸ°ªƕ
̵fḛ̄̒͊î̴̶̜̩͋̓̎ʼĉ�̎ʼ�̵�Ţ̵w̴̖̯̓̎ʼðɥŬơ§őt"LBTZYLW�5TALABP@�
!LYLRPXPYB�2RPYNd̎�"5!2u̳̲͏�̣̩̎¤Ȅͬͯ͠Ν̴͈͋Æ�̳͔ͷΉͨ͜Ν̱ţâ̘Ŝ¾̰̒
͋̏�
H9# ̶âɫʼͅ;ΝͶΝ̱ñ�̢̯̎:9Ct)

,u̎ˀĨƂɥɹõ̎D58A̎;Ζñ�̵¡ł͏öƝ
̤̞̱͋͏«ʢ̵̤̤̯͋̏̽ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ̘ɣŷnƏͅɥŬ̵Ζͪ͠͏Ǜĵ�̴ͺͩΎΛͶ̶̤̞̱͋̎}
ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎F94̎ïîůı̳�y̵Æ£̴`̙̚˔ʡ̤͋̏̀
̩̎ɣŷnƏͅɥŬ̵Ζ̴̵̠͉̠̯̤̯ͪ͌̓͋̽͠}ǀtͤΌΑʹ͕u̘̎ůı̳Ƌ͊|̓áŔ̵Ȅɴ̱ŧ
ʬ͏ď̞̱͋͏ůı̴̤͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§ɹõ̵¡ł̶̵̤̯̎̽ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ̘ñ�̵̢̯̞͉͌
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�
æêf̵eq̶̎ȄɴǦ´ͅɥŬ̴�¥̤͋ğʺ̰Āǡ̳Ζ̴ͪ͠ĥĩ̴̶̢̯̞̓͋̏͌̎řʁʰ̵͔͗Ͷ
Θ͖̎͠rǾͼͧΝͷ̎ʿƖ̎¼©̰̳̓ǆņͅá̎£¯ĈƤͅƔɱƇ̵nȉ̎ũĈ̵ʃʍ̎Ī�nȉ̎
áȳ̹ă�Ǒǟ̵³Ɔ̎`Ìʸʁ̎ȝʳ˙Ç̎Ìɀş°̵ǎǭ̵̧̎Ȼ̵¸Ɂ̴̵͈̳̲̘͋̈́ǖ̀͌͋
t2YYPc�(ȕȄɴǎǭ̘Ƌ��̳¦ťǽ̳ǦŮnƠ̶_ƒ�̴y{̢̯̘̓͋̎nƠ̴̶͈̬̯̎²Ɋ
Ʊ{ͅŧʬ̎Ȅɴ�y̴÷`̳ǎǭ͏ȳ̤̿ɣŷnƏͅɥŬ̴̩̓͋wq̵̞͉̈́̒͋̏͌nƠ̘̩͉̤̈́
Ȅɴ̎®ô̎zā̎oc�̳ǎǭ̶̎ŷÇº̱kº̵Ś�̴̖̯̓ʍ˗�̵̴̳̳̈́͋ůıÇ̘̒͋̏Ìɀ
ş°̎Űúŉ̳í�£̎eĶąâ̎ƴ�̎ʼð̵̈ʙÇ̵̳̲ÑǬ̴͈͊̎æêf̰ǡq̳ǰȪ̵ɣŷn
Ə̵˿�̎ǩʈ̠̎ǎǭ̘ąâ̢̯̓͋̏�

�
̵̞͉͌Ζͪ͠͏ơ§̶̤̞̱͋̎ɣŷnƏͅɥŬ̗͉eq̵Ȅɴ͏ǳ͊̎}ǀΜʼΜæê̵΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕͏
Ļ¤̢̎F94 ͏ǐÉ̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕uΜʼΜ¤ȄǂȊͨͪʹ̵ΘͩΖ͙Λͪ͏Ɠʅ̴̤̩͋̓³ůɡ̰
̩̒͋̏̀̎Ȅ©̳Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̶̎¤Ȅt�̵̧ͅȻ̵t�̴̖̜͋�y͏¤Ū̢̎}ǀ̎ʼ̎}ǀ
t(̎-u̎æê̵¶ʋ͏¡ł̴̤̩͋̓³ůɡ̶̰̞̒͋̏͌̎F94 ̵̼óʖ̎̐ͅʼ�̖͈̹æê̵Ȅɴ
Ζ̵ͪ͠ƛºŨʻ̎Ζͪ͠ɪÿ̎ͺͩΎΛͶ̵̴̵̩̤̯̓̎̽ʼ̎Ř̴ɛgʼ̵ı�͏Æ£̤̱͋̑̓̔ Ƞ
*O ͏ǖ͂ D58At.u̎ˀĨƂɥɹõt/u̎:9Ct)

,ut0u̎�;Ζñ�t(
u͏¡ł̤͋g̰
Ř̴÷¾̰̒͋̏�
�
͉̒͆͋ΘΆΗ̵¤ȄǂȊͨͪʹ̶͉̎̒͆͋ǰȪ̵ɥŬ̴͈͋_ƒ�̳źǯ̱ɣŷnƏ̵Ś�̵Ζͪ͠͏
ͺͩΎΛͶ̢̎ċĵ͏ɪÿ̤͋g̰fē�̳ŹŇ͏Ż̬̯̓͋̏řʁʰΖ̵ͪ͠ơ§̱y{̵̼�Ŧ̴̖̜͋¤
Ȅͬͯ͠Ν̵ΖΝͰΝͨͲ΄̶�͉̗̪̘̎rǾɥŬ̎ȡ¯ŸƷɥŬ̎oc�ɥŬ̴͈͋ɣŷnƏ̵Ȅɴ̵̼
ǎǭ͏ûƂ̢̎·¦£̤͋g̰̈́̎¤Ȅͬͯ͠Ν̶÷¾̳ŹŇ͏Ż̬̯̓͋̏¤ȄǂȊ�ƭ̶̎Ζ̵ͪ̒͋͠
}ǀocͅȻ̵�ƭ̵̱ʄǮ̳ñ��Ļ̵̘̬̯̞̞͉̌̒̎͌ǹľ͏ĵ̩̤̞̱̘̰̙͋̏dĺĲ̵ �
̶̎¤Ȅî̵̧ͅȻ̵ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ̴�̢̎ɣŷnƏͅɥŬ̴͈͋Ζͪ͠ͅǎǭ͏ɪÿ̢̎¤ȄǂȊͨͪʹ
̎}ǀoc̎ʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ͏|̴̩̓͋̓Ģʘ̤̙̽zë̵˞¾͏ĞǑ̴̤̞̱͋̒͋̏ɥŬΜȄɴǦ´
ơ§ɹõ̶̎Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̵˞ƽ̎ùƄ̎Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ƓÉ¾ɘ̱´ı̵˞¾̎ȳ
̹dɹõ̵¡ł̴�̤͖͋͝ͰΛͪ͏ĞǑ̤͋̏dĺĲ̶̎:9C )

,�͏ǖ͂ˌȀ̵}ǀͅæê̵ɹõͅ
¶ʋ̴µ̬̯¬̵̶̢͎̰̳͍͋̈́̓̏͂̎ʌÚ̵ɥŬ͏µ͊Ċ́̎ʹ˄�̳Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̵͔΄ΙΝͱ͏
ȵ¨̴̤̩̞͉͋̓̎͌͏Č˖̢̱̯̩̓͋̏̀̎:9Ct)

,u̎ˀĨƂɥɹõ̎;Ζñ�̎D58A̵̧̎Ȼ̵
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¿e̘ĥǮƦ
Ŭ͏Ø̜̎.¿.̎


eÛg̘ƃɗ̢̯̓͋t((ȕ̴̠͉(ø.)

¿e̘ʿƖ̵ǎǭ͏Ø̜̯̓͋�
 ()�̏)
()a̗͉)
(.a̴̗̜̯̎H9#̶(-/͜ʼ̰()

đÛg̵͔͗ͶΘ͖͠͏ėǗ̵̢̧̩̘̎f
̴̶�ť̶̩̀İȏ̵řʁʰ̴̵͈͋̈́̈́ǖ̯̀͌̓͋̏)
(/a̴̶̎fvȰˉǞʰɀʱͤΙ͖͗Ηͪ
t!6CD�4ZGu͙ͅΉΕ͖͗Ηͪǋt6G5u̴̳̲̠͉̎*,)đ̵řʁʰnǒ̘H9#̴͈̬̯Ǌʧ̠̩͌
t(*ȕ��
�
̊ɵū̎ƃɗū̎ȘŬ̵ąâ̴â̯̎̕ɣŷnƏ̶¤ȄǂȊͨͪʹ̴ǩʈ̳ɺɭ͏̩͉̤̈́ůıÇ̘̒
͋̏ɣŷnƏ̶̎¤Ȅłé̵Ȍɿͅưʍ̎¤Ȅ΄Ι͡Ε̵fŶ̎¤ȄͪͯͲ̵˶ƣ̎ɑʽͦΝ̵ͪŗ÷
̳żŻ̴̳̲͈͊̎¤ȄǂȊͦΝ̵ͪĞǑ͏ˮ̝̩̬̩͋̏i�̵ɣŷnƏ̴͈̬̯̎²ɊƱ{̵̧ͅȻ̵t
�̴̖̜͋�y̵Éĵ̘ÚŕaȼĄ̰�Ƶ̤͋ůıÇ̘̒͋̏��
�
ɣŷnƏ̵®ô�ͤͪͶ̈́̇`̰̒͋̏rǾɥŬͅŸƷ�ɥŬ̴͈̬̯×̙ƍ̞̠͌͋ɣŷnƏ̵ͤͪͶ̶
a�Þɒ*̎


øͷΗ̰̒͊ (��̎ų�ʿƖ̵ͤͪͶ̶ÚǻͷΗ̴̈́g͋̏;Λ͵ΌͲ͠Ζ̴͈ͪ͋͠{ÂÇ̎
ʇɓ̎ʔl̵̼ǎǭ̴͈͋ûǌȌƣļ̶̎a�«,̎
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�
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Λ̴͈͋˴á͖̎ͦ͠ΙΛ̎řʁʰ̵͔͗ͶΘ̵͖̳̲͠ͼͧΝͷ̘Ȧʲ�̴ɻ͊Ƙ̠͌͋ʐÜ̘̒͋̏ʼĉ�̴
Ʃ ̵̶̠͌͋ǎǭ̵`̙̓ɥŬ̪̘̎řʁʰ̵͔͗ͶΘ͖͠ͅ˴á̎Ⱥɥ̎Ī�´�̵nȉ̳̲̎Ǆȓ̈́
̵¦ťǽ̳ɣŷnƏ̵̧ͅȻ̵ǦŮnƠ̶}ǀΘΆΗ̰ʒa̵̴͈̔y{̵̢̯̞͈̳̓͋̏̔ɥŬ̵˫ǚ
̴͈͊̎Ā̵̚ƃɗp̎ɿǋp̎ȘŬp̘y{̢̯̓͋̏�
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Ü̜̩µ͊ṍ̵ÑǬ̵Ǔnǒ̴̧̱̳̬̯̗̗͎͉̥̓͋̏͌̈́̎Ā̵̚}ǀtͤΌΑʹ͕u̎śĐ̎ʼ̶̎ɣ
ŷnƏͅɥŬ̴�̢̯Ȳƒ̴̈ʙ̳źƏ̴̒͋̏ɣŷnƏ̴�¥̢̩Ȅɴg̵·ȷ̳Éĵ͏ǐÉ̤͋ı
�̶̡̠̳̎̀̀ǰȪ̵ɥŬ̴�̤͋Ŷʤ�̳͔΄ΙΝͱ̎nƠ̴�̤͋ûƂͅŔŤ͈͊̈́̎nƠ̵̼�Ŧ̴
÷Ï̘ŋ̧̢̗̯̞̱̯͌̓͋̎¤ȄǂȊͨͪʹ©�ͅ¤Ȅ�ƭ̱Ȼ�ƭ̵̱�̵ªƕ̵͟ΐͲ΄̴͈̬̯ˮ
̝͉̯̙̩͌̏�
�
ÎŞ̵²ɊƱ{̴�̤͋Ζ̱ͪ̎͠ΖͮΝ̵͈ͪ͊Ǜĵ�̳ªƕ̎ã¨̎ͺͩΎΛͶ̵Ŝ¾Ç͏Ģʘ̢̯̎̐ɥ
ŬΜȄɴǦ´ơ§̵̑˞ƽɹõͅ;ΕͰ͖͏�̣̯̎Î¬̵͔΄ΙΝͱ̱¡̂͏Žq̤͋Ŝ¾̘̒͋̏�
�
���� }hÄt�sGlB�hi�p�e��
ɣŷnƏͅɥŬ̴͈͋ȄɴΖͪ͠ͅǎǭ͏·¦£̵̤̩͋̓zëͅ΄Ι͡Ε̶̎Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̵͔΄ΙΝ
ͱ̴Č̮̙̰̽̒͋̏̚ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎nƠͅǦ´̵̼�Ŧ̵̶̰̳́̎̚˥Ş�̳ɣŷnƏͅɥ
Ŭ̵Ζͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ͏|̴̞̱̓͋÷Ï͏ŋ̩̓̎i¥̵�ḛ̈
̒͋̏�
�

• Ζ̶ͪ̎̐̒͋͠nƠ̵y{Ļū̵̧̱ż̵ǎǭ̵ṍq͎̦̱̑�Ƒ̠͌͋ (/�͈̏͊ȴ��̴̶̎
ɣŷ�ͅɥŬ�̵Ζ̶̱ͪ̎̐͠Ř�̵º�̴ͨͪʹ̎oc̎}ǀtͤΌΑʹ͕u̴y{̤͋ůı
Ç̵̒͋̎˥Ş�̳eǍ̵Ȍƣ̎żɿ̎¢Â̵ưʍͅȌƣ̰̒͊̎ͼͧΝͷ̷̎̚˚̎̈ʙÇ̎�Ŧ
ı�̵�Ú̢̱̯Ļū�̴��̵̠̱͌͋̈́̑�Ƒ̠͌͋ (0�̏ͼͧΝͷ�¥̵Ζͪ͠͏ɂ©̴ʥș̤
̶̞̱̰̙̳̘͋̓̎ͺͩΎΛͶ̶̤̞̱͋ůı̧̰̩̤̙̰̒͊̎̀̔̽̒͋̏ɥŬΜǦ´ơ§̵ĸ°
̘̎nƠ̵y{Ļū͏ƙÿ̢̎Ȅɴǎǭ͏·¦Ƌ̴ɶ̞̱͋̕͏ �̢̱̯̓͋wq̎̐ɥŬΜȄɴ
Ǧ´ơ§̱̑̓̔¨ƫ̘¨͉̓͌͋̏�

�
ʹ˄�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎rǾ̎{Ĉ̎ȡ¯ŸƷ̎ocͼͧΝͷ̵̳̲Ȃğ̓t�̴�Ŧ̢̯̖͊̎
¤ȄǂȊͨͪʹͅʌÚ̵ͬͯ͠Ν̘Ȃğ̚�Ǝ̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕u͏÷Ɵ̢̩ǡq̳Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ
̵uǴtǒ̷̎̕ɣŷ�̵ŔŤͅ�Ŧ̴â̯̎̕iġûƂͅǉɷ̳̲u͏ȵ¨̢̯̓͋̏��
�

• ɣŷnƏ̴͈͋Ȅɴ̵̼ǎǭ̵̧ͅȻ̵ǎǭ͏ɪÿ̴̤̩͋̓̎šʼ̶ÑȬ̢̯̙̩̏·̈́Éʫ̢̯
̓͋ō¨�Ǜĵ̵|̓¶ʋ̵Ā̶̎̚ɣŷnƏ̵ûƂ̎ƦŬɪÿ̎n�ŔŤ̎�Ŧ̎�ǉ͏ �
̢̱̩ʹ˄�̳Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ͔΄ΙΝͱ͏ȵ¨̵̢̯̞̓͋̏ʹ˄�̳͔΄ΙΝͱ̶̎¸Ɂ̴̗̗͎
̵͉̥̤̯̎̽ɣŷnƏ̴ȷ¨̵̠̰͌͋̈́̒͊̎šͼͧΝͷt{Ĉ¯�̎}Ƥ¯�̎£¯�̎áĺ
ÌƠ¯�̎oc�ͼͧΝͷ̳̲̎u̴�¥̤͋ŘˠÇ͏µ͊�̷̳̜̳͉̳̩͌͌̓̏̀̎šʼ̶͔
ͯΝ͔ͨ͠ΓΛΘΑΝ̱ɣŷnƏͅɥŬ̵̗͉ǉɷΜǉȏ͏ã¨̢̯̎zë̵şɎ͏ʉ̢͉̎̒͆͋Θ
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ΆΗ̵¤ȄǂȊͨͪʹ͏Æ£̢̎̐3CTWO�3LNV�3PBBP@̑t˒̋p͈͈͊̓ǉȏu̵¸ɍ͏ȷ¨̢
̯ȯÍ̵ɣŷnƏ̵Ζͪ͠͏ɪÿ̤͋��̰ı�͏Ɠʅ̢̯̙̩̏�
�

ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎»̴Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̎ɣŷnƏΜɥŬͺͩΎΛͶ̎řʁʰ̵̀͐Ȯ̴�̤͋n�
ŔŤΜ�Ŧ̎¤ȄǂȊͨͪʹ̵Æ£̵̳̲ǡq̳t�̴ŝÍ̤͋Ģ̕�̰̒͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎
ǡq̳t�̵ɥŬΜǦ´ơ§ͤΌΑʹ͕̱¤ȄǂȊͤΌΑʹ̵͕̱˨̜Ƣ̱̳̬̯̓͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§
̶̎ɣŷnƏͅɥŬ̵Ζ̴̠͉̠̯ͪ͌̓͋͠}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ȄɴźƏ͏ĆȢ̴̤̩͋̓ĸ°̢̯̓͋
¤ȄǂȊt�̵̧ͅȻ̵t�̵�Ľp̘ȷ¨̰̙͋Ő�òƫͅȷŦůı̳͔΄ΙΝͱ͏ĞǑ̤̞̱͋͏ 
�̢̱̯̓͋̏�
�

• Ȅɴ̵̼ǎǭ͏·¦Ƌ̴ɶ̎̕Ȅɴ̎ŧʬ̎oc�Éĵ͏Üg̴̶̠̦̩͋̓̎Ζͪ͠͏ûƂΜɪÿ
̢̎ɣŷ�̴Ť̎̕Ǜĵ�̳�Ŧ̱ǉɷ͏Ļ¤̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ͏|̩̓͋
̴̓̎Ā̵ͨͪ̚ʹͬͯ͠ͅΝ̘ñª̢̯µ͊õ͂Ŝ¾̘̒͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ŗǺ̵¡ȿ
̎ͅæê̵²ɊƱ{ͅɣŷ�̵Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̴x͉͌͋ʐÜ̴Č̮̯̓̓͋̏ɥŬΜȄɴǦ´
ơ§̶̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎ɥŬΖͪ͠ɪÿ̎eó�ĆƸ̎Ìɀş°̎ïîůı̳�y̵̵̩̓z
ëͅĸ°̱ŕt̴ƕqÇ̵̵̧̘̱̩̰͌̈́̒͊̎ªƕ̴Ĺ¨̰̒͋̏�

�
• ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ʼ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§ı�̵Üg̴³ůɡ̳¾ɘ̰̒͋:9C

t)

,u̎ͅD58At Ƞ*O̴ʴÏ͏¹̵̯̩̈́u̎ˀĨƂɥɹõ̎;Ζñ�Ɍ̵Ȼ̵�¥̤
͋ʼĉ�Μ}ǀ�̳qÃ͖͔ͨͅʹ̵͕¡̂�À̵ƕṰ̴̳̘͈̌͋̏͊Ǜĵ�̳¡̵̴̩̂̓
̶̵̞͈̳̎̔qÃ͏ƧŅ̴ļ̵̶̴̨̰̳̔̎͌͌̚�¥͏ï̩̦̯ʠ̵ƕṰ̴̳̘̌͋Ṵ̈̄ć
Ư̤̙̰̽̒͋̏�

�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎_ƒ�̳Ζͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̵̤̩͋̓¤ȄǂȊͨͪʹ̵ı�͏Čɰ̱̤͋̏�
�

• ¤ȄǂȊͨͪʹ̶̎ͼͧΝͷ̷̎̚˚̎̈ʙÇ͏ɪÿ̢̎ɣŷnƏ̴̭̳̘͋ůıÇ̵̒͋ǦŮn
Ơ̵y{͏ƂŒ̵̢̧̎ǎǭ͏ɪÿ̵̤̩͋̓ı�͏Ļ�̤͋g̰̎÷¾̳ŹŇ͏ĵ̵̩̤̞͈̏̔
̳ı�̴̶̎΄Ε͖Ζ͔̎͢˺ɵͦΝΆ͖ΕΛͪ̎΄ΘΈͪͯΗ͔̎͢ĀÚɿǋpͺͩΎΛͶ̎£¯
ĈƤΜƔɱƇ̵¼©Ç̎ΎΛͯΗ΅Ηͪ̎Ζͪͤ͠ΌΑ͢ΝͨΓΛ̳̲̘ǖ̩̀͌͋̏̀̎¤ȄǂȊͨͪʹ
̶̎Ȳ_ƒ�̳Ζͪ͠ͅɣŷnƏ̴�¥̤͋Ζͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̴̤̩͖͋̓̎ΆΛͶΆΝͪΜͦΝΆ
͖ΕΛͪ̎Ȏƭ̵ɣŷǂȊͱΝ̎|Ζͪ͠}ǀ̵͖ΛΕ̴�̤͋ČŔ̎ɣŷ�Ŧúŉ̎ͨΌΑΘΝͨ
ΓΛɇɋ̵̳̲Ǌâ�̳ı�͏Ļ¤̤͋Ŝ¾̵̴̘̞͈̒͋̏̔̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ɣŷ�ͅ
ɥŬ�̵ȄɴΖͪ͠ͅǎǭ͏Ǜĵ�̴ɪÿ̴̵̤̩̤̯͋̓̎̽¤ȄǂȊͨͪʹ�Ľp̵ŹŇ̎
ǹľ̎˔ʡ̎΄Ε͖ΖΜ΅Η̵͔ͪ͢Ąŋņ̢̜̯̌̎΄Ε͖Ζ͔̎ͬ͢͜ΛͰΖtzġu͔̎ͯ͢Νͨΐ
Ζt^ġu̵͔͢ĞǑ͏÷Ɵ̢̯̓͋̏�

�
• kº̴ȳ̻ʿƖ̵̳̲`ťǽ̳ɣŷnƏ̶̎Ȅɴ̴÷`̳ǎǭ͏ȳ̤̞̱̘̿Ā̎̚·̈́Čd�̳

¤ȄͦΝ̵ͪĞǑ̈́ʓƹ̵̧̱̳̩͋̏̓̎¤ȄǂȊͨͪʹ̶̎Ʀɥ̢̩eqͅš}ǀ̵eq̵
¤ŮǂȊΝ̴ͫ�Ŧ̴̤̩͋̓̎ʼͅʼĉ´�̵̗͉öƝ͏ǖ͂ͦΝͪ͏̎Ν̴̬̩ͫ̒Ṵ̈̄̎
ŁýɜĄ͏̭̜̯ĞǑ̷̵̢̳̜̳͉̳̞͈̳͌̓̏̔öƝ̶̎³¼�̰̎ʿƖ̵ǎǭ͏Ø̜̩̈ʙ
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̳ǈƮ̰Ŝ¾̱̳͋ůıÇ̘|̩̓̏̀̎¤ȄǂȊͨͪʹ̶̎̆Ȯ̤͋Ǧ´̵f̰̎ɥŬ�ͅʿ
Ɩ�̴̎}ǀ̵ı�͏öƝ̢̎Æ£̢̎�ǉ̵̠̦̩͋̓¶ʋ͏úŉ̢̎¡ł̤͋Ŝ¾̘̒͋̏�

�
̵̴̞͈̔̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎̐˸̸̱̱͊͊ƅ̵̠̳̩̓̑̓Ȅɴ̵ąÑΜ¤Ū̎æê̵¼©ɯï̎
̈ʙ̳eq̵̼ͦΝͪĞǑ̵¡Î̴Ü̜̯̎Îl̵zë̎¡̂̎ĺ£͏ĆƸ̵̤̩͋̓÷¾̳iȬ̱
̳͔͋̏΄ΙΝͱ̵ş̵̆¾Ï͏±y̴Ġ̤̏�
�
�
FD� }hÄt�sGlB����µÂÅ©�f���i�
�

yN%���9&� ;3%1�&�
nǒΆΝͪ� Ζͪ͠ΆΝͪ�
n��Ŧǝ� n��Ŧǝ�
ȼiͼͧΝͷ� ͛ΝΗͼͧΝͷ�
ͼͧΝͷ͏÷Ɵ� ̈ʙÇ̱�Ŧı�͏÷Ɵ�
Ƨq̵´�� oc©��
´�ΜõȕΜƧeȼĄ̵ǹľ� ¤ȄǂȊͨͪʹ©�̢̱̯ǹľ͏ŐĹ�
ɣŷ�Ŧ͏÷Ɵ� Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ�
}ǀtͤΌΑʹ͕u̵̵̩̓úŉ�č� }ǀtͤΌΑʹ͕ǘ̴̱̱úŉ�č�

�
� �
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�
���B/y=CW 6�2m`sxG"8ITSAHG'3MNS!?�
�
����³¦¾Ã�Jn���Ma�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵˞ƽ̶̎ͩΓΛ̎ºƬ̠͌͋Éĵ̎ùƄ̱̳͋¸ɍ̱͔΄ΙΝͱ̎ƓÉ¾ɘΜ´ı̴͈
͊ƓÉ̠̯͌̓͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§�̵ͩΓΛ̶̎̐ɣŷnƏ̵Ζ̴̵̠͉̠̯̤̯ͪ͌̓͋̽͠eq̴ůı
̳Ƌ͊|̓áŔ̵Ȅɴ̱ŧʬ͏ĞǑ̢̎}ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵ΘͩΖ͙Λͪ̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎ΒͽΝ
ͦΗΜ΅ΗͪΜ͜ͽΘͲͩ̎ïîůı̳�y͏Æ£̤̞̱̰͋̑̒͋̏ºƬ̠͌͋Éĵ̶̎̐ʼͅ}ǀtͤΌΑʹ
͕u̘̎¤Ȅt�͏̶̣̱̤̓͋ǡq̳t�̴̖̯͈̓̎͊Æ�̳ı�̱ͨͪʹ͏Ĺ̵̢̧̎ċĵ͉̎̒͆͋ǰ
Ȫ̵ɣŷnƏͅɥŬ̴ʛ̔Ȅɴg̵Ζͪ͠ͅǎǭ̘ɪÿ̠̞̱̰͌͋̑̒͋̏�
�
����sj���f|�
Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵zë̎¶ʋ̎�¥΄Ι͡Εȳ̹¡̶̂̎Û�̵Čd¸ɍ̱͔΄ΙΝͱ̴Č
̮̯̓Ñ͉̓͌͋̏�
�
Ζͪ͠ΆΝͪΜ͔΄ΙΝͱpɣŷnƏ̘}ǀtͤΌΑʹ͕ǘ̴̩͉̤Ζ̶ͪ̎͠y{�̎y{f̎y{�̵̥̓
̴̖̯͌̓̈́̎}ǀtͤΌΑʹ͕u̘ͼͧΝͷ̴̠͉̠̯̗͌̓͋̎ͼͧΝͷ̴�̤͋̈ʙÇ̘̗̒͋̎Ζͪ͠ͺ
ͩΎΛͶı�̴̘̗̒͋ĥǮ�Ľ̢̤̩̘̬̯͋̏̎ʼͅ}ǀtͤΌΑʹ͕u̶̎ͼͧΝͷ͏ƂŒ̶̩̀ɪÿ̢̎
ͼͧΝͷ̵̼̉˚͏ÿ̢͉̎̈ʙÇ͏·¦£̢̎ı�͏Æ£̤̞̱̰͋̎ɣŷnƏ̴͈͋Ȅɴ̵̧Ȼ̵ǎǭ͏
·̈́Ǜĵ�̴·¦£̤̞̱̘̰̙͋͋̏�
�
ʹ˄�̳ɣŷnƏͺͩΎΛͶpʹ˄�͔΄ΙΝͱ̶̱̎ʄǮ̴�¥̢̩i¥̵ûƂΜɼÙë̎ɣŷ�̵Ŕ
ŤtĤ¨ŔŤ͏ǖ͂u̎�Ŧ̎ǉɷë͏ṳ̶̞̀̏͌̎ûƂΜɼÙë̴͈̬̯ɣŷnƏ̵ůıÇ̱ǩʈ�͏
ɪÿ̰̙̞̱͋̎Ȅ©̳ŔŤ̘͈͖͊ͯΖΝ̰Ǜĵ�̳�Ŧ̴̭̳̘̞̱͋̎ªƕ̵̱̩͌�Ŧ̴͈̬̯̎·̈́
̈ʙ̳eq͏�Ơ̢̱̩Ʀɥp̵Ν̴ͫq̬̩¤ȄǂȊͦΝ̘ͪȷĳ̴ĞǑ̧̢̠̞̱̯͌͋̎ǉɷΜǉȏ
̶ȯÍ̵ɣŷnƏ̵Ζͪ͠͏ɪÿ̴̤͈͋̔éú̠̙̰̱͌͋̽̒͋̓̔�Ğ̴Č̮̯̓̓͋t¤ȄǂȊͨͪʹ
̵Æ£͏ǖ͂3CTWO�3LNV�3PBBP@͔΄ΙΝͱȕ�
�
͛ΝΗΜͼͧΝͷΜ͔΄ΙΝͱpǡq̳ǰȪ̵ɥŬ̶̎Ȅɴ̴�̤͋~ǡ̵Ζ̱ͪ͠�¥̢̯̖͊̎Ā̵̚ɥŬΜǦ
´ơ§´ı̶ɥŬ̴͈͉̥Ȫː̢̯̓͋tǒpúŉ̎Ιͩͪʹ͕ͪ̎͠Ζͪͤ͠ΌΑ͢ΝͨΓΛȕƧq̵ͼͧΝ
ͷ̴�Ŧ̤͋ı�ͅ�ŦΎͫ͜͏ƧŅ̴�y̶̤̞̱͋̎Ǜū�̰̳̎̚®ô�̰̳̈́̓̏ȧ̬̯̎ɥŬΜ
ȄɴǦ´ơ§�zë̎¶ʋȳ̹�¥΄Ι͡Ε̶̎Ő�̵ƺå̴Ő�̵ı�̰�Ŧ̢̎Ζ̴ͪ͠Ŧ̣̩ı�̴
͈̬̯ƌɂ̤͋Ŝ¾̘̒͋̏�
�
ʹ˄�̰eqΜ}ǀtͤΌΑʹ͕u͏fē̢̱̩͔΄ΙΝͱp}ǀtͤΌΑʹ͕u̵eq̶̴̠̎̀rt̩̫
̵Ȅɴͅ{ĸ̎¢Â̘ɣŷnƏͅɥŬ̵̳̲ǦŮnƠ̵Ζ̴̠͉̠̞̱̗͉ͪ͌͋̎͠Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ
´ơ§̵fē�ȀŞ̰̒͋̏}ǀtͤΌΑʹ͕u̵eq̶̎rtrƜͅðȣ̎}ǀ͏ǳ͋l°͏�̣̯Ζͪ
̴̔̀̚͠�ṳ̴̱̱̆͋̈́̎ɣŷnƏ̘y{̢̩wq̵͓ΝͪͶΘͪΊΛͰΝ̱̳̞̱͋̈́Ā̓̏ɥŬΜȄɴǦ
´ơ§̶̎˸̰̈́ã¨̢̤̚ͅǏŅ̵̳̓ʹ˄�̳͔΄ΙΝͱ͏̱͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ɣŷnƏͅɥ
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Ŭ̵Ζ̘ͪ͠·̈́|̎̚Ř̴ƦŬ͏Ø̜̤̱̠̓͌͋ͅeq̎Ř̴̎·ˣɦ̎üÇ̎�Ǒ̎ȘŬp̎|ɳp̎ƴ
�̎ƹ�̎ɨƹ�̎˩Ç˺ɵ͏ï̭eq̵̧̎ȻΖ̵ͪ͠|̓śĐ̴ʊ̤͋eq̵Νͫͅ�Ŧı�͏ʮ̔̏
̵̤̯̽ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴�̤͋zë̱¡̶̂̎ͩ͘ΛͰΝ̎aɳ̎ȘŬ̎ĺ£�ȔÏ͏Žq̵̢̧̎f
̰üÇ̎ƀpȳ̵̧̹Ȼ̵Ζͪ͠͏Ĺ̤͋śĐ̵ΖΝͰΝͨͲ΄͏ʉÑ̵̤̰͋̈́̒͋̏�
��
}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ΘͩΖ͙Λ̶ͪ̎}ǀtͤΌΑʹ͕u̴̱̬̯÷¾̳ͼͧΝͷ̈ͅʙÇ͏Ř�̢̎ɣŷn
Ə̵ɼÙ̎ŔŤ̎�Ŧ̎ǉɷ̵̵̩̓ı�͏Ɠʅ̴̤̞̱͈̬̯͋Æ£̠͌͋̏̐oc©�tbSZWP�ZQ�
AZNTPBdȗ̵˞ƽ̴Č̷̮̜̎Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎}�zé̎��ocͅΉΕΛʹ͕͔Đ
�̎��Ďj̧̢̯̎Ƨq̵��̵ǚǸ�̳ţấ̴̵͈̬̯ǐÉ̠̱͌͋̓͋̏̕�
�
Ā�ƭΜt�űŶ�̳ñ��ÀpɣŷnƏ̘Ȅɴ̴ȳ̤̿Ζͪ͠͏Ǜĵ�̴ͺͩΎΛͶ̴̶̤͋̎Æ�̰
ɠî�̳�ƭtͬͯ͠Νu�̵ñ�̘Ŝ¾̰̒͋̏ǒ̷̎̕ΚΛ΅ΗͪΜ͔΄ΙΝͱ̶̎²ɊƱ{̎°ĈƱ{̎
̵̧Ȼ̵�¥�ƭͅt�̵ñ�̎ͤΌΑ͢ΝͨΓΛ̎ªƕ̴Č̮̯̓̎e̱°Ĉ̎ǈƮ̵ǮÏ̴̖̜͋Ȅɴg
̵ˋˎ̴�ŭ̢̎e̱°Ĉ̵Ś�̴·ȷ̳ȄɴźƏ͏¡Î̤̞̱͋͏ �̢̱̯̓͋̏¤Ȅt�̶̎řʁʰ
̵Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̴̖̯̓ŸƷ�̴»Ɗ�̳ŹŇ͏ĵ̧̩̤̘̎͌ÛÅ̵̵̱̲̾͐ͼͧΝͷͅnƠ̶̰̎Ȼ
̵t�̘ŸƷ�̴»Ɗ�̳ŹŇ͏ĵ̩̤tǆĿ³¼̴�̤͋Ǡj͖̎ͦ͠ΙΛ̵ƛºŨè̴�̤͋ÌƠͦ
Νͪ̎˴á̵̼ɣŷ�Ŧ̴�̤͋��¤Ū̳̲̎ȕȄɴ͏ǳ̴̩͋̓Ŝ¾̳Ā̵̚ɥŬΜǦ´ơ§ĸ
°̎ǒ̷̎̕÷¾͖ΛΕ̵ɯï̎{ĸ̴Ŝ¾̳á̱Ʊ{̎ǂȊłé̵´ı̎ƿƐ̎Ĉŵ̎ɣŷͦΝͪ̎ǆ
Ŀ¼©¤Ș̶̳̲̎Ȼ̵ͬͯ͠Ν̵ơ˼̰̒͋̏�
�
¤ȄǂȊͬͯ͠Ν̴̶̎ȄɴǦ´̵Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ͏Ż̔Ā̵̚�Ľp̱Æ̓�ĽÇ͏Ɠʅ̤̞̱̘͋Ę͉̓
̵̞͉͌͋̏͌�Ľp̴̶̎í�úŉ̵Ȏƭð̎ƁçŸȭ̎ǦŮĈµʮłé̵¡Êp̎ÌɀĔèĞǑ
p̎°ĈƱ{̵Ȏƭð̎Ύ͵͕͔̎ɣŷͦΝ̳̲̘ͪǖ̩̀͌͋̏̀̎ɸŷǂȊͅ˺ǋͦΝΆ͖ΕΛͪ̎ΎΛͯ
Η΅Ηͪ̎Ʌʎ̎á̱Ʊ{̎¤ȄǂȊĔèͺͩΎΛͶ̳̲̎¤ȄǂȊͤΌΑʹ̵͕Ā̵̚Ȏƭt��̵Ǜĵ
�̳¥Ȉ̘Ę͉̓͌͋̏�
�
¤ȄǂȊͨͪʹ©�̰µ͊õ͂piɤ�̳¤ȄǂȊͨͪʹÆ£ë̵Ā̶̎̚ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̖̓
̯̈́Ǜĵ�̰̒͋̏F94�zë̵¡ł̴̳̲͈͊̎Čd�̳¤ȄͦΝ̵ͪʜȳū̘|̷̀͌̎©��̳Ȅɴ
źƏ̘ĆȢ̠͌̎řʁʰ̵ûƂͅɣŷ�̵ȄɴƦŬ͏ɪÿ̤̞̱̘̰̙͋͋̏ȄɴźƏͅɅʎźƏ̵ĆȢ
̶̎}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ΘͩΖ͙Λͪ͏|̓͋·̈́÷¾̳¾Ɂ̵i̭̰̒͋̏ɣŷ�ͅɥŬ�̵ȄɴΖͪ͠
ͅǎǭ͏ɪÿ̴̶̤̩͋̓̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ƓÉ¾ɘΜ´ıt2YYPc�)u̴�Ľ̤͋ʼ̎}�ȳ̹
}ǀ̵¤ȄǂȊzë̎úŉ̎΄Ι͡Εȳ̹ͦΝ̴̖̯ͪ̓̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵¸ɍ̱¡̂͏Žq̤
̞̱̘͋÷¾̰̒͋̏��
�
˕§�ƗʘpɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴̶̵̭̗̎̓̚˕§�ƺå̘̒͋̏Ζͪ͠ƙÿͅɥŬ�Ŧ̵ŁýɜĄ
͏�̓͋ĉ̴̶̎Î¡�̎®ô�̎zā�̵̧̎Ȼ̵ćƯƺå̴â̯̎̕eÒ̵̢̱̯ȄɴąÑ� )
�ͅ˕
§�ķĩ̵̗͉ƺå̈́ǖ̀͌͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̰̎Ƨe̵ˏ÷̎ÖƑ̎¥Ȩř̎ĺ£�ƪ̵ˏ
÷̵̳̲¸ɍ͏̺̯̀̎̕˕§ťʺͅ¤ȄǂȊ̴�̤͋ʼĉ�̘÷Ɵ̠͌͋� )(�̵̞͉̏͌¸ɍ̴Č̮̞̱̚
̰̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵zë̎¡̂̎ͤΌΑ͢ΝͨΓΛ̎Ȑěȳ̹ƾǧ̴�̢̯̎˕§�̳l°̘ůı̱
̳͊̎Ʀɥ}ǀtͤΌΑʹ͕u̵̱�̵Óȹ�Ľ̵ʉṊ̴̳̘̃͋̏�
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�
zé̎zé�õȕ̎Ȳzéõȕt"8#Au̶̎eq̵Āǡ̳Νͫ͏Ģʘ̢̎Ř̴̈ʙÇ̵|̓eq͏̎
�Ľ̤͋ͦΝ̵ͪúŉ�č̎éú̎ĞǑ̴�̤͋ţâǝ͔΄ΙΝͱ̴�Ǝ̠̦̙̰͋̽̒͋̏eq̶̎ɣŷ
nƏ̵Ζͪ̎͠ͅ}ǀͅƧe̵ȷĳ̳l°̴̭̯̓̎ÖĻ̰͎̗̤͊̓ͅ·�̵Ĕè̴̴̛̤͔̰̙̳̜ͬͪ͠
̷̳͉̳͌̓̏�uůı̳·Ȣ̵ȡ¯�Μoc®ô�͙͵Λͪ̎tʾ̖͈̹̎ˆɏ̳͵Ν̶ͯ̎Ř̴³ã̳
�w̴̒͋śĐ̴�̢̯̎zëͅĸ°̵ĹǛÇ̱ǎǭ̴�̤͋úŉ̎¡̂̎Ȑě̴ã¨̧̠̙̰͌͋̽̒͊̎
̴͈͖͌͊ͯΖΝ̳ȞÖªƕ̘ůı̱̳͋̏�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
rrr�
�� â»üóĕhi��ĉÂÑėë�ýĕúąĊï?Àïß�ïg�pq·èĊb~p¦üøĊa=p��ĉº�ćüĈl

?ĉ�ýĕ�>ppuĉAĄñĕðvx^ÂfsÐá9	�Wð� �
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�
���B/y=CW 6�P5A#@M *�
�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ʼ̘ɣŷ�ͅɥŬ�̵ȄɴΖͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̵̤̩͋̓̎¤ȄǂȊͬͯ͠Ν̧ͅ
̵Ȼ̵ͬͯ͠Ν̴̖̜͋ǡq̳´ıͅ¾ɘ͏ṵ̵̞͉̈̄͐̓͋̏͌´ı̶͉̎̒͆͋ΘΆΗ̵Ζͪ͠͏Žq�̴
ͺͩΎΛͶ̤͋ͨͪʹ͏ǕÉ̢̯̖͊̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵¡̴̶̩̬̯̂̒̎Ǜĵ�̳ªƕ̘Ŝ¾̱̳
͋̏�
�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵´ı̶̎Û�̵ƓÉ¾ɘ̴tȪ̶̠̞͌͋̏͌̎¤ȄǂȊͨͪʹ̵ƓÉ¾ɘ̵̼
ȷq̎Ā�ƭ̴͎̩͋ɥŬΜǦ´ơ§̎řʁʰ̵̀͐Ȯ̴�̤͋n�ŔŤΜ�Ŧ͏ǖ͂:9C )

,�̳̲̎
ǡq̳ͮΝ̗͉ͪď̵͉̩̰͌̈́̒͋̏Ğč̠̩͌ƓÉ¾ɘ̱´ı̵ˆɏ̴̶̭̯̓̎2YYPc�)�͏ţʷ̵̞
̱̏�
�
����Mn�e��<��
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ćƯƺå̶̎ȷĳ̳�ʆ̴Č̮̯̓�¥̤͋zëͅ¶ʋ̴Žq̠̙̰͌͋̽̒͋̏
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎ʼ̵¤ȄǂȊzë̎¶ʋȳ̹úŉ̴ȶ͊Ċ̀͌̎ʼ̵úŉȳ̹ûŃ͖ͦ͠Η̱ƕ
qÇ͏̱͊̎ʼȳ̹}�̵ğʺ̳¤ȄǂȊ΄Ι͡Ε̵»ŵ̱̳̙̰͋̽̒͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴�̤͋
ʼ̵zëͅ¶ʋ̶̎͛ΝΗͼͧΝͷ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ƓÉ¾ɘ̴̭̯̓̎ŊΜ�Μ��oc̵̵̤̯̽
ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ̵ŹṈ̌ǹľ͏˞ƥ̤͋Ŝ¾̘̒͊̎úŉ�čΜªƕ̎:9C )

,�̎ͦΝΆ͖ΕΛͪΜƛºŨ
ʻ̎ɣŷ�̵n�ŔŤΜ�Ŧ̎ǉȏ̎¼©̳ǋę̎¤ȄǂȊ̖͈̹�¥ͦΝͪ͏ṵ̵̷̳̜̳͉̈̄͂̈́͌
̳̓̏~ǡ̴̎Ā�ƭ̵ɥŬΜǦ´ơ§̵zëΜ�ʆ̶̵̤̯̎̽�ƭ̵ĸ°̵ȴ��̳ �ͅÉĵ̢̱
̯̎eq̵Ȅɴ̵¤Ū̱ȄɴƦŬ̵·¦£̴òȳ̤͋Ŝ¾̘̒͋̏¤ȄǂȊ̵Äå̶̎ͬͯ͠Ν�̵zë
ͅ¶ʋ̴ŕt̴įɞ̠̯̳̞̱̘͌̓̓Ā̵̩̞͉̓̓̎͌÷¾̳Ā�ƭ̵zë̎¶ʋ͖͔̎ͨͱ̴̖̯̓
¤ȄǂȊ̘͈͊fē�̳Ąŋ͏ɖ͈̓͋̔̎Æ�̳͔ͷΉͨ͜Ν̘Ŝ¾̱̳͋̏�
�
����tc9y�ak�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵¡̴̶̂̎šʼ̴̖̜͋:9C )

,�ͅˀĨƂɥɹõ̵¡̂͏öƝ̤͋úŉ͏ǖ
̓̎ǡq̳úŉ̘Ŝ¾̵̰̞͉̒͋̏͌úŉ̶̎Ř̴ʼ̵Ā�ƭ̴͎̩͋͛ΝΗͼͧΝͷ̵ɥŬΖͪ͠ͺͩΎΛ
Ͷ̵̴̩̓¡ł̵̠̩͌̈́̎ͅ:9C̵ΏͯΖΛ̱͡Ȑě̵ɹõ̵�̰¡ł̵̠̩̳̲͌̈́̎Ζͪ͠Μı�Ȑě̎ɇ
ɋ̎ΘΑΝ̵ċĵ̴Č̵̷̮̩̰̳̜̳͉̳̩̓̈́͌̓̏̀̎÷¾̳¤ȄǂȊ̵ćƯƺå̶̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ
̵̵͕̩̓ʼðl°úŉ̎ʼðɥŬΖͪ͠ɪÿúŉ̎ŔŤΜ�ŦΜǉɷ̵̵̩̓úŉ͖̎Λͨ͵ΛͶͺͩΎΛ
Ͷͨͪʹ̳̲̎¤ȄǂȊ̖͈̹Ā�ƭ̵úŉ̱ɂ©̴Žq̵̠̩̱̤̙̰̩͌̈́̽̒͋̏̀̎}ǀ̎}�̎ʼ̱
̬̩̓Ɇ̳͋ΘΆΗΜơ˼̵úŉ̵�̴̈́iˊÇ̱ɠîÇ̷̘̳̜̳͉̳͌̓̏ɣŷ�̵ŔṮ̌�Ŧ̵̵̩̓
úŉ̶̎�º�̴ʹͪͶ̢̎xĥ̤Ŝ¾̘̩̒͋̏̀̎ɣŷ�̴̈́÷¾̳´ıͦͅΝͪ͏ɠî̢̯ĞǑ̰̙
̴͈͋̔̎²Ő´�ͅ��´�̶̰njɠîúŉ̘Ŝ¾̱̳͋t))̎)*ȕ��
�
¤ȄǂȊ�ƭ©�ȳ̹šΘΆΗ̵Ȼ�ƭ̵̱ȷĳ̳¥Ȉ͏Ļ¤̴̤̩͋̓̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§ªƕΎ͜
ͫȳ̹s̶̩̀Ȏƭ�Ƀ͏éŋ̤͋Ŝ¾̘̩̒͋̏̀̎ʼ̵ı�͏Ǩ̩̕`ťǽ̳ɣŷnƏ̴Ť̯̎̕
ʼĉ�̳¤ȄǂȊ;ΝͶΝ͏¾ǥ̢̎Ø̜�͌̎ªƕ̵̤̩͋̓uɜ͏¨Ã̢̯̖̚Ŝ¾̴̶̘̞̒͋̏͌̎
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̵̞͉͌;ΝͶΝ͏Ø̜�͌̎�Ņ̢̎ȜǗ̢̎ͯͪ͠͏̵̞̳̤̩̓ͨͪʹ̎ǂȝņͅ´Ǟ̵ĞǑ͏ûɾ
̢̎¾Ę̢̎Ø̜µ͋ͨͪʹ̘ǖ̀͌͋̏�
�
����*5?{�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋȳ̹�¥΄Ι͡Ε͏ͺͩΎΛͶ̢̎ĸ°͏¡̴̶̤̩̂͋̓̎ʼ̎}�̎}ǀΘΆ
Η̰Ȏľ̵eɄ̘Ę͉̓͌͋̏eɄơ§̰Ģʘ̤̙̽Ï̶̎Ŝ¾̳e�Ɨŋtɣŷ�̵�Ŧı�͏ǖ
͂u̎͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶ̵̵̩̓ģƼΜˇɟ̎ȁȑ¼©Ʊ{̵̳̲úŉ̰̒͋̏˭ɟ̢̩eɄ̶̎
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋȳ̹�¥΄Ι͡Ε̵ĹǛÇ̵fḛ̄̒͊̎ɣŷ�úŉ͖̎Λͨ͵ΛͶͺͩΎΛ
Ͷ̎˻¯̎ćÕʟŶ̎Ĕèơ§̎Ζͪ͠ȳ̹Ν̵ͫȐě̎Ιͩͪʹ͕ͪ̎͠Ζͪͤ͠ΌΑ͢ΝͨΓΛ̎¤ȄǂȊͦ
Ν̵ͪĞǑ̵̳̲ŸƷ�ǅǀ̴̖̜͋ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ı�Üg̵̵̩̓ģƼΜˇɟ̵̼̎ȴ��̗
̭kº�̳ä¢̘Ŝ¾̰̒͋̏�
�
����i{�
͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶͅ΄Ι͡ΕΜĸ°̵¡̵̴̶̩̂̓̎¤Ȅî͏ǖ͂zé´�̵̧ͅȻ̵ſɈ̗
͉ŕt̳ſɈ͏Ļ¤̤͋Ŝ¾̘̒͋̏ûƂΜn�ŔŤ�ë͏ǖ͂ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴̶̎ʼ�̵¼©Μ
¼ē̴�¥̤͋Ȼ̵t�̱~ǡ̴̎®ƒ�̳ͤͪͶ̘̗̗̩͋̓̎ŕt̳ćƯ̱¢mĞǑ̘Ŝ¾̰̒͋̏¢
mΎ̴̶ͫ̎͜�Ŧ̱ǉɷ̵̵̩̓ɣŷ�̵¢m̈́ǖ̙̰̀͌͋̽̒͋̏ʼðûŃÀ�̶̎ɣŷnƏ̵ĥ
�̴˳ǣ̴¢m͏ĞǑ̰̙͈͋̔̎ŕt̳˅˝Ç͏ï̭Ŝ¾̘̒͋̏Ğòͅúŉ�č̵̴̶̩̓̎ŗǺ̵ɥ
Ŭ̘Ȅɴͅ¤ȄǂȊͨͪʹ̴Ǝ̩̕®ô�ǎǭ͏ĺĲ£̤̞̱̩͋̎̀ȯÍƍ̞͊̔͋ɣŷnƏͅɥŬ̵
ͤͪͶ͏xǚ̞̱̘̈́͋÷¾̰̒͋̏�
�
����]l�^u%Áª¦&�¸¯¦ºÃ¬�
Ζͪ͠ΜΝ̵ͫȐě̎˺ǋͦΝΆ͖ΕΛ̵̧ͪͅȻ̵ƛºŨèͨͪʹ̎ğèĸ°͏öƝ̴̤̩͋̓̎Ĕè̱Ė
ȇtΘͲͩu̵ͺͩΎΛͶı�͏Æ£̤͋Ŝ¾̘̒͋̏Ĕè̵Ōś̎tʾ̎yÓ͏�¥�ƭ�̰ªÙ̠
̦̎̐ȷĳ̳Ĕè͏ȷĳ̳e̴ȷĳ̳͖ͯΌΛ̰͡ʪ̵̜̩͋̑̓Ύͫ͜͏Ɗ�̤̞̱̘͋÷¾̰̒͋̏ƾǧ
̶͙̎͵Λͪ̎Ėȇ̎¡̵̂Ñ£̱̎�ȝ̎Κ͠ͱΛ̎Ƹ��̳Ζͪ͠ͺͩΎΛͶuǴ̵�y͏ö͋̏̕ͶΘΝ
Λ͡΄Ι͡Εͅ¤ȄǂȊͨͪʹ̵ĆȢ͏�̣̯ı�͏|̴̶̩͙̓͋̓̎͵Λ̴ͪČ̮̚ŸƷ�͖͝ͰΛ
̘ͪŜ¾̰̒͋̏�
�
��	�À§ £¹½®¢Å¥¾Ã�
Ζͪͤ͠ΌΑ͢ΝͨΓΛ͏ǖ͂Ǜĵ�̳ͤΌΑ͢ΝͨΓΛ̶̎Ř̴Ȼ̵�ƭ̎zé¹ž̎Ύ͵͕͔̎iɤ��̵̱
�Ľ̴̖̯̓̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵÷¾̳´ı̰̒͋̏Ζ̴̵̠͉̠̯̤̯ͪ͌̓͋̽͠e̘̎Ĕè̴Č̮̓
̩ÃĬ��͏l̓̎˥Ş�̳ɣŷnƏ͏ûƂ̎ɼÙ̎�Ŧ̵̤̩͋̓l°͏̴̶̱̩͋̓̎Ĕè̎ǔò̎Ã
x͏Ζ͔Η͖̰ͯ�u̢̎Īȟ̤̞̱̘͋÷¾̰̒͋̏ğèĸ°̶̎˵˱̢̩Ĕè̘ŵ̵̠͌͋͏ɨ̜̩͋̓
̴̎�Ľp�̰ªƕ̢͈̎͊̈ʙ̳eq͏ǖ͂̎Āǡ̳Ζͪ͠͏ï̭eq̵Ζ̱ͪ͠Ν̴ͫq͎̦̯l̙̰̔̽
̒͋̏�
�
��
�@trv�Ã´¿�Â¦§«� §�
ǋę̎¤ȄǂȊłé̖͈̹�¥͖ΛΕ͏¼©̗̭¼ē̵̢̳̱̈́̎ɣŷ�̴Ť͙̎̕ͺΗ͟ΝǛū͏|̓͋
̶̞̱̎�ęɵpɌ̵Ǎ͏ǳ͊̎Ǜĵ�̳¤ȄǂȊ�Ŧ̱ǉɷ͏ůı̴̢̎²�̖͈̹��̵ä¢͏¤Ū
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̢̎ïîůıÇ͏öƝ̢̎ÌɀͅǈƮ̴�̤͋¤ȄǂȊ̵ǎǭ͏ɪÿ̤͋̏á̎Ʊ{éŤ͙̎ͺΗ͟Ν̳
̲̎¤ȄǂȊͦΝ̘ͪʏȀ̢̯̓͋Ā̵̚Čd�̳ͦΝ̶ͪ̎nƠy{�̎f̎�͏�̣̯ã¨ůı̰̎
´ı̢î̜͋Ŝ¾̘̒͋̏öƝĈŵtΙͩͪʹ͕ͪ͠u̴̶̎ǂȝņͅƈ̅ņ̵Ť˟ͅn�Ɨŋ̎Ǜĵ�̳
ͦ΄Ε͖ͱ͘ΝΛ̎Óȹ̰̙͋ƿƐΜ�Óͨͪʹ̳̲̘ǖ̀͌͋t)�̎),ȕ�
�
����@trv���8A¤Å³§�
²ɊƱ{̎ǋę�̖͈̹łéΆΝ̵ͪǂȊͦΝ̶ͪ̎Ȅɴ̴ǎǭ͏ȳ̤̿ɣŷnƏ̘y{̢̩wq̴̎Ǜ
ĵ�̴�Ŧ̴̰̙͈͋̔ŔŤ̷̵̠̳̜̳͉̳̞͉͌͌̓̏͌łé̶̎ą`̤͋¤ȄǂȊΝ̴ͫ�Ŧ̤̩͋̓
̴̎ͦΝͪĞǑ̵ťǽ͏ț`̢tǒpǋʽÚ̵ąâ̎ʼéłéͅƴ°ʟȊÈ̵éŋ̎ûƂǮǰ͞ΐΛ·
ΝΛu̎Ř�̵ɥŬ̴�¥̤͋ŘŅ̳ɬŋtǒpřʁʰɵp̵˯ȋu͏ʝ̣͋ı�͏Ĺ̷̢̯̳̜̳̓͌
͉̳̓̏¤ȄǂȊ̵ǡq̳t�̘̎Ζ̵ͪ͠ûƂΜɪÿ̎ŔŤ̎�Ŧ̎ǉɷ̳̲̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§ͅ}
ǀtͤΌΑʹ͕u̖͈̹ʼ̵ΘͩΖ͙Λ̵ͪƓʅ̴˔ʡ̢̯̓͋̏ůı̳Ƌ͊̎ǡq̳Ȏƭt�̵¬±̘̎Ζͪ
͠ȳ̹ı�̵Ȑě̎úŉ�č̎¡̂̎ΏͯΖΛ̱͡Ȑě̴˔ʡ̤̙̰̽̒͋̏�
�
����}hÄt�sGlB����Nq%£¹½®«�&�Og`W�
}ǀtͤΌΑʹ͕u̘̎}ǀ̰Äå̱̳͊̔͋ͼͧΝͷ̱̈ʙÇ͏Ř�̤͋Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̴�͎̞̱̰͋̎ɣ
ŷnƏ̘y{̤͋�̴̎ȄɴΖͪ͠͏ɪÿ̴̤̩̱̙͋̓͋̽l°͏˦ʶ̤̞̱̘͋ůı̴̳͋̏ɣŷnƏy
{�̵·ì̵Ú��̶̎Å�̵̗͉öƝ̘˂ƨ̤͋�̴̎}ǀ̵̰Ǜĵ�̳�Ŧ̴͈̬̯Ā̵̚Ǎ͏ɸ̞̱̔
̘̰̙̩͋̏̀̎ǉɷΜǉȏ̵µ͊ṍ̴̖̯̓̈́̎}ǀĮ�̘»Ɗ�̳ŹŇ͏ĵ̢̩̤̩̘̬̯̏̎΄Ε͖ΖΜ
΅Η͔ͪ͢͏ǖ͂}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ı�ͅĸ°̎}ǀ̵¤ȄǂȊȧnp̎��oc̎��ͬͯ͠Ν̵Ź
Ň̶̎Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵fē�̳ŹŇ͏ĵ̩̤̏��oc̶̎}ǀtͤΌΑʹ͕uΘΆΗ̵
ŲƟ̎ðʞ̵̰Ť̎̕}ǀ̵̰Ť˟̎Ŧŷŭŋ̵ˇɟ̎ɣŷ�̵�Ŧ̴̳̲˔ʡ̤̞̱̘̰̙͋͋̏îőͅ
��Ďj̶̎÷¾̳͖ΛΕtáó̎ăÌ̎Ī�̎�Ó̳̲u̵ͺͩΎΛͶ͏Ż¹̢̎��ĸ°̴˔ʡ̰̙
̞̱̗͉͋̎ɥŬΜǦ´ơ§̵͉̒͆͋ķĩ̴�¥̤͋ĸ°̵̼îőͅ��Ďj̵ǚǸ�̳�Ǝ̘³ůɡ̰
̒͋̏�
�
��� �»®¨ÀÃ¡�w_�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ �ȳ̹͔ͤΜ͞ΐ;ͨʹ̵͕ǐÉ̴Ü̜̩Ñ̌͏ΏͯΖΛ̤͋͡΄Ιͬͪ͏̎ˌȀ̵¤
ȄǂȊ�ƭ̵ΏͯΖΛͨͪ͡ʹ̴Žq̤͋Ŝ¾̵̴̶̧̘̩̒͋̏̓̎Ζͪ̎͠͞ΐ;ͨʹ͕̎΄Ι͡Ε̵¡̂
͏ΏͯΖΛ̵̤̩͋̓͡ȠŔ£̠̩͌ùȠ̘Ŝ¾̰̒͋̏ùȠ̵ɀƌ̶̢̱̯̎ˀĨƂɥɹõ̵ͯΝͣͲͶ̱ù
Ƞ̵ΏͯΝ̎:9C̵ΏͯΖΛ̱͡Ȑě̵ɹõ̎H9#̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ʼð͞ΐ;ͨʹ̵͕͡ΙΝͽΗ
ªÕ̎H9#̵}ǀΏͯΖΛ̱͡Ȑě̵Ύͫ͜Ɍ̘̒͋̏ɠî�̳ΏͯΖΛ̶̎͡n�ŔŤtͨΌΑΘΝͨ
ΓΛɌu̎�Ŧ̎ǉɷ̴�̤͋ĸ°͏̵̧í�Ȑě̴̤̞̱̰̠͉͋̎Æ£̠͌͋̏� �
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�
���B/y=CW 6�P�FO%eL&��
�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋȳ̹�¥̤͋΄Ι͡Εͅĸ°̵Ǜĵ�̳¡̶̂̎¤ȄǂȊ�ƭ̴Ƌ̵̬̩̰̈́
̶̳̓̏ɣŷ�ͅɥŬ�̵ȄɴΖͪ͠ͅǎǭ͏þq�̴ɪÿ̴̶̵̤̩̤̯͋̓̎̽ͬͯ͠Ν̵̱¥Ȉ̘³ů
ɡ̰̒͋ )-�̏,�ˁ̰Ƿ̩̽ƓÉ¾ɘ̱´ı̶̎ˀĨƂɥɹõ̎D58A̎:9C� )

,�̎��;Ζñ�̎ȳ̹
̵̧Ȼ̵�¥̤͋ʼ̎}ǀ̎ʼĉ�̳ɹõ̵¡̴̂̈́Ź�̭̏�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̵̩̓͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶȳ̹Ĥ¨úŉ̵ŁýɜĄ̶̎ʼͅ}ǀtͤΌΑ
ʹ͕u̘ĥĩ̤͋Ζͪ͠ͅnƠ̎�ÎŞ̵ı�ΘΆΗ̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§͏¡̂Μɯï̴̤̩͋̓ã¨ůı
̳ΖͮΝ̵̧̨̳̲ͪ̎͌͌ʼͅ}ǀtͤΌΑʹ͕u̵źǯ̴͈̬̯Ɇ̢̳̩̘̬̯͋̏̎¶ʋ�̗̭�Ȗ�̳͔
΄ΙΝͱ͏̴̶̱̩͋̓̎ʼ̎}�̎}ǀΘΆΗ̰̎źǯ̎Ζͪ̎͠͞ΐ;ͨʹ͕͏tʾ̢̎»¾̳ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ
̵ǚǸ�̳�Ǝ͏ď̯̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̵̩̓Łýnʯ͏�yΜ¡̤̞̱̘̂͋Ŝ¾̰̒͋̏�
�
	���}hÄt�sGlBe��n4�bX,E�>�����ri�§«ªµ�

• ¶ʋ�̳ȄɴǦ´ơ§͏¡ł̢̎}�̎ğǀ̎ʼΘΆΗ̵̰ǦŮnƠ̵Ζͪ͠͏Ř�Μtʾ̤͋̏
ˌȀ̵Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̘ã¨ůı̳wq̶̧͌͏ã¨̢̎�º�̴Ɏ�̤͋̏ʼȳ̹}ǀ̵ͼͧ
Νͷ̎̈ʙÇȳ̹�Ŧı�͏tʾ̤͋¶ʋ�Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̶̎ûƂ̎n�ŔŤ̎�Ŧȳ̹ǉ
ɷ̵úŉ͏ǖ͂Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵Čd̰͔̒͋̏ͬͪΎΛͶ̶̎ȠŔ£̠̩͚͌ΝͲ
Ͷ̴ˈ̬̯̎ʼ̎}ğǀ̎}�ΘΆΗ̵̰̤̯̎̽�¥ͬͯ͠Ν̱Ő̴¡ł̢̎qÃ̘ď͉̩͌�˯̰
Ɏ�̤͋̏Ř̴̎áΜƱ{ͦΝ̴ͪ�̵̤̳̲͋̈́̎·�̵͵Νͯ͏Ĵ¨̴̤͈͋̔Ƚ̓͋̏ �
�

• ɣŷnƏͅɥŬ̴ʛ̔ȄɴΖͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̵̤̩͋̓ÎŞ̵ı�͏Ȑě̵̤̞͋̏Ȑě̶̎ɥ
ŬΜȄɴǦ´ơ§̵ƓÉ¾ɘ͏Ȃğ̚�Ơ̱̤͋wq̵̱̤̯̎̽ΘΆΗ̴̖̜͋Ř�̵ƓÉ¾ɘ͏
�Ơ̱̤͋wq̘̒͋̏ˌȀ̵úŉȳ̹ı�Ȑě̶̎�º�̴xĥ̢̎Ɏ�̵̤̞͋̏ �̵̩̓
̴̎æê̎}ǀ̎ʼ̵ͨͪʹ©�ȳ̹͞ΐ;ͨʹ̴͕Ř£̢̩ͳΝΗ̘ĀÚ¨Ã̠̯͌̓͋̏͞ΐ;ͨ
ʹ͕Ȑě̴͈̬̯̎Ȑě̠̩͌Ζ̵ͪ͠ͺͩΎΛͶ̴̤̩͋̓}ǀtͤΌΑʹ͕u̎ğǀ̎ʼ̵šΘΆΗ
̰Łý̤̙̽l°̳̲̎Ǽ̱�y̤̙̽t�̵Ř�̘ůı̴̳͋̏��

�
• Ā�ƭ̖͈̹¤ȄǂȊ�ƭ̵͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶ¶ʋ̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ̵̵͕̩̓ʼðl

°úŉ̎Ř�̵ƓÉ¾ɘt¤ȄǂȊȧnp̎ΎΛͯΗ΅Ηͪ̎˺ǋͦΝΆ͖ΕΛ̳̲ͪu̵̵̩̓ú
ŉ̖͈̹̎ûƂ̎n�ŔŤ̎�Ŧ̎ǉɷ̴Ü̜̩úŉ͏�yΜ¡̵̤̞͉̂͋̏͌¶ʋ̱úŉ̶̎ã
Ŭ�Ľp̵̱ñ�̵̱̈́̎ˌȀ̵úŉ̵xĥ̢̎ı�Ȑě̎Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̎ĸ°̵ͤͪͶúŃ̎Ζ
ͮΝ̵ͪͲΛ̵̧̎͡Ȼ̵tʾ̴Č̮̯̓ĝÉ̤̙̰̽̒͋̏ã¨ůı̳ΖͮΝ̴ͪČ̮̯̓̎Łý
̤̙̽l°͏�¥̤͋úŉ̴Žq̤͋̏¶ʋ̱úŉ̵¡̴̶̩̬̯̂̒̎ΏͯΖΛ̎͡Ȑě̖͈̹̎
�º�̳èĭ͏ḻ̴̱̔̈́̎zë̎úŉ̎ûŃ̵͖ͦ͠Η̖͈̹̎Ζ̵ͪ͠ΘΆΗ̱ǰȪ̵ş£̴Ŧ̣
̯Ɏ�̤͋̏�
�

	���}hÄt�sGlB�[~���Y6o,E�/T�
�
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ʹ˄�̳¶ʋ̶̎gǷ̴̢̩͈̔̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̵̤̯̽¾ɘ̰ƓȨ̵̴̠̙̰̩́͌͋̽̒͋̏̓
̶͉̎̒͆͋ΘΆἨ̴̖̯̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§͏ơ§Μ¡̤̂͋¤ȄǂȊeɄ̵Æ£̎ɥŬΜȄɴǦ´
ơ§̴ã¨ůı̳ſɈ̵Ļ¤̎¢Ɉ͏Ǜū�̴ã¨̵̤̩͙͋̓͵ΛͪΜΆΝͪ͏ĞǑ̤͋Ĕèơ§Μƾ
ǧ̵̼ä¢̘Ŝ¾̱̳͋̏¤Ȅîȳ̹;ΝͶΝ̶̎Ř̴΄Ε͖ΖΝ͔͢ΘΆΗ̵̰¤ȄǂȊͨͪʹ̵Æ£
̴â̯̎̕ʹ˄�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋ͏Ɠʅ̵̤̩͋̓Čɰ̢̱̯̎Û�̵l°t�̴̭̯̓ćƯ̤
͋̏�
�
Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̱͞ΐ;ͨʹ͕͔ͬͪΎΛͶ�
¶ʋˬ̶ΆΝͪΕ͖Λ̵Ȑě� ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋ̎�¥΄Ι͡Εȳ̹ĸ°̵ë�̶̎Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛ
Ͷ͈͊ͅˆɏ̳͞ΐ;ͨʹ͕͔ͬͪΎΛͶ̵ċĵ̴Č̮̯̓l̔Ŝ¾̘̒͋̏�
�
nƠ̵Ζͪ͠ΜΝ̵͔ͫͬͪΎΛͶpȄɴǎǭ̘ɩƽ̠͌͋nƠtǒp͔͗ͶΘ̵͖͠ī̓̎£¯ĈƤ̵ŵ
hu̘èĭ̠̩͌wq̎�ƒ̵̧̎nƠ̵y{͏Ļĕ̢̎Ȅɴ̵̼Ζͪ͠͏ĂŶ̢̎ɬŋ̵¾đ͏Ř�̤̩͋
̴̓̎ìºΖ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̘Ŝ¾̱̳͋̏¹ì̗͉Ȅɴǎǭ̘�͉̗̳nƠtǒp}ʗ͖̎ͦ͠ΙΛ͔̎͗Ͷ
Θ͖͠u̘y{̢̩wq̴̶̎»¾̳¤ȄǂȊg̵Łýnʯ͏��̢̎ÎŞÑlf̵ͼͧΝͷΜˋˎ͏Ř
�̢̎Î}̵̰�Ŧ̵ĹǛÇ͏Ȑě̢̎Å�̵̗͉öƝ̵Ŝ¾Ç͏ĂŶ̴̤̩͋̓̎˳ǣ̳Ν͔ͫͬͪΎΛ
Ͷ̘Ŝ¾̱̳͋̏�
�
ƛºl°̴̭̳̘͋ŲƟ̎ƛºŨĭ̎Ũèͨͪʹ�
ÑlΜț`̶̢̭̭̒͋̎̒͋̓˥Ş�̳ͼͧΝͷt˺ǋ̵͔͗ͶΘ͖͖̎ͦ͠͠ΙΛ̎ˑ̷̭̳̲u̵ƛºŨ
è̶̎ɼÙë̎˛ŦƏŎ̵Ļ¤͖̎ͯΖΝ̳�Ŧ̵̳̲ƛºl°̴Ŝ¾̰̒͋̏˺ǋͦΝΆ͖ΕΛͪͨͪʹ
̎ÌƠûȩ̵̀̎Ȼ̵ƛºŨèΎ̵̗͉ͫ͜Ĕè̶̎ɣŷnƏ̴͈͋Ȅɴǎǭ̳̲͏ɪÿ̤͋g̰÷
¾̳ŹŇ͏ĵ̩̤̏Ļ�̠̩͌ʼĉ�̳ƛºŨèΎ̘̭̗ͫ̓̒͊̎̚͜šʼ̵ͨͪʹ̶̞͉̗͉̎͌Ĕ
è͏ď̞̱̰͋̎ɣŷnƏͅɥŬ̵ûƂ̎ćĖ̎ŔŤ̎�Ŧ̴Ü̜̩l°͏̱̞̱̘̰̙͋͋̏��
�
͛ΝΗͼͧΝͷ�Ŧ̴Ü̜̩n�ŔŤ�
ʌÚ̵ͼͧΝͷ̴�̤͋ɣŷ�ŦúŉͅŘ�̵Ζ̴ͪ͠�̤͋ͤΛʹ͕Λͩ͘ΛͨΝΜ΄ΕΛ̳̲͙̎͵Λ̴ͪČ
̮̩̓n�ŔŤt˛ŦƏŎ̵Ļ¤͏ǖ͂u̶͖̎ͯΖΝ̰Ǜĵ�̳�Ŧ̵Čɰ̵̱̳̞͉͋̏͌úŉ̶̰̎
ìº̵Ζͪ͠sΝ̵ͫȐě͖̎Λͨ͵ΛͶsnƠ̵ͺͩΎΛͶ̎ͤΌΑ͢ΝͨΓΛ̎ɣŷ�̵²ɊƱ{�ë̎
΄ΘΈͪͯΗ͔̎͢ʟȊ̎�ƭͅ´��̵̵̧̨͌͌ŹṈ̌ǹľ̵̳̲Äå͏ʮ̔̏�
�
͉̒͆͋ͼͧΝͷ̴͈͋ɣŷnƏ̵̼�Ŧ͏ͺͩΎΛͶΜªƕ̴̶̤̩͋̓̎¤Ȅî̶̵̧̩̀Ȼ̵ȷĳ̳¤
Ȅ¹ž�̴̎Ŝ¾̳ΖͮΝͪ͏Ť̩̕ɣŷnƏ͛·ΘΝͨΓΛͬΛͯΝt6XP@RPYNd�Z>P@LBTZYA�NPYBP@̎�
6#4u͏̎�Ļ̳ȠŔĝjuɜĲtDBLYOL@OA�ZQ�>@ZNPOC@PA̎�D#Aǘ̴̱̱éŋ̤̙̰̽̒͋̏¤
ȄǂȊͨͪʹ̵šΘΆΗt}�̎}ǀ̎ʼu̴̖̯̓̎ˇɟ͏Ø̜̯ɐŤ͏ƕ̩̕ͱΝ̘̎˳ǣ̰țƶ
ůı̳�Ŧ̵̴̩̓ã¨̴̰̙͈̤̙̰͋̔̽̒͋̏²ɊƱ{̎΄ΘΈͪͯΗ͔̎͢ˍŪ̎΄Ε͖ΖΝ͔̎͢�
ȡΜÅȡ̵Ȏƭt�̎řʁʰơ§̎ͦΝΆ͖ΕΛͪ̎ćÕǶͦΝͪ̎Ζͪͤ͠ΌΑ͢ΝͨΓΛ̡̳̲̠̳̎̀̀¤
ȄǂȊt�̵n�ŔṮ̌�Ŧ̵̼˔ʡ̘Ę͉̓͌͋̏�
�
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͔͗ͶΘ̵͖͠Ũĭ̱�Ŧ̎ĀÚɿǋpơ§̳̲̎n�ŔṮ̌�Ŧ̵Ύ̶ͫ̎͜¤ȄǂȊͨͪʹ̵šΘ
ΆΗ̵̰ˇɟΜɇɋ͏�̣̯�º�̴ʹͪͶ̠͌̎ɣŷ�Ŧ̵í�̎Ȑě̠͌͋Ŝ¾̘̒͋̏ʼͅ}ǀtͤΌ
Αʹ͕u̶̎Ǜĵ�̳úŉ͏�̯̎ǉɷΜǉȏ�ë͏ïî�̴¡ł̤̞̱̰͋̎ı�͏Æ£̢̎ȯÍ̵ɣŷ
nƏ̵Ζͪ͠͏ɪÿ̴̤̩͋̓̎ɥŬ�̵ǉȏ̵´c͏ĸ¨̷̢̳̜̳͉̳͌̓̏�
�
ΘͩΖ͙ΛͶ̳ǋęΜ¤ȄǂȊłé�
ΘͩΖ͙ΛͶ̳¤ȄǂȊłé̶̎¼©̰̎Ļ¡̰̎ïîůı̰̒͊̎ɣŷ�ͅɥŬ�̴̈́´ı͏ɯï̤͋̏
¤Ȅłé̵Ɠƻ�̎ȲƓƻ�̎´ı�̳Ȅ©Ç͏Æ£̤͋�ë̶̎Ǜĵ�̳ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵˽̱
̳͋̏}ǀoc̵÷¾̳͖ΛΕ̰̒͋ǋę̵̧ͅȻ̵ǂȊłé̶̎ɣŷ�ͅɥŬ�̴̈́´ı̷̢̳̜̳͌
͉̳̩̓̏̀̎ɥŬ�Ŧ�̴y{̤͋ɵp̵żŻ͏ɪÿ̤͋ı�̈́Ŝ¾̰̩̒͋̏̀̎ˌȀ̵łḙ̴̯́̓
̶̵̧̎¼©Ç̱ͬ͞ΑΖʹ͕͏Ȑě̢̎¼©Ç̱ͬ͞ΑΖʹ͕͏Üg̠̦̎ɣŷ�̴Ť̩̕�ë͏ʝ̣͋Ŝ¾̘
̒͋̏H9#̱̄�¤Ȅ´ƓtALY�2XP@TNLY�9PLWBS�#@RLYTeLBTZYu̵ǋę¼©ùȠt9ZA>TBLW�
DLQPBd�:YOPcu̶̎łé͏Ȑě̢̎¼©Ç̎n�ŔŤ̎ɣŷ��Ŧı�̵ĆȢ͏Ɗ̵̩̓̚Ǜĵ�̳ͳ
ΝΗ̰̒͋̏�
�
̩̀̎¤ȄǂȊłé̶̎ͪͯͲͅɵp̴̱̬̯¼©̳ǈƮ͏ĞǑ̤͋Ŝ¾̘̒͊̎ʂ�lɝ͖ͦͅͽΝͬ͞Α
Ζʹ͕ȱǿ̗͉ǳ̵̩͋̓Ɠƻ�ΜȲƓƻ�̳�ëͅuɜ͏ǖ̙̰͂̽̒͋̏¼©Ç̱¤ȄǂȊłé̵{Ə
¯�̳ïîůıÇ̵Üg͏ṍq͎̦̞̱̰͋̎ă�ͅá̵Ǒǟ̵ÓȹÇ̘Üg̢̎¤ȄǂȊłé̵Ț
ɚĈ̘ȥÿ̠̩͌͋̓̎ǂȊ̘ÌɀͅǈƮ̴Ǝ͋̕©��̳ǎǭ͏ɪÿ̤̞̱̘̰̙͋͋ ),�̏�
�
"5!2̵̧ͅȻ̵΄ΕͲͶ͚Ν̴̖̜͋¤ȄǂȊ�ƭ̵¬±Ç�
zë̎úŉ̎¢ɈƗt̵�ß̵f̰̩̎̀̎}�̎ğǀ̎ʼΘΆΗ̵̰ĸ°ªƕ̵f̰̎¤ȄǂȊ͏Ǜĵ
�̴Ąŋ̴̶̮̜̩͋̓̎ʼ�̖͈̹ʼĉ�̳»¾͚ΝἘ̴̖̯̎¤ȄǂȊ̵̵̩̓Æ�̳¬±̱͔ͷΉ
ͨ͜Ν̘Ŝ¾̵̰̞͈̳̒͋̏̔¬±̷̘̳̜̓͌̎Ř̴rǾ̎ȡ¯ŸƷ̎oc�ͼͧΝͷ̵úŉ�č̵ĉ
̎ͅ{Ĉ¯�ͼͧΝͷ̵ͺͩΎΛͶ̴�̤͋zé©�̵͔΄ΙΝͱ͏Ļ¤̤͋ĉ̴̎Ȼ̵�ƭ̵ɥŬơ§p
̴͈̬̯¤ȄǂȊ̵Łýnʯ̘xŴ̢̱̠̯͌̀̔ǦŮÇ̘̒͋̏��
�
�
rrr�
�� 32��	��) ėy�ýĕþĐĉĢŅĹĨİěŏıěľŌįļŃŎĲė[pąüþ<{Bd��Ċïà�§ÍÓ�Ĉ�ÖûĖăò

ĕēóĈïēĔ�ÝćÍ¢ŏÂÑ¿f±`ĒïM¸ŏ<{ĉ�T´ŏĠŐŊķħŐĳÍ¢ŏ¿f±`��ĈđåÙýĕð�
	� �2��ņĵĬĺcNńĵĮŉŎĤļŌĤňł945�WĊï{Øïc�ï¹Ã�oĈõùĕsą¶hĈsýĕw�ėoipĈ

BĀăõĔïýďăĉ<ĉıŐĮĊ45�ĉĝĞĻĦĜĲ9C//I.��O .C" / �HJ%�WĄewûĖăòĕð�

� ½ôċï32���	��) �:/ /#�� J/P�:#EA��..#..F#G/��GGM E��#IHJ/DG%�/HHE��:���9ä³T32�9	��)W

Ĉ�ĂøtÎ<ĉ;�w�WWï�djpcNmTÅ��4// ���2�Ĉēĕ<ĉĢŅĹĨİěar��à�§ÍÓ���
- I !D/P�AHJ�.D. ./#J��#"M!/DHG�3GD/D /DN#��-�.�3ĹŐĲĴŐĨįļ ��fsnªo�v=��3�:- �Cm��ą
l ��

(� ½ôċïM×ïÁÉïésïËrïÔÈĦĜģŌŎćĆėl°ąüþĤŌŐĸŊÍ¢¡Þŏa¬ĨĪİł91.�-:Wï<
�ŏM¸ÁÉ¡wĨĪİłïìîi¡ÞĨĪİł90/�:��/;WïĤŌŐĸŊ�ÕÛ�w9ĠŐļŎĭŐĪĈēĕ�Õ
Û�w9/3�:WïĤŌŐĸŊeÌ¶h�wĶįĲōŐģ91�23�WïêÒ�¤¯ĨĪİł9ŀŉĠïãíïĜŎĺŊğŎ
ħïÇÜænćĆWïĦĻŉŐĩŇĴŊêÒĦŐľĜňŎĪĶįĲōŐģ9ŃĥŎg¥¸êÒĦŐľĜňŎĪï@f�ÕÛĦŐľ
ĜňŎĪĥŎĭŐĨĚłćĆWćĆ÷ñĕð� �
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�
	��B/y=CW 6�P1.M<-�
�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵�yΜ¡̴̶̂̎oc̵͉̒͆͋ΘΆΗ̵Ȃğ̓�ƭͪͅʹΝ͠ΈΗͰΝ̵ǚǸ�̳ţ
â̘Ŝ¾̰̒͋t2YYPc�*ȕ»̳ͪʹΝ͠ΈΗͰΝ̵ŹŇ͏Û�̴Ġ̤̏�
�

���MmC=Ä-FC=�
ɣŷnƏͅɥŬ̴͈͋ȄɴΖͪ͠ͅǎǭ͏ɪÿ̴̶̤̩͉͋̓̎̒͆͋ΘΆΗ̵ĀîőΜĀ�ƭ̴͈͋ñª�
̳µ͊ṍ̘Ŝ¾̰̒͋̏ˀĨƂɥɹõ̴ȧ̓̎ɥŬΖͪ͠ͺͩΎΛͶ̴�¥̤͋ʼͅ}ǀ̵Ā�ƭΜ�ƭ
Ņúŉ̵ë�̴¹̶̩̬̯̎Ȅɴ̱ŧʬ̵Üg̘śĐ�l°̵÷¾̳ �̱Éĵ̰̞̱̒͋͏ƽƳ̴̖̽̚
̙̰̒͋̏eq̵Ȅɴ̶̎̈ʙÇ̵¸Ɂ̰̱̒͋~�̴̎e�̵ΘͩΖ͙Λ̵ͪČɰ̰̈́̒͋̏¤ȄǂȊ̈́̀
̸̵̩̱̭̎�Ŧ�ƭtͬͯ͠Νu̪̘̎{Ĉ¯�ͼͧΝͷ̶̎rǾΜȡ¯ŸƷΜoc�ͼͧΝͷ̱ȫ̰͐̎}
ǀtͤΌΑʹ͕uͅʼ̵÷¾̳Ζ̱̳̬̯ͪ̓͋̏͠ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎Ζͪ͠ȳ̹͞ΐ;ͨʹ̵͕Ȑě̎ȫ
̴̹Ā�ƭ̴̩̘̀͋Ζͪ͠ͺͩΎΛͶu�̵�y̎úŉ̎¡̂̎ΏͯΖΛ͡ȳ̹èĭ̵̵̩̓Ύ̵ͫ͜f
ē̱̳̙̰͋̽̒͋̏��
�
¤ȄǂȊͬͯ͠Ν̶̎¤ȄǂȊͨͪʹ̘Ǜĵ�̴´ı̴̤̩͋̓̎Ȼ̵ͬͯ͠Ν̴̈́ʏȀ̢̯̖͊̎}ǀ̎
ʼ̎ʼĉΘΆΗ̰ɣŷnƏ̵ȄɴΖ̵ͪ͠ͺͩΎΛͶ͏Ż̔�Ľp̱Æ̓�ĽÇ͏Ɠʅ̤͋Ŝ¾̘̞̒͋̏͌
̵͉�Ľp̴̶̎í�úŉp̎ƁçŸȭ̎ǦŮĈµʮłé̵¡Êp̎ÌɀĔèĞǑp̎°ĈƱ{̵Ȏ
ƭð͙̎ͺΗ͟ΝΜáΜƱ{̵̳̲÷¾͖ΛΕơ§p̎�ÓΜƿƐjp̎ƞȝĎj̎Ύ͵͕͔̎ɸŷͦΝ̳ͪ
̲̘ǖ̀͌͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§͏Ǜĵ�̴¡ł̴̶̵̤̩̞͉͋̓̎͌�ƭ̘Ǜĵ�̴¥Ȉ̤̞̱̘͋÷
¾̰̒͋̏�
�

���@to%.7�7 !�"��5��438!6&�
iɤ�̴̎ʼΜğǀΘΆΗ̵¤Ȅî̶̎ɥŬy{̴�¥̤͋�ɥŬΜǦ´ơ§�ë̴̖̯̓»Ɗ�̳ŹŇ͏
Ż̩̔̏̀̎¤Ȅî̶̎rǾͼͧΝͷ̎ȡ¯ŸƷͼͧΝͷ̎oc�ͼͧΝͷ̎{Ĉ¯�ͼͧΝͷ̵̳̲͉̒͆͋ͼ
ͧΝͷ̴�̤͋ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵÷¾Ç̴̭̯̓̎"5!2̶̴̧̩̀͌¹̤͋´�ͅȻ̵�ƭ̴ȑ̙
̗̜͋ǹľ͏Ĺ̤͋̏¤Ȅî�̵�ž̎ΒͲͶ̶̩͚̀Ν͜ΗΊ͖ΛͶ̶̎"5!2̎Ȼîő̎��oc̎�
�ͬͯ͠Ν̵̱ªƕ͏ǖ̓̎ʼ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§¶ʋȳ̹�¥΄Ι͡Ε͏ͺͩΎΛͶ̤͋ǹľ͏Ż̔̽
̵̙̰̞̒͋̏ΒͲͶΜ͚Ν͜ΗΊ͖ΛͶ̶̎�ƒ̎î�̵Ȼ̵�žΜ΄Ι͡Εt¤ȄǂȊͦΝͪ̎řʁʰ̎
ǈƮƱ{�ž̳̲u͏ʀś̢̎Ŝ¾̳ı�̵�y͏ǖ̓̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§͏Ļ¡̴¡ł̤͋ǹľ͏Ĺ
̤͋̏}ǀ̵źǯͅ¢Ɉ̴Ŧ̵̣̯̞̎ŹŇ͏�:9C�ͨΓΗ͚Ν͜ΗΊ͖ΛͶ̵ǹÊ̴ṍĊ̞̱͂̈́ůı
̶̰̞͈̒͊̎͌͊ğʺ̳͛ΝΗͼͧΝͷ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§ı�͏Ɠʅ̤͈͋̓´c̱̳̪͍͋̔̏:9C�̱
͛ΝΗͼͧΝͷ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̴̩̓Ƨq̵ΒͲͶΜ͚Ν͜ΗΊ͖ΛͶ̘̒͋wq̶̎ɣʄ̳ªƕ̱
ñ�̘Ŝ¾̱̳͋̏�
�

���(S}hlBd%�.�&�
Ā̵̚ʼ̶̰̎"5!2�̶̴̧̩̀͌¹̤͋´�̘éŋ̵̠̯̖̱̲͌͊̎̾͐ͼͧΝͷ̴͈͋`ťǽ̳ɣŷn
ƏͅɥŬ̴�̤͋�ɥŬΜǦ´ơ§ĸ°̵ͺͩΎΛͶΜªƕ͏Ž˄̵̢̧̯̓͋̏Ȼ̵»ơ´�̘͔̎͗Ͷ
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Θ͖̎͠£¯ΜƔɱƇΜ¸��nƠ̵̳̲Ř�̵ǰȪ̵ǦŮnƠ͏Ż¹̤͋wq̈́̒͋̏"5!2̶̵̤̯̎̽
�¥zëΜúŉ̴¤ȄǂȊ͏ɂ©̴ṍĊ́̎¤ȄǂȊ̴�̤͋Éĵ̘Łý̠͌̎¤ȄǂȊ¹ž̘̤̽
̵̯�¥ĸ°̴ǚǸ�̴�Ǝ̤̩͋̏̀̎ʼͅğǀ̵̰¶ʋtˀĨƂɥɹõͅD58A̵¡̳̲̂u̎�¥
̤͋΄Ι͡Εͅúŉ̵©��̳ΏͯΖΛ̴͡¤ȄǂȊùȠ͏ǖ̞̱̱̤͂͋̏�
�

���Nq%£¹½®«�&�£¹½®«�·Å§�Tx�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§�¥̵¶ʋ̎΄Ι͡Ε̎ĸ°̴̶̎}ǀĮ�̎��oc̎��ͬͯ͠Ν͏ǖ͂}ǀ
tͤΌΑʹ͕u̘̎©ĩ�̴;ΝͶΝ̢̱̯�Ǝ̤͋Ŝ¾̧̘̤̞̱̰̒͋̏̔͋̎¹˾¶ʋͅĸ°̘̎źǯ
̴Ŧ̣̯̎ĺ£�̴ȷĳ̰̎Ǜū�̰̎ō¨�Ǜĵ̵|̵̱̳̞̱̘̓̈́͋ºƬ̠͌͋̏}ǀtͤΌΑʹ͕u
̶̎ɥŬ̵Ř�̎ŔŤúŉ̵ë�̎ɣŷnƏ̵ćĖΜ�Ŧ̎ǉɷĸ°̵¡ł̴̖̯̓fē�̳ŹŇ͏Ż
̔̏}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ΖΝͰΝͅǂȊȧnptðʞǂ̎ˍŪȭ̎ǔÂȭ̎ȝʳȭ̎ͤΌΑʹ͕΅ΗͪΚΝ
͜Ν̳̲u̶̎iɤ��̵Óȹ͏ʅ̙̎Ĕè͏ğ̓̎Ζ̴̠͉̠̯ͪ͌̓͋͠eq͏Ř�̤̞̱̘̰̙̩͋͋̏̀̎
̵̞͉͌śĐ̶̎ʙ̓�w̴̒͋eq̵Νͫ͏ȍ̴̩̤̩̓̎ͤΌΑʹ͕ΆΝ̵ͪͦΝͪ͏ĞǑ̤̞̱̘̰̙͋
͋̏�
�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎}�zé͏ǖ͂}ǀΘΆῊ̴̰ț`̢̎fȤȳ̹}�̵¤Ȅ¹ž̵öƝ͏Ø̜
̞̱̘͋÷¾̵̰̤̯̒͋̏̽}�´�ͅõȕ͏ċś̢̩Ā�ƭªƕΎ̶ͫ̎͜ɣŷ�ͅɥŬ�̵ȄɴΖ
ͪ͠ͅǎǭ͏ɪÿ̵̤̩͋̓´�űŶ�̳ñ�̵fē̱̳͋̏�
�
Ā̵̚ʼ̶̰̎zé©�̵Ȃğ͔̓΄ΙΝͱ̴â̯̎̕ʼ�Å̵��ocͤͅΌΑʹ͕ΆΝ̵ͪõȕ̘̎̈ʙ
̳eq̵Čd�̳Νͫ͏ȍ̩̤g̰÷¾̳ŹŇ͏ĵ̵̢̢̩̯̩̘̬̯̞͉̓͋̏̎͌õȕ̘̎ɥŬ�̴Ŝ
¾̳ͦΝͪ͏̵̴̲͈̔ɠî̤̗̱͋̓̔úŉ͏ǖ̓̎ɣŷ�̵ȄɴΖͪ͠͏ͺͩΎΛͶ̵̤̩͋̓ı�͏Ť̕
̯̞̱̘̓͋÷¾̰̒͋̏}�zé̶̎Ζ͔ͪͬͪ͠ΎΛͶ̎úŉ̎͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶ̎̈ʙ̳eq̵
Čd�̳ΝͫtǆĿ̎¤ȄǂȊ̎ɨƹÈ̎á̎Ʊ{̳̲u͏ȍ̵̩̤̩̓ͦΝͪͅöƝ̵ĞǑ̴̎��
ocͅ}ǀtͤΌΑʹ͕u͏�Ǝ̠̦͋Ŝ¾̘̒͋̏�
�

���2�0�
H9#̶̵̧̎ĤĜõȕ̱gȗƲ�Š�͏�̣̯̎à(*ġþqnjúŉt8AHu)
(0�)
)*̴̖̓
̯̎ɣŷnƏ̗͉eq͏͈͈͊̚¤Ṳ̞̱̄͋͏*̵̭Łýnʯ̵i̢̭̱̯̓͋̏ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̶̎
F94�̵ǐÉ̴̵͈̤̯͋̽e̵Ȅɴ�̳{ĸ̵Ļ¤̵̱̤̯̽aɳɦ̵̰Ⱦŧ̵ʉÑ̎D58A�̵¡̴͈̂
͈͋͊Ā̵̚eq̘͈͊Ɖ̓Ȅɴ̱Ⱦŧ͏́Ø̤͋Ȅɴ̳śĐ̵ʉÑ̴̈́ʏȀ̢̎˔ʡ̢̯̓͋̏H9#�̶̎
H9#�ȄɴǦ´΄Ι͡Ε H96�͏�̣̎ʼ̵¤ȄǂȊͨͪʹ̵Æ£ͅʼͅ}ǀtͤΌΑʹ͕u̵ΘͩΖ
͙Λ̵ͪƓʅ͏öƝ̵̤̤̯͋̽�H9#�nÊžͅŸƷ΄Ι͡Ε̵ţâ̴͈͊̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵l°
©ɤ̵�y̱¡ł͏öƝ̢̯̓͋̏H96̵ΌͲͨΓΛ̶̎ʼ͏öƝ̢̎ʼĉ�̳ĸ°͏ªƕ̤̞̱̰͋̎řʁ
ʰ̵ûƂ̎ŔŤ̎ćĖ̎˳ǣ̳�Ŧ̧̢̯̎řʁʰ̵y{̱ɣŷnƏ̵̗͉ǉɷ͏Ȇ̞̱̰͋̒͋̏H9#�
̶̎zë͛΄ͨΓΛ̵ĞǑ̎ŸƷ�öƝ̎ŸƷ�͖͝ͰΛͪΜťʺΜČŔ̵ë�͏�̣̯̎šʼ̵͛ΝΗͼͧΝ
ͷɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵ı�Üg͏öƝ̢̯̓͋̏D58A̎ˀĨƂɥɹõ̎;Ζñ�̎:9Ct)

,u̎
8AH̵¡̶̂̎ɣŷnƏͅɥŬ̵Ζͪ͠ͺͩΎΛͶ̴̖̜͋šʼ̵ı�͏Æ£̵̤̩͋̓H9#̵l°̵ù
Ƅ̱̳͋̏�
�



 17 

̴̠͉̎H9#̶̎:2D4͡ΙΝͽΗΜ΅ΗͪΜ͠ΕͪͯΝ̵ΖΝͷΜ͙Νͩ͘ΛͨΝ̵̢̱̯ŹŇ�̎:9Ct)

,u̵
ơ§p̵̢̱̯ŹŇ̎#CBM@PLV�2WP@B�LYO�CPA>ZYAP�"PBbZ@V� 8#2C"�̎6XP@RPYNd�!POTNLW�
EPLXA�:YTBTLBTaP̎F94)
*
�AL@BYP@AST>̵nÊẕ̵̢̯̌ŹŇ͏ǖ͉̓̎̒͆͋ǰȪ̵ͼͧΝͷ̴͈͋
ɣŷnƏ̴�̤͋ʼð̵�Ŧ͏öƝ̢̯̓͋̏ǉɷΜǉȏ̴Ü̜̩µ͊ṍ͏öƝ̴̤̩͋̓̎H9#̶̎ʼ
¥̎æêÁl̎ȃƚ¥qt6Fu̘öƝ̤͋̎ʼ̘»Ɗ̤͋ɥŬ�̵ΝͫȐěͅǉȏúŉ̵¤ȄǂȊ̵
¾ɘ͏öƝ̤̞̱̘̰̙̩͋͋̏̀̎H9#̶̎}ǀΘΆΗ̶̰âɫʼͅ;ΝͶΝ̵̱�̰̩̎̀̎æêΘΆΗ̰
̶H9#̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴�̤͋ʹΝŅ΄ΕͲͶ͚Νͅ�¥̤͋ƾǧͺͲͶΚΝ̎͠΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ
̵̵͕̩̓¶ʋ�;ΝͶΝͨͲ΄̵ʉÑ͏�̣̯̎ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̵̩̓÷¾̳c��̵ŹŇ͏ĵ̩
̢̯̓͋̏�
�

�	� (Z£¹½®«��
ʼ¥̵̧̱´�̵̧̎Ȼ̵ʼĉ´�̎zé�õȕ̎ʼĉǫŕǙΜǫ�sĤ°̎"8#A̎��Ďj̶̎ʼΘ
ΆΗ̵̰ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴Ŝ¾̳ı�̵Ɠʅ̴˔ʡ̵̤̞̱̘̰̙̞͉͋͋̏͌´�̶̎H9#̵÷¾̳
;ΝͶΝ̰̒͋̏ǒ̷̎̕ʼ¥̵425C:;ΝͶΝͨͲ΄̶̎šʼzé̘ɣŷ�Ŧ̵ŔŤ͏ǖ͂ɥŬΖͪ͠
ɪÿ̵̵̩̓ʼðı�̵Ȑě̎úŉ̎�y͏öƝ̢̯̩̓͋̏̀̎΅Ηͪͬ͞ΑΖʹ͕̎ɥŬΖͪ͠ͺͩΎΛͶ̎
£¯ĈƤͅƔɱƇ̵¼©Ç̱͖Λͨ͵ΛͶͺͩΎΛͶ̎ǆņ̵¼©Ç̴�̤͋ʼĉ�Μ}ǀ�̳;ΝͶΝ
ͨͲ΄Μ͖͔ͨͱ̶̎šʼ̘¢Ɉ͏ĸ¨̢̎ı�͏|̓̎ʼĉ�̳ɣŷ�ŦΎ̵̱ͫ͜¥Ȉ͏ůı̴̤
̵̞͈̳͋̏̔ʼĉ�Μ}ǀ�Ύ̵ͫ͜ǒ̶̢̱̯̎F"5CC̎:2D4̵͠ΕͪͯΝΜͨͪʹ̎ɣŷǂȊͱΝ
Μ͖͔ͨʹ͕̎8#2C"̎F94)
*
;ΝͶΝͨͲ΄̳̲̘̒͋̏�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
888�
�� 3�:-ĊïÍ¢�?}pl ėa¬ýĕþĐĉ<�pćjkŃġĵīłĄñĕð3�:-ĉŃŎĸŐĊï<_õēčÊ<_ĉj

kć?}fsĄñĕð^Â¹ÃģňĪĮŐĉŉŐĳŏğŐĩĞŎĨŐąüăï�2�Ċï<ŋľŊĄ^ÂyĒ?}�®fsą|
tüïÍ¢Ĉlýĕ^Â¹ÃT´ĉl ÷�eĈj©ïa¬ûĖï²ÍEĉĵŐīėÄþýþĐĈ¾�pĈf�ýĕúą
ė[�ýð� �
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�

�(7�
�
®ô�Μoc�yǬ̵Ǣ�̴̵̗̗͎͉̥̲̎ʼ̈́ɣŷnƏ̵˿�Μǩʈ�̵|̀͊͏ʩ̶̞̱̰̙̳͌͋
̵̤̯̓̏̽ʼ̶̎ȄɴΖ̴̧̱ͪ͌͠ʛ̔Ȅɴ̵̧Ȼ̵ǎǭ͏·¦Ƌ̴ɶ̵̩͋̓̕�Ļ̳zë̎¶ʋ̎�
¥΄Ι͡Ε͏Ŝ¾̵̢̱̯̞͉̓͋̏͌zë̱¶ʋ̴̶̎t�űŶ�̰Ā�ƭ̵¥Ȉ̵̱̈́̎ʹ˄�̳͛ΝΗ
ͼͧΝͷΜ͔΄ΙΝͱ̱Ζͪ͠ͺͩΎΛͶΜ͔΄ΙΝͱ͏ȷ¨̤̙̰̽̒͋̏�
ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴̶̎ɣŷ�̵ǡq̳Ζ̴ͪ͠�ṳ̵̩̆͋̓Āĩ�̳¶ʋ̱ȴ��̳l°̘Ę͉̓͌
̘͋̎΄Ε͖Ζ΅Η̴͔ͪ͢ǘ̡̢̩ʼ̵¤ȄǂȊͨͪʹ̵©ɤ�̳Æ£̈́÷¾̰̒͋̏�
�
ʼͅ}ǀΘΆΗ̵̰ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̵̵̩̓͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄ΎΛͶ̶̎:9C� )

,�̎ˀĨƂɥ
ɹõ̎D58Aȳ̹;Ζñ�͏ǖ͂ˌȀ̵΄Ι͡ΕΜɹõ͏·`Ƌ̴ĸ¨̴̢̞͉̎͌Č̮̯̓¡ł̤̙̰̽̒
̵̧̢̯̞͉͋̏̎͌ˌȀ̵΄Ι͡ΕΜɹõ̴�̢̯̈́Ĺ¨̵̳̱̤̙̰̈́̽̒͋̏��
�
H9#̶̎šîőͅ;ΝͶΝ̱ñ�̢̯̎šâɫʼ̵ɥŬΜȄɴǦ´ơ§̴�̤͋͞ΐ;ͨʹ͕Μ͵͕ΆΙͲ΄
ΎΛͶ͏öƝ̢̯̓͋̏ñȑ̴͈̬̯̎ɣŷnƏͅɥŬ̵Ζ̴̵̠͉̠̯̤̯ͪ͌̓͋̽͠}ǀtͤΌΑʹ͕u̵
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エグゼクティブサマリー 

ほとんどの国は、⼤規模な緊急事態を経験する可能性があり、多くの国がサイクロン、洪⽔、感染症のアウトブレイク
などの季節性なハザードに繰り返し直⾯している。各国は、タイムリーかつ効率的にすべてのリスクに対処しようとしてい
るかもしれないが、リスクベースのアプローチを⽤いることで、リソースの活⽤を最適化し、潜在的な緊急事態に対応で
きるよう活動の優先順位をつけることができる。 

緊急事態や災害に伴う公衆衛⽣リスクは、⽣物学的、科学技術的、社会的、または⾃然ハザードと地域（コミュニ
ティ）との相互作⽤に起因している。緊急事態や災害に関連するリスクが効果的に管理されない場合、個⼈、地域
（コミュニティ）、都市、国、世界レベルで、短期的、⻑期的に重⼤な影響を及ぼす可能性がある。 

緊急事態や災害が引き起こす可能性のある影響には、次のようなものがある。 

• 住⺠に及ぼす健康影響。例えば、病気やけがの増加、メンタルヘルスや社会⼼理的ウェルビーイングへの悪影
響、基礎疾患の悪化、超過死亡など。 

• 影響を受けた⼈々の強制的な移住。国内避難⺠や難⺠を含む。 
• インフラ全般の被害（⽣活環境、勤労施設、戦略的産業・公共インフラ、保健医療施設など）により、予防や
治療を⽬的とした医療サービスやその他サービスへのアクセスが低下、中断。 

• 経済的損失が暮らしへ影響を与え、医療やその他サービスへのアクセスがさらに低下。 
• 欲求不満、社会的緊張、潜在的な暴⼒や不安。 
• ⽣態系の劣化と⽣物多様性の損失、その結果引き起こされる環境の混乱と様々な健康への影響。 

リスクベースのアプローチを採⽤して健康危機をマネジメントし、リスクを軽減するために、国はまずハザードを特定し、国
内のリスクレベルをアセスメントする必要がある。リスクアセスメントの結果は、健康危機や災害の予防、軽減、早期
発⾒、事前準備、即応態勢の整備、対応、復旧・復興のための適切な計画と優先順位付けを可能にする。 

国や地⽅⾃治体は、健康危機への備えや災害リスクマネジメントの⾏動計画に、優先順位を付ける。その際、リスク
アセスメントのための戦略的ツール（STAR）は、国や地⽅⾃治体が、公衆衛⽣リスクについて戦略的かつエビデンス
に基づいた評価を迅速に実施できるように、包括的で使いやすいツールキットとアプローチを提供するものである。 

STAR アプローチには以下の６つの主要なステップがあり、参加型アプローチと既存のエビデンスを統合して国内のリス
クを詳細に説明する。 

1. 国のハザードを特定し、国家的な対応が求められる状況について最も考えらえるシナリオを作成する 
2. リスク発⽣の可能性（likelihood）を評価する 
3. リスクの国への影響（impact）を推定する 
4. 推定されるリスクのレベルを決定する 
5. リスクのランク付けに基づき、主要な提⾔と優先すべき⾏動をまとめる 
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6. 提⾔を、国および地⽅の⾏動計画⽴案のプロセスへ統合する。 

STAR ワークショップで期待されるアウトプットは、国としてのリスクプロファイルであり、以下が含まれる。 

• リスクマトリクス（５X５のマトリクスでリスクを視覚的にランク付けし、ハザードの可能性と影響を記述したもの） 
• リスクサマリー（健康への影響、ハザードの規模およびリスクにさらされている集団の規模、発⽣頻度、発⽣の可

能性、季節性、深刻度、脆弱性、対応能⼒、潜在的影響、および各ハザードについて利⽤できるデータの信頼
度について記述） 

• リスクマトリクス、リスクサマリー、および初期の短期優先⾏動計画をまとめたワークショップ全体の報告書 

戦略的リスクアセスメントの結果を活⽤することで、各国は国家計画にエビデンスを反映させ、⾼リスクに対する能⼒
を迅速にスケールアップするための主要な⾏動に優先順位をつけ、競合する優先事項の中で災害・健康危機管理能
⼒を強化するための限られたリソースを合理的に扱い、有効利⽤できるようになる。



1. はじめに

1.1 背景 

健康危機や⼈道危機の規模と複雑さは、拡⼤し続けている。WHO は、2011年から 2016年にかけて、168 か国で
1,000 件以上の感染症のまん延を報告した。2016年末までに、世界で 1億 2,860万⼈が援助を必要とし、そのう
ち 6,530万⼈が強制的に⾃宅から退去させられている。いずれも過去最⼤の数字である。健康や⼈道的に問題と
なる状況の約 80％は、慢性的な低開発と国家の脆弱性を背景とした暴⼒的な紛争が原因である (1)。さらに、年
間 2億⼈以上の⼈々が、⾃然災害や科学技術的災害の影響を受けており、迅速で的確な対応が求められてい
る。 

あらゆる緊急事態や災害による医療リスクや悪影響を最⼩限に抑えるため、国や地域（コミュニティ）では、緊急事
態マネジメントにリスクベースのアプローチを採⽤することが求められている (2)。これを効果的に⾏うには、国や⾃治体
の事前準備と対応に向けた計画⽴案につながる優先⾏動を明確に⽰すために、地域内のリスクを特定、マッピング
し、説明することが極めて重要である。これには、必要な対応能⼒を強化することと、ハザードへの曝露や、住⺠の脆
弱性を軽減することが含まれる。難⺠、国内避難⺠、移⺠、収監者などの脆弱な集団を特定することは、戦略的リ
スクアセスメントの重要な要素である。このアセスメントは、最も影響を受ける⼈々の短期的及び⻑期的なリスクの影
響を軽減するため、具体的な⾏動に優先順位をつけ、ニーズに⾔及し、公平性を⾼め、資源の分配における包括性
を促進するのに役⽴つ。

国際保健規則 (International Health Regulations: IHR 2005) のモニタリングと評価の枠組(3)では、各国が国と
してのリスクプロファイルを作成することを求めているが、STAR は、これに沿った形で包括的なツールキットを提⽰し、国
や地⽅⾃治体が、事前準備や対応の計画⽴案に反映し、重要な事前準備⾏動に優先順位をつけるために、戦略
的でエビデンスベースの迅速な公衆衛⽣リスクアセスメントを⾏うことが可能となる。STAR プロセスは、⾼度な数学的
モデリングを伴うような、厳密な⽅法で国内のリスクを予測するものではない。しかし、適応性の⾼いオールハザード・ア
プローチを提供し、利⽤可能なエビデンスを集約したり、多部⾨の専⾨家の間で、国や地⽅の緊急事態マネジメント
の経験を交換したりすることができる。

このガイダンスでは、国や⾃治体レベルでの STAR の適⽤と活⽤を促進するために、その原則と⼿法について解説す
る。このツールは、質的分析と、参加型アプローチによるリスクアセスメントを重視している。多部⾨のステークホルダーが
参加し、利⽤可能な科学的エビデンス、専⾨知識、経験を基にしたワークショップを通じて、STAR の導⼊が進む。そ
の⽬的は、リスクを⽅法論的に記述し、ランク付けするとともに、緊急事態や災害を予防し、準備し、対応し、復旧・
復興するための適切な⾏動を推奨することである。このツールは、64 のパイロット・ワークショップと、2019年 11⽉に 
WHO アメリカ地域事務局が主催したグローバル会議によって検証された。簡略化された STAR データツールキットは、
ワークショップの参加者が該当する箇所にデータを⼊⼒すると、関連するリスク情報を⾃動的に表⽰する。

1



 

	

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

1.2 根拠と⽬的 

STAR の⽬的は、国（国家及び地⽅レベル）、都市や地域（コミュニティ）が、特定のハザードに関連する公衆衛
⽣リスクを評価し、緊急事態のリスクに備えるために、⾏動計画に優先順位をつけ、準備の拡⼤と対応整備を⽀援
することにある。 

リスクプロファイルは、リスクの詳細記述（影響を受ける地域、潜在的な影響、住⺠の脆弱性、対応能⼒）からな
り、それを持つことで、国や地⽅⾃治体は、保健医療セクターやシステムの事前準備と対応計画を強化し、脅威や
潜在的な緊急事態を、事前に予測することができる。緊急対応の初期段階において、国と地⽅の両⽅のレベルで、
その国の準備活動や計画の妥当性が試される。したがって、リスク情報に基づいて準備活動を拡⼤することで、差し
迫った脅威に対処する準備が整い、緊急対応メカニズムの⽴ち上げ時間とコストが最⼩限に抑えられ、より効果的な
緊急対応が可能になる。このようなリスク情報に基づいた緊急時や災害時の準備と対応計画は、超過死亡や罹患
を防ぐなど、潜在的な緊急事態の影響を軽減することにつながる。 

 

1.3 STAR の主要原則 

STAR は、以下の原則に基づいて開発されている。 

• オールハザード・アプローチ：様々な種類のハザードが健康への類似したリスクと関係しており、多くの災害・危機
管理（EDRM）機能はハザード間で類似しているため（例：計画⽴案、ロジスティクス、リスクコミュニケーショ
ン）、個々のハザードに対して独⽴した能⼒や対応メカニズムを開発することは、効率的でなく、費⽤対効果が
⾼いとも⾔えない。したがって、健康危機管理の政策、戦略、及び関連プログラムは、共通の課題に共通の能
⼒で対処し、リスクに応じた能⼒で補完するように設計されるべきである (4)。 

• 社会全体による（Whole-of-society）アプローチ：STAR は、社会のあらゆるレベルにおいて、保健医療及び
その他の部⾨の関連するステークホルダーの参加と調整を重視し推進する。これらの主要なステークホルダーは、
情報が豊富で、効果的なリスクアセスメントに貢献しており、事前準備や対応⾏動の策定とマネジメントにおい
て、重要な役割を果たすことが分かっている。 

• 保健医療システムアプローチ：STAR は、どのような国についても、保健医療システムのすべてのレベル（⼀次、
⼆次、三次レベル）において、あらゆるハザードによるリスクを捉える。また、地域（コミュニティ）、⾃治体、都
市、その他の地⽅レベル、国家レベルでのリスクを考慮して、保健医療システムのすべてのレベルで実施可能であ
る。 
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• リスク情報に基づくエビデンスの収集：このツールでは、その国で利⽤可能な⼀次または⼆次データを使⽤する。
それは、研究、アセスメント、サーベイランス、過去の緊急事態の評価、国際保健規則（IHR 2005）によるモニ
タリング（IHR 加盟国の⾃⼰評価年次報告ツール（SPAR）を含む）、気象プロファイル、その他の関連データ
から得られたものである。 

• 透明性：STAR に適⽤されるデータ及び情報は、政府当局及びパートナーを含む全てのステークホルダーの同意を
得なければならない。これにより、信頼を構築し、調査結果の受け⼊れ可能性を⾼め、リスクアセスメントの実⾏
及び推奨事項の実施に向けた取り組みを促進することができる。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

1.4 対象者 

このリスクアセスメント⼿法は、緊急時や災害時の対応マネジメントに関わる関連部⾨の幅広いステークホルダーを対
象としている。 主要なステークホルダーには、様々なレベルの政府、省庁などの公的機関、政府間組織、⺠間企業、
宗教団体、市⺠社会、メディア、学術研究機関、ボランティア団体などが含まれる（表１）。STAR は主に健康危
機に焦点を当てているが、このガイダンスは、⽣物学的、社会的、科学技術的、⾃然的、⼈為的、または環境上の
緊急事態が発⽣した際に動員される保健医療以外の機関においても活⽤できる。状況や段取りに応じて、次のよう
な追加のステークホルダーを検討することもある。 

• 主に保健省庁の保健医療計画担当者などで、通常、国家健康危機対応⾏動計画（national health 
emergency response operations plans; NHEROPs）の策定に携わり、緊急事態が発⽣した際には、その
計画実⾏に関わる責任者 

• ⽔道、衛⽣、住居、交通、情報・通信など、NHEROPs の開発と実践に経験や知識を提供することが期待され
る他部⾨の担当者 
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表１：戦略的リスクアセスメントの主なステークホルダー 

種類 内容 

政府 ⼤統領府や⾸相官邸、保健省や内務省、その他緊急対応や災害、国内の⼈道的状況をマネジ
メントする関連機関や省庁など、国家政府の当局とその幹部 

意思決定・政
策 

災害・健康危機管理の政策およびプログラム開発に関わる意思決定や政策実施を⾏う、すべての
レベルおよびセクターにおける関係機関 

技術 保健医療、動物衛⽣、災害マネジメント、環境、感染予防・管理、WASH（⽔と衛⽣）、天候
や気象サービスなどの分野の専⾨家、防衛、⾷品安全、都市計画、放射線、化学物質、移住、
輸送、避難所、住居、緊急活動と連携、⼈道⽀援、保護サービス、及びジェンダー関連や障害者
など、影響を受けやすい集団 

学術研究機関 災害・健康危機管理に携わる機関、⼤学、⾼等教育訓練機関の研究部⾨、及び学⽣団体 

国の公衆衛⽣
機関 

科学的政府機関及び専⾨家 

⺠間企業 ⺠間企業（⺠営の⽔道、通信、技術、危険施設の管理者など）、業界団体、交通機関 

⼈道的開発パ
ートナー 

健康危機管理に関わる技術パートナー、提供者、⾮政府組織(NGOs) 

職業団体 病院組合、労働衛⽣、医療従事者の組合（看護師、助産師、衛⽣⼠など）、関連する多部
⾨の委員会や協会、その他の関連する専⾨機関など 

その他の市⺠
団体 

地域（コミュニティ）のリーダー、関係者や代表者、コミュニティベースの組織、利益団体、関連分
野の⻘年活動家、脆弱な集団（先住⺠族、移⺠、⾼齢者など） 
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1.5 対象地域 

STAR は、国家レベル、地⽅レベル（都市や地域団体など）で適⽤できる柔軟なツールで、地理上の区域ごとにリス
クの詳細を提⽰し、リスクプロファイルの作成をサポートする。STAR ワークショップを開催する前に、主催者は、地理的
範囲を明確に定める必要がある。関連するステークホルダーに合わせてその後の準備ステップをより適切に⾏うためで
ある。決定した地理的範囲に基づいて、STAR ワークショップにより期待される成果を表２に⽰す。 

表２：地理的範囲と STAR ワークショップで期待される成果 

地理的範囲 期待される成果 

国レベル 国家レベルでの対応が必要なハザードに関するカントリーリスクプロファイルの作成。 

地⽅／都市レベル 地⽅や都市の地理的区域が直⾯しているリスクのうち、対応が必要と思われるものについて、
より深く詳細な説明が含まれているリスクプロファイル。1 

市町村／地域（コ
ミュニティ）レベル 

各⾃治体リスクを状況別に記述。脆弱な集団の地域（コミュニティ）レベルの対応能⼒にどの
ような影響を及ぼすかの記述を含む。 

1 国家レベル、地⽅レベル、地⽅⾃治体の間における関係のあり⽅や、交流について、議論が別途必要になる可能性がある。特に国が連邦制の

統治システムを採⽤している場

合。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

           

1.6 タイミング：戦略的リスクアセスメントはいつ実施するべきか 

戦略的リスクアセスメントは、事前準備と対応のサイクルのすべての段階で実施することができ、進⾏中の緊急事態
においても実施できる。STAR から得られる最新のカントリーリスクプロファイルは、予防、準備計画、早期⾏動の拡
⼤、即応態勢の確保、対応、復旧、将来に向けたよりよい復興のための基盤となる。 また、健康危機管理従事者
は、同時に発⽣する緊急事態のリスクを予防、軽減するために、進⾏中の緊急事態対応の最中にリソースを割り当
てたり、パートナーと協議したりするなど、緊急事態マネジメントのあらゆるフェーズで⾏動に優先順位をつけ、リスク情
報に基づいたアプローチで緊急時計画を適応させることができる。 
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戦略的リスクアセスメントは、緊急事態の最中を含め、緊急対応サイクルのすべての段
階で実施することができる。 

しかし、カントリーリスクプロファイルの作成は、意思決定者や緊急計画者をサポートするために、⼤規模な緊急事態
が発⽣する前に実施することが理想的である。緊急事態が発⽣する前に戦略的なリスクアセスメントが実施されてい
れば、緊急計画者や災害リスク管理者は、リスク情報に基づいて、また国の経験に基づいて、備えを改善し、⾼度な
準備活動をとることができる。緊急対応の各段階における STAR 結果応⽤例の全リストを表３に⽰す。 

 

1.7 STAR の実施頻度 

資源の利⽤可能性に応じて、適切な国家レベル、地⽅レベルの機関は、2〜3年ごとに STAR を適⽤して、リスクプ
ロファイルを更新し、リスクの予防、対応、復旧のためのアクションポイントと提⾔を策定し、国または地⽅⾏動計画プ
ロセスへの統合と同時に、前回の STAR ワークショップからの提⾔の実施を監視する必要がある。具体的には、以下
のような場合に STAR の結果を⾒直し、更新することが重要である。 

• STAR の⼿法で使⽤されているパラメータ（可能性、深刻度、脆弱性、対応能⼒）のいずれか、または気候変
動など健康リスクに影響を与える可能性のあるその他の外部属性に著しい変化があった場合 

• 緊急時の対応後 
• 国内の避難者、難⺠の発⽣など、住⺠の突然な強制的移動があった後 
• パンデミック期間中 
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表３：緊急時の対応段階における STAR の結果の応⽤ 

緊急対応段階 STAR による結果の応⽤ 成果 

予防 • リスク低減または排除プログラムに対し、エビデンスを提供する例
えば、予防接種、ベクターコントロール、WASH（⽔と衛⽣）、リ
スク防⽌運動など 

• ギャップ分析とエビデンス提供を、⼈獣共通感染症や、ワンヘル
ス連携に関する進⾏中のプログラムに対して⾏う 

• リスクコミュニケーションとコミュニティエンゲージメント、ヘルスプロモー
ションのステークホルダーに対し、統合された情報を提供し、既存

の双⽅向コミュニケーションにつなげる 

リスク情報に基づいたア
ドボカシー、及び財政的
優先順位の設定 

持続可能な実践に向
けた国家計画における
統制のとれた活動 

事前準備計画と
即応態勢の確保 

• 関連するハザードに対処するための事前準備計画（例：緊急
時計画、緊急対応計画、災害マネジメント計画、業務継続計

画など）に結びつける 

• 国の早期警報・早期活動につながる情報の提供 

• 医療従事者の能⼒開発、戦略的な備蓄、連携を、リスクに応じ

て拡⼤するためのギャップ分析の提供 

• 事前準備・即応態勢の確保において優先すべき介⼊にリソース

を割り当てる 

健康危機対応 • 早期対応戦略を推進するためのエビデンスを提供する。これに
は、インフォデミックマネジメント、リスクコミュニケーションとコミュニテ
ィエンゲージメント戦略などが含まれる 

• 同時多発的に発⽣する可能性のある緊急事態を予測し、追加

的なリスクを幹部に伝える 
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継続的な緊急対
応期間中のリスク
マネジメント 

• 季節的なリスクを考慮した緊急対応策の採⽤ 
• 同時多発的に発⽣する可能性のある緊急事態の予防と準備の

ために、リスクベースのアプローチを⽤いる 
• ⾼リスク事象に対する緊急時計画の適⽤を優先する 
• 同時多発緊急対応中の継続的なリスクに対処するため、保健

医療のサージキャパシティを確認する 

復旧と未来に向け
たよりよい復興 

• 復興計画と優先⾏動に対して、エビデンスを提供する 
• ヘルスセキュリティのための国家⾏動計画（national action 

plan for health security; NAPHS）のような国の⻑期的な事
前準備・開発アジェンダに復興期を組み込むように情報提供す
る 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       
        

1.8 STAR の⽅法の適⽤ 

STAR は、緊急時や災害時のリスクに対応するため、様々な状況や設定環境に合わせて適応できる柔軟性を備え
ている。 今まで主に国家レベルでのリスクアセスメントに重点を置いていたが、地域（コミュニティ）、都市・州レベルで
の特定のニーズを識別し、対処する必要性が⾼まっている。 このような地域レベルの必要性は、国レベルの STAR ワー
クショップや、同様の演習において確認できる。差し迫った緊急事態への対応、進⾏中の緊急事態への対応、健康
でレジリエントな都市づくりイニシアチブ（the Healthy and Resilient Cities initiative）、難⺠、⼦ども、障害者な
どの脆弱な集団が負うリスクの調査などが考えられる。国家レベルでも、STAR は緊急事態や災害リスク軽減の能⼒
を強化するためのエビデンスを構築するために調整することが可能だ。例えば、バングラデシュでは感染症の危険性を、
スウェーデンでは気候関連のリスクを調査するために、STAR は適⽤された。 

STAR の⼿法を様々な状況に合わせて適応させる⽅法については、付録１を参照のこと。 

 

1.9 既存ツールの補完 

STAR は、既存の他のツールを補完する形で使⽤することができる。これらのツールには、次のようなものがある。 

8



 

	

• 脆弱性分析（能⼒指標の詳細を⽰すために使⽤されることもある） 
• 急に発⽣した公衆衛⽣事象における迅速リスクアセスメント 
• 災害後のニーズアセスメント 
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2. STAR の⽅法 
STAR は、国や地⽅⾃治体、都市や地域団体が、質の⾼い参加型の話し合いに基づいたアプローチを⽤いて、戦略
的なリスクアセスメントを⾏うことを⽀援するために設計されている。STAR ワークショップでは、主要なステークホルダー
が包括的かつ透明性を持って参加することにより、既存のエビデンスや参加者の経験に基づいて、緊急時リスクプロフ
ァイルが作成される。 

戦略的リスクアセスメントでは、指定された地理的区域内のリスクを段階的に説明し、緊急時リスクプロファイルを作
成する。様々な分野の専⾨家が集まって、既存のデータや緊急対応の経験を参考にしながら、協議に基づいて合意
形成を⾏い、国家レベルの対応を必要とする可能性のあるハザード、ハザードが発⽣する可能性、ハザードがもたらす
潜在的な影響を特定する（図１）。 

リスクアセスメントの重要なステップは以下の通りである。 

• Step 1: ハザードを特定し、調整を要する対応が求められる最も考えらえるシナリオを作成する 
• Step 2: 可能性（likelihood）を評価する 
• Step 3: 影響(impact)を推定する 
• Step 4: リスクレベルを決定する 
• Step 5: 提⾔書とワークショップ報告書を仕上げる 
• Step 6: 提⾔事項と優先⾏動を、持続可能なキャパシティ・ビルディングに向けて、国レベルまたは地⽅レベルの

⾏動計画に統合する（ワークショップ後） 

STAR データツールは、ユーザーフレンドリーなデータ⼊⼒要素と⾃動化されたリスク計算マトリクスで構成されている。フ
ァシリテーターと参加者は、それを使って、戦略的リスクアセスメントの各ステップの結果を記録し、ハザードのランク付け
を裏付けるようにアドバイスを受ける。 

 

メモ 

STAR は定性的なツールであるため、ワークショップの参加者の間で情報に基づいた議論を⾏い、⼤きなグループの中
でコンセンサスを得ることが重要である。ファシリテーターは、議論の中で提起された問題をより深く理解するために調査
を⾏う。 

ファシリテーターは、議論を促進するために、ワークショップの参加者を、各 STAR ステップに必要なアウトプットを作成す
る⼩さなサブグループに分けてもよい。 
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2.1 Step 1: ハザードを特定し、調整を要する対応が求められる最も考え
らえるシナリオを作成する  

Step 1 では、参加者は、調整を要する対応が求められる可能性が最も⾼い関連するハザードを挙げ、それぞれのハ
ザードが健康に及ぼす潜在的なネガティブな影響について説明する。さらに、調整を要する対応が求められる最も考え
られるシナリオに基づき、住⺠の曝露の規模とレベルを推定する。これを実現するための重要なサポートステップを以下
に⽰す。  

Step 1a: ハザードを特定する   

戦略的リスクアセスメントを実施するための最初のステップは、アセスメントに関連するハザードを特定することである。そ
のためには、ワークショップの参加者は、国家レベルの調整を要する対応策の発動のきっかけとなる最も考えられるシナ
リオに基づいて、選択の優先順位をつける必要がある。  

ハザードの特定には、以下を参照するとよい。 

• 以前の公式または⾮公式のリスクアセスメントで特定されたハザード、およびサーベイランス報告書、能⼒アセスメ
ント報告書、公式データベースからの参照情報。 

• 国境を越えるリスクが考えられる隣接する国々や地域からのハザード。 
• 多部⾨の専⾨家の経験を総合して得られた緊急事態への対応事例。 
• ⽣物学的、⽔⽂気象学的、地球外的、科学技術的、社会的、環境的ハザードの概要を⽰す WHO ハザード

分類（付録２参照）。       

リストされたすべてのハザードが、その国の情勢において重要とは限らないことに注意しなければならない。例えば、⽕⼭
のない国では、「⽕⼭噴⽕」をハザードとして選択すべきではない。そのような国では、⽕⼭が噴⽕する可能性はほとん
どないからだ。また、特に季節的な災害の記述の際には、住⺠の移動が多い時期、観光客が増える時期や特定のマ
スギャザリングが開催される時期などについて、⼗分に考慮すべきである。   

時間的な制約があるため、検討可能な数だけのハザードを選んで、リスクアセスメントに含めてもよい。その場合は、調
整を要する対応が求められるシナリオを引き起こす可能性のあるハザードを優先する。  

メモ      

その国や地⽅で過去に戦略的リスクアセスメントを実施したことがある場合は、その際に特定されたハザードのリストを 
STAR ワークショップの出発点として使⽤し、国の現状に合った最新のハザードリストに⽤いるために⾒直すこと。 
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Step 1b: 起こりうる健康への負の影響を特定する 

STAR 演習の⽬的では、健康への負の影響とは、ハザードに起因する下流の影響であり、それが健康を害する原因ま
たは寄与するものと定義されている。健康への負の影響を説明する際、STAR 参加者は、リスクを抱える集団の健康
を損なう、または保健医療システムに影響を与えるような、⾝体的、⼼理的、社会的、経済的、環境的な影響を含
めることができる。 

このステップでは、これらの影響が、社会的リスク要因（性別、社会経済的地位、障害など）とどのように相互に関
係するか、あるいは、ハザードの影響を受けやすい最も脆弱な集団にとって、どのような相乗効果を有するかを検討す
ることが推奨されている。 

参加者は、各ハザードの短期、中期、⻑期における健康への影響を説明してもよい。 

ハザードが健康に及ぼす影響の記述例 

ハザード 洪⽔ 

即時影響 溺⽔、外傷、動物咬傷、ヘビ咬傷、⼼的トラウマ、など 

⼆次的影響 ⽔媒介感染症病、ベクター媒介感染症、リスクのある保健医療施設での保健
医療サービスの中断（洪⽔被害を受けた地域の医療施設の被害を含む）、⾷
料不安など 

メモ      

健康被害はすべて、その国で発⽣しうるシナリオに合うように記述することが重要である。ハザードとシナリオに関連する
負の結果として、必須の保健医療サービスの中断の可能性も考慮すること。 

 

Step 1c: 規模を記述し、ハザードをマッピングする   

戦略的リスクアセスメントを実施する次のステップは、国家的な対応を必要とする可能性が最も⾼いシナリオに基づい
て特定されたハザードの規模の重⼤性を説明することである。このステップでは、(i) 地域（コミュニティ）レベルを含む
地理的区域、(ii) そのシナリオが発⽣した場合に直接影響を受ける集団の状況（⽥舎、都市、密集環境、閉鎖的
環境、分散的環境、開放的環境、国内避難⺠や難⺠キャンプなど）を特定し、説明する。 

Step 1d: ハザードへの曝露を評価し、説明する   
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STARの⽅法では、曝露の評価は、ハザードに曝される可能性のある⼈々の数とその健康影響を推定することから始
まる。この集団を「リスクにさらされた集団」と呼ぶ。 

• 地質学的、⽔⽂気象学的、社会的、科学技術的ハザードについては、⾼リスクの地理的区域に住む⼈々の数
を推定すること。 

• 感染症の場合、病原体の影響を受けやすいために感染する可能性のある曝露者の数を推定すること（例：予
防接種を受けていない⼈、密集した住居に住んでいる⼈など）。 

Step 1 の最終的な成果は、与えられた状況下で評価すべきハザードのリストである。記載するハザードごとに、調
整を要する対応の発動が求められる最も考えられるシナリオの説明をし、健康への悪影響の可能性や、暴露の
程度を提⽰する。 

 

2.2 Step 2: 可能性（likelihood）を評価する 

ハザードのリストを作成し、調整を要する対応の発動が求められる最も考えられるシナリオについて記載したら、次に、
ハザード発⽣の可能性を評価する Step 2 を始める。このステップは、その場で得られるデータや情報に基づいて⾏われ
る（エビデンスベースのアプローチ）。 

このステップでは、ワークショップ参加者は、ワークショップ開始前にまとめられたデータや情報（囲み欄１参照）、⾃
分の知識（ナレッジ）ネットワーク、過去のデータなどを参考にして、ハザードが発⽣する可能性を判断する。 

ハザードに関連する過去の情報、先に特定した地理的環境における最近の傾向、各ハザードの頻度と季節性を考慮
することにより、Step 1 で定義した規模で今後 12 ヶ⽉間にハザードが発⽣する可能性を決める。 
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ボックス１：STAR ワークショップに先⽴って収集すべき関連情報とデータ 

可能性の評価のために、STAR ワークショップに先⽴って収集すべき関連情報やデータには下記のようなものがある 

サーベイランスシステムや早期警戒システムからのデータ 利⽤可能であれば推奨される追加情報や報告書 

• 届出対象疾患 
• センチネル・サーベイランス 
• 疾患レジストリ 
• 症候群サーベイランス 
• リスクモニタリングシステム 
• 医療資源利⽤可能性モニタリングシステム 
• 疾患モデリング 
• 検査サーベイランスと能⼒評価 
• 地域（コミュニティ）ベースのサーベイランス（ソーシャ

ルネットワーク、新聞など） 
• 死亡登録 
• ⼝頭による検死報告 

• 関連する国の地図（印刷物または仮想システム） 
• 住⺠調査（栄養状態、予防接種率、死亡率（後
⽅視的）） 

• 緊急時計画（コンティンジェンシープラン） 
• マルチハザード緊急対応計画 
• パンデミック、インフルエンザ、その他の疾患別計画

（エボラ出⾎熱、⿇疹、コレラなど）。 
• 脆弱性アセスメント、およびマッピング報告書 
• 国別能⼒アセスメント報告書 
• その他のリスクアセスメント報告書 
• イントラアクションレビュー・アフターアクションレビューの

報告書 
• シミュレーション演習報告 
• 医療従事者および緊急対応に関する政策 
• 検査施設の能⼒評価 
• 加盟国⾃⼰評価年次報告（SPAR） 
• 合同外部評価（JEE）ツールレポート 
• ⼈類学的またはコミュニティの動態分析（⾏動分析

やソーシャルリスニング研究を含む） 
• 機関間常設委員会（IASC）、マルチセクター初期
迅速評価（MIRA）(8) 

• 機関間常設委員会（IASC）早期警戒・早期活動
報告書 

他のセクターからのデータ 

• 他のセクターからの保健医療データ（例：航空会
社、⾷品安全、動物衛⽣、環境など） 

• ⼈⼝動向と移動のマッピング 
• ⼈道団体や国内避難⺠からの報告 
• 気象パターン、洪⽔マッピング、地質調査 
• 脆弱な住⺠のマッピングまたは市⺠団体組織からの

関連データ 

オープンソースのデータベースと利⽤可能な分析 

• Global Health Observatory のデータ(4) 
• 国際的なデータ共有プラットフォーム（例：Global 
Publish Health Intelligence Networkや、新興感
染症監視プログラム ProMED (5)など） 

• リスクマネジメントのための INFORM 指標 (6) 
• DesInventar (7) 
• 予測のためのデータ主導型モデル 
• 空間アトラス 
• メタ・データベース 
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Step 2a: ハザードの発⽣頻度を明確にする 

STARの⽅法において、ハザードの頻度とは、調整を要する対応が求められるシナリオが特定の時間間隔で発⽣する
回数を意味する(9)。ワークショップ参加者は、最も考えられるシナリオを考慮して、ハザードの発⽣頻度を明確にする
（表４参照）。 

表４：ハザード頻度分類の説明 

頻度 説明 

通年性 (Perennial) 年間を通して定期的または季節的な事象 

反復性 (Recurrent) １〜２年に⼀度の事象 

⾼頻度 (Frequent) ２〜５年に⼀度の事象 

低頻度 (Rare) ５〜１０年に⼀度の事象 

ランダム (Random) 予測不可能な事象で、頻度が確定できないもの 

 

Step 2b: ハザードの季節性を明確にする 

災害の季節性をマッピングすることで、国や地⽅⾃治体は、リスクを軽減するためのタイムリーで適切な⾏動を計画
し、優先順位をつけて実施することができ、準備能⼒を拡⼤し、対応の準備を整えることができる。 

各ハザードの季節性を明確にするには、そのハザードが最も発⽣しやすい⽉を特定する。ワークショップの参加者は、コ
ンセンサスを得た上で、ハザードの季節性を「緑」から「⾚」のカラースケールで明確にする。「⾚」はハザードが最も発⽣し
やすい時期を⽰す。例えば、図２が⽰すハザードは、毎年３⽉から７⽉の間に発⽣する可能性があり、５⽉にその
可能性がピークに達する。 
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図２：STAR 緊急事態・災害リスクカレンダー（国名 X） 

 

 

メモ      

ハザードの中には、明確な季節的関連性がなく、季節性マッピングに含めるべきではないものがある（地震など）。し
かし、可能な限りハザードの季節性を記述することが推奨される。 

特定されたハザードの季節性を判断する際には、多部⾨の専⾨家が、住⺠移動や季節的な観光がもたらす影響を
考慮することが重要である。 

 

Step 2c: ハザードの発⽣可能性を判断する 

頻度と季節性が明確になると、その成果は、ハザードの可能性を決定するために使⽤できる。このステップでは、次の
１２か⽉間に Step 1 で定めた規模でハザードが発⽣する確率を推定する。これまでのステップと同様に、⼊⼿可能
なすべてのハザード固有のデータと専⾨家の意⾒を参考にして、各ハザードの可能性を、ほぼ確実なものから⾮常に低
確率なものまで、分類する（表 5参照）。 
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表５：STAR アプローチにおける可能性評価分類の概要 (10) 

レベル 説明 

ほぼ確実 (Almost certain) Step 1 で作成したシナリオは、ほとんどの状況で、今後 12か⽉以内に発
⽣する可能性が⾼い（例：確率 95％以上）。 

発⽣の可能性が極めて⾼い (Very 
likely) 

Step 1 で作成したシナリオは、ほとんどの状況で、今後 12か⽉以内に発
⽣する可能性が⾼い（例：確率 70％〜94％）。 

発⽣の可能性あり (Likely) Step 1 で作成したシナリオは、場合によって、今後 12か⽉以内に発⽣す
る可能性がある（例：確率 30％〜69％）。 

発⽣の可能性は低い (Unlikely) Step 1 で作成したシナリオは、場合によって、今後 12か⽉以内に発⽣す
る可能性がある（例：確率 5％〜29％）。 

発⽣の可能性は極めて低い (Very 
unlikely) 

Step 1 で作成したシナリオは、例外的な状況で、今後 12か⽉以内に発
⽣する可能性がある（例：確率 5％未満）。 

 

メモ      

各ハザードの頻度、季節性、可能性を最も正確に評価し説明するために、STAR ワークショップの参加者は、⼊⼿可
能な最良のデータや情報を必要とする。それは、サーベイランスや早期警報、事象記録、予測のためのデータ主導型モ
デル、３次元地図、メタ・データベース、天気予報などのデータなどで、STAR ワークショップに先⽴って提供されるべきで
ある。 

ワークショップ中に関連データが⾒つからない場合、ファシリテーターは、各国の専⾨家が該当する経験を提供できるよ
うに援助し、参加者が各ハザードの可能性を判断するために必要なパラメータの評価について合意できるように進め
る。 

 

Step 2 の成果は、リストアップされた各ハザードについて、調整を要する対応の起動が求められる最も考えらえるシ
ナリオに基づいて、可能性の度合いを決定することである。 
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2.3 Step 3: ハザードの影響を推定する 

STAR の⽅法に基づいた戦略的リスクアセスメントの第３のステップでは、調整を要する対応が求められる最も考えら
えるシナリオに基づいて、各ハザードの影響を計算する。深刻度、脆弱性、対応能⼒という３つのポイントを個別に評
価し、その結果からハザードの影響を推定する。 

Step 3a: 深刻度のアセスメント 

⽣物学的ハザードの深刻度アセスメントを⾏う際には、以下の情報が必要である。 

§ 伝播可能性（感染経路または基本再⽣産数[R0]） 
§ 住⺠への負の影響の度合い（罹患、住⺠の強制移動と死亡、住⺠移動の制限） 
§ 必要不可⽋な医療やその他サービスの中断（超過死亡および罹患、アウトブレイクのリスク、予防接種率の低

下につながる予防接種サービスの中断、栄養不良、⼼理的健康） 
§ 保健医療従事者への影響（保健医療従事者へのリスク）。 

地質的、⽔⽂気象学的、科学技術的、社会的ハザードの深刻度評価を⾏う場合、以下の情報が必要となる。 

§ 住⺠への負の影響の度合い（罹患、住⺠の強制移動と死亡、精神的ストレス、住⺠移動の制限） 
§ その国の保健医療従事者への影響 
§ 必要不可⽋な医療やその他サービスへの⽀障 

 

メモ      

国際保健規則（IHR 2005）では、住⺠への負の影響の度合いは以下を考慮して決定される。(i) その事象の症例
数または死亡数が、与えられた時間、場所、⼈⼝の割合から⾒て多いかどうか、(ii) その事象が公衆衛⽣に与える潜
在的な影響が⼤きいかどうか、(iii) 外部からの⽀援が必要かどうか (11)。 

どのくらいの期間を「⻑期にわたる」サービスの中断とするかは、ワークショップに参加している専⾨家に委ねられている。
設定の状況に応じて、例えば、１〜３か⽉、またはそれ以上の期間で取り決める。 

 

STARの⽅法では、深刻度の評価は、以下の図３（⽣物学的ハザード）と図４（地質学的、⽔⽂気象学的、社
会的、科学技術的ハザード）に⽰す２つの評価アルゴリズムに基づいている。このステップでの参加者の議論は、ワー
クショップ報告書の中に記録した⽅がよい場合もある。 
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図３：深刻度アセスメントのアルゴリズム（⽣物学的ハザード） 

 

 

図４：深刻度アセスメントのアルゴリズム（地質学的、⽔⽂気象学的、社会的、科学技術的ハザード） 
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Step 3b: 脆弱性のアセスメント 

脆弱性とは、個⼈、地域（コミュニティ）、システム、資産が、ハザードの影響を受けやすくなる特性や状況を指す。
各ハザードに関連して脆弱性を評価する際には、住⺠との関係で以下の要素を考慮する必要がある。 

• リスクにさらされている集団の健康状態（性別、年齢、慢性疾患、栄養不良、免疫⼒など） 
• 健康の社会的決定要因（識字率、失業率、住宅へのアクセス、所得状況など） 
• 被災地における脆弱な集団の存在（移⺠、ホームレス、避難⺠、⾼齢者など） 
• 環境要因（安全でない飲料⽔、衛⽣および廃棄物管理、⾷糧不安、環境汚染、蚊繁殖地の近接性、重⼤

リスクを持つ産業施設の近接性、過密状態、地域（コミュニティ）および政治的不安など）。 

脆弱性のレベル分類を表６に⽰す。すべてのハザードに対して⼀貫したスコアリングができるように、脆弱性のレベルは
ワークショップに参加した専⾨家によって明確にされる。 

 

メモ      

脆弱性分析は、状況に応じて、国、地⽅、都市、地域（コミュニティ）の各レベルで⾏われる。この分析ステップで
は、各ハザードに関連して亜集団（subpopulations）を考慮すること。国によっては、住⺠の脆弱性を詳細に評価
するためのツールがあるかもしれない。この作業セッションにおいて、関連性があればそれらを参照すること。 

 

表６：脆弱性レベル分類 

スコア 脆弱性レベル 説明 

5 ⾮常に⾼い ワークショップの中で明確にされる。 

4 ⾼い 

3 中程度 

2 低い 

1 ⾮常に低い 
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メモ      

すべてのハザードに対して⼀貫したスコアリングができるように、脆弱性のレベルの決定はワークショップに参加した多部
⾨の専⾨家に委ねられている。この決定事項は記録し、ワークショップ報告書に記載すること。 

 

Step 3c: ハザード特有の対応能⼒の評価 

対応能⼒（coping capacity）とは、⼈々、組織、システムが、利⽤可能なスキルや資源を⽤いて、特定されたハザ
ードに関連する悪条件、リスク、災害にどのように対処するかを⽰すものである。STAR の⽅法では、ワークショップ参加
者は、必要な能⼒の利⽤可能性を考慮するだけでなく、その対応能⼒が、各ハザードに対してどの程度機能している
かを判断する。 

各ハザードに対する対応能⼒を説明するには、参加者は次のような対応能⼒のフレームワークを考えることができる
（12）。 

ガバナンス 

• 緊急事態への事前準備、即応態勢、対応を統合する国家政策、戦略、法令、規制システム 
• 緊急時の準備、対応、復旧のための既存の計画 
• 保健医療部⾨を含む多部⾨調整メカニズム 
• ワクチン開発、治療薬、医療機器など緊急事態への事前準備と対応を促進するための研究開発と規制法令 
• 新たな病原体及び未知の病原体に関連する既存の規制および法令（4） 

保健医療セクター 

• 既存のサーベイランス、早期警戒システム、検査ネットワーク、情報・知識（ナレッジ）のマネジメント（所定の規
模での検知、識別、分析、情報発信など） 

• 被災する可能性のある地域で想定される数の傷病者をマネジメントするための保健医療施設の機能的能⼒ 
• 緊急時におけるサプライチェーンの機能性（診断薬や必須医薬品へのアクセスレベルなど） 
• 基本的で安全な保健医療・救急サービスの機能性 
• 保健医療従事者のための主要な⼈的資源（研修や能⼒開発、労働安全衛⽣など） 
• 即応態勢や緊急対応活動の拡⼤を柔軟にサポートするための医療従事者のサージキャパシティ 

⾮保健医療セクター 

• ⽔⽂気象学的、社会的、環境的ハザードに対する既存のサーベイランス・早期警報システム 
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• 保健医療セクターの意思決定をサポートするために、⾮保健医療データを取得し、共有する機能的能⼒（住⺠
移動、動物サーベイランスデータ、⾶⾏パターン、天候パターンなど） 

• 緊急時の準備、対応、復旧に関連する訓練や能⼒開発を含む⼈的資源 

地域（コミュニティ）の能⼒ 

• 被害を受けやすい⼈々の、ハザードと予防・制御対策に関する知識、考え⽅、習慣 
• リスクコミュニケーション、コミュニティエンゲージメント、インフォでミック防⽌のための既存のメカニズム 

資源 

• 緊急事態の事前準備のための財源と、緊急事態対応のための財源 
• 緊急展開のためのロジスティクス、保管、必須物資確保のメカニズム 
• その他、緊急時に弱い⽴場にある⼈々を⽀援するための資源や多部⾨連携構造 

国内の各ハザードに対する現在の対応能⼒のレベルを議論した後、それを評価し、表７の基準を⽤いてランク付けす
る。 

 

表７：各国の対応能⼒レベル推定の概要 

スコア 対応能⼒レベル 説明 

1 ⾮常に⾼い 災害時に必要とされるすべての対応能⼒が機能的かつ持続可能であり、その実践
において他の⼀国または複数の国を⽀援している。 

2 ⾼い 災害時に必要なすべての対応能⼒はあるが、実際の災害条件（対応）によるスト
レスを受けたり、シミュレーション演習で試されたりしたことがない。 

3 中程度 災害に必要ないくつかの対応能⼒はあるが、機能性と持続性が確保されていない
（例：国の保健医療セクター計画の運⽤計画に含まれておらず、確実な財源が確
保されていないなど）。 

4 低い 災害時に必要となる中核的な対応能⼒（⼈的、物的、戦略的、財政的）は開
発段階にある。部分的に実践さているが、その他の部分は開発が始まったばかりであ
る。 

5 ⾮常に低い 災害時に必要となる中核的な対応能⼒（⼈的、物的、戦略的、財政的）が、ほ
とんど、あるいは全く利⽤できない。 
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メモ      

このステップでは、対応能⼒を逆順に尺度化しているため、その国の対応能⼒が⾼く評価されるほど、結果のスコアは
低くなる。 

 

Step 3d: インパクトスコアの決定 

このモデルでは、深刻度、脆弱性、対応能⼒に割り当てられたスコアを集計して、⾃動的に影響度を決定する。以下
の計算式でインパクトスコアが⾃動算出される。 

影響度スコア ＝ （深刻度＋脆弱性＋対応能⼒）／３ 

この計算結果に基づいて、STAR は⾃動的に１（無視できる）から５（危機的）までのインパクトスコアを付与する
2。インパクトスコアのスコアリング基準を表８に⽰す。 

表８：STAR の ⽅法におけるインパクトスコアリング基準 

スコア インパクトスコア 

1 無視できる 

2 軽度 

3 中等度 

4 重度 

5 危機的 

 

ステップ 3の成果は、リストアップされた各ハザードについて、調整を要する対応が求められる最も考えられるシナリ
オに基づき、インパクトスコアを算出することである。 
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2.4 Step 4: リスクレベルとランクを決定する 

リスクのレベルを最終的に決定するために、ワークショップ参加者は、２つの追加⼿順を⾏う。⼊⼿可能なデータや情
報に基づいてリスクアセスメントの信頼度を決定することと、⾃動化されたリスクマトリクスを使⽤してハザードのランク
付けを⾒直し、議論することである。 

Step 4a: 信頼度の決定 

データや情報の質に関する不確実性は、多くの場⾯で存在する。しかし、そのような不確実性が、緊急計画の意思
決定を妨げることがあってはならない。リスクアセスメントの⼀環として、⼊⼿可能なデータや情報の信頼度を記述する
ことが重要である。信頼度を決定することで、さらに多くのデータや情報が必要となる分野を特定し、ワークショップで追
加調査を促すことができる。 

リスク記述の信頼性レベルを決定するために、ハザードごとに⼊⼿可能な情報が、３つの信頼性レベルのうち、どのレ
ベルに最も当てはまるかを議論し、決定する（表９参照）。 

表９：信頼度の説明 

データや情報の信頼度 説明 

よい (Good) 質の⾼いエビデンス、信頼できる複数の情報源、検証済み、専⾨家間の⼀致した
意⾒、過去の類似した事象の経験など。 

⼗分である (Satisfactory) ⼗分な質のエビデンス、信頼できる複数の情報源、類推による仮定、専⾨家間の
合意。 

不⼗分である 
(Unsatisfactory) 

少量で質が低いエビデンス、不確実、専⾨家間で⾒解の相違、過去に類似事象の
経験なし。 

 

Step 4b: リスクマトリクスを⽤いたリスクのランク付け 

このモデルは、「⾮常に低い」、「低い」、「中程度」、「⾼い」、「⾮常に⾼い」という尺度を⽤いて、各ハザードが持つリス
クのレベルを⾃動的に決定する。リスクマトリクスは、Step 1 から Step 4 の議論から得られた情報をもとに、ツール内
に⾃動的に⼊⼒される。⾃動作成されたリスクマトリクスにより、戦略的なリスクアセスメントの結果を、視覚的かつシ
ンプルに把握することができる。 
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リスクマトリクスは、リスクの影響（impact）と可能性（likelihood）を図⽰したグラフで、事前準備やリスク軽減
活動に役⽴つように、優先すべきリスクを⽰している（図５参照）。 

図５：リスクマトリクス 
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重度      
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い 
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る 

可能性が⾼
い 

ほぼ確実 

  可能性 

 

Step 4c: 国や地⽅の緊急事態リスクプロファイルを⾒直し、まとめる 

緊急事態リスクプロファイルは、すべての参加者によって特定されたハザードについて、説明とリスクレベルの情報をまと
めたものである。それぞれの地理的区域における、ハザードの可能性、深刻度、脆弱性、対応能⼒、潜在的な影響
の説明などである。 

緊急事態リスクプロファイルには、以下が含まれる。 

• 災害の頻度、可能性、影響、深刻度、脆弱性、対応能⼒などのリスクランキングの表⽰ 
• ⼊⼿可能な情報に基づいて影響度と可能性を視覚的に⽰す、５x５のリスクマトリクス 
• ワークショップ報告書に含まれるハザードの記述に関する質的情報 

上述したように、戦略的リスクアセスメントツールでは、各ハザードの影響度と可能性に関する参加者のフィードバックに
基づいて、⾃動的にリスクマトリクス表が作成される（図６）。 
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図６：国レベルの緊急事態リスクマトリクス（サンプル） 
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ステップ 4の成果は、リストアップされた各ハザードについて、調整を要する対応について最も考えられるシナリオに基
づいて決定された、リスクレベルである。 

 

2.5 Step 5: 提⾔とワークショップ報告書をまとめる 

戦略的アセスメントのこのステップは、「次に何をするか？」という質問に答えるものである。リスクの説明を含むリスクマ
トリクスと季節ごとのカレンダーが完成した後、参加者は、これをどのように⾏動に移すかをマッピングすることに集中す
る。この段階では、リスクアセスメントを⽤いて、次のステップ（ネクストステップ）へとつながる原案を作成する。 

Step 5a: 提⾔及びネクストステップの原案作成 

STAR の⽅法を⽤いた戦略的リスクアセスメントでは、記述されたリスクに基づいて、優先順位の⾼い⽅策の提⾔や
⾏動計画を起草することが、極めて重要なステップとなる。ワークショップの参加者は、リスクマトリクスと季節リスクカ
レンダーの結果を参考にして、リスクに応じたフォローアップ⾏動を提案し、事前準備と対応⾏動を強化する。 

これらの優先⾏動は、⼀般的なハザードの準備段階に⾔及している場合もあれば、ハザードに特化している場合もあ
る。優先⾏動を⽴案する際、参加者は「SMART」（具体的/specific、測定可能/measurable、達成可能
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/achievalbe、現実的/realistic、タイムリー/timley）な⽬標を設定することが求められる。優先⾏動は、ワークショッ
プの参加者だけでなく、状況に応じてワークショップに参加していない関連するステークホルダーによる検証を経て、リス
クアセスメントのプロセスにより形成される。 

参加者が優先⾏動を⽴案するのに役⽴つように、参考となるプランニング・マトリクスが、 STAR ツールキットの⼀部と
して含まれている。また、優先⾏動案ごとに、担当省庁や組織を特定する必要がある。社会全体のアプローチを考慮
して、記載する⾏動は、複数のステークホルダーが、責任を持って遂⾏することが期待されている。つまり、保健医療セ
クターや、その他のセクターの様々なプログラム、計画⽴案する省庁、財務を担う省庁、災害リスクマネジメント組織、
⺠間企業、地⽅⾃治体、アカデミア、メディア、市⺠団体、地域活動団体、国際社会などである。リスクアセスメント
のプロセスに責任能⼒のある組織が積極的に参加することにより、優先⾏動の真剣な取り組みとアカウンタビリティが
可能となる。つまり、ステークホルダーを選択し、関与させ、効果的な関係を築くことが重要である。 

それぞれの優先⾏動のために、ネクストステップを起草する際には、計画⽴案する省庁、財務を担う省庁の意⾒を参
考に、概算予算を含めることを勧める。予算は、後で決定することもできるし（STAR ワークショップで妥当な予算を
⾒積もることができなかった場合）、⾏動項⽬を国や地⽅⾃治体の計画に統合する際に承認してもよい。優先⾏動
計画の枠組の例を表１０に⽰す。この枠組は、優先⾏動の⽴案に使⽤できる。ワークショップ参加者の希望に応じ
て変更してもよい。 
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Step 5b: STAR 結果報告書のとりまとめ 

STAR ワークショップの終了時には、参加者は合意された地理的区域や環境におけるリスクの説明の草案を持ってい

ることが求められる。このリスクマップは、ワークショップに先⽴って収集されたエビデンス、参加者の経験、および参加者

間の合意に基づいている。 

ファシリテーターへのメモ      

ワークショップ初⽇にワークショップ参加者全員が、STAR の結果をどのように適⽤するかという点について合意している

が、この点について、ファシリテーターが参加者と再確認しておくとよい。これにより、優先⾏動とネクストステップの草案

が、より明確になる。 

ワークショップの時間が⾜りない場合は、リスクが⾮常に⾼いレベル（very high）と、⾼いレベル（high）に関する

優先⾏動とネクストステップに集中するとよい。提⾔は、ワークショップ後の最終決定プロセスの中で、後から改良する

ことができる。ただし、各優先⾏動には、それに付随するフォーカルポイント、または該当する組織や政府機関を記載し

ておく。 

STAR ワークショップの成果は、膨⼤な作業と努⼒を表現してはいるものの、その報告書は、国または地⽅の政府組

織による検証を通してとりまとめることが重要である。参加者は、運営委員会や⼩グループを結成して、報告書の調

査結果を当局に検証してもらい、とりまとめるというプロセスを検討してもよい。 

 

Step 5c: 提⾔およびネクストステップのとりまとめと検証 

STAR ワークショップの参加者は、戦略的リスクアセスメントの最終段階である提⾔事項およびネクストステップを起草

し、合意しているが、さらなる議論や、国として⾏動計画を検証することが必要と⾒込まれている。この検証に必要な

のは、優先⾏動および推奨事項を含むワークショップ報告書について、正式に指定されたすべてのステークホルダー、お

よび設定環境でのリスクアセスメントの提⾔事項の実施を承認または、マネジメントするよう指定されたステークホルダ

ーによる承認である。STAR ワークショップのプロセスは、短期間に多くのトピックを扱うため、運営委員会またはその他

の関連グループは、全体の報告書にさらなる詳細（追加のサポート⽂書、脆弱性分析、関連データ）を加えることを

決定する場合がある。 

STAR ワークショップの後、ワークショップの報告書は、STAR ファシリテーションチームとの連携のもと、国や地⽅の関連

官庁によってとりまとめられる。この戦略的リスクアセスメント報告書は、多部⾨のステークホルダーやパートナーと共有す

る。 
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メモ      

戦略的リスクアセスメント報告書の仕上げと検証は、可能な限り早く完了すること。検証プロセスは、STAR ワークショ

ップ参加者全員にとって明確で透明性のあるものでなければならない。その後、当局は戦略的リスクアセスメントの結

果をより多くのステークホルダーに普及させることを決定することができる。 

 

Step 5 の成果は、調整を要する対応が求められる最も考えられるシナリオに基づき、設定された緊急事態のリス

クプロファイル、および提⾔事項のリストを含んだワークショップ報告書である。 

 

 

2.6 Step 6: 提⾔を国や地⽅の⾏動計画⽴案プロセスに統合する 

STAR ワークショップの報告書は、意思決定者が、国家または地⽅⾃治体の能⼒（緩和、予防、検知、対応、復
旧・復興など）の強化を迅速に進めるため、事前準備⾏動に優先順位をつける際に利⽤できる。さらに、限られた

資源と競合する優先事項の中で、各国が優先的に取り組むべきハザードに対処するための資⾦を動員し、配分する

のに役⽴つ。戦略的リスクアセスメントの提⾔は、国家⾏動計画（NAPHS）、オールハザードの緊急事態や災害に

対する国家健康危機対応⾏動計画、ワンヘルス戦略計画、災害・危機管理政策など、関連する国家緊急対応
計画に、正式に組み込まれ、提⾔の実施に向けた持続可能なプラットフォームとなる必要がある。 

ワークショップの主催者は、以下のようなアプローチを検討すべきである。 

• 適切な国家⾏動計画プロセスの特定 

• 関連する複数セクターのステークホルダーの積極的参加 

• 政治的なコミットメントと⽀援を得るためのアドボカシー 

 

Step 6 の成果は、調整を要する対応が求められる最も考えられるシナリオに⾔及しているワークショップ提⾔事項

リストである。 
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Step 6a: 国および地⽅⾃治体の計画への統合 

ワークショップの報告書が様々なステークホルダーによって検証され、承認された後、関係機関は、ワークショップや１対
１のミーティングなどのアドボカシー政策⽅針を打ち出し、提⾔事項を国や地⽅⾃治体の計画に統合することを促進
すべきである。アドボカシー活動では、関連する意思決定者に対し、承認と、統合プロセスへの取り組みを求める。そ

のために当局は、関連する計画プロセス、それらの統合プロセス、必要なタイムラインとリソースを特定する。 

STAR の結果が適⽤されたシナリオのリストは、すべてを網羅しているわけではない（ボックス２参照）。さらなる応⽤

事例を、その国の情勢や、ステークホルダーの間で事前に合意された範囲に合わせて作成する必要がある。 

• 国家緊急対応計画、災害マネジメント計画、NAPHS、緊急時計画など、リスク情報に基づいた計画を⽀援す

ること 

• 国内の災害・健康危機管理戦略に貢献すること 

• 可能性が⾼く、⼈々に⼤きな影響を与えうるリスクに対応するために、国の即応態勢をスケールアップに向けた重

要な⾏動に優先順位をつけること 

• 国内でのリスクに応じた資源配分や資⾦調達のメカニズムの開発に貢献すること 

• 現在のアセスメントや利⽤可能なデータのギャップを明らかにし、優先的なリスクに基づく将来の研究や評価の優

先順位をつけること 
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ボックス２：STAR ワークショップ成果の適⽤例 

リスク情報に基づいた戦略および業務の計画 

• ヘルスセキュリティのための国家⾏動計画（NAPHS）、複数のハザードに対応した国の健康危機対応計画、国

の災害リスクマネジメント計画などを、リスク情報に基づいて更新する。 

• 緊急時計画、感染症アウトブレイクに対する戦略的事前準備と対応計画、⼈道的対応計画を更新または策定

する。 

• 最終的なリスクプロファイルに基づき、業務継続計画（Business Continuity Plan; BCP）を更新または策定す

る。 

• リスク低減のための社会経済的な戦略を策定する。 

さらなる評価と継続的な状況分析 政策や法令の策定・改正 

• 特定されたリスクに対応するための国の能⼒と準備
状況のさらなる評価を⾏う。 

• リスク分析に基づいて特定されたリスクのモニタリング

やサーベイランスの検出を強化する。 

• 保健医療施設の準備と対応態勢の評価を⾏う。 

• リスクプロファイルに基づいた保健医療従事者のため

の労働安全衛⽣⽅針の採⽤ 

• ワクチンや治療薬の法規制の調整 

リスクマネジメントと運⽤態勢の拡充 関連するステークホルダーとの調整の継続 

• シミュレーション演習を実施し、現在の対応態勢をテ

ストし、特定されたリスクと対応能⼒について解消す

べきギャップを特定する。 

• リスクコミュニケーションを⽀援し、地⽅⾃治体や地域

（コミュニティ）レベルでのリスク固有の認識を構築
するためのコミュニケーションツールを開発または更新す

る。 

• 地⽅⾃治体（市役所、役場）当局と協⼒し、準
備態勢と調整に向けて、次のステップについて話し合

う。 

• ⾮常に⾼い、または⾼いレベルのリスクに即応できる

よう、サージキャパシティのメカニズム（⼈材、物資、

資⾦）を活⽤する。 

• 保健医療従事者の強化と、リスク情報に基づいた

労働衛⽣計画に貢献する。 

• STAR ワークショップの結果を、より多くのステークホル

ダー（地域や国の利害関係者、特定の脆弱な⼈々
と協⼒している⼈など）と共有し、次のステップへ繋
げる。 

• ステークホルダーに対し、優先⾏動の実施に際して、リ

スクに関連する報告を⾏うことに同意する。 

• 策定済みのカントリーリスクプロファイルを、将来じっし

される国際保健規則に基づいたアフターアクションレビ

ューやイントラアクションレビューと相互に参照する。￥ 
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3. STAR ワークショップの準備と実施 
STAR ワークショップの準備と実施のために、ファシリテーターが従うべきいくつかの重要なステップがある。このセクション

では、STAR ワークショップのファシリテーターと主催者を対象に、STAR ワークショップの準備と実施のための重要なステ

ップについて説明する。 

3.1 ワークショップ開催前の準備 

3.1.1 戦略的リスクアセスメントの実施に向けた合意の確保 

STAR による計画プロセスを開始する前に、戦略的リスクアセスメントを実施するためのワークショップの開催について、

関連する国および地⽅⾃治体の幹部の同意を得ておくことを推奨する。STAR ワークショップの成果は関連政府機

関によって検証されるため、災害リスクマネジメントや健康危機への対応を主導する国の機関や⾃治体機関が、

STAR ワークショップのプロセスを理解し、リスクアセスメントの⽇程や構成について合意していることが必要不可⽋であ

る。合意の際には、ワークショップの内容を調整し、より充実したものとするためにも、望まれる STAR の⽬的を確認し

ておくことが推奨される。 

3.1.2 ワークショップの企画 

STAR ワークショップの実施に合意がなされ、⽇程が確定したら、企画プロセスを開始する。 

他のワークショップと同様に、STAR ワークショップの成功は、準備段階に⼤きく依存する。STAR ワークショップを企画

し、準備する上での重要なステップを以下に⽰す。すべてを網羅しているわけではないが、これらの重要なステップは、

ほとんどの状況や設定に当てはまると思われる。ただし、必要に応じて変更する。 

STAR ワークショップを準備するための重要なステップは以下の通りである。 

• STAR ワークショップ準備チームを結成する 

• STAR ワークショップのファシリテーターを選定する 

• STAR ワークショップの参加者を選考・確定する 

• 調査（レビュー）のための関連データや情報を収集する 

• ワークショップの資料を準備する 

3.1.3 STAR ワークショップ準備チームを結成する 
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STAR ワークショップを準備する際、最初のステップとして推奨されるのは、STAR ワークショップ準備チームを結成するこ

とである。準備チームは、ワークショップを開催するために必要な準備をサポートするために、適切な資格を有する３⼈
から５⼈で構成されることが望ましい。準備チームは、⼀般的なワークショップの準備、その国の情勢、災害・健康危
機管理（Health EDRM）、リスクアセスメントに精通している必要がある。 

3.1.4 STAR ワークショップのファシリテーターを選定する 

STAR ワークショップ準備チームの最初の仕事は、ワークショップのファシリテーターを決めることである。STAR ワークショッ

プのファシリテーターは、戦略的リスクアセスメントワークショップの準備と進⾏をサポートする重要な役割を担っている。

グループワークをサポートするために、ファシリテーションチームは、少なくとも２名か３名で構成されるべきで、そのリーダー

は STAR の⽅法論に精通しているか、以前に STAR ワークショップでファシリテーションを⾏ったことのある者とする。ボッ

クス３は、STAR ファシリテーターのプロファイルを⽰したものである。職務権限（TOR）の例については付録３を参

照。 

ボックス３ STAR ファシリテータープロファイル 

• 公衆衛⽣または臨床の経験がある 

• ファシリテーション能⼒、および効果的なコミュニケーション能⼒を持つ 

• 危機管理に関する業務経験がある 

• 適切な⾔語スキルを有する（ファシリテーターのうち１名は現地の⾔語を話せること、全員が業務で⽤い

る⾔語を話せること） 

 

3.1.5 STAR ワークショップの参加者を選考する 

知識が豊富で多様な参加者を選ぶことは、国の災害リスクプロファイルを作成し、ワークショップの結果を広く受け⼊
れてもらうために重要である。ワークショップ主催者は、その国の情勢に適した形で、合意形成のセッションに参加でき

る専⾨家の数を決定すべきである。STAR ワークショップには、その国の災害・健康危機管理（Health EDRM）に

携わる専⾨家が、平均で 25から 30 名参加する。専⾨家は、すべての関連部⾨（オールハザード・アプローチ）と、

⼀次、⼆次、三次レベルを含む保健医療システムのすべての重要なレベル（保健医療システム・アプローチ）から選
ぶべきである。参加者のプロフィールはボックス４に⽰す。STAR ワークショップ参加者のための規約（サンプル）は付

録４を参照。 
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ボックス４ STAR ワークショップ参加者プロファイル 

STAR ワークショップ参加者プロファイル 

• 関連政府機関及びすべての関連部⾨からの専⾨家（例：保健医療、動物衛⽣、環境、気候・気象サービ

ス、安全保障、教育、放射線、化学、移住、輸送、観光など）。 

• 政府省庁、⾮政府組織、⺠間企業、アカデミアなどの代表者。 

• すべての関連する災害・健康危機管理（Health EDRM）機能に携わる者（例：リーダーシップと調整、戦

略と運営計画、早期警戒とサーベイランス、予防と制御、⼊域地点管理、緊急医療チーム、リスクコミュニケー

ションとコミュニティエンゲージメント、緊急オペレーションセンター、サプライチェーン・マネジメント、クライシスコミュニ
ケーションなど）。 

• リスクアセスメントの経験を有する者（望ましい）。 

 

3.1.6 関連する既存のデータ・情報を特定・収集する 

ワークショップに先⽴ち、リスクの説明や国の緊急リスクプロファイルの作成に役⽴つよう、関連するデータや情報をまと

めておくことが重要である。ワークショップまでの数週間、ファシリテーターとワークショップ参加者は、関連するデータや情
報を特定、収集し、それらを準備チームと共有する。この収集作業に続き、集めたデータや情報を、参加者が簡単に

参照できるようにする。可能であれば、ワークショップの開催前に参加者と共有してもよい。収集すべき情報とデータの

主な例をボックス５に⽰す。 
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ボックス５ STAR ワークショップ実施前に収集する関連情報・データ 

STAR ワークショップ実施前に収集する関連情報・データには以下のようなものがある。 

サーベイランスシステムや早期警戒システムからのデータ 利⽤可能であれば推奨される追加情報や報告書 

• 届出対象疾患 

• センチネル・サーベイランス 

• 疾患レジストリ 

• 症候群サーベイランス 

• リスクモニタリングシステム 

• 医療資源利⽤可能性モニタリングシステム 

• 疾患モデリング 

• 他のセクターからの医療データ（例：航空会社、⾷
品安全、動物衛⽣、環境など） 

• 検査サーベイランスと能⼒評価 

• 地域（コミュニティ）ベースのサーベイランス（ソーシャ
ルネットワーク、新聞など） 

• 関連する国の地図（印刷物または仮想システム） 

• 住⺠調査（栄養状態、予防接種率、死亡率（後

⽅視的）） 

• 緊急時計画（コンティンジェンシープラン） 

• マルチハザード緊急対応計画 

• パンデミック、インフルエンザ、その他の疾患別計画

（エボラ出⾎熱、⿇疹、コレラなど）。 

• 脆弱性アセスメント、およびマッピング報告書 

• 国別能⼒アセスメント報告書 

• その他のリスクアセスメント報告書 

• イントラアクションレビュー・アフターアクションレビューの

報告書 

• シミュレーション演習報告 

• 医療従事者および緊急対応に関する政策 

• 検査施設の能⼒評価 

• 加盟国⾃⼰評価年次報告（SPAR） 

• 合同外部評価（JEE）ツールレポート 

• ⼈類学的またはコミュニティの動態分析（⾏動分析
やソーシャルリスニング研究を含む） 

• 機関間常設委員会（IASC）、マルチセクター初期

迅速評価（MIRA）(13) 
• 機関間常設委員会（IASC）早期警戒、早期活

動報告書 

⾮医療セクターからのデータ 

• ⼈⼝動向と移動のマッピング 

• ⼈道団体や国内避難⺠からの報告 

• 気象パターン、洪⽔マッピング、地質調査 

• 脆弱な住⺠のマッピングまたは市⺠団体組織からの

関連データ 

オープンソースのデータベースと利⽤可能な分析 

• Global Health Observatory のデータ(4) 
• 国際的なデータ共有プラットフォーム（例：Global 
Publish Health Intelligence Networkや、新興感
染症監視プログラム ProMED (13)など） 

• リスクマネジメントのための INFORM 指標 (6) 
• DesInventar3 
• 予測のためのデータ主導型モデル 

• 空間アトラス 

• メタ・データベース 

3 DesInventar は、国家災害インベントリを作成し、被害、損失、災害の影響全般に関するデータベースを構築するための概念的・⽅法論的ツ

ールである。(7) 
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ファシリテーターへのメモ 

ワークショップに先⽴ち、準備チームがまとめたデータと報告書を⽤いて、その国のハザードの予備リストを作成し、会議

中の議論の基礎としてもよい。さらに、準備チームは、確⽴されたワークショップのパラメータに関連するいくつかのまとまっ

た資料を事前に参加者と共有してもよい。 

 

3.1.7 ワークショップの資料を準備する 

準備チームは、他のワークショップと同様に、ロジスティクス、⽂具、設備、備品など、STAR ワークショップに関連するす

べての資料を準備する。 

ワークショップに先⽴ち、準備チームは以下のことを⾏う。 

• 参加者とファシリテーターのリストを共有する。 

• 収集された情報やデータをまとめる。 

• ワークショップ準備に関係したロジスティクス作業を完了する。 

• 国家機関から提供されたデータや情報を基に、ハザードの予備的リストを作成する。 

移動が制限される時期や、公衆衛⽣措置、社会的措置がとられる時期には、情報通信機器などの機材の⽤意が

重要となる。 

3.1.8 ワークショップの期間とアジェンダを決定する 

STAR ワークショップの期間は、国の情勢や、情報に基づいた議論を促進するための事前準備の度合いによって異な

る。 ３⽇間から６⽇間（１⽇あたり６から８時間）の幅があり、多くは４⽇間か５⽇間である。しかし、戦略的リ

スクアセスメントワークショップは、どのような環境でも、また特定の状況に合わせて調整することができる。 

準備チームとファシリテーションチームがアジェンダを起草する際に役⽴つように、STAR ワークショップアジェンダのテンプレ

ートを付録５に提供する。アジェンダで提案されているワークショップの期間とセッションのタイプ（グループワークと全体

ワーク）は、国や地域の状況、組織の要件に基づき、必要に応じて変更可能である。また、必要に応じてワークショッ

プのセッションを追加したり、調整したりすることがある。例えば、追加セッションとして、参加者とともに過去の STAR 

ワークショップの結果を⾒直したり、収集したすべてのデータソースを統合したりするための短いセッション、追加のディスカ

ッションセッションなどを⾏ってもよい。ワークショップ準備チェックリストのサンプルを付録６として掲載している。 
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3.2 ワークショップ開催中の進⾏ 

以下のガイドは、STAR ワークショップのファシリテーションを⽀援するために、各国のファシリテーターが使いやすい参考
資料として作成された（付録７）。STAR の⽅法はフレキシブルであるため、ファシリテーターは国の情勢や時間の制
約、その他のニーズに基づいて、提案されたワークショップのセッションを調整することができる。 

他のワークショップと同様、グループワークのファシリテーションと運営は、その成功に不可⽋であり、戦略的リスクアセス

メントの成功につながる。積極的参加、包括性、公平性を促進するために、ファシリテーターのグループは、作業セッシ

ョンを計画する際に、その国の情勢、望ましい使⽤⾔語、全体の作業のあり⽅について考慮する。 

ワークショップの参加者全員に、リスクアセスメントの作成に貢献する機会を与えることが肝要である。参加者の中に

は、少⼈数のディスカッショングループや、匿名、オープンソースソフトウェアを使った迅速な意⾒調査、書⾯によるフィード
バックなどの形で、⾃分の意⾒を表現する⽅が楽な⼈もいるかもしれない。そのため、作業セッションを計画する際、フ

ァシリテーターは、情報通信技術（ICT）ツールの活⽤を検討するのもよい。 

セッション中は、参加者が記録⽤テンプレートを使い、STAR データツールに転送する前、あるいは STAR ワークショップ

の報告書に取り込む前に、まず関連データを記録する（付録８）。これは、リスクランキングとそれに対応するリスク

軽減と予防のための活動ポイントを合理化または正当化する証拠となり、STAR ワークショップ報告書の仕上げに役
に⽴つ。完成したテンプレートは、STAR ワークショップの最終報告書の付属書として添付することができる。記録⽤テ

ンプレートは、グループセッションで参加者が使⽤できるよう、印刷しておく。ワーキンググループでの役割分担の際、書記

を決めて、その⼈がグループに配布されたメモ取りテンプレートを使って議論を記録する。 

 

ファシリテーターへのメモ 

STAR の⽅法はディスカッションに重きを置いているため、ワークショップでは参加者同⼠のディスカッションを促進するよ

うな空間配置が推奨される。ワーキングセッションでは、形式的な上下関係ではなく、できるだけ少⼈数での議論や参

加者同⼠の交流を図ることが重要である。 

現在進⾏中の COVID-19 パンデミックでは、対⾯での開催が制限される可能性が⾼いため、バーチャルでの議論に

適応することが必要かもしれない。潜在的な問題のトラブルシューティングを確実に⾏うため、ワークショップ前の早い時

期に、機器やコミュニケーション・ツールを試しておくことを推奨する。 

 

3.2.1 テクニカルセッションの内容 
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戦略的リスクアセスメントの成果として期待されるのは、リスクマトリクス、緊急事態・災害リスクカレンダー、ネクストス

テップに向けた提⾔の３つである。これらの成果は、STAR ワークショップの主要なテクニカルセッションで開発され、次
のような項⽬を扱う。 

• リスクとリスクアセスメントの概念の解説 

• STAR の⽅法を⽤いた戦略的リスクアセスメントの概要説明 

• 国の情勢に関するプレゼンテーション・概要説明 

• カントリーリスクを記述する戦略的リスクアセスメント作業セッション 

a. リスクとリスクアセスメントの概念の解説 

ファシリテーターは、STAR ワークショップの冒頭に、参加者にリスクの概念を導⼊し、リスクアセスメントの概念を説明

し、緊急時のリスクマネジメントを紹介するセッションを⾏う。リスクマネジメントサイクルにおけるリスクアセスメントの位
置づけも説明するべきである。 

b. 戦略的リスクアセスメントのための主要な⽤語 

カントリーリスクプロファイルやリスクマトリクス作成の過程で、参加者はハザード、リスク、リスクアセスメントなどの緊急
リスクマネジメントの⽤語を活⽤するよう求められる。様々なバックグラウンドを持つワークショップ参加者が共通の理解
を得られるように、ワークショップのファシリテーターは、表１１に⽰すような関連⽤語を定義し、議論することが推奨さ

れる。 
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表１１： 戦略的リスクアセスメントのための主要な⽤語 

主要な⽤語 定義 

ハザード ⼈命の喪失、傷害またはその他の健康への影響、財産の損害、社会的および経済的混乱、ま

たは環境の悪化を引き起こす可能性のあるプロセス、現象、または⼈間の活動。 

 

注：これは、曝露された条件下で⼈や環境に悪影響を及ぼす可能性のある、薬剤や物質の潜
在的特性や固有能⼒を含む場合がある (14,15)。 

リスク ハザード、曝露、脆弱性、能⼒の関数として確率的に決定され、特定の期間中に、システム、社
会、または地域（コミュニティ）に発⽣しうる⼈命の喪失、傷害、または資産の損失 (6)。 

リスクアセスメント リスクマネジメントのために優先的に取り組むべきリスクを決定するプロセス。 

そのプロセスでは、リスクの特定、リスクの分析、および事前に設定された基準値、⽬標値、リス

ク、その他評価基準に基づくリスクレベル評価を組み合わせる。 

 

リスクアセスメントには、ハザードの技術的特徴の調査、曝露と脆弱性の分析、起こりうるリスク

シナリオにおける⼀般的な対応能⼒の有効性評価が含まれる (16)。 

 

環境がもたらす健康被害、その悪影響、対象集団、曝露条件などの特定。ハザードの特定、⽤

量反応評価、曝露評価、リスク特性評価の組み合わせ (7)。 

 

３つのパートからなるプロセス：(i) リスクを特定、認識、記述すること、(ii) 特定されたリスクを分
析し、リスクの性質、発⽣源、原因を理解し、リスクのレベルを推定すること、(iii) 各リスクレベル

を評価し、許容範囲内かどうかを判断すること。 

 

c. 戦略的リスクアセスメントの概要を説明する 

STAR ワークショップの第２セッションでは、戦略的リスクアセスメントを実施するためのプロセスを紹介する。その⽬的

は次の通り。 

 

• STAR を参加者に紹介する。 

• STAR の⽅法を⽤いた戦略的リスクアセスメントの概要を説明する。 

• ワークショップの⽬的と期待される成果を説明する。 

• ワークショップを通して使われる主要な概念を説明する。 

• ワークショップの主要な原則を説明し、⽅向性を定める。 

• STAR の結果がどのように応⽤されるかを確認する。 
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ファシリテーターへのメモ 

STAR ワークショップの１⽇⽬に、主催者とファシリテーターチームは、ワークショップの結果がどのように適⽤されるかにつ

いて、期待されることを初期の草案として提⽰し、参加者全員による検証を⾏うとよい。参加者との短いフィードバック

セッションを持ち、その草案を調整する。 

参加者は、ワークショップの開催中、１⽇⽬に設定したこれらの期待事項を参照することにより、議論や、戦略的リス

クアセスメント全体の整合性を確保することを推奨する。 

c. 国の情勢について説明する 

STAR ワークショップの初⽇には、参加者全員を対象に、その国の情勢や動向に関するセッションを設け、よりよい議

論の⽅向性を⽰すことを強く勧める。国の概況には、その国の⼀般的な背景情報、国の保健医療の状況、健康危
機や災害の状況（緊急対応をマネジメントした直近の経験を含む）、⼀般的な健康危機や災害への対応能⼒の

要約などが含まれる。 

 

メモ 

国の情勢の概略説明は、関係省庁が企画し、ワークショップ参加者全員の⽅向付けをすることが推奨される。 

 

STAR ワークショップの地理的範囲が地⽅レベルである場合、このセッションはその地⽅の状況に合わせて調整するこ

と。 
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表１２：国の情勢についてのセッションに⽤いるトピックの例 

⼀般的なカテゴリー トピックの例 

⼀般的なカントリープロファイル

（または関連する地域のプロ

ファイル）の紹介 

• 政府および政治構造（健康危機管理構造を含む） 

• 地理的、⼈⼝統計学的、教育的な側⾯ 

• 住⺠移動、集会、観光、⾷の安全、衛⽣、農業、産業、エコロジー、宗教儀
式、気象、治安状況概要 

• 脆弱な住⺠層 

国の保健医療プロファイル • 医療従事者 

o 臨床スタッフ（医師、臨床検査技師、看護師、看護助⼿、薬剤師、

医療セラピスト、助産師、精神保健福祉⼠など） 

o 地域医療従事者、臨床検査技師、⻭科医師、救急隊員、伝統医
療従事者、⼼理社会的⽀援者など 

o アウトブレイク調査従事者、研究者、疫学者 

o ファーストレスポンダー・ボランティア（救急⾞、救急隊員、捜索隊、救
助隊、緊急医療チーム、迅速対応チーム、⾚⼗字社、⾚新⽉社） 

o 労働安全衛⽣の⽅針と法令 

• 保健医療施設 

o 地理的範囲、ライフライン、財務的⽀援、地理的利便性 

o 貧困層や脆弱な集団（⼥性や⼦ども、少数⺠族、難⺠、移⺠、⾼

齢者など）に対する医療の利⽤しやすさ 

• 健康追求⾏動（社会的、⽂化的、経済的要因） 

• 国内の保健医療財政構造（保健医療の予算、⽀払いモデル、保険またはヘル

スカバレッジ） 

• 国、地⽅、市町村レベルの健康危機または保健医療活動のための既存のマル

チセクター調整機構 

健康危機と災害時の状況 • 健康危機や災害対応で最近経験したことの詳細 

• 対応の検証（アフターアクションレビュー、イントラアクションレビュー、その他関連す

る評価報告書など） 

• サーベイランスおよび早期警戒システム 

健康危機および災害への対
応能⼒に関する基本情報 

• ガバナンス（国、地⽅）および意思決定構造（法律、資⾦調達など） 

• 能⼒（既存の災害リスクマネジメントシステム、公衆衛⽣緊急オペレーションセン

ター、既存のコミュニティ対応戦略や復興プログラム、緊急時に脆弱な⼈々を⽀
援するための構造やサービスなど） 

• サージキャパシティ（⼈材、資⾦、資材、設備） 

• 利⽤可能なリソース 
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3.3 ワークショップ開催後のフォローアップ 

ワークショップの後、参加者の満⾜度を評価するために、評価⽤紙に記⼊してもらうことを勧める（付録９）。関連

する検討事項については、さらに議論する。 

3.3.1 データ利⽤と STAR ワークショップ成果の共有 

ワークショップ成果の利⽤⽅法とアクセス⽅法は、STAR 演習完了時の設定によって決定される。各国は、データの使
⽤および共有に関する合意書に基づき、WHO のプラットフォーム上で、得られたカントリーリスクプロファイルを他のステ

ークホルダーや⼀般市⺠と共有することを勧められる。データ共有のプラットフォームは、緊急事態・災害リスクカレンダー

（付録１０）のような形にすることも可能である。しかし、状況によっては、STAR の成果を公に共有しない、あるい

は緊急リスクプロファイルの要約のみ共有することを、国が選択してもよい。 

3.3.2 結論とネクストステップ：将来の⾏動を定める 

STAR ワークショップ終了後、ファシリテーションチームと連携し、国や該当地域の関係機関が最終報告書を作成す

る。この戦略的リスクアセスメント報告書は、その後、健康危機や災害リスク管理に関わるすべてのセクター、パートナ
ー、ドナーと共有すべきである。 

この STAR レポート（付録１１：⾒本 STAR ワークショップ報告書テンプレート）は、緩和、予防、探知、対応、復
興能⼒のような、医療緊急事態と災害リスク管理能⼒の強化を迅速に進めるための準備活動の優先順位付けと

計画の際に、意思決定者を助けるものである。最後に、STAR ワークショップの結果は、各国が限られた資源と競合

する優先事項を考慮し、優先的なハザードに対処するために資⾦を動員し配分するのに役⽴つ。 

 

メモ 

付録１２に、戦略的リスクアセスメント実施に役⽴つ追加情報を概説する。 
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付録１ 

STAR を特定の状況や要件に適合させる：ケーススタディ 

ケーススタディ 

以下のケーススタディは、各国のニーズや特定の状況に基づき、戦略的リスクアセスメント⼿法を適応させた例であり、

STAR ワークショップを計画する際に参照することができる。 

ケーススタディ A：COVID-19 パンデミック時のバーチャルワークショップの実施（ウガンダ） 

COVID-19 パンデミックのため、公衆衛⽣及び社会的対策（PHSM）を施した状態で、対⾯式ワークショップを⾏う

ことがますます困難になっている。カントリーリスクプロファイルの作成を⽀援し、特定の状況下でのリスクをマッピングす

るために、STAR ワークショップはオンライン上で開催することができる。2020 年 12⽉、PHSM を考慮した結果、ウガ
ンダはバーチャル STAR ワークショップの実施に成功し、マルチセクターの緊急対応計画に情報を提供するためのカント

リーリスクプロファイルを更新した。 

これに際し、STAR ファシリテーターは、ワークショップの前に、事前ミーティングを複数回実施した。それには、２回のバー

チャルオンライン研修や演習を含んでいた。ワークショップもオンラインで⾏われたため、ファシリテーターは通常のファシリ

テーションに加え、ネット上のプロセスも管理しなければならなかった。 

バーチャル STAR ワークショップを計画して学んだ重要な事項は以下の通りである。 

• 強⼒なインターネット接続と適切な情報技術（IT）サポートを提供すること。例えば、参加者がグループごとにブ
レイクアウトルーム（分室）に⼊って話し合ったり作業したりできるようにしたり、その後に全員を戻して全体セッシ

ョンを開いたりすること。 

• ワークショップの前に⼗分な時間を確保し、ファシリテーターの研修を⾏い、全員がオンラインのプロセスやツールに

慣れていることを確認すること。 

• すべての関係者の時間帯を考慮し、ワークショップの実施に最も実⾏可能な時間帯を特定すること。特に、海外
の参加者、進⾏役、主催者がいる場合。 

スクリーンを⻑時間使⽤すると、参加者の疲労が溜まったり、集中⼒が低下したりする可能性があるため、アジェンダ

の調整が必要な場合がある。ワークショップのアジェンダを１⽇あたり３時間から４時間に制限することで、ステークホ

ルダーのオンライン会議への参加意欲を⾼めることが期待できる。１⽇あたりのスケジュール短縮を補うために、ワークシ

ョップの期間を５⽇から６⽇に延⻑してもよい。 
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ケーススタディ B：感染症ハザードに焦点を当てるために STAR を適応させた戦略的リスクアセスメント（バングラデ
シュ） 

STAR ツールは、概念的にあらゆるハザードに応⽤できるように設計されている。しかし、柔軟性があるため、国の優先

順位に基づいて、ハザードの⼀部に焦点を当てるように調整することが可能だ。そのため、STAR は COVID-19 の状
況下、バングラデシュにおける感染症ハザードの戦略的リスクアセスメントを実施するために、うまく適応された。 

2021 年 5⽉に実施されたバーチャルリスクアセスメントでは、必要な予防策、緩和策を⽣み出すために、優先順位
の⾼い感染リスクについて、多分野の専⾨家がより詳細な議論を⾏うことができた。バングラデシュの STAR ワークショ

ップでは、次のような指標を⽤いたハザードの疫学的な特徴づけを⾏うなど、⽅法論の⼯夫がなされた。すなわち、病
原体の種類、感染源の種類、基本再⽣産数、致命率（CFR）、診断とサーベイランスの要件、感染様式である。 

STAR ツールを感染症ハザードに適応させるには、次のことを考慮するとよい。 

• ワークショップに先⽴ち、感染症ハザードのランキングに関連する利⽤可能なデータを確認し統合しておくこと

（例：基本再⽣産数（R0）、致命率（CFR）、ハザード関連のサーベイランスシステムのマッピング、感染様
式など）。 

• 調整後の STAR プレゼンテーションやツールは、その機能性とシンプルさ（ワークショップ参加者とファシリテーターに

よる使いやすさ）をテストして確認すること。 

 

ケーススタディ C：地⽅レベルでの STAR の実践（モルドバ共和国） 

この戦略的リスクアセスメントツールは、これまで国レベルで適⽤されることがほとんどであったが、その⼿法は地⽅また

は市町村レベルでも適⽤可能である。国レベルの STAR と同様に、地⽅レベルに適応されたバージョンでは、地⽅また

は市町村レベルのリスクプロファイルが作成され、リスクに応じて即応態勢を拡充するための主要な活動を含んでい

る。しかし、これら適応バージョンでは、参加者は複数レベルの対応能⼒（つまり、国、地⽅、市町村レベルの能⼒）

がどのように相互作⽤するかについて、さらなる情報を記述してもよい。 

2019 年 9⽉、モルドバ共和国の 10地域で、適応版 STAR が実施された。評価の主な⽬的は、優先リスクを特定

することであった。特定のハザードや、その健康への影響に関連するリスクを予防し、準備し、低減するための活動促
進プログラムの指針とするためである。 

地⽅レベルの STAR の⽅法は、以下のように設計されている。 

• 保健医療部⾨の計画のために作成されたリスクアセスメントに、多部⾨のステークホルダーを積極的に参加させ
る。 
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• 優先度の⾼いハザードを特定し、リスクレベルに分類するための、体系的で透明性の⾼い、エビデンスに基づくア

プローチを提供する。 

地⽅レベルの STAR からの提⾔は、国および地⽅レベルの計画優先度に影響を与えることができる。 

 

ケーススタディ D：気候変動への STAR 適応（スウェーデン） 

各国が気候関連ハザードによる緊急災害リスクに直⾯する中、STAR は気候関連リスクアセスメントの簡略化、標準
化されたアプローチを提供する。2018年の猛暑の後、スウェーデン政府は WHO 欧州地域事務局の⽀援を受け、準
備と対応計画に反映させるため、気候関連のリスクプロファイルを明確にする STAR ワークショップを実施した。 

専⾨家たちは、気候変動が健康被害に及ぼす影響を反映させるため、ワークショップに先⽴って STAR を調整し、気
候関連リスクによる罹患率と死亡率の削減という⽬標に重点を置いた。リスクアセスメントの報告書は、リスクプロファ

イリングと⾏動計画のために、専⾨家グループと公的なステークホルダーによって吟味され、検証された。 

STAR ツールを気候関連リスクに適応させるためには、以下の点を考慮することが重要である。 

• リスクアセスメントの⽬的に合わせてツールを確実に調整すること。 

• ファシリテーターと参加者が使いやすいように、ツールの機能性と簡便性をテストして確認すること。 

• 気候変動に関連する災害・危機管理に携わる多部⾨のステークホルダー、その他の関係者、気候変動の提唱
者が参加すること。 
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付録３ 

STAR ワークショップのファシリテーターの要件 

ファシリテーターは、以下を実施することにより STAR の実践に貢献する。 

• 関連する既存データ・情報を収集する。 

• STAR ワークショップのアジェンダを確認する。 

• ワークショップ資料を準備する（例：プレゼンテーション資料の作成、積極的に参加しやすいような活動の設
計）。 

• STAR ワークショップを特定の対象に適応できるよう⽀援する（例：地⽅または市町村の状況へ適応）。 

• ワークショップのファシリテーションを⾏う。 

• STAR レポートの草案作成を⽀援する。 

• ネクストステップとフォローアップ⾏動についての草案作成において国を⽀援する。 

STAR ワークショップのファシリテーションを成功させるためには、次のことが必要である。 

• ワークショップの最初に参加者と基本的なルールを決める。 
• グループの意思決定に偏⾒や⼀⽅的な⽅向性を加えないように気をつけながら、議論を促進する。 

• 積極的に傾聴する。 

• 全員の積極的参加を促し、グループ全体がアウトプットに集中できるようにする。 
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付録４ 

STAR ワークショップの参加者の要件 

参加者は、以下を実施することにより STAR の実践に貢献することが期待される。 

• 関連するすべての既存データ・情報を編集し、共有する。 

• 国の情勢に関する記述を作成し、提⽰する。 

• STAR ワークショップでのディスカッションに積極的に参加する。 
• STAR ワークショップ評価フォームを⽤いてワークショップを評価する。 

• 結果を共有し、提⾔を⾏う。 

• フォローアップ活動に参加する。 
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付録５ 

STAR ワークショップのアジェンダ・テンプレート 

注：これはテンプレートである。アジェンダで提案されているセッション、ワークショップの期間、セッションのタイプ（グルー

プワークと全体）は、国や地域の状況、組織の要件に基づいて、変更することができる。 

STAR ワークショップアジェンダ 

［国名］、［⽇付］から［⽇付］まで、［場所］にて 

第１⽇ ［⽇付］ 

時刻 活動内容 責任者 

08:30–09:00 参加登録  

09:00–10:00 開会式 
• 歓迎と開会の辞 
• ワークショップの⽬的と期待される成果の確認 
• グループ写真 

 

10:00–10:30 休憩  

10:30–10:45 参加者の紹介  

10:45–11:45 STAR ワークショップの導⼊（イントロダクション） 
• リスク概念の解説 
• STAR に関連する主要な⽤語や概念の定義 

 

11:45–13:00 戦略的リスクアセスメントの実施ステップ  

13:00–14:00 昼⾷  

14:00–15:00 国の情勢、包括的な国の健康危機管理システム（国、地⽅、市町村レベ
ル）についてプレゼンテーション 

 

15:00–15:30 休憩  

15:30–16:30 参加者のワーキンググループへの割り振り 
ワーキンググループでの主な役割の確認 

 

  

53



 

	

第２⽇ ［⽇付］ 

時刻 活動内容 責任者 

08:30–09:30 STAR の⽅法による戦略的リスクアセスメントの概要  

09:30–10:30 Step 1a: 国のハザードの特定（全体セッション）  

10:30–11:00 休憩  

11:00-12:00 Step 1a (続き): ハザードリストのまとめと合意（全体セッション）  

12:00–13:00 ⼩グループ編成、担当ハザード割り当ての後、グループワークを開始 
Step 1b: 国家レベルの健康危機対応が必要とされる最も考えられるシナリ
オを説明（⼩グループワーク） 
• 特定されたハザードの曝露と程度をマッピング 

o 影響を受ける可能性が⾼い地域 
o 住⺠設定（タイプ） 

 

13:00–14:00 昼⾷  

14:00–14:30 Step 1b 継続作業（⼩グループ）  

14:30–15:30 Step 1b: グループワークを全体会議で共有し、より⼤きなグループで確認  

15:30–16:00 休憩  

16:00–16:15 Step 1c の説明: 最も考えられるシナリオに基づくハザードの健康影響（即
時および⼆次的）を特定 

 

16:15–17:15 Step 1c: 最も考えられるシナリオに基づく健康影響リストについて、グループ
ワークの結果をプレゼンテーション 
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第３⽇ ［⽇付］ 

時刻 活動内容 責任者 

08:30–08:45 第２⽇の作業内容の振り返りと第３⽇スケジュールの提⽰  

08:45–09:00 ファシリテーターが、STAR の⽅法における頻度、季節性、可能性の概念を
導⼊ 

 

09:00–10:30 グループワークで次の評価 
• 頻度 
• 季節性 
• 各ハザードの可能性決定 

 

10:30–11:00 休憩  

11:00–12:45 全体会議：グループワークの結果を発表し、頻度、季節性、可能性につい
て合意 

 

12:45–13:00 STAR の⽅法における深刻度の概念を導⼊  

13:00–14:00 昼⾷  

14:00–15:30 グループワーク：各ハザードについて、深刻度の特定、議論、合意  

15:30–16:00 休憩  

16:00–17:00 全体会議：各ハザードについて、深刻度の特定、議論、合意  
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第４⽇ ［⽇付］ 

時刻 活動内容 責任者 

08:30–08:45 第３⽇の作業達成度と第４⽇のスケジュール提⽰  

08:45–09:45 健康危機管理体制、調整（国、地⽅、市町村）、および既存システムの
⾒直し 

 

09:45–10:45 STAR の⽅法における脆弱性と対応能⼒の概念についてプレゼンテーション  

10:45–11:00 グループワーク：以下について、特定、議論、合意 
• 脆弱性 
• 各ハザードに対する対応能⼒ 

 

11:00–11:30 休憩  

11:30–13:00 全体会議：グループワークの結果のプレゼンテーション、脆弱性と対応能⼒
についての合意 

 

13:00–14:00 昼⾷  

14:00–15:00 全体会議：リスクアセスメントの結果⾒直し  

15:00–15:30 休憩  

15:30–16:00 各リスクについて信頼度の決定  

16:00-17:00 戦略的リスクアセスメントの結果についてプレゼンテーション 
• ランク付けされたハザード⼀覧 
• 各ハザードのリスクマトリクス（５X５） 
• 季節ごとのリスクカレンダーと緊急事態・災害リスクカレンダー 
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第５⽇ ［⽇付］ 

時刻 活動内容 責任者 

08:30–08:45 STAR の結果の⾒直し  

08:45–11:00 全体会議またはグループワーク 
• 各リスクについて主な⾏動計画や提⾔の草案作成 
注：時間が⾜りなければ、⾮常に⾼いリスクと⾼いリスクに集中して、主な
⾏動計画の草案作成 

 

11:00–11:30 休憩  

11:30–12:30 全体会議： 
• ⾮常に⾼いリスク・⾼いリスクについて主な⾏動計画を⾒直し確認 
• 戦略的リスクアセスメント報告書とりまとめまでのロードマップの確認 

 

12:30–13:00 閉会セッション  
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付録６ 

STAR ワークショップ実践チェックリスト 

ワークショップ開催前に⾏うこと 

 災害・健康危機管理を担当する省庁の幹部から、同意と⽀援を得る 

 災害・健康危機管理を担当する省庁と、STAR ワークショップの⽇程について合意する 

 ワークショップ準備チームを結成する 

 STAR ワークショップのファシリテーターを選定する 

 ワークショップ参加者を選考する 

 国の情勢の説明のために、政府からワークショップ参加する上級者を指名する。 

 STAR ワークショップの会場を選択し予約する。 

 参加者のロジスティクス（ホテル予約、交通⼿段、ケータリングなど）の⼿配を確実に⾏う。 

 国内の災害・健康危機管理に関するデータや情報を収集する。 

 国の情勢を説明するためのプレゼンテーション資料を準備する。 

 ワークショップのアジェンダを⽴案し、回覧する。 

 ワークショップの資料、機器、備品を準備する（以下の推奨リストを参照）。 

 ワークショップのアジェンダを参加者全員と共有する。 
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付録７ 

ファシリテーター・ノート 

以下は、ファシリテーション・チームが参考にできるよう、過去のファシリテーターから学んだ教訓をまとめたものである。この

付録は、ファシリテーターへの説明や研修セッションを補完するもので、質問事項や注意事項など、ファシリテーターのた

めの使いやすいガイドとなっている。 

ファシリテーターノート 

ファシリテーターの調整 

• すべてのファシリテーターは、⽇々のワークショップ前に短い報告確認会を開催し、その⽇の活動を確認し、ツールや
資料に関するすべての問題や懸念事項を解決することを強く推奨する。⽇々の報告確認会を通して、グループ作
業の⾒直しと進捗確認が容易になり、すべてのデータが該当するツールキットに取り込まれたことを確認することがで
きる。 

• ファシリテーターは、STAR の⼿順に関するプレゼンテーションの画像を参照し、グループワーク中に STAR データシート
の記⼊⽅法を実演する。プレゼンテーションで提⽰する事例は、コンセプトの理解を深められるよう、その地域の状
況に合わせて調整してかまわない。 

ワークショップ内の合意形成のためのファシリテーションについての⼀般的なアドバイス 

STAR は定性的なツールであるため、ワークショップ参加者の間で⼗分な情報を得た上で議論を進め、より⼤きなグルー
プでの合意を形成することが重要である。参加者の積極的取り組みを促すために、ファシリテーターには以下のことが奨
励される。 
• セッションやディスカッションに、すべてのステークホルダーが参加できるように、複数のアプローチを⽤いる（⼩グルー

プ、全体セッション、専⽤のオンラインワークスペース、簡易アンケートなど） 
• ワーキンググループ内で経歴や技術的な専⾨性が偏らないように、参加者を別々のグループに分ける 
• ワークショップの資料やグループワークを現地の事情に合わせて調整する 
• 戦略的リスクアセスメントのすべてのステップを、ワークショップの合意の得られた⽬的に関連付ける（例：STAR の

成果をどのように応⽤するか)。 
• インタラクティブな資料を準備し、⼩グループでの交流を促進する（注：ファシリテーターは、特にインターネット接続

が不⼗分な環境では、ワークショップセッションに先⽴ってすべての有⽤な資料を印刷し、参加者と共有してもよ
い）。 

• ワークショップの結果が関連ツールに正しく取り込まれ、STAR ワークショップの報告書と⾏動計画をサポートするため
に、主要なアイデアや要点がきちんと⽂書化されていることを確認する。 
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主要なセッションのファシリテーションのアドバイス 

ハザードの特定 このセッションでは、参加者はリスクアセスメントに含めるべきハザードを特定する。ワークショッ
プに先⽴ってハザードのリストの草案が作成されている場合、参加者はその草案を吟味し、検
証や追加を⾏う。このセッションは、演習のキックオフを兼ねている。ハザードのリストは、他の

すべてのセッションに影響を与えるため、このリストの作成と検証には、⼗分な時間をかける

ことを強く推奨する。 

 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• 過去の STAR があれば、その結果をワークショップの前に確認し、ハザードを特定する「出
発点」として使⽤する 

• 国や地⽅の緊急対応が必要となる事態が起こり得るシナリオに関連するハザードに焦
点を当てるよう、参加者にはたらきかける 

• ワークショップの時間的な制約から、評価するハザードの数を合理的な数に制限し、後続
のステップでハザードの詳細な分析ができるようにする 

• 参加者のハザードリスト作成を援助するために、国際ハザード分類（International 

Classification of Hazards）または類似のリストを参照し、利⽤できるようにする 
• 参加者同⼠のディスカッションを促進するために、必要に応じて、探りを⼊れるような質

問を投げかける 
o このハザードは、国内で最近発⽣したものですか。過去５年以内ですか？ 
o このハザードは、国や地⽅の対応システムの起動につながる可能性が⾼いでしょ

うか？ 
o 近隣諸国から波及する可能性のある緊急事態のリスクはありませんか？ 
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主要なセッションのファシリテーションのアドバイス 

健康影響、規模、曝

露の概要 

これらのセッションで、参加者は、特定された各ハザードに対して考えられる健康影響、規模、
住⺠の曝露のレベルについて話し合う。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• 該当する場合は、セッションを通じて、過去または歴史上の健康危機を振り返るよう参

加者に助⾔する 
• ハザードの影響を受ける可能性のある地理的区域（都市部、都市周辺、農村部な
ど）について、参加者が説明できるようにする 

• 影響を受けると思われる集団を説明するために、その集団を参照する 
• 各ハザードの影響を受けやすい、または曝露しやすい集団について、参加者の間で話し
合う（年齢層、性別、移⺠、⺠族、ワクチン接種率が低い集団などが考えられるが、こ
れに限らない） 

発⽣頻度、季節性、

発⽣する可能性 

これらのセッションで、参加者は各ハザードの年間発⽣頻度、季節性（季節性がない場合の
判断も含む）を説明し、ハザードが発⽣する可能性を評価する。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• 過去のアウトブレイクなど、緊急事態の記録を整理して、参加者が簡単に参照できるよ

うにしておく 
• 特定されたハザードに関連する利⽤可能な予測モデルを検討し、追加する 
• 参加者に季節ごとの天候を考慮するよう促す 
• ハザードが「ランダム」であると考えられる場合は、参加者に季節性をマッピングさせない

（時期が関係ないなど） 
• 議論を進める際に、集団（亜集団、弱者を含む）の免疫レベルを考慮する。定期的
予防接種の中断、住⺠の移動、その他の関連要因を考慮し、免疫⼒の変化があるか
どうかも含める 
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主要なセッションのファシリテーションのアドバイス 

深刻度と脆弱性 これらのセッションでは、参加者は深刻度（ハザードが住⺠に及ぼす負の影響や破壊的影
響の程度）を説明し、ハザードに対する住⺠の脆弱性を評価する。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• ワークショップ参加者全員が、その国における必要不可⽋な保健医療サービスについて、

共通の認識を持つようにする 
• 参加者が簡単に参照できるように、深刻度を評価するためのアルゴリズムを⽤意する 
• 脆弱な⼈々の過去のマッピングや、社会的決定要因の過去の評価を参照する 
• 関連する調査結果を参照する（ボトルネック分析、ソーシャルリスニング、⾏動学的⽂

献など） 

対応能⼒ このセッションでは、参加者はそれぞれのハザードに対する対応能⼒のレベルを評価し、その機
能性や持続可能性を判断する。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• 参加者が話し合いを通して、対応能⼒について、複数の要素を考慮するようにする。例

えば、ガバナンスとリーダーシップ、保健医療部⾨（公的、⺠間）、地域（コミュニティ）
の能⼒、国や地⽅の仕組み、利⽤可能なリソース（サージキャパシティ、緊急時の資
⾦）など 

• ワークショップ全体の中で、このセッションのために⼗分な時間が残されていることを確認
する 

• 主要な⾏動とネクストステップの作成をサポートするために、議論中にメモを取ることを奨
励する 
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主要なセッションのファシリテーションのアドバイス 

⾏動項⽬（アクション

ポイント）と提⾔ 

このセッションでは、参加者は、特定のリスクに対処するための主要な活動や、介⼊⽅法、⽅
策を提案し、合意する。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• このセッション（ステップ）がワークショップ参加者にとって適切であることを、事前にワーク

ショップ主催者に確認する 
• ワークショップ全体の中で、このセッションのために⼗分な時間が残されていることを確認

する 
• 提⾔や主な⾏動項⽬がはっきりしない場合は、参加者全員が納得するように、明確に

する 
• このセッションで特定された主要な提⾔と⾏動項⽬について、検証プロセス、または承認

プロセスを確認する 

 

STAR ワークショップ報告書の作成 

STAR ワークショップ報告書を作成するには、各セッションで得られたメモや結果をまとめる必要がある。以下のことを通
して、よい報告書を作成するようこころがける。 
 
ファシリテーターには次のことが奨励される。 
• 重要な成果と協議内容を記録するため、ワークショップ開催前に、報告者を確保する⽅法について主催者と検討

する 
• 関連当局と話し合い、ワークショップ結果報告の作成および検証について、明確なスケジュールを設定し、責任を
明確にする 

• 報告書がまとまり、主要なステークホルダーと共有されるまでは、STAR ワークショップは終了しないことを参加者に
伝える 
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付録８ 

STAR ワークショップ記録⽤テンプレート 

ハザードの影響と規模       ⽇付：    

 
負の健康影響には、リスクにさらされている集団の健康を損なう、もしくは保健医療システムに影響を与えるような、
⾝体的、⼼理的、社会的、経済的、及び環境的な影響が含まれる。 
 
規模とは、そのシナリオの中で直接影響を受ける可能性のある地理的区域（特定の地域（コミュニティ）など）に
加えて、対象集団の設定記述（農村、都市、密集環境、閉鎖的環境、分散的環境、開放的環境、国内避難⺠
や難⺠キャンプなど）および⼈⼝規模に関する簡単な説明のことである。 
 

ハザード 健康影響 影響の内容 規模 

1. 即時影響   

中期・⻑期影響  

2. 即時影響   

中期・⻑期影響  

3. 即時影響   

中期・⻑期影響  

4. 即時影響   

中期・⻑期影響  
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曝露と脆弱性の評価       ⽇付： 

 
曝露評価とは、ハザードに曝露される可能性のある⼈の数とその健康影響を推定することである。 
 
脆弱性とは、個⼈、地域（コミュニティ）、システム、資産などが、ハザードの被害を受けやすい特性や状況のことであ
る。 
 

ハザード グループ 曝露の詳細（対象集団の感受

性や免疫レベルの評価） 

脆弱性の詳細 

1. ⼀般集団   

特定集団  

  

2. ⼀般集団   

特定集団  

  

3. ⼀般集団   

特定集団  

  

4. ⼀般集団   

特定集団  
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対応能⼒        ⽇付： 

 
対応能⼒とは、⼈々、組織、システムが、特定されたハザードに関連する悪条件、リスク、または災害に対処するため
に、利⽤可能なスキルや資源をどのように使⽤するかを測定するものである。 
 

ハザード ガバナンス、調整、緊急資⾦、

計画⽴案 
（テスト済みの緊急時対応計画、国内で

の資⾦調達メカニズム、治療薬やワクチンの

規制メカニズム、機能的緊急時対応センタ

ーなど） 

保健医療システムの対応能⼒ 
（保健医療従事者、患者管理と訓練、サ

ーベイランスシステム、検査能⼒、緊急医療

チームなど） 

地域（コミュニティ）の対応能

⼒ 
（市町村の取り組み、コミュニティエンゲージ

メント、地域救援活動など） 

1.    

   

   

   

   

   

2.    
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付録９ 

ワークショップ評価フォーム＜サンプル＞ 

セクション A: 属性（該当欄にチェックマークを⼊れてください） 
 
国名：                 ⽇付： 
 

1. 今回の STAR ワークショップはどのタイプでしたか？ 
  国：  a) オールハザード  □  地⽅： a) オールハザード  □ 
   b) 特定のハザード  □   b) 特定のハザード  □ 
    

2. あなたの性別  男 □ ⼥ □ 
 

3. あなたの年齢層 

20 歳未満  

20 歳〜39 歳  

40 歳から 49 歳  

50 歳から 59 歳  

60 歳から 69 歳  

70 歳以上  

開⽰を希望しない  

  
4. 所属機関の種別 

保健医療従事者（医師、看護師など)  

公衆衛⽣専⾨家（疫学者、⽣物統計学者など）  

安全保障・軍関係者  

農業・動物衛⽣関係者  

⾷品・⽔衛⽣担当者  

財務専⾨家／担当者  

パートナー機関  

その他（具体的に）  
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セクション B: STAR ワークショップの⽅法と構成（該当欄にチェックマークを⼊れてください） 
 

5. 今回の STAR ワークショップの成果を主にどのように活⽤しようとお考えですか？３つ選んでください。 

1 保健医療部⾨の計画を促進するために、国または地⽅のリスクプロファイルを作成する  

2 リスク低減または排除プログラム（予防接種、ベクターコントロールなど）にエビデンスを提供する  

3 災害・健康危機管理プログラムの開発に役⽴てる  

4 季節ごとのリスクに緊急対応措置を適⽤させる  

5 リスクベースのアプローチで、同時に起こりうる緊急事態を予防し、準備する  

6 該当するハザードに対処するための事前準備計画に活⽤する（緊急時対応計画、業務継続計
画など） 

 

7 国に対し早期警戒、早期対応に向けた情報を提供する  

8 優先順位の⾼い事前準備や即応態勢確保のためにリソースを割り当てる  

9 キャパシティ・ビルディング、戦略的備蓄、調整機能を、リスク情報に基づいて拡充するためのエビ
デンスを提供する 

 

 
 

6. 以下の STAR ワークショップセッションは、あなたの国や地⽅におけるリスクアセスメントに、どの程度役に⽴ち
ましたか？（「役に⽴たなかった」は１、「とても役に⽴った」は５） 

 1 2 3 4 5 

リスクアセスメントのための優先的なハザードの特定      

ハザードの健康影響の明確化      

ハザードの範囲、規模、重⼤性の明確化      

曝露のアセスメント      

頻度、季節性、可能性のアセスメント      

脆弱性のアセスメント      

対応能⼒の推定      

リスクレベルの決定      

主な⾏動項⽬とネクストステップの草案作成      
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7. 以下の STAR ワークショップの技術的な側⾯について評価してください。（「悪い」は１、「とてもよい」は５） 

 1 2 3 4 5 

参加したステークホルダー（関係者）の幅広さ      

多部⾨が関与することの有⽤性      

すべての意⾒とアイデアの公正な検討      

グループワークとワークショップの⽬的の⼀致性      

話し合いの時間配分      

セッションごとのプレゼンテーションの分かりやすさ      

ワークショップセッションの全体的な調整      

 
 

8. ファシリテーターの次の役割について、どのように評価しますか？（「そう思わない」は１、「強くそう思う」は
５） 

 1 2 3 4 5 

STAR のステップと概念を明確に提⽰し、説明した      

STAR の⽅法と議論のコンセプトに関する知識を持っていた      

議論を促し、全員が関わるようにはたらきかけた      

その他（具体的に） 

 
 

9. 全体として、ワークショップの構成についてどのように評価しますか？（「悪い」は１、「とてもよい」は５） 

 1 2 3 4 5 

ワークショップ環境の安全性と快適性（該当する場合）      

ワークショップの資料、機器、交通⼿段、飲⾷物、その他の
ロジスティクスの利便性 

     

ワークショップの⽇程、交通⼿段、宿泊に関する情報のタイ
ムリーな発信 

     

ワークショップのスケジュールの遵守（不適切な中断などはな
かった） 

     

インターネット接続環境とオンラインサポート（該当する場
合） 

     

その他（具体的に） 
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10. ワークショップで直⾯した課題を３つ教えてください。 

1. 

2. 

3. 

 
 

11. ご意⾒、ご感想がございましたらお聞かせください。 

 

 
 
  アンケートにご協⼒いただき、ありがとうございました。 
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付録１０ 

緊急事態・災害リスクカレンダー 

緊急事態・災害リスクカレンダー（EDRC）は、STAR ワークショップの結果を集約し、STAR データをインタラクティブに
可視化したものを関係者に提供するものである。このカレンダーは、統計ソフトウェア R を使⽤して特定された優先リス
クの概要と詳細を表⽰するもので、その中にはリスクマトリクスも含まれている。 

STAR の結果は EDRC への最初の⼊⼒情報となるが、その後このカレンダーは、「⽣きた」カレンダーとして維持管理さ
れる。特定されたハザードに対する理解、指定された地理的区域への影響、発⽣の可能性、国の対応能⼒は、時間
の経過とともに変化する。その変化に応じながら、EDRCは、国が使⽤する「⽣きた」ツールとして、国が維持管理し、
更新する必要がある。 

EDRC は、各国を⽀援するための以下のような体系的で透明性の⾼いプロセスを提供する。 

• カントリーリスクの⽉別概況 
• ⾮常に⾼い・⾼いとされたリスク項⽬の、即時（１か⽉）、短期（２か⽉）、中期（６か⽉）の⾒通し 

 

メモ 

例えば、ある国で気候現象（ラニーニャ、エルニーニョなど）が⽣じている場合、先に述べた気象関連のハザードは、国
の情勢に応じてカレンダー内で調整が必要となることがある。 
 
国は、利⽤可能なモデリングや情報に基づいて、「⽣きた」緊急事態・災害リスクカレンダーを修正することができる。  
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付録１１ 

STAR ワークショップ報告書テンプレート＜サンプル＞ 

国内の健康危機管理計画⽴案のための戦略的公衆衛⽣リスクアセスメント 

技術的レポート ー［国名を記⼊］，［記⼊⽇］ 	
リスクアセスメントの⽅法：戦略的リスクアセスメントツール（STAR）	
国名：［国名を記⼊］ 
実施⽇：［⽇付を記⼊］ 
次回のアセスメント予定⽇：［⽇付を記⼊］ 
ファシリテーター／作成者；［⽒名を記⼊］ 
参加者（参加機関）：［⽒名・名称を記⼊］ 
⽅法論：戦略的リスクアセスメントツール（STAR）の⽅法論 
謝辞 
⽬次 
略語 
はじめにーSTAR ワークショップの概要 
セクション２：ワークショップの⽬標 

１. 全体⽬標 
２. 個別⽬標 

セクション３：STAR ワークショップの⽅法 
セクション 4：X 国における STAR ワークショップの実施 
セクション５：STAR ワークショップの結果 

１. リスクサマリー 
２. リスクマトリクス 
３. 災害リスクカレンダー 
４. 国のリスクプロファイル 

セクション６：提⾔ 

１. 全体提⾔ 
２. 個別提⾔ 

セクション７：結論とネクストステップ 

１. 結論 
２. ネクストステップ 

セクション８：付録 

１. ⽅法論の詳細 
２. STAR を⽤いた公衆衛⽣リスクアセスメントのサマリー 
３. STAR ツールから最終的なリスクレジスターを挿⼊ 
４. 参加者⼀覧 
５. ワークショップのアジェンダ  
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付録１２ 

戦略的リスクアセスメント資料 

1. Report of the open-ended intergovernmental expert working group on indicators and 
terminology relating to disaster risk reduction. Note by the Secretary-General. New York (NY): 
United Nations ; 2016 (A/71/644; https://www.unisdr.org/we/ inform/terminology, accessed 
18 February 2019). 

2. OCHA Annual Report 2017. Geneva: United Nations Office for the Coordination of 
Humanitarian Affairs; 2017 (https://www. 
unocha.org/sites/unocha/files/2017%20annual%20report. pdf, accessed 18 February 2019). 

3. Types of disasters: definition of hazard [website]. Geneva: International Federation of Red 
Cross and Red Crescent Societies; 2019 (http://www.ifrc.org/en/what-we-
do/disastermanagement/about-disasters/definition-of-hazard/, accessed 18 February 2019). 

4. EM-DAT: International Disaster Database [website]. Brussels: Centre for Research on the 
Epidemiology of Disasters (https://www.emdat.be/, accessed 18 February 2019). 

5. International Health Regulations, third edition. Geneva: World Health Organization; 2005 
(https://apps.who.int/iris/ bitstream/handle/10665/246107/9789241580496-eng.pdf, accessed 
31 March 2019).  

6. Dzud national report 2009−2010. Geneva and Ulaanbaatar: United Nations Development 
Programme and Swiss Agency for Development and Cooperation; 2010 (https://www. 
academia. edu/2426652/How_Mongolian_herders_affected_ 
by_Dzud_natural_phenomena_2009-2010_ government_and_ 
pastoralists_disaster_management, accessed 18 February 2019). 

7. Jaykus L, Woolridge M, Frank J, Miraglia M, McQuatters-Gollop A, Tirado C. Climate change: 
implications for food safety. Rome: Food and Agriculture Organization of the United Nations; 
2008 (http://www.fao.org/3/i0195e/i0195e00.pdf, accessed 18 February 2019). 

8. EM-DAT: General classification [website]. Brussels: Centre for Research on the Epidemiology of 
Disasters (https://www. emdat.be/classification, accessed 18 February 2019). 

9. Global environmental outlook 3: past, present and future perspectives [website]. Nairobi and 
London: United Nations Environment Programme; 2002 (https://wedocs.unep.org/ 
bitstream/handle/20.500.11822/8609/GEO-3%20REPORT_ 
English.pdf?sequence=7&isAllowed=y, accessed 18 February 2019). 

74



 

	

10. International cloud atlas [website]. Geneva: World Meteorological Organization 
(https://cloudatlas. wmo.int/haze.html, accessed 18 February 2019). 

11. Coppola D, editor. Introduction to international disaster management, 3rd edition. Oxford: 
Butterworth-Heinemann; 2015. 

12. Recommendations for the transport of dangerous goods, 19th edition. New York and Geneva: 
United Nations; 2015 (https://www.unece.org/fileadmin/DAM/trans/danger/ 
publi/unrec/rev19/Rev19e_Vol_I.pdf, accessed 18 February 2019). 

13. IHR core capacity and monitoring framework. Geneva: World Health Organization; 2013 
(http:// apps.who.int/iris/ bitstream/10665/84933/1/WHO_HSE_GCR_2013.2_eng.pdf, accessed 
18 February 2019). 

14. The protocol additional to the Geneva conventions for 12 August 1949, and relating to the 
protection of victims of international armed conflicts (Protocol I) of 8 June 1977. Geneva: 
International Committee of the Red Cross; 1977 (https://www.icrc.org/ihl/INTRO/470, 
accessed 18 February 2019). 

15. National strategy for chemical, biological, radiological, nuclear, and explosives (CBRNE) 
standards [website]. Washington DC: United States Department of Homeland Security; 2010 
(http://www.dhs. gov/national-strategy-chemical-biologicalradiological-nuclear-and-
explosives-cbrne-standards, accessed 18 February 2019). 

16. Treaty on the non-proliferation of nuclear weapons [website]. New York, NY: United Nations 
Office for Disarmament Affairs; 2012 (http://www.un.org/disarmament/WMD/ 
Nuclear/NPT.shtml, accessed 18 February 2019). 

17. Technical guidance for monitoring and reporting on progress in achieving the global targets 
of the Sendai Framework for Disaster Risk Reduction. Geneva: United Nations Office for 
Disaster Risk Reduction; 2017 (https://www.unisdr.org/we/ inform/publications/54970, 
accessed 18 February 2019). 
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2 �/ºNP¾�¯���/º�https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/taisaku/torikumi/1000061/1000903/index.html 
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https://www.med.or.jp/doctor/report/saigai/bousaikeikaku20200601.pdf 
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8 I�C<�M�8´¯��~¤w�Ê3K=`Ç� 25{�I�C<�
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/soshiki/dl/tp190628-01-02.pdf 
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https://www.mhlw.go.jp/topics/2017/01/dl/tp0117-z02-01s.pdf 
10 º¸c�M�8´'")¯��_o 17`Å���¾bM�8´Y�
https://www.fdma.go.jp/mission/protection/item/protection001_22_todoufuken_KokuminHogo.pdf 
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11 �/ºM�8´¯��3K=`È���/º�
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/000/365/kokuminhogokeikaku_r1.pdf 
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厚生労働大臣殿

/ “ 2 I
令和4年3月2 8日

機関名国立保健医療科学院
所属研究機関長職名院長

氏名曽根智史
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい 
ては以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス機

能の確立に資する研究
3. 研究者名 ( 

(氏名.フリガナ)冨尾 淳•トミオ ジュン 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済みjにチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入 棟1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫 
理指針(拗)  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチヱックすること。
その他(特記事項)
條2)未審査に場合は、その理由を記載すること〇
ほ3)廃止前の'「疫学研究に関する倫理指針」、r臨床研究に関する倫理指針j、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針j、「人を対象 

とする医学系研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )
当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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厚生労働大臣殿
令和4年4月1日

機関名国立感染症研究所
所属研究機関長職名所長

氏名脇田隆字 
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい 
ては以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェン

ス機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署.職名)感染症危機管理研究センター•センター長

(氏名.ブリガナ)齋藤 智也.サイトウトモヤ 
4.倫理審査の状況

後1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき偷理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「番査済み」にチヱッ

該当性の有無 
有 4nE

左記で該当がある場合のみ記入棟1)
審査済み 密靈した機関 未審査(※艺)

人を対象とする生命科学■医学系研究に関する倫理指針(※3)  ■
遗伝子治癍等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等の実 
施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の密査が完了していない場合は、「未審査jにチヱックすること。
その他(特記事項)

 该2)未赛査に場合は、その理由を記敝すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項) •該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告.審査の有無 q 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導.管理の有無 有□無■(有の場合はその内容：’• )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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令和4年3月17日
厚生労働大臣殿

機関名公立大学法人福島県立医科大学
所属研究機関長職名理事長

氏名竹之下誠一
次の職員の令和3年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理 
については以下のとおりです。
1•研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2.研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署•職名)医学部公衆衛生学講座•教授

(氏名•フリガナ)安村 誠司•ヤスムラ セイジ 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入險1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査jにチェッタすること。 
その他(特記事項)

ぐ※？)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理
当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )
当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■無□(無の場合はその理由： )
当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有 □無■(有の場合はその内容： )
(留意事項)•該当する□にチヱックを入れること。•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣殿
令和4年3月31日

機関名学校法人芝浦工業大学
所属研究機関長職名 理事長

氏名鈴見健夫
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署.職名)システム理工学部.准教授  

(氏名.フリガナ)市川 学.イチカワ マナブ 
4.倫理審査の状況

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入(«1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針_  ■

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  ■
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
等の実施に関する基本指針  ■
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

(指針の名称： )  ■

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチェックすることq
その他(特記事項)

ぐ※」)未審査に場合は,その理由を記載すること。
ぐ※］)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム.遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5 .厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるCO I委員会設置の有無 有■無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有□無匯(無の場合はその理由：本学ガイドラインによる )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有□無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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令和4年2月18日
厚生労働大臣 殿

機関名空間情報科学研究センター
所属研究機関長 職 名 センター長

氏名 瀬崎薫
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード.アプ口ーチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3. 研究者名 ( 

(氏名.フリガナ) 関本 義秀 セキモト ヨシヒデ
4.倫理審査の状況

(※り当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入该1)
審査済み 審査した機関 未審査(戲)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針(斂)  0

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  0
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針  0
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  0

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査Jにチヱックすること。
その他(特記事項)'
(※艺)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講0 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項) •該当する□にチヱックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有0 無ロ(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるco I委員会設置の有無 有0 無 (無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有0 無口(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無。 (有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
令和4年3月17日

機関名 大阪医療センター
所属研究機関長職名 院長

氏名 松村泰志
次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1.研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業____________________

4.倫理審査の状況

2.研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス 

機能の確立に資する研究

3.研究者名 (所属部署•職名) 救命救急センター • 救命救急センター長

(氏名•フリガナ) 大西光雄 オオニシミツオ

(※〇当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチヱッ

該当性の有無
有 無

左記で該当がある場合のみ記入磁1)
審査済み 審査した機関 未審査⑽

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針_  0

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  0

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 
等の実施に関する基本指針  0

その他、••該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： )  0

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチヱックすること。 その他(特記事項)
(:※?)未審査に場合は、その理由を記載すること。
该3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針J、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針J、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講0 未受講ロ
6.利益相反の管理

.(留意事項) •該当する□にチェックを入れること。
•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有 0 無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるco I委員会設置の有無 有。 無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有 0 無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無。 (有の場合はその内容： )



(DO J- I

厚生労働大臣 殿
機関名

所属研究機関長 職 名 
氏名

令和 4年 3月 2 2日

国立大学法人浜松医科大学
学長
3野泓之

次の職員の令和3年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管 
理については以下のとおりです。
1. 研究事業名 健康安全•危機管理対策総合研究事業
2. 研究課題名 オールハザード•アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス

機能の確立に資する研究
3 .研究者名 (所属部署•職名) 医学部•助教

(氏名•フリガナ) jti杉 友•タカスギトモ  
4.倫理審査の状況

(^1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

該当性の有無 
有' 無

左記で該当がある場合のみ記入(幻)
審査済み 審査した機関 未審査(^2)

人を対象とする生命科学•医学系研究に関する倫理 
指針⑽ □ ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 等の実施に関する基本指針 □ ■ □ □
その他、該当する倫理指針があれば記入すること 
(指針の名称： ) □ ■ □ □

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。
その他(特記事項)
て※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ヌ)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針J、「ヒトゲノム•遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対 
象とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
研究倫理教育の受講状況 受講■ 未受講ロ
6.利益相反の管理

(留意事項)•該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるCO Iの管理に関する規定の策定 有■ 無□(無の場合はその理由： )

当研究機関におけるC〇I委員会設置の有無 有■ 無□(無の場合は委託先機関： )

当研究に係るCO Iについての報告•審査の有無 有■ 無□(無の場合はその理由： )

当研究に係るCO Iについての指導•管理の有無 有ロ 無■(有の場合はその内容： )

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
令和５年７月２０日

機関名 国立大学法人 東京大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 藤井 輝夫

次の職員の令和３年度厚生労働行政推進調査事業費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相

反等の管理については以下のとおりです。

１.研究事業名 健康安全・危機管理対策総合研究事業

２.研究課題名 オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェンス機能の確立に資する研究

３.研究者名 (所属部署・職名)生産技術研究所・准教授

(氏名・フリガナ)沼田 宗純(ヌマダ ムネヨシ)

４.倫理審査の状況

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

該当性の有無

有 無

左記で該当がある場合のみ記入(※1)

審査済み 審査した機関
未審査(※

2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針(※3)
□ ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□ ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称： )
□ ■ □ □

その他(特記事項)

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

５.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■ 未受講 □

６.利益相反の管理

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □(無の場合はその理由：

)

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □(無の場合は委託先機関：

)

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由：

)

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■(有の場合はその内容：

)

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。




